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はじめに 1

　1945年10月、広島と長崎に原爆が落とされてからおよそ2ヶ月後、ジャー
ナリストにして作家のジョージ・オーウェルは、ロンドンで発行されてい
た民主社会主義系の雑誌『トリビューン』に「あなたと原子爆弾」という
エッセイを寄稿した1。そこでオーウェルは、近い将来、核兵器をもつ2、
3の超大国が世界を分割し、「平和なき平和（peace that is no peace）」という代
償を払いながらも大規模な戦争に終止符を打つ時代を迎えるかもしれない
とし、その状態を「冷戦（cold war）」と呼んだ。これが「冷戦」という語
の初出とされる。オーウェルが「平和なき」とあえて付け加えたのは、原
爆が「搾取された階級や人民の反抗の力をすべて奪い取る」ものであり、
超大国ではない「報復し得ない人民」に対しては原爆を使用したり、それ
をもって威嚇したりすることがあり得ると考えたからである。その4年後
にディストピア小説『1984年』を上梓する作家にふさわしいこの近未来の
予言は、米国とソ連という核兵器を保有する超大国間に全面戦争が起きな
かったという点などにおいて部分的に正しかったが、東アジアにおいて間
もなく朝鮮戦争その他の「大規模な戦争」が起きるなど、「冷戦」の世界
秩序構築過程において、いわゆる第三世界を舞台に「熱戦」が頻発するこ
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1 George Orwell, “You and the Atomic Bomb,” Tribune, October 19, 1945（Sonia Orwell and Ian 
Angus eds., The Collected Essays, Journalism and Letters of George Orwell: Volume IV In Front of Your Nose 
1945-1950, Secker & Warburg, 1968, pp.6-10所収）。オーウェルは、米国、ロシア（ソ連）、そ
して場合によっては中国も核兵器を持ち、世界を3分割する可能性を予期していた。
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とになった点までは見通せていなかった。
　それから60年余りの歳月が過ぎ、ソ連や東欧をはじめとする旧社会主義
圏の文書館などを渉猟し、「新しい冷戦史」研究の第一人者となったオッ 

ド・アルネ・ウェスタッドは、米ソ間のグローバルな対立と、脱植民地化
の過程および第三世界の新興諸国の形成とを結びつける視点から、20世紀
後半の歴史を描き出すにいたった2。アジア、アフリカ、ラテンアメリカ
における反植民地革命および新国家の創造のうねりが、「自由の帝国」米
国および「公正の帝国」ソ連の対外介入と出会う場に注目するこの視点は、
間違いなく重要である。と同時に、その枠組によって実にさまざまなこと
を論じることができるであろう東アジアの脱植民地化と冷戦という問題が、
ウェスタッドの著書では（中国を除いて）絶望的なまでに省略されているこ
とに、私たちは目を向けざるを得ない。1945年の大日本帝国の敗戦と解体
にともない、東アジアは解放、占領、分断、帰還、引揚げ、建国などの激
動の時期を再び迎えた。さらに、台湾2．28事件（1947年）、済
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4．3事件（1948

年）などの国家テロリズムや、中国の国共内戦、朝鮮戦争などの「熱戦」
を経験しながら、東アジアの冷戦秩序が形成されていった。本書は、冷戦
が世界規模では一応の終結を見て四半世紀経ってもなお「グローバルな冷
戦」研究の視野にしっかり入ってきていない「東アジアの冷戦」を、むし
ろ議論の中心に据える。
　しかしながら、本書は、ワシントンやモスクワあるいは各国の指導者た
ちを主語とするような「東アジアの冷戦史」の叙述を目指すものではない。
本書は、その歴史を、その時代を民間人として生きた諸個人の視点から描
き出そうとする試みである。あらかじめ明確に述べておきたいことは、個
人に焦点を絞るからといって、本書が国際関係史を中心とした冷戦の「全

2 O. A. ウェスタッド（佐々木雄太監訳）『グローバル冷戦史：第三世界への介入と現代世界
の形成』名古屋大学出版会、2010年。
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体史」に対応する「部分史」を描こうというものではないということであ
る。いかに各国の文書館から大量の公文書を集めて歴史を叙述しても、そ
れは冷戦の「全体」を描いたということにはならず、それもまた特定の観
点から構築された「部分史」でしかない。一方、いかなる個人も諸関係の
網の目のなかで生きているのであって、その社会的なつながりはグローバ
ルに開かれている。個人を出発点とした「グローバル冷戦史」もあり得る
のである。
　個人から出発する冷戦史の叙述を試みるうえで、本書が注目するのは日
記である。本書所収の全ての論文は、多かれ少なかれ日記を資料として用
いる点において共通している。日記という資料を扱うのにはさまざまな困
難さをともなうものであるが、それに見合うだけの魅力がある。その魅力
の一つは、それが目的論的ないし結果論的な歴史叙述に抗するための手が
かりとなり得るということにある。私たちはふだん生きていて、明日世界
が、いや自分自身さえもどうなるか正確に予測することはできない。まし
てや本書で扱うような激動の時代においては、多くのことが流動的であっ
て、誰もがその「全体像」を見通せない状況であった。今日の私たちは、
南北朝鮮の分断が70年以上も続いてしまうことを知っているし、あの超大
国ソ連が崩壊したことも知っている。しかし当時の諸個人は、そうした帰
結を知るよしもなく、かれらをとりまく客観的な諸条件とそれに対する 

個々の主観的認識にもとづき、その都度判断し選択しながら生きて（ある
いは死んで）いった。日々綴られる日記は、その当時のリアリティに迫る
のに絶好の資料である。そこに刻まれた経験を読み解くことは、後代に住
む私たちの目にはむしろ見えにくい何かを照らし出し、新たな冷戦像の構
築の端緒を導き出す可能性を秘めている。
　一つ例を挙げよう。1945年9月8日、米軍の艦隊が仁
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港に上陸した。
これに対し、建国準備委員会の保安隊員や朝鮮労働組合員が連合国の諸国
旗を掲げ歓迎の行進をしていたところ、日本人の特別警察隊員が発砲し、
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という2人の男性が即死した3。米軍と
日本人側は行事自体が不法であったとし4、朝鮮人団体側は平和的な歓迎
の行進だったと主張した。ところで、そもそも米軍は朝鮮半島の日本人を
武装解除するため進駐してきたというのに、なぜ敗戦国側の日本人が銃を
所持して朝鮮人を射撃することができたのか。実は、当時これと似た銃撃
事件は数多く起きていた。そうした諸事件の発生の背景には、沖縄から朝
鮮半島に向かう米軍と朝鮮軍（朝鮮に駐屯していた日本軍）が幾度となく交信 

し、朝鮮半島というところは「共産主義者」が多い危険な地域であるから、
米軍の安全のためには当面日本人警察・軍隊に依存しなければならないと
伝えていたという事実があった5。こうした米軍と在朝日本人のあいだの
反共の連帯と支配の引き継ぎを通じて、38度線以南では相対的に「平和」
的な日本人の引揚げが可能となった。この「平和」は、その後朝鮮半島が
左右対立を中心軸とした「熱戦」地帯と化していくことを代価としていた。
權平根と李錫雨の死亡事件は、脱植民地化の困難な道のりと冷戦のはじま
り、「平和」と「熱戦」の相互関係的な併存を象徴する場面であったとい
うことができる。
　だが、それはその後の歴史過程を知り、当時は機密であった情報を知っ
てはじめて見えてくる歴史像である。では、その事件の起きていた時代と
場所に実際生きていた人は、この事件をどう見ていたのか。太田修が近年

3 『每日新報』1945年9月12日2面。なお、当時の在朝日本人側による事件の認識については、
森田芳夫『朝鮮終戦の記録：米ソ両軍の進駐と日本人の引揚』（巌南堂書店、1964年、274
～275頁）にまとめられているように、「赤旗をもった朝鮮人の群衆が、警察の警備区域を
突破しようとした」ため起きた事件というものであった。

4 1945年9月2日、米陸軍第24軍団長として朝鮮占領の司令官を務めたホッジ中将は、南朝鮮
の民衆に対して「日本人に反対する示威行為または米軍の歓迎行為に参加してはならない」
との文言を含む布告を出していた（국사편찬위원회 편『주한미군사Ⅰ』국사편찬위원회，
2014，93쪽）。

5 李圭泰「8．15 전후 조선총독부의 정책」『翰林日本學硏究』8，2003．
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研究を進めている仁川の電気工 I氏は、同じ9月8日付の日記の紙面上部に
「WEL COME U.S. ARMY」と2度書いたうえで、その日のできごとを描写
している6。長くなるが以下、全文を訳出してみよう。

昨日上陸することになっていた米国第24軍は、天気の関係で今日仁川
港に上陸した。高い山から海上を見れば、米国艦隊が軍艦や輸送船な
どが数十隻に増えており、その隙間には上陸船艦が相当あって、軍人
を桟橋まで運んでいた。空中には飛行機が大編隊で百機ほど飛んで仁
川上空を警戒している。今日会社では作業もなかった。午後2時ころ、
私は仁川裁判所の屋上で上陸の光景を見たのだが、そのとき上陸して
きた米軍10名が日本軍の案内で裁判所内に入ってきて、さまざまな書
類等を見たのち、屋上に米国旗を掲げた。米国軍人はいつも笑い顔で
あり、たまにわれわれに英語で話しかけてきた。英語を知らないわれ
われは、英語で「アイ・ノウ」と言うだけだった。道路には朝鮮の青
年たちが連合軍の国旗をみな掲げて、千名ほどの行列をしていた。旗
には「朝鮮独立万歳」とか、その他の文句を書いて持っていた人もい
た。この行列が裁判所の前に来たとき、仁川警察署から警官が出てき
て、ピストル拳銃で撃って負傷者が出て、歓迎は中止となり、四散す
ることになった。こんな光景だった。午後5時には米国軍人が市街を
交信した。本当に活発な軍人たちだった。年齢を聞くと19歳だという。
そしてどの軍人であれ親切だった。

6 太田修「朝鮮解放直後におけるある労働者の日常：仁川の電気工 I氏の日記から」（鄭昞 
旭・板垣竜太編『日記が語る近代：韓国・日本・ドイツの共同研究』同志社コリア研究セ
ンター、2014年、343頁）にその日の記事全文が掲載されている。なお、I氏は “ARMY” と
いう語を最初 “AMRY” および “AMERY” と誤記し、それを線で消して訂正している。そこ
から、彼ががんばって「正しい英語」を書こうとする姿が読み取れる。
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当時19歳だった I氏にとって、米軍はまごうことなき解放軍であって、占
領の任務にあたっていた若い軍人たちもフレンドリーに感じられた。そう
したなかで、目の前で起きた発砲事件は、きっと大きな騒動であったに違
いないのに、驚くほどあっさりとした記述で済まされている。裁判所内に
米軍側を案内したのが日本軍であることは分かっているが、それと発砲事
件とのつながりについて見えているようには思えない。それよりも朝鮮解
放の喜びの方がまさっていたのか、むしろ英語の実力のなさを実感して勉
強しなければと思うのであった（I氏は早速同月から英語講習所に通いはじめた）。
こうした価値観が当時どれほど一般的であるかは不明であり、どのような
立場で占領軍と出会ったかによって全く異なる経験もあったと考えられる。
だが、それでもこの日記の記述は一つのリアリティを提示しているととも
に、私たちに多くの問いを投げかけてくる。この米国への信頼感は何に淵
源するのか。押しつけられていた日本語と、自ら用いようとする英語との
違いは何なのか。米軍の朝鮮民衆への警戒心と、その兵士たちがかれらに
見せた「笑い顔」とは、どのような関係にあったのか。解放軍への歓迎の
なかで、解放過程の暴力が見えにくくなるという朝鮮民衆の心性は、どの
ように形成されたのか。こうした問いに答えようとするためには、また新
たな研究を必要とするし、そのことこそが個人の日記から出発する冷戦史
の可能性を示している。本書は、その一つの試みである。
　本書の原型となっているのは、2016年3月5日に同志社大学で開催した国
際シンポジウム「日記からみた東アジアの脱植民地化と冷戦」である7。タ
イトルには「東アジア」と付しているが、地理的に東アジア全域をカバー
しようというものではない。台湾、中国（朝鮮族）および日本（主に大日本

7 「脱植民地化」が書籍のタイトルからは消えているのは、決して脱植民地化を軽視しての
ことではなく、むしろ先述のように冷戦という歴史過程のなかに脱植民地化が否応なく組
み込まれることになったという点を踏まえてのことである。
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帝国）にまたがってはいるが、その軸足はあくまでも朝鮮半島にある。そ
の理由を理論的に説明することも可能だが、それよりも直接的な理由は、
本書が同志社コリア研究センター（DOCKS）と高麗大学校民族文化研究院
（RIKS）との共同研究の成果だからである。以下、本書の成立経緯を説明
しよう。
　DOCKSと RIKSの HK韓国文化研究団「個人の伝統と近代研究チーム」
（現「植民地冷戦文化研究チーム」）は、2011年より共同研究を進めてきた。
2012年からは、日記を中心とした個人記録（ego-documents）に関する共同研
究を開始した。同年6月には、本書の編者2人とドイツのチュービンゲン大
学のイ・ユジェ（You Jae Lee）氏の研究ネットワークのなかで、高麗大学校
において国際シンポジウム「日記を通じてみた伝統と近代、植民地と国家」
を開催した。その成果は、韓国と日本でそれぞれ編著として出版している8。
こうした流れで、2013～15年度の2年半のあいだ、DOCKSと RIKSの国際
共同研究「朝鮮半島と日本を越境する植民地主義および冷戦の文化」が、
日本学術振興会の「頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログ
ラム」（2013-15年度）に採択され、個人記録研究もここに組み込むことになっ
た9。前編著が植民地期にかなりの比重を占めていたことに鑑み、それに
続く共同研究では朝鮮の植民地からの解放後に中心を据えることにした。
その最終年度に企画したのが、先述の国際シンポジウムである。シンポジ
ウムを構成するに際して、大日本帝国からの脱植民地化と冷戦が折り重な
る状況を台湾の視点からも検討するために駒込武氏を招いた。また、現代
韓国の日記を近年精力的に収集、公開し、研究を進めていた全北大学校の

8 韓国では『일기를 통해 본 전통과 근대，식민지와 국가』（소명출판，2013）として、日
本では『日記が語る近代：韓国・日本・ドイツの共同研究』（同志社コリア研究センター、
コリア研究叢書1、2014年）として、それぞれ刊行した。

9 なお、RIKSは、台湾中央研究院（Academia Sinica）台湾史研究所の許雪姬氏とのつながり
のなかで、2014年5月に国際シンポジウム「日記と多様な近代」をソウルで開催した。
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「SSK個人記録と圧縮近代研究団」とも新たに連携し、安勝澤氏と李成浩
氏を招くことになった。
　こうして開催した国際シンポジウムを基礎に、各筆者からあらためて寄
稿していただいた論文を編集しなおしたものが本書である10。表1に本書
所収論文の内容を一覧としてまとめた。一見して分かるように7本の論文
に登場する9人の主人公11は、属性も主たる居住地も多様であるし、さら
には中心的に扱っている時代もばらばらである。そのうち、生前に活字の
文章を公刊したことのある「インテリ」が3名（林獻堂12、金
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）、
農民（精米業者を含む）が3名（權
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）、電気工（I氏）・弁
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元）・韓薬師（朴
パク

來
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昱）が各1名である。社会主義圏に居住している
朝鮮人が2名（金壽卿、崔海元）で、残り7名は非社会主義圏の居住者である。
全て男性であるという点だけは共通しているが、これは入手しえた日記資
料をベースに研究を進めるほかない状況のなかで、女性の書いたものがそ
もそも稀少であったことから来る偏りであって、今後の研究においては何
とかして克服すべき限界である。本書では、これらの論文をおよそ時代順
に並べ、2部構成で配置した。本書はある意味「通史」的な歴史叙述から
最も遠いところで企画されているため、このような配列は望ましくないか
もしれないが、読者の便宜を考えてのことであり、理解いただければ幸い
である。

10 本書収録論文はシンポジウムの報告文そのままのものではなく、全て大幅に加筆訂正され
ているか、差し替えられたものである（巻末の初出一覧も合わせて参照されたい）。

11 李松順論文に登場する4名中1名は、安勝澤・李成浩論文の主人公と同一人物である。
12 本書で漢字表記をするにあたっては、原則として新字体を用いるが、人名についてのみ原
表記にしたがった。朝鮮系の名前については初出時にカタカナでルビを振ったが、中国・
台湾系の名前については日本の漢音で読むという慣習にしたがってルビを振らなかった。
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表1　本書の内容一覧

論文筆者 主人公 属性等 主な居住地 中心的な時代
1 駒込武 林獻堂 政治リーダー 台湾 1945年

2 太田修 I氏 電気工 仁川（韓国） 1950-51年

3 板垣竜太 金壽卿 言語学者 北朝鮮 1950-51年

4 廉仁鎬 崔海元 弁士 中国東北部 1963-68年

5 李松順 申權植、崔乃宇、
朴來昱、權純德

農民、韓薬師
ほか

韓国農村部 1970年代

6 安勝澤・李成浩 權純德 農民 金泉（韓国） 1970-80年代

7 金成姸 金珖燮 作家 ソウル（韓国） 1943-44年に
獄中で書いた
日記の戦後出
版

　世界規模では、ベルリンの壁崩壊、東欧革命、ソ連解体などによって冷
戦が終結したことになっているが、東アジアでは冷戦期に形成された緊張
関係が今もなお継続している。それは国家体制だけの問題ではなく、そこ
に生きる人々の心性にも深く影響を及ぼしてきた。その心性へと歴史的に
分け入ることは、緊張関係を緩和し、継続する〈東アジアの冷戦〉と未完
の脱植民地化を成し遂げるためには、不可欠の作業であると考える。本書
がその一助となれば幸いである。

（謝辞）本書は JSPS科研費 JP25370843の助成を受けた成果である。本書を出すに当たっ
ては、多くの方々のお世話になったが、ここでは編集補佐にあたった西村直登さん（同
志社大学）の名前をまず挙げておきたい。彼の周到な仕事がなければ、本書をまとめあ
げることができなかった。本書のもとになったシンポジウムは、柳美佐さん（当時、同
志社コリア研究センター・研究支援員）の準備と事後処理がなければ成立し得なかった。
また、「コリア研究叢書」1～2に続き、本書の装幀も大本幸恵さんが引き受けてくださり、
コンセプトをよく反映したデザインを提供していただいた。ここに合わせてお礼申し上
げる。
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1．はじめに

　「東アジアの脱植民地化と冷戦」にかかわる基本的な構図として、脱植
民地化にかかわる課題が、資本主義陣営と社会主義陣営の対立という冷戦
的枠組みにより棚上げにされてしまったことを指摘できる。脱植民地化と
は、単に政治的に植民地支配から脱することばかりではなく、植民地支配
により損なわれた事物の回復や、歪められた社会構造や慣行、価値観を克
服するための長期的なプロセスを含んでいるはずであった。だが、戦後に
覇権国家として立ち現れたアメリカは、「満洲事変」（1931年）以後の中国
大陸における日本軍の侵略戦争を「超国家主義」「軍国主義」に基づく行為
として裁きはしたものの、台湾・朝鮮半島・南洋群島などにおける植民地
支配それ自体を「人道に対する罪」として問おうとはしなかった。その背
景には、アメリカ自体が帝国主義列強の一角を構成し、戦後においてはソ
ヴィエト連邦への対抗を優先的課題と位置付けながら、台湾、沖縄、日本
本土、韓国を西側陣営に組織することに腐心していた事情が存在していた。
台湾や韓国の軍事独裁政権はこれに呼応、1952年の日華平和条約において
蔣介石総統は対日賠償請求権を放棄し、1965年の日韓基本条約において朴

パク

正
チョンヒ

煕大統領は対日賠償問題の「最終的な解決」を約束、日本政府はこうし
た事態に便乗じて賠償問題を「安上がり」にすませ、帝国的な社会構造・
価値観を今日にいたるまで温存させてきたといえる。

1 林獻堂日記にみる台湾脱植民地化の隘路

駒
こま

  込
ごめ

　武
たけし

―あるいは、可能性としての「分散の法」―
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　以上のような見取図に基づきながら、本稿では、脱植民地化という課題
の頓挫のあり方を台湾の歴史に即して検証することを試みる。東アジアに
おける冷戦構造は単に国際関係論的次元におけるリアリティだったばかり
ではなく、東アジアの歴史と現在にかかわる認識枠組みを規定する役割を
果たしてきた。その冷戦的認識枠組みでは、毛沢東の象徴する「新中国」
と蔣介石の代表する「旧中国」のどちらを支持すべきかという問題が関心
を集める一方、蔣介石統治下にありながら、これと鋭く対立した台湾の住
民にはほとんど関心が寄せられてこなかった。理由のひとつとして考えら
れることは、台湾住民による脱植民地化への模索が必ずしも社会主義の実
現―それは「新中国」との統一にもつながる―という志向と結びつい
ていなかったことである。ロシア革命以後、帝国主義的な植民地支配から
の解放のためには社会主義への道を歩むことが必須であり、逆に社会主義
革命を実現すれば植民地支配をめぐる問題もおのずから解決されるという
認識枠組みが、東アジア世界における政治運動にも浸透した。そのような
認識枠組みの正当性に根拠を与えると思えるような現実も存在したものの、
この認識枠組みにはうまくおさまらない現実も存在した。台湾における脱
植民地化について論ずるということは、冷戦構造と深く結びついた認識枠
組みをいったん括弧に入れながら、冷戦をめぐる問題軸から相対的に自立
したものとして、脱植民地化という問題軸を考える作業となるはずである。

2．台湾政治史における林獻堂の位置

　本稿で史料としてとりあげるのは、『灌園先生日記』（灌園は林獻堂の号）

である。林獻堂（1881～1956）は、1920年代から1930年代前半にかけて展開
された抗日民族運動のリーダーであった1。林獻堂よりも年下のリーダー

1 林獻堂の伝記については、黄富三『林獻堂傳』（南投：国史館台湾文献館、2004年）を参照。
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層の多くが日本内地に留学した経験を持つのに対して林獻堂の教育歴は家
塾における漢学教育であり、知識人というよりも、「霧峰林家」という影
響力ある親族集団を背景とした名望家的色彩が強かった。こうした背景の
もとで、社会主義的ラディカリズムとは一線を画す態度を保持し、総督府
の定める「合法性」の枠内で自治を求めて台湾議会設置請願運動などを展
開した。

林獻堂

　「合法的」運動に終始することの限界については、1920年代当時から批
判が存在した。それでも、林獻堂なりの抵抗の原理が存在し、台湾総督府
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との関係も決して単純なものではなかった点に留意を要する。総督府は林
獻堂の全島的な名望を統治に利用しようとする一方、林獻堂はしばしばそ
の枠を逸脱しようとする動きを見せた。
　たとえば、台湾総督の「諮問機関」たる総督府評議会―朝鮮における
中枢院に類似―とのかかわりである。1921年に総督府が評議会を設置す
ると評議会員に選任されて第1回評議会こそ出席したものの、以降は欠席、
台湾議会設置運動の担い手の多くが逮捕された1923年に評議会員を辞した。
1930年に再度就任を求められた際にはいったんやむをえず受諾したが、す
ぐに辞表を提出、総督はこの辞表を受理せず、辞職を報じる新聞の発行も
差し止めた。その後、林獻堂当人の同意も得ないままに任期を継続延長さ
せた2。
　一方で、1936年には林獻堂が大陸訪問中に中国を「祖国」と呼んだこと
を捉えて、台湾軍関係者が林獻堂排撃運動を展開した。右翼人士が林獻堂
を街頭で殴打し、台湾憲兵隊長は「一朝有事の際に反国家的態度に出る危
険が包蔵されて居る」ので、林献堂の言動は看過できないと語った。新聞
の投書欄には「林獻堂の如きを府評〔総督府評議会員〕にして置くとは何事だ、
支那に追放せよ」といった投書があふれた3。かくして、総督府は軍事的
な暴力を後ろ盾とする脅迫により、評議会員を辞退させるばかりでなく、
あらゆる社会運動から退却することを迫った。だが、1941年に皇民奉公会
―朝鮮における国民精神総動員朝鮮連盟に類似―という上意下達組織
が結成されると、今度は中央本部参与に就任することを迫り、台湾総督府

2 林獻堂と総督府評議会とのかかわりについては、許雪姬「反抗與屈従―林獻堂府評議員的
任命與辞任」（『国立政治大学歴史学報』第19期、2002年5月）、拙稿「台湾総督府評議会の
人的構成」（中京大学社会科学研究所・檜山幸夫編『歴史のなかの日本と台湾』中京大学
社会科学研究所、2014年）を参照。

3 『台湾日日新報』1936年6月23日付、同6月24日付。一般に「祖国事件」として知られるこ
の出来事については、拙著『世界史のなかの台湾植民地支配―台南長老教中学校からの視
座』（岩波書店、2015年）第9章を参照。
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評議会員にも再度選任した4。
　戦時中の評議会員や皇民奉公会にかかわる履歴は、「親日派」と分類す
るのに十分なものとも見える。しかし、これらの役職に名を連ねる過程で
の政治的圧力・物理的脅迫の働き方―日本軍による台湾占領時に霧峰林
家が武器を埋蔵していたという密告なども利用された5―と、その役職
にかかわる実際の働きを見るならば、そのように分類するだけでは不十分
なことがわかる。戦時軍事動員にかかわる「共犯」構造の一翼を担わされ
たことに変わりはないものの、「共犯」構造の頂点の責任者から（台湾総督、
台湾軍司令官、首相、天皇等）末端の実行犯（皇民奉公会の役員に名を連ねた台湾人）

にいたる、「共犯」構造の全体を視野に入れながら、その中でのヒエラル 

キーと、それぞれの地位における働きをめぐる微妙な差異を見極めること
が重要であろう。

3．『灌園先生日記』の性格

　上述のような観点から林獻堂の働きを歴史的に定位しようとしたときに、
日記という史料はきわめて重要な意味を持つ。なぜなら、人間の行動にお
ける選択とは、一般的には、日常的な「しがらみ」ともいうべきものの累積
の上になされるからである。こんなことは引き受けるべきではないと思い

4 皇民奉公会については近藤正己『総力戦と台湾―日本植民地崩壊の研究』（刀水書房、
1996年）を参照。

5 許雪姬「皇民奉公会的研究―以林獻堂的参与為例」『中央研究院近代史研究所集刊』第31期、
1999年6月。なお、戦時下における林獻堂の行動について、陳翠蓮は「鮮明な漢族意識」
のもと「父祖の国」中国が日本軍に侵略することを嘆いていたが、「大東亜戦争」以降、
日本当局との合作に子孫の「生存機会」を求める傾向を強めたと論じている（陳翠蓮『台
湾人的抵抗與認同』台北：遠流出版公司、2008年、248頁）。的確な指摘だろう。こうした
指摘をふまえた上で、小稿では、林獻堂において「生存機会」とはどのような問題であっ
たかをさらに具体的に考察したい。
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ながらもつい引き受けてしまう…。そこには「○○さんにはお世話になっ
ているから」というような、第三者の視点からすれば非本質的な要因が介
在していることも多い。あるいは、目の前に提示された選択を拒絶した場
合に、まったく別な文脈での「仕返し」を怖れねばならないという事情も
あろう。日常的な行動を律するリアリティは実際のところ複雑で多元的で
あり、外部の者にはうかがいしれないところがある。だからこそ、日記を
読み解く作業が重要となる。
　林獻堂の記した『灌園先生日記』は1927年分から1955年分までのものが
現存している（ただし、1928年分と1936年分は欠落）。中央研究院台湾史研究所
許雪姬教授を中心とした「林獻堂日記解読班」による翻刻・出版・ネット
公開がなされている6。最初の刊行は、『灌園先生日記（一）　一九二七年』
（林獻堂著、許雪姬編、台北：中央研究院台湾史研究所籌備處・中央研究院近代史研究

所、2000年）、最後の刊行は『灌園先生日記（廿七）　一九五五年』（林獻堂著、
許雪姬編、台北：中央研究院台湾史研究所・中央研究院近代史研究所、2013年）である。
すなわち、この日記はようやく全貌をあらわしたばかりであり、その重要
性に比してこれを有効に利用した研究はまださほど多いとはいえない7。
　刊行主体である中央研究院は台湾において最も権威ある国立の研究機関
である。ここであらかじめ留意すべきことは、2000年の時点では「中央研
究院台湾史研究所」に「籌備處（準備処）」という言葉が付けられていたこ
とである。日本や韓国の研究者には想像しにくいことであるが、戦後1990

年代初頭にいたるまで、台湾において台湾史研究はきわめてマイナーな研
究領域であった。台湾における政府（中華民国政府）は長期間にわたって国

6 「台湾日記知識庫」（http://taco.ith.sinica.edu.tw/tdk/）において呉新榮、黄旺成、簡吉らの日
記とあわせて公開（閲覧には、無料のアカウント作成が必要）。

7 林獻堂日記を中心としながら、台湾史研究における日記の重要性を考察した研究論文集と
して、許雪姬編『日記與台湾史研究―林獻堂先生逝世50週年紀念論文集』（台北：中央研
究院台湾史研究所、2008年）がある。
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民党による一党独裁体制下にあり、国民党は自らを中国全体の正統的な代
表者として位置付けていたからである。そのため、「国語」とは中国語（北
京語）であり、「国史」とは中国史であらねばならなかった。台湾史につい
ては、清代の歴史が中国「地方志」の一部として研究され、教えられるに
とどまってきた。中央研究院にはかねて近代史研究所が存在してきたが、
その場合の「近代史」とは当然のごとく「中国近代史」を意味した。台湾
史研究所の前身たる「台湾史田野研究室」が設置されるのは1986年―40

年近くにわたって存続した戒厳令が解除される前年―である。1993年に
台湾史研究所籌備處設立、2004年にようやく籌備處という言葉がとれて正
式な研究所とされた8。
　日本・韓国との相違は、「国史」の研究・教育をめぐる体制にとどまら
ない。
　本稿で着目する林獻堂の戦後のキャリアにも、台湾における脱植民地化
という課題をめぐる複雑さがあらわれている。蔣介石とチャーチルとルー
ズヴェルトの定めたカイロ宣言（1943年12月）にしたがって、戦後、台湾は
中華民国に「返還」されることになった。蔣介石が台湾省行政長官に任命
した陳儀が戦前の台湾総督にも相似する強大な権限を握る体制において、
林獻堂のような台湾人は権力の中枢からは排除され続けた。そればかりか、
台湾人は全体として「漢奸」（民族の裏切り者）とみなされ、林獻堂の片腕
ともいうべき人物たち（林茂生、陳炘等）は、1947年の2・28事件において
反政府叛乱を企てた理由で国民党に処刑された。林獻堂自身は危うく難を
逃れたものの、1949年―大陸での国共内戦に敗れた蔣介石が台湾に拠点
を移した年―に台湾を離れて日本に寓居し、国民党による度重なる帰台
要請を拒絶したまま東京で客死した。
　中央研究院台湾史研究所のWebページ上の解説では、『灌園先生日記』

8 「本所簡介」（http://www.ith.sinica.edu.tw/about_01.php、2017年1月16日確認）。
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の史料的価値について「林獻堂の一生にかかわる最も重要な証拠であるば
かりではない。そこで語られる台湾人の心声は、政府資料の不足を補充す
るものともいえる。史料的価値は極めて高く、具体的で、しかも、ミクロ
な視点からの台湾史を示すもの」「台湾史上でもっとも重要な私人文献」
と記している9。この言葉は、日本による台湾領有がなされた1895年以後、
1945年という境界を越えて、およそ100年間にわたって、台湾において「台
湾人の心声」を欠落した歴史像が再生産されてきた事実をふまえて読まれ
るべきものである。日本の歴史学界においても、社会主義「新中国」への
期待と関心が高まる一方で台湾への関心は薄く、蔣介石政府のもとに生き
る人びとが、日本植民地支配下にどのような経験をしたのかという問題は
等閑に付されてきた。それは、冷戦的な認識枠組みが歴史研究の対象や方
法論も規定し、脱植民地化という課題の独自性をその複雑さにおいて把握
することを困難にしてきたということでもある。『灌園先生日記』の刊行・
公開は、そのような歴史像への修正を迫るものである。
　『灌園先生日記』の形式上の特徴として、第一に、すべて漢文で書かれ
ているということがあげられる。日付については「新暦」と併記して「旧
暦」を必ず記している。外来の支配者により導入された時間（新暦）とは
異なる、在来の時間の流れへのこだわりを見出すこともできる。第二に、
内容としては、公私にわたる執務資料という性格が強い。いつ誰と会い、
どこに行ったのかが正確に記される。1945年前と後とを問わず、毎日のよ
うに誰かが訪れては、各種団体への役員就任やもめ事の調停、当局筋への
陳情を依頼し、その都度、息子たち（擧龍、猶龍）や同志と相談しながら依
頼に応じるか否かを決めていた。「林獻堂が会長なのだから…」「林獻堂が
周旋したのだから…」ということが台湾社会においていかに大きな影響力
を備えていたかがうかがわれる。第三に、当局（台湾総督府、国民党）に日

9 「灌園先生日記」（http://taco.ith.sinica.edu.tw/tdk/、2017年1月16日確認）
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記が押収された場合を意識していたのだろうか、自らの所感が記されるこ
とは少ない。ただし、時には、押収されたならば危うい内容が記されるこ
ともある。第四に、「便通」や「メタポリン注射」にかかわる記述も事細
かになされていることから、健康管理のための備忘録という性格も兼ね備
えていたことがわかる。とはいうものの、365日ほぼ欠かさず、毎朝、食
事前に日記を記す勤勉さを律していたものは、後世の修史事業に基礎を提
供する責任感であったのではないかという印象を受ける。

1945年8月15日の日記（©中央研究院台湾史研究所）
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　なお、林獻堂による漢文の文体は、現代中国白話文よりも古典漢文に近
く、ひとつひとつの語が多義的なニュアンスをはらんでいることが多い。
厳密な意味で現代日本語文に置き換えることは難しいので、本文中ではし
ばしば意訳の形で言及すると同時に、本稿末に「資料」として原文のまま
転記した。その際、一日の記述の中でさしあたって第三者には無関係と思
われることがらが林獻堂の中でどのように結びついていたかといった解釈
の可能性を示すことも重要であると考えて、引用した箇所のみならず、引
用部分を含む日付の日記の全文を掲載した。

4．『灌園先生日記』を読む―1945年：日本敗戦以前の記述

　本稿では、台湾における脱植民地化という主題との関係で、対象を1945

年の日記（林獻堂著・許雪姬編『灌園先生日記（一七）　一九四五年』台北：中央研
究院台湾史研究所・中央研究院近代史研究所、2013年）に限定する。もとより、
1945年の日記に記された出来事の意味を考えるためにも、その前史と後史
を考察する必要のあることはいうまでもないものの、さしあたって朝鮮半
島や日本内地の状況との異同を考察するためにも1945年8月15日前後の状
況が重要と考えるからである。
　まず1945年8月15日以前の状況について論じる。
　この時期に頻繁に登場するキーワードを三つあげるとすれば、「空襲警 

報」「佃人蔵粟」「処遇改善」である。
　第一に、「空襲警報」にかかわる記述について。
　数日と間を空けずに発令される空襲警報について几帳面に記しており、 

「午前十二時零分空襲警報、一時解除」（44頁、③。以下、1945年の林獻堂日記

からの引用については本文中に『灌園先生日記（一七）　一九四五年』の頁数を示し、

次いで本稿末尾の「資料」の番号を丸数字で示す）というように警報発令・解除
の時間についても正確を期そうとしている。また、「敵機數十臺在霧峰上
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空盤旋…死者五人」（197頁、⑩）という記述から、台中の中心部から10キ
ロ程度離れた霧峰でも、空襲により死者が生じていたことがわかる。連合
国軍による台湾空襲が最初に大規模に行われたのは1943年11月であり、44

年10月以降、台湾全域で空襲が常態化した10。空襲という出来事は、日本
人植民者と台湾人被植民者という立場の相違を従来より縮小し、ほぼ似た
ような立場で生命の危険にさらす。したがって、この「敵機」―林獻堂
自身が自覚していたかどうはわからないが、この「敵機」には米軍ばかり
でなく中華民国軍も含まれていた11―という表現は自然なものであった
と思われる。言葉を換えるならば、空襲にかかわって台湾人と日本人のあ
いだに否応なく「運命共同体」的な関係が生じる一方、客観的には米軍ば
かりか、中華民国軍とも抗戦状態に置かれていたといえる。
　戦局の見方も、このような構造的な関係に規定される。フィリピンにお
ける日本軍の敗色について息子擧龍と語りながら、「戦禍」―日記原文
のままの記述。「戦火」ではない―が台湾に及んだ際の「秩序紊乱」を
憂慮している（22頁、①）。連合国軍がフィリピンのルソン島に上陸したの
が1月9日、この日記が書かれたのが1月12日であるから、ほぼリアルタイ
ムで情報をえていたことがわかる。連合国軍はフィリピン占領後に台湾上
陸作戦を考えており、日本軍の側でも台湾決戦に備えて1月15日に沖縄駐
屯の第九師団を台湾に移動させた。結果としては、連合国軍は台湾ではな
く沖縄に上陸することになるのだが、台湾が地上戦の戦場となるかもしれ
ないという懸念は、根拠のないものではなかった。さらに、2月7日には「敵
軍」がマニラ市中の一角を占領したこと（56頁、⑤）、4月1日には「琉球本 

島」への「敵軍上陸」（118頁、⑥）を伝え、5月23日には沖縄占領の報に接

10 劉鳳翰『日軍在台湾』下巻（台北：国史館、1997年）494-495頁。
11 同前書、494頁。1943年11月に初めておこなわれた大規模空襲は、中国大陸の基地を飛び 
立った「中華民国と米国の混合連隊」によりおこなわれたという。
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して「嗚呼！」（177頁、⑩）と感慨を記している。
　このような空襲をめぐる記述は、「敵軍」「敵機」の動向に脅えざるえな
い点では日本軍・日本人とほとんど一体化した心理が生まれていたことを
示唆する。
　第二に、「佃人蔵粟」にかかわる記述が頻繁に登場する。ここで「佃人」
とは農民、「蔵粟」とは配給制度において供出すべき食糧を密かに所蔵す
ることを意味する。林獻堂日記には、食糧配給制のもとで困窮した農民が
助けを求めに来た話が、数多く記されている。たとえば、「林金城が蔵粟
による捜査の対象となり、郡役所に一週間にわたって拘留された。三日前
に戻ってきたところが、耕作地が減少し、労賃は高く、食糧もないので、
耕作させることができないという」（44頁、③）。台湾における地主－小作
関係は重層的であり、この場合の林金城は小地主的な立場にあった人物と
思われる。こうした農民を拘留していたのは「郡役所」であった。郡役所
の主要な官吏はほぼ日本人だけで構成されていたことを考えれば、「佃人
蔵粟」という局面では、武器をつきつけて配給米「隠匿」を摘発しようと
する日本人官吏と、これをつきつけられる台湾人農民との立場の違いは明
瞭に認識されていたといえる。
　林獻堂は、伝統的な名望家として、地域の秩序を維持することを最重要
課題とみなしていた。秩序とはもっぱら国家が設定するものだと考えるな
らば、秩序維持への志向は国家への協力にほかならないことになる。だが、
「郡役所」に対して示す距離感に注目するならば、むしろ社会の側からの
秩序維持を目指していたと解釈すべきように思われる。たとえば、文学者
張文環（1909-1978）との対話では、今後、当局が台湾人中心の義勇報国隊
に食糧の隠蔵を摘発させるつもりだという話を聞いて、そんな恨みを買う
ようなことを義勇報国隊にさせたならば「有事」の際に人民の信頼を得る
こともできない、「役場」が自ら直接的に食糧の捜査をおこなうべきであり、
義勇報国隊の名前を用いるべきではないという見解を述べている（34頁、②）。
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こうした考えに基づいて、林獻堂は、清水七郎台中州知事等に対して義勇
報国隊は地方の「声望」「智識」ある者を選抜して「地方の安寧秩序」の
維持に専念させるべきだと献策した（⑤、56頁）。
　ここでも林獻堂が維持すべきと考えた「地方の安寧秩序」は、「役場」
のつくり出す秩序とは異なるという認識が示されている。
　張文環との対話における「有事」とは連合国軍による台湾上陸を示唆し
ていると考えられる。そのような「有事」において「役場」の秩序は崩壊
したとしても、台湾人社会の側から秩序を維持することは可能であり、必
要でもある。国家の定める秩序と台湾人社会の定める秩序は互いに補い合
う場合もあるが、本来的に性格を異にする。したがって両者を混同して「蔵
粟」摘発のような「役場」の事務を台湾人に担わせるべきではない、とい
う考えが見え隠れしている。
　同じことは、安藤利吉総督から台湾の「防衛強化」「自給態勢」にかか
わる方策について諮問を受けた際の回答にも端的にあらわれている。この
回答において、林獻堂は、「焼夷弾を避けるために食糧をすべからく分散
させて、その分散の法は各人に一ヶ月以上あるいは二ヶ月分を配給させる
べきだ」という見解を伝えている（161頁、⑧）。ここで、配給制度そのも
のへの批判を展開したわけではない。だが、なんとか台湾人農民の手元に
少しでも食糧を残そうとしていた。その方策を端的にあらわすのが「分散
の法」である。この「分散の法」という発想は、日本軍の勝利のためにす
べての物資をそこに集中させるのとは逆の発想であった。いわば「力には
力を」という方式で対抗するのではなく、食糧という対象を「分散」させ
ることにより、個々の状況に応じた抜け道を見出しやすくしようとしたと
考えられる。
　以上のような記述から総合すると、林獻堂の意識においては「一億総玉
砕」のような事態に道連れとされることは想定外であり、「敵軍」が台湾
に上陸するような「有事」においても、自分たちの果たすべき役割は台湾
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人社会の側からの秩序維持であったと思われる。そのことは日本人の側で
も察知していたと思われるが、たとえそうであったとしても、日本人の側
では食糧摘発にかかわる怨嗟の声のなか、林獻堂のような有力者に頼らざ
るをえなかったということになろう。
　第三は、台湾人の「処遇改善」である。
　4月1日には清水知事から連絡があり、帝国議会貴族院議員に叙せられる
ことを受諾した（118頁、⑥）。その2日後には、台湾新報社から貴族院議員
就任の感想を問う電話が来るが、たまたま不在であった。その次に電話が
来たときにはすでに記者が「感激の辞」をつくって印刷中であったという
（120頁、⑦）。この出来事の記し方からも当人の受け止め方は冷めたもの
であったように思われる。そのうえで、安藤総督からの諮問に対して、次
のように答えていることが着目される。台湾の「処遇改善」―具体的に
は衆議院議員選挙法の施行など―に一般民衆はたいへん感激している。
ただし、「官吏や内地人指導者の態度は依然として変わらず、内台融合の
精神のもとで総力を結集することを阻碍している」（161頁、⑧）。この場合
の官吏や「内地人指導者」の態度とは、「内台疎隔」をもたらす差別的態
度と解釈できる。実際、林獻堂日記には、日本人が台湾人に対して猜疑心
を抱いているという記述がしばしば登場する。
　よく知られているように、米軍が実際に上陸した沖縄において第32軍司
令部は、「軍人軍属ヲ問ワズ標準語以外ノ使用ヲ禁ズ（沖縄語デ談話シアルモ
ノハ間諜ト見做シ処分ス）」という命令を発した12。沖縄語で話している者は、
敵に通じている可能性があるので殺害してもよいという指令である。個々
の兵士のレベルでは、「沖縄人はみんなスパイだから殺せという命令が上

12 第32軍の「防諜」対策に関して、玉木真哲「戦時沖縄の防諜について―沖縄守備第32軍の
防諜対策を中心に」（『沖縄文化研究』13、法政大学沖縄文化研究所、1987年）を参照。ま
た、沖縄戦をめぐる軍事的規律の日常生活への浸透をめぐる問題について、冨山一郎『増
補　戦場の記憶』（日本経済評論社、2006年）を参照。
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から出ている」と述べる者さえもいた13。もしも米軍が台湾に上陸してい
たならば、同様の事態が台湾で起きたとしても不思議ではなかった。この
点に鑑みるならば、日本人の猜疑心もまた、台湾人の生存にかかわる問題
であったといえる。
　「皇軍」の敗色に懸念を深めながら空襲による被害を怖れること、一般
の農民がなんとか最低限の食糧を確保できるように当局に働きかけること、
日本人の差別意識や猜疑心の払拭を求めること…。これらは性格の異なる
ことのようでありながら、台湾人の「生存」を確保するという点では一貫
していたと言ってよいだろう。
　こうした「生存」のための働きの基底には、日本人の始めた無謀な戦争
への批判も通奏低音のように存在した。そのことが、もっとも明瞭に表れ
ているのは、5月20日の日記である。この日、林獻堂は、大衆向けに「無
尽の煩悩を断つことを誓願する」という談話をする。タイトルだけ見ると
宗教講話のようだが、その内容は戦争とその原因にかかわるものだった。
まずドイツ、イタリアの「滅亡」について語ったうえで、「日本による支
那の侵略は、東洋大戦争となった。この後の勝敗はいまだ明瞭ではないが、
世界の大戦禍はすべてけだしすべて貪欲から来るものである。十戒の内の
ひとつの戒めでも侵すならば、このように収拾できない事態にいたる」と
話したという（174頁、⑨）。この発言を補うように、ヒットラーに心酔し
ていた日本人が、ようやくドイツ崇拝という「迷夢」から醒めたという所
感も記している（197頁、⑩）。
　「聖戦」として正統化されていた戦争も、要するに日本という国家の「貪
欲」によるものだという談話は、場合によっては、身の危険をもたらしか
ねないものであったであろう。林獻堂は、日本人の始めた戦争に否応なく

13 浦添市史編集委員会『浦添市史　第5巻資料編4　戦争体験記録』（浦添市教育委員会、
1984年）195頁。
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巻き込まれ、翻弄されながらも、意識の奥底においてその不当性を見誤る
ことはなかったように思われる。

5．『灌園先生日記』を読む―1945年：日本敗戦以後の記述

（1）1945年8月15日～8月23日―日本敗戦直後の動き
　8月15日以後の記述については、時期を追って見ていくことにしたい。
　8月15日の日記では天皇がポツダム宣言受諾について語った「放送」に
ついて記したうえで、「嗚呼！五十年来、武力をもって建てたる江山、ま
た武力をもって失うなり」（245頁、⑪）という感懐を記している。翌16日
には、清水台中州知事と「治安維持」問題をめぐって面会、夜は「精神興
奮」して眠れず、睡眠剤を服薬したという（246頁、⑫）。
　台湾人による8月15日の受け止め方という点では、これまでの研究にお
いて呉新榮（1907-1967）の日記が着目されてきた。1907年生れの呉新榮は、
林獻堂の一世代下の新進エリートというべき存在だった。内地留学して東
京医学専門学校に学んだ経歴を持ち、文学者としても知られていた。8月
15日までの日記は日本語、16日以降は中国語で記されている。呉新榮は、
8月15日の日記において「重大放送」を聞いた驚きを記し、その翌日には
小川に飛び込んで「十年来の戦塵と五十年来の苦汗」を洗い落とし、「今
日から新しい生命が始まる」と岸に向かって絶叫したと書いている。8月
17日には「台湾軍部が別の動きをするかもしれない」という不安に言及し
ている14。「玉音放送」を聞いてすぐに歓喜するというよりも、今後いっ

14 「呉新榮日記」http://taco.ith.sinica.edu.tw/tdk（2017年1月16日確認。刊本は、呉新榮・張良
澤主編『呉新榮日記全集8（1945-1947）』台南：国立台湾文学館、2007年）。なお、8月15
日をめぐる呉新榮の受け止め方については、呉密察（若林正丈訳）「台湾人の夢と二・二
八事件」（大江志乃夫他編『岩波講座近代日本と植民地8　アジアの冷戦と脱植民地化』岩
波書店、1993年）、曽健民『1945破暁時刻的台湾―八月十五日後激動的一百天』（台北：聯
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たいどうなるのだろうかという不安と安堵感、解放感が交錯するような状
況であったことがわかる。
　一抹の不安と安堵感、解放感の交錯は、「精神興奮」で寝付けなかった
林獻堂についても同様であったことだろう。ただ、林獻堂の場合、感懐に
ふける間もなく、台湾を代表する名望家として即座にさまざまな活動を行
わねばならなかった。名望家として対応すべき時務への意識、これを記す
文体における連続性が顕著である。
　8月19日には、戦時下に林獻堂とともに貴族院議員に叙せられた許丙
（1891-1963）らが台北から日本陸軍の自動車に乗って台中にやって来て、
上海・南京に行って、中華民国要人と連絡をとることへの同行を求めた。
これに対して、林獻堂は慎重を期すべきだと答えた（249頁、⑬）。だが、強
い懇請に折れてとりあえず自動車に同乗して台北を訪れて、20日に安藤利
吉台湾総督・成田一郎総務長官・諫山春樹参謀長と面会した。台湾人の代
表として、ポツダム宣言を受諾したことについて「深い感慨」を抱くと述
べた（250頁、⑭）。そのうえで、「治安維持」に協力すべきか否かなどを尋
ねたが、総督は、自分の在任中は従来通り「治安維持」にあたると答えた。
翌21日に林茂生（1887-1947）ら盟友と時局問題について論じたのち、いっ
たん台中に帰還し、22日には清水知事と面会した。23日にはプロレタリア
文学作家として著名な楊貴（1905-1985）らが訪れて「解放委員会」の宣伝
ビラを示した。当時暫定的に権力の位置にあった日本側官憲の資料によれ

経出版、2005年）などで論じられている。また、「終戦」直後の台湾の状況にかかわる論
文として、許雪姬「台湾史上一九四五年八月一五日前後―日記如是説「終戦」」（『台湾文
学学報』第13号、2008年）、阿部賢介『関鍵的七十一天：二次大戦結束前後的台湾社会与
台湾人之動向』（台北：国史館、2013年）、渡辺耕治「辜振甫と「台湾独立計画」事件」『法
政論叢』第52巻1号、2016年）などがある。これらの先行研究、さらに林獻堂以外の日記
の記述などをふまえながら、台湾人にとっての「終戦」直後の経験を筆者なりに論じ直す
作業は今後の課題となる。脱植民地化という観点から1945年の林獻堂日記を読む本稿は、
そうしたより包括的な作業のための予備的考察である。
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ば、「楊貴〔台中州下女性作家人民戦線派〕ハ接収後二於ケル重慶軍閥政権ノ
専恣横暴ヲ予想シ之ガ牽制策トシテ同志ノ思想的基盤ノ地固メ工作ヲ為シ」
ていたということである15。したがって、この場合の「解放委員会」の活
動は、左翼的立場から国民政府による接収に反対しようとするものであっ
たと考えられる。これに対して、林獻堂は、「軽挙妄動」を戒め、さらに
言葉を続けて、「旧政府はすでに〔台湾を〕放棄し、新政府は尚未だ来ない。
解放云々は、一体、誰からの解放を言うのか。この時にあたり人びとを使
嗾して、社会秩序を紊乱することは絶対に避けて、静観すべきであると思
う」。これに対して、楊貴らは「ほぼ発言の趣旨を理解したようだった」
という（253頁、⑰）。
　この時期、林獻堂は、積極的にイニシアティブをとって行動するという
よりも、まず内外の情勢を見極めようとしていたことがわかる。日本政府
によるポツダム宣言受諾は、カイロ宣言にしたがって、台湾が中華民国に
「返還」されることを意味していた。林獻堂がそのことを知らなかったと
は考えにくい。南京国民政府の要人に会いに行こうと述べた許丙も、当然
カイロ宣言の内容を念頭においていたことだろう。それでも、林獻堂は慎
重を期すべきだと答えている。呉叡人が林獻堂日記の解釈として指摘して
いるように、日本軍への戦争協力ゆえに南京国民政府から報復される事態
を怖れていたとも考えられる16。
　他方、「解放委員会」からの呼びかけに応えることについても、「軽挙妄
動」を戒めていた。そこには日本植民地統治期以来の、左翼的な思想・運

15 台湾総督府警務局「大詔渙発後ニ於ケル島内治安状況並警察措置（第二報）」1945年8月（蘇
瑤崇主編『最後的台湾総督府―1944-1946年終戦資料集』台中：晨星出版、2004年）149頁。

16 呉叡人「三個祖国：戦後初期台湾的国家認同競争、1945-1950」蕭阿勤・汪宏倫『族群、
民族與現代国家：経験與理論的反思』（台北：中央研究院社会学研究所、2016年）46頁。
なお、阿部賢介の研究によれば、林茂生など少数の知識人は短波放送などにより「カイロ
宣言」の内容について知っていたが、大半は知らなかったという（前掲阿部『関鍵的七十
一天』40頁）。
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動への警戒心のようなものも働いていたかもしれない。しかし、それだけ
でなく、まさに国家による秩序が空白化した時期であるだけに、名望家と
して社会の秩序をいかに維持するかということにかかわる強い責任感も働
いていたことであろう。さらには、カイロ宣言においてすでに南京国民政
府が台湾を接収すると定めていた以上、左翼的路線にしたがって「解放」
を追求する方向性はあまりにリスクの高い選択肢と意識していた可能性も
ある。
　この時期の林獻堂の行動は、総じて受け身的である。その中において、
ポジティブな形で林獻堂の思いが表現されていると思われるのは、22日に
清水知事に対して「聯省自治」について語ったことである。すなわち、清
水知事と面会した際、もしも中華民国が「聯省自治」を実現するならば、
台湾もまたこの「聯省の一つ」になるだろうと告げた（252頁、⑯）。
　ここで「聯省自治」とは、中華民国成立以来、さまざまな思想家・政治
家によって語られてきた構想であり、各省に内政にかかわる高度な自治権
を認めて、いわば連邦国家として「聯省政府」を形作る構想を指していた。
日本植民地支配下において林獻堂らが求めていたことが台湾を単位とした
「自治」であったことを考えても、この時期に林獻堂は中華民国の国制の
枠内で「聯省自治」という可能性を追求しようとしていたと思われる。
　敗戦直後に総督府警務局が作成した資料によれば、台湾人「有産階級」
のなかに、「本島ノ実情ニ応ズル自治体ノ樹立ヲ要望、更ニ進ンデ本島ノ
独立ヲ希求スル者多ク」あったとのことである17。当時の国民政府高官の
回想にも、同様の情報がある。それによれば、日本の敗戦直後の時期に林
獻堂は林茂生らを前にして「今後の台湾と中国の関係は、まさにカナダと
英国の関係の如くであり、中国政府は本島において僅かに宗主権を保持す

17 前掲台湾総督府警務局「大詔渙発後ニ於ケル島内治安状況並警察措置（第二報）」146頁。



日記からみた東アジアの冷戦30

るのみである」と語ったということである18。安藤総督と面会した8月20日
の夜、あるいは翌21日の午前中に、台湾人有力者を前にして林獻堂がこの
ように語った可能性もある。大英帝国の自治領カナダの例は、確かに「聯
省自治」のモデルたりえたことだろう。もっとも、林獻堂が8月22日に「聯
省自治」について語った相手が国民政府高官ではなく、もはや暫定的に権
力の座に止まっているに過ぎない日本人官僚であったことに留意を要する。
台湾人が自ら主体となって帝国日本からの解放後の国家構想について話し
合う前段階で、カイロ会談において中華民国への「返還」という筋道が定
められてしまっていた。そのことは、台湾における脱植民地化に独特の困
難を生み出すことになったと言える。

（2）1945年8月30日～9月11日―上海・南京への渡航
　8月30日、林獻堂は、牧澤義夫少佐から、南京に行って陳儀台湾省行政
長官等の歓迎をしようという話を向けられた。これに対して、「義により
辞すること能わず。慨然として之を許す」（259頁、⑱）という。この場合の
「義」がどのような意味なのか、判然としない。日本の軍人に対する「義」
なのか、南京国民政府高官への「義」なのか、その両方なのか、あるいは、
より抽象的な理念なのか、不詳である。ただ、「辞することができなかっ 

た」という表現から、決して乗り気ではなかったことがわかる。「慨然」
については、「大きなため息をつくように」という意味も、「快く」という
意味もあるが、「之を許す」という表現から考えても、「辞すること能わず」
という表現からも、この文脈ではやむをえずというニュアンスが強いよう
に思われる。日本人の軍人が中華民国要人との面会を斡旋する役割を担っ

18 「台湾省文献委員会前主任委員林衡道先生（二二八事変時正任職糧食局）二二八事変回憶」
1984年1月（張炎憲総編輯・簡笙簧主編『二二八事件档案彙編（九）国家安全局・台湾省
諮議会档案』台北：国史館、2002年）107頁、112頁。
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た理由もよくわからない。日本占領にあたっては米軍が占領政策を担った
のに対して、台湾の場合は中華民国政府が連合国軍の委託をうけて接収に
あたっていた19。したがって、中華民国軍が日本軍に台湾人有力者との媒
介役を委嘱した可能性もある。いずれにしても、ねじれた構図である。
　かくして同日中に牧澤少佐の自動車に乗って出発、8月31日午後1時頃、
台北の松山飛行場で日本人軍人とともに飛行機に乗り込み、4時に上海に
到着、福田良三支那方面艦隊軍司令長官官邸を訪問した（261頁、⑲）。さ
らに9月8日には南京に飛んだ。この時、林獻堂より早く南京に到着してい
た陳炘ら台湾人は、翌日に控えた日本降伏調印式に参列するために南京で
待機していた。ところが、同行していた諫山参謀長が「自分が台湾軍を代
表して出席するので、あなた方は参列の必要はない」と語ったので、降伏
式典への参列を中止した（280頁、⑳）。
　だが、諫山のアドバイスにもかかわらず、9月10日になって、国民政府
の葛敬恩台湾省行政長官公署秘書長から何應欽総司令を紹介された際に、 

「なぜ昨日の降伏式典に参列しなかったのか」と問い詰められることになっ
た。諫山の言にしたがったのだと答えたが、葛秘書長は不愉快そうであっ
たという（284頁、㉑）。
　この降伏式典にかかわる経緯は、いかにも奇妙である。諫山が意図的に
林獻堂らを騙したとは考えにくい。そのことが中華民国側に露見すれば、
諫山自身の立場が危うくなるはずだからである。諫山は本当に林獻堂らの
出席は不要だと思い込んでいた、しかし、それは葛敬恩らの考えとは異なっ
ていた可能性が強い。諫山にしてみれば、台湾人は、「敗戦国民」たる日
本人の附属物のような位置づけであり、「戦勝国民」たる中国人の一部を
構成するものとは考えられなかったのであろう。だから、台湾軍を代表し

19 陳翠蓮「戦後初期における台湾の法的地位問題と台湾人エリートの政治展望」『広島法学』
34巻4号、2011年。
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て自分が出席すれば十分と考えた。他方、林獻堂らの意識においても、自
分たちが「戦勝国民」の側にいるということは、たとえ言葉では理解して
いたとしても、実感しにくいことがらであったと思われる。つい数十日前
までには、日本軍による戦時動員に協力させられながら、連合国軍―繰
り返しになるが、そのなかには中華民国軍も含まれていた―による空襲
から逃げ惑う経験をしていたからである。
　林獻堂らにとって頼みの綱は、1920年代の抗日運動の同志のなかで、そ
の後、台湾島内での抵抗に限界を感じて大陸に渡った人物たちであった。
その中には、国民党指導下に台湾革命同盟会などの組織を通じて「台湾解
放」を目指していた者もいた。そのひとりが黄朝琴（1897-1972）であった。
黄朝琴は早稲田大学留学中に林獻堂の主宰する『台湾民報』創刊に参加、
アメリカ留学後に台湾に戻らずに中華民国の国籍を取得、外交部に勤務し
ていた20。9月11日には、重慶の黄朝琴から林獻堂のもとに書簡が届き、自
分が台北市長に就任する予定であることを告げた上で、「故郷」や「同志」
の最近の動向を尋ねてきていた。林獻堂はこの手紙を読んで「よかった」
という安堵の感想を記している（286頁、㉒）。
　黄朝琴のような大陸帰りの台湾人は、「半山」と呼ばれた。「半山」は、
戦争中に帝国日本の圏外にいた点では、海外で大韓民国臨時政府を構成し
た李承晩らと相似した側面がある。だが、ただし、「半山」は人数的にも
少数者であり、中華民国という国家機構のごく一部を構成したに過ぎなかっ
た。中華民国官僚の大部分は、台湾出身者ではなく、台湾における日本の
植民地支配を経験したことのない者たちだった。降伏式典後には、「半山」
が、日本人軍人に代わって、国民党が、林獻堂ら台湾人有力者との仲介役
を果たすことになる。

20 黄朝琴の経歴については、周宗賢『台湾先賢先烈専輯　黄朝琴伝』（南投：台湾省文献委
員会、1994年）を参照。
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（3）1945年10月8日～12月29日―陳儀長官との衝突の伏線
　10月10日、中華民国の建国記念日を意味する「双十節」の慶祝大会が、
台湾各地で開催された。この日付が記念する辛亥革命武昌起義（1911年）は、
日本による台湾植民地化以降のことであるから、当然ながら、台湾で「双
十節」が祝われたのはこの年が初めてであった。台北市公会堂でおこなわ
れた式典では、葛敬恩秘書長の代理による祝辞に引き続いて、黄朝琴、林
獻堂、林茂生が2000名を越える聴衆の前で祝辞を述べた（329頁、㉔）。10

月8日の日記には、「朝琴、双十節に出席して公会堂にて祝辞を講じること
を余に請う。之を許す」（325頁、㉓）と記されている。黄朝琴を通じての
依頼であったことがわかる。黄朝琴は単にメッセンジャーだったのではな
く、おそらく双十節で登壇するのにふさわしい人物が誰であるかというこ
とを、陳儀長官や葛敬恩秘書長に献策する役割も担っていたと考えられる。
　さらに、10月25日に台湾戦区の降伏式典に続いて開催された「慶祝台湾
光復紀念大会」でも、林獻堂は林茂生とともに登壇し、主席として開会の
辞を述べた（353頁、㉕）。林茂生が社長を務めた『民報』の報ずるところ
によれば、6000名を越える聴衆が集まった祝賀会の式次第は次の通りであ
る。奏楽ののち、青天白日旗と孫文遺影に敬礼、孫文遺嘱を読み上げたの
ち、抗日戦争の死者に哀悼の意を捧げた。林獻堂は主席としての開会の辞
において、「帝国主義日本による挑戦の責任は軍人の責に帰すばかりでな 

く、六千万日本人が共同で負うべきものである」と語ったうえで、陳儀長
官に従って新台湾の建設に尽力しようと呼びかけた。次いで陳儀長官と台
湾省党部主任委員李翼中が訓辞を述べ、「省民代表」として林茂生が演説
した。これらの演説を終えたあと、「慶祝台湾光復」「建設三民主義的新台
湾」「国家至上、民族至上」「意思集中、力量集中」「蒋主席万歳」「中国国
民党万歳」「中華民国万歳」を叫んで散会となった21。

21 「光復慶祝大会」『民報』第17号、1945年10月26日付。
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　ここで、林獻堂らの台湾人は、「蒋主席万歳」や「中国国民党万歳」の
叫び声にどのような思いで唱和したのか。中国国民党が成立したときには、
すでに日本植民地支配下の生活を送っていた以上、それはぎこちない唱和
であったと考えられる。それだけに、帝国日本の責任は「軍人の責に帰す
ばかりでなく、六千万日本人が共同で負うべきもの」と語っている点は重
要である。一部の軍人ばかりでなく、日本人民間人もまた植民地主義的な
抑圧の主体であったという認識を、自らの経験に基づいて示しているから
である。「抗日戦争」において日本人と対峙した中国人にとっては、問題
とすべきは軍人であり、日本の軍国主義であったであろうが、半世紀近く
にわたって、植民地支配下の構造的暴力を生き延びてきた林獻堂にとって
は、日本人民間人もそうした構造的暴力の一部を構成する者であった。実
際、蔣介石が日本人に対して「徳を以て怨に報いる」という方針を打ち出
していたにもかかわらず、民間レベルでは報復的な事態も生じていた。ま
た、12月8日の出来事も着目される。かつて中川健蔵総督の時代に「台湾
人は劣等民族であるから優秀な日本民族を移植せよ」という建白書を提出
した日本人右翼たちが学生聯盟に捕えられて、「大憤慨」した市民たちを
前にしてその処遇をどうするかということが話し合われていた。この時、
林獻堂はこれらの日本人を「保釈」するように斡旋する役割を担うのだが、
日記に記された市民の「大憤慨」は林獻堂自身のものでもあったことだろ
う（413頁、㉖）。
　もっとも、当時の林獻堂にとって緊急の課題は、日本人の責任を追及す
ることよりも、台湾人の生存を確保することであったと考えられる。それ
こそが、台湾全島を代表する名望家として第一に取り組むべき時務であっ
た。
　戦争中に軍属などの立場で廈門、海南島などに徴用されていた台湾人の
苦境が続々と林獻堂のもとに寄せられていた。12月15日には廈門から引き
揚げてきたばかりの台湾人から、現地ではみな虐待されており、拘留され
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た者は200名あまり、財産を没収された者数知れずという情報が寄せられ
ている。広東でも台湾出身者が虐待されて、このままでは餓死する状況と
いう書簡が寄せられた（422頁、㉗）。一般の中国人が、台湾人は日本人と
同様の「敵国民」であると認識していたことを示す事態であった。
　こうした情報を受けて、林獻堂は、12月23日には陳儀長官のもとを訪れ
て台湾人の苦境を訴えた。廈門、広東、汕頭、香港などにおける台湾人が
虐待を受けているから、早く救出に向かうべきだと訴えたが、陳儀長官は
船の準備に2ヶ月はかかるだろうと答えるばかりであった（436頁、㉘）。
　食糧確保という問題も、日本時代から継続していた。陳儀長官は、食糧
を安い公定価格で買い上げる配給制度を継続、これに対して林獻堂は米の
統制はすべきでないことを訴えた（413頁、㉖）。また、11月下旬には一定
の食糧を残しておくのはさしつかえないという省令が出されたにもかかわ
らず、12月末に再びすべての食糧を供出せよという通知が出された。その
ために台中市民が「大恐慌」を来しているという訴えが寄せられた。林獻
堂はこれに対して、「陳儀長官に抗議するほかない」（原文は「惟有對陳儀長
官抗議而已」）と書き記している（444頁、㉙）。
　こうしたやりとりの中にすでに、台湾人にとって脱殖民地化という課題
が隘路に陥らざるをえない事態が示唆されている。

6．まとめに代えて

　1945年8月15日以前の段階において、台湾人は「日本人」として、中華
民国軍と敵対関係にあった。他方、8月15日以後は、「中国人（中華民国民）」
の一部を構成することになった。このような転換には大きな問題がはらま
れていた。台湾人は、中国大陸における辛亥革命、国民党の成立、抗日戦
争というような歴史的経験から疎隔されていた。突然「中国人」という立
場に変わったと言われても、中国人も、日本人も、台湾人自身も戸惑いを



日記からみた東アジアの冷戦36

感じざるをえないところがあった。そのため、「戦勝国民」でなければ、「敗
戦国民」でもない、宙づり状態に置かれた。他方、国民党の側では、植民
地支配下における台湾人の辛酸な経験は具体的な想像力の及ばないところ
であった。国民党にとっては中国大陸での共産党との内戦で勝利すること
こそ重要であり、台湾人にとっての「自治」の実現や日本人の植民地化責
任の追及という課題は他人事であった。
　林獻堂日記は、こうした絶望的な状況の中で、台湾人の「生存」を確保
するための尽力の数々を伝えている。それが単なる言い訳ではなく、文字
通りの意味での「生存」にかかわる課題であったことは、食糧問題にかか
わる行為などを具体的次元で掘り下げていくことにより初めて明らかにな
る。日本植民地統治下において、国家の側からする秩序維持に林獻堂は総
じて協力していた。しかし、配給制度のもとで農民が隠匿した食糧を摘発
する業務について台湾人は携わるべきでなく「役場」が直接おこなうべき
としていた点や、「有事」の際に台湾人の中堅人物が一般農民から怨まれ
ているような事態を避けるべきだとしている点に着目するならば、国家の
側からする秩序維持と、台湾社会の側からする秩序維持は区別可能であり、
また区別すべきであると考えていたといえる。林獻堂日記には多くの人び
とによる陳情に対して、自らが「之を許す」といった判断を下したことが
事細かに記されているが、それはまさに林獻堂が名望家としての時務を担
うことを通して、社会の秩序を維持しようとしていたことを物語る。この
点は、1945年8月15日以前においても、以後においても変わりない。
　こうした秩序維持の働きは、特定の国家構想を前提としたものではなかっ
た。帝国日本統治下から国民政府統治下への移行に際して林獻堂がとった
慎重な態度は、カイロ宣言によりあらかじめ国家的帰属が定められてしまっ
ているという、国際政治上の弱者としての立場を象徴的に示している。せっ
かく日本軍の飛行機で南京にまで飛びながら、日本の降伏式典に立ち合い
そこねて国民政府高官の不興を買うという、間の抜けた出来事についても
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同様である。国家構想の不在は、単に思想的な未熟さをあらわすものでは
なく、林獻堂における名望家的立場と台湾の置かれた国際的位置により、
かなりの程度規定されていた。
　社会主義による「解放」は、これらの問題の解決のための選択肢たりえ
たのだろうか。林獻堂は、この点について慎重な姿勢を見せた。そこに一
貫するのは、どのような国家であれ―日本であれ中国であれ、資本主義
国であれ社会主義国であれ―中央集権的に国家権力を肥大化させていく
ことへの抵抗意識である。言葉を換えれば、中央集権的な国家と地方分権
的で自治主義的な国家（「聯省自治」）という対立軸こそ重要なものとして意
識されていたように思われる。戦時下においてそうした林獻堂の思考法を
象徴的に示した言葉が「分散の法」である。その歴史的意味を考察するた
めには、社会主義こそが植民地支配からの「正しい脱出の仕方」であると
いう認識枠組みを少なくともいったん相対化した上で、「中央集権的でな
い社会主義国家」がどのような形でありうるのかという問い―現実的に
ありえたのかという次元の問いと、原理的にあるうるのかという次元の問
いの双方を含めて―を考察する必要がある。林獻堂日記は、冷戦に規定
された認識枠組みを越えて、こうした問いに向き合うことを要請している
ように思われる。
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資料　『灌園先生日記　一九四五年』

〔凡例〕下線部は、本文中で言及した部分。［　］【　】は「林獻堂日記解
読班」が林獻堂著・許雪姬編『灌園先生日記（一七）　一九四五年』
（台北：中央研究院台湾史研究所・中央研究院近代史研究所、2013年）に
おけるテキスト化に際して付した注で、［　］内は誤字、【　】は
闕字をあらわす。

①新一月十二日　舊十一月二十九日　金曜日
五弟來、攀龍亦在焉、共談比島戰局、深恐皇軍失敗、戰禍即及於臺灣矣、
秩序紊亂、將何以維持焉、頗以為慮。春懷六時來、水來、士英、子卿八時
餘來、所言皆慮敵軍之上陸、吾輩對於防衛將如何盡力焉。苦無方法、惟待
當局之命而已。

②新一月二十一日　舊十二月八日　日曜日
九時餘忽傳空襲警報、繼聞爆音、或在西北或在西南、至六時餘方解除。
山下郡守三時餘來訪、並持棹巾、絲襪相贈、蓋以答御歲暮之禮也。攀龍為
通譯、坐談數十分間。
士英、子卿八時來、柏樑亦至、近九時張文權［環］應喚而來、余問之曰：
聞說明日將用義勇報國隊搜索佃人藏粟、果有其事乎、答曰然。余勸之曰義
勇報國隊欲以維持地方之安寧秩序也、未聞作一善舉、而第一著手即以惹人
怨恨、萬一有事、將何以使人民信賴也、役場若欲搜粟可直接行動、切勿用
義勇隊之名也。佃人若無食糧何能增產、此點亦須斟酌考慮。他言即以此意
告之庄長云云。

③新一月三十日　舊十二月十七日　火曜日
午前十二時零分空襲警報、一時解除、九時餘再空襲三十六部隊、十一時餘
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解除。
本朝欲上洪鑪別墅、因空襲警報而中止。午後二時半乃招攀龍、珠如、博正、
奕元、萬金上山、緩步而行約一時間方至別墅。眠床、椅棹大概足用、惟炊
事、飲食諸用具皆未準備。少憩飲茶、乃觀水井、泉清可飲使人心喜。工人
阿丁要求二分地以種土豆、許之。盤旋數十分間乃還。
林松林來訪、並贈羊羹、坐談數十分間。

④新一月三十一日　舊十二月十八日　水曜日
林紹培持宗廟結算來請檢閱、並言於十八日欲開評議員會。余謂近日空襲頻
頻、此期之會暫作停止、惟寫通知書以請承認可也。
三振材木商行店員駱春風、持結算來蓋猶龍監查役之印、本期純益二萬七千
餘円。
鄭松筠同江善慧和尚來訪、午餐後與之同會五弟、三時餘汽車返臺中。
使攀龍修復清瀨一郎之信、三日前接其來書謂所遇問題、內閣舉他為審議委
員、問余之希望。余意若欲一一舉之、實紙不勝書、惟答之曰若撤去差別待
遇即可以矣。
十時餘空襲警報、一時解除。

⑤新二月七日　舊十二月二十五日　水曜日
マニラ敵軍已進入市中一角矣。
攀龍同乘十二時餘之車往臺中、先到高兩貴處、答其新夫婦前日來挨拶也。
次訪清水知事、川口警察部長、略謂時局漸次急逼、維持地方之安寧秩序者、
非用義勇報國隊不可、但隊中人物多是警防團員、若遇空襲時警防團各有其
所事、不能擔任義報隊、而義報隊遂失一部分之力、似此非改組不可、而選
拔地方有聲望、有智識者為隊之中堅、庶不致渙散。他等頗表同意。次到支
部會遠山、高橋、基先、他等亦欲疎開來霧峰云。攀龍先歸、余訪陳炘。次
到松葉料理店、商工經濟會招待清水知【事】、立川總務、舟津產業等、本
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山會頭不在、余與坂本為主人。

⑥新四月一日　舊二月十九日　日曜日
清水知事電話來、謂明日將發佈勅裁議院令、以先生為貴族院議員、請承諾
云。
張棟梁、馮秋來訪、午餐後乃去。
猶龍、雲龍昨晚歸自臺北、宿於臺中、十時餘同歸來。
水來第十四回注射。
攀龍同余五時餘往會五弟。
夜與內子、攀龍、珠如、猶龍、雲龍、博正同晚餐。
琉球本島敵軍上陸。

⑦新四月三日　舊二月二十一日　火曜日
臺銀副支配人上田弘、支配人代理姬野武夫、八時餘來訪、蓋欲疏開暫居鶴
年之家屋也。
水來第十六回注射。
中央菓子合同組合野村祐造（改）、以林德富為導來訪、他亦疏開來霧峰、
買陳子卿之家屋而居住也。
莊垂【勝】去年新居落成、即約欲招待余及五弟、前月其次子敬生、［1］及
第一中、因是而實行前約。一時五十分之汽車同五弟、攀龍、培英、金海、
夔龍、銘瑄、性鰲往萬斗六大坑垂勝之宅、雜談暢飲、六時乃還。
新報社以電話來問新任貴族院議員之感想、適余不在、八時餘以電話問之、
他已代寫感激之辭一段、正在印刷也。

⑧新五月七日　舊三月二十六日　月曜日
安藤總督書來詢問「本島ノ總力ヲ集結シ或ハ防衛強化ニ自給態勢ノ確立」
之意見。十時餘喚攀龍、文權［環］、元吉、金荃來斟酌、答復其要點如下：
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一、臺灣處遇改善、一般民眾頗為感激、但官吏及內地人之指導者之態度依
然不變、頗阻碍總力集結內臺融合之精神。
二、臺灣兵逃走者、皆係無教育、無訓練而又不解國語、一旦入營而以嚴厲
加之、故不能堪、宜以愛而善導之。
三、義勇報國隊有名無實、宜使其與警防團合併而分為兩部、一作警防事務、
一作治安維持。
四、食糧須分散以避燒夷彈、其分散之法、每人配給一個月以上或二個月。
五、各州生產務使有無相通、不可徒使其偏在、如南部之青皮豆生產過盛、
而中部為增產之故、不能得而用之、真為可惜。
以上略舉其大概而已。

⑨新五月二十日　舊四月九日　日曜日
婉如率其子女返霧峰。
小使瑞麟三時來、言郡兵事係吉永今朝來、謂欲作陣地、略有損傷先父之墓
云。囑其明日使金荃往大里詳為調查。
許天賜疏開來此、晚以施德欽為紹介來訪、雜談片刻。
大眾欲聽余談話、八時在殿前講「煩惱無盡誓願斷」、然欲斷此煩惱當守十 

戒、乃舉十戒中之貪字之害：一、余開丁臺之土地、侵用官地之損；二、ム
ソリニ侵エチオピヤ以作歐洲戰爭導火線；三、獨逸征波瀾［蘭］以致滅亡；
四、日本之侵略支那以成東洋大戰爭、此後之勝敗尚未明瞭、蓋世界有此大
戰禍、皆由於貪而來也。對於十戒僅犯一戒、即不可收拾矣。

⑩新六月十七日　舊五月八日　日曜日
本日為臺灣始政紀［記］念日、領臺已滿五十年矣。今日《新報》發表皇民
奉公會解消、保甲制度廢止、將義勇報國隊改組、以警務局長為事務總長、
州市街庄亦然、此回改革大異從來有名無實。
洪道生者、產業金庫臺中支部之事務員也、九時餘來訪雲龍、午餐後乃去。
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敵機數十臺在霧峰上空盤旋、約三、四十分間、時聞投彈之聲、午後方聞烏
溪鐵橋及吊橋被擊壞、吊橋雖不通車尚可通行人、死者五人、南勢仔之家屋
被焚四、五戶、溪南之死傷者較多云。
攀龍三時同乘自動車往支部會遠山、高橋、問解消之事、兩人俱不知。次到
州廳會清水知事、石橋警察部長、他兩人亦不知此事、將如何改組也。攀龍
同參拜神社並訪宮原武雄［熊］、其室中所懸之獨逸寫真及ヒトラ之豪語一
概除去、其崇拜獨逸之迷夢至前月方覺醒。
六時歸宅、五弟、金海、性鰲、戊己等俱在應接室、與之談數十分間、乃各
歸去。
純錠來注射三號メタポリン。

⑪新八月十五日　舊七月八日　水曜日
天皇十五日十二時親自放送、謂世界平和及日本民族將來發展之故、受諾ポッ
ダン之宣言、爾臣民其克守朕意。嗚呼！五十年來以武力建致之江山、亦以
武力失之也。
水來、五弟、攀龍、雲龍、培英共論此事、不意其若是之速也。
窪田博士第七次來換葯。

⑫新八月十六日　舊七月九日　木曜日
攀龍同二時半往會清水知事、石橋警察部長、宮ケ崎憲兵隊長、商治安維持
之事。
黃三木、楊景山、吳天賞、陳家樵、攀龍、雲龍同待吉富、不至、八時半乃
同晚餐。近十時吉富乃同陳萬、謝欉而來、談論片刻、飯後始休息。余因精
神興奮、一時餘尚不寐、乃服睡劑。

⑬新八月十九日　舊七月十二日　日曜日
許丙、藍國城昨日由臺北乘陸軍自動車而來、宿於臺中、今朝九時半來訪、
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蓋欲招余同往上海、南京聯絡民國要人。余問動機何來、答曰藍氏。余謂此
事須慎重、不輕為之也。他等力請同往臺北、遂與之同乘到臺中、訪清水知
事不遇。近三時由臺中出發、九時乃到諫山參謀長官舍、約明日同會安藤總
督。余與許、藍、猶龍即往北投、宿於雙葉莊。

⑭新八月二十日　舊七月十三日　月曜日
余及許、藍、猶龍十一時會安藤總督、諫山參謀長、成田總務長官、余為代
表、述十五日大詔降下受諾ポツダン之宣言、深為感慨。總督言凡所要作之
事皆無不努力為之、如橋梁之修繕、軍屬戰死者遺族之救恤及武裝解除諸準
備、不欲使將來引繼有缺憾之事。余甚感其廣大之襟懷、乃請其指示之事：
一、現時人心極平穩、不知此去或有意外之事亦未可料、治安維持須島民之
協力否；二、日本人大部分仍居住於臺灣、此後日、臺之協力當如何；三、
對於日、華親善須吾人出為聯絡否。總督言他在任中對治安維持如前之繼續
為之、但恐引渡時、或有多少之支節亦未可知、彼時方請出為協力、日、臺
融和、日、華親善皆甚望盡力。參謀長乃言往上海之事、若以個人資格種種
便宜、欲為準備；若用總督特派、今尚非其時也。談論一時二十分間、遂同
在公室午餐、一時餘乃辭退。次訪上砂憲兵司令官、他亦言對於治安維持欲
盡全力云云。次訪森田鑛工局長、沼越警務局長、皆不遇。三時餘到永樂ホ
テル、四時餘茂生、熊祥、振甫來訪、談論此後問題。他等去後、猶龍同往
富士晚餐、因時間尚早又同往永樂座觀劇、八時餘方返旅館。

⑮新八月二十一日　舊七月十四日　火曜日
廖大春、駱氏、林茂生、林熊祥、顏春和、陳逢源、辜振甫、簡道明、小野
西洲外數名陸續來去、所談無非時局問題。十一時萬俥至、他於昨夜到此、
約午後會於高義閣、最後許丙來請午餐、振甫、茂生同余緩步而往受招待之。
出席者：熊祥、張園、張聰明、逢源、猶龍、藍國城計九名、藍欲返屏東先
退。宴畢二時半、北署長新開教來訪、希望此後協力、甚恐米之勢力侵入臺
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灣、略談片刻匆匆而去。余到高義閣會萬俥、四時半猶龍同到臺北驛、他又
來送。五時半發車、十二時四十分乃抵臺中、宿於警察會館。

⑯新八月二十二日　舊七月十五日　水曜日
早餐後往會清水知事、石橋警察部長、告以會安藤總督之情形、並告以中華
民國有聯省自治之風說、若能實現、臺灣亦為聯省之一、日、臺協力自治、
誠為萬幸、他聞之甚喜。十時餘猶龍同返霧峰、五弟聞余歸、即來問消息、
遂以總督問答之語告之、午餐後乃去。三時漢忠、培英、垂拱、垂芳、少聰、
景山、攀龍陸續來去、談至日暮乃休。

⑰新八月二十三日　舊七月十六日　木曜日
楊貴、李喬松十時來訪、並持「解放委員會」之宣傳ビラ示余、余勸其勿輕
舉妄動、所謂解放者、對何人而言也、舊政府已將放棄、新政府尚未來、而
解放云云對誰而言也、此時惟有靜觀、切不可受人嗾使、以擾亂社會秩序也。
彼等略能理解、唯唯而退。
洪元煌近午來、談論至二時乃去。
林水來注射メタポリン。

⑱新八月三十日　舊七月二十三日　木曜日
竹內之妻十時餘以自動車來載萬俥歸埔里。
饒永昌、花蓮港鳳林人也、率中歷［壢］林□□十時餘來訪。
猶龍歸、牧澤少佐與之同來、蓋為勸余往南京歡迎臺灣主席陳儀氏等、義不
能辭、慨然許之。告內子及雲龍、內子頗恐乘飛機之危險、然已許之矣、亦
不敢阻撓。午餐後出發前楊樹德、陳滿盈、陳榮芳［英方］、吳衡［蘅］秋、
石錫勳、楊木來訪、頗以日本人六十餘萬人、就中軍隊二十餘萬人留於臺灣、
對於治安上頗難處置也、談論數十分間。四時廿分與猶龍、牧澤乘自動車出
發、至新竹車故障、停三時間。
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⑲新八月三十一日　舊七月二十四日　金曜日
四時抵臺北、到猶龍之寓少憩。早餐後九時到許丙處、林熊祥、辜振甫俱在、
乃一同會諫山參謀長、商量數十分間、決定一時出發。返許丙處午餐、十二
時四十五分抵松山飛行場、同行者重永海軍少將、岡田海軍中佐、須田農商
局長。一時五分出發、過臺灣海峽、經海門鎮、寧波、四時抵上海、到福田
海軍司令長官官邸。許丙以電話喚張月汀［澄］來、又一同訪楊肇嘉、在是
處會陳重光、王伯鏞［柏榮］、林坤鍾［鐘］、相見甚喜、暢談片刻即返長官
官邸、受福田中將招待晚餐。九時肇嘉外三名來訪、在湊海軍少將官邸相會、
又同來長官官邸、談論數十分間、余等宿於官邸。

⑳新九月八日　舊八月三日　土曜日
余於午後三時將乘飛機往南京、預定由南京返臺灣、招許丙、熊祥、振甫會
李擇一、告其事並商修書與陳儀、言不能在此久待也。次會肇嘉、次會紹堂
嫂、淑媛等、告辭歸臺。午一同受周錫堯之招待於日本料理店、出席者：林
詩賓、張維賢、包伯度、張寶存、陳重光、林坤鍾［鐘］、陳錕鋙、主賓計
十二名。宴畢返官舍、肇嘉、王伯鏞［柏榮］亦至、送余及振甫於飛行場（許
丙、熊祥亦出送）。三時出發、四時五分抵南京、即先往訪諫山參謀長、陳炘、
羅萬俥、林呈祿、蘇維［惟］梁已先到矣、相見甚喜、他等亦為明日參列調
印式而來也。諫山言他為臺灣軍代表、君等無參列之必要也、遂作罷、六人
同宿於菊花藔。

㉑新九月十日　舊八月五日　月曜日　雨
葛秘書長導余等會見何應欽總司令、一見如故、問余等昨日受降典禮何故不
參列、即以諫山之言告之、他頗不悅、即取出受降書示余等。又導觀受降式
禮堂、在是處再演昨日之狀況、因他有事不敢多延。返菊花藔取行李、即到
飛行場、與諫山等分乘兩機、十時半出發、十一時四十分抵上海。降雨頗大、
諫山招余等到偕行社午餐、並交換昨日會葛氏之談話。三時餘訪肇嘉、四時
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餘到福田官邸、七時一同及諫山等受左近司海軍參謀長之宴、飲酒頗醉。

㉒新九月十一日　舊八月六日　火曜日　雨
莊垂慶來訪、以書託余轉交垂勝。
黃朝琴在重慶書來、言內定他為外交部駐臺灣特派員兼臺北市長、本月廿日
隨陳長官赴福州、大約十月半先到臺灣、故鄉近況甚為隔膜、尤其對於洎同
志近來之傾向、如蒙電示一切、以為到任後施政之參考、何幸如之。
陳炘、呈祿、萬俥、維［惟］梁、振甫往肇嘉處午餐、與余熊祥、許丙受鄭
崇璧之宴、出席者：陳朝乾、劉天祿、周錫堯、毛克倫、謝寄湘、趙清三等。
宴畢二時餘、余等往會李擇一、告以會葛氏之情形。四時往會肇嘉、遂同到
康樂飯店受林坤鍾［鐘］之招待、出席者：陳重光、王伯［柏］榮、郭啟、李
昆玉等。七時餘宴終、肇嘉導余、陳炘、萬俥、呈祿、維［惟］梁、熊祥往
皇后劇場觀劇。十時返長官官邸、陳東興來訪。

㉓新十月八日　舊九月三日　月曜日
五弟、雲龍、少聰、資彬、景山同余將往臺北、九時廿分由霧峰乘自動車出
發、至信託支店會榮鐘、金海、天賦等。近十時又出發、午後一時半至新竹、
在醉仙酒家午餐。二時半出發、五時半抵臺北、宿於高義閣。茂生、雲鵬、
啟川、振甫、許丙、獻龍、萬俥、垂拱陸續相會。近六時猶龍來、同余等計
七名往永樂ホテル、訪黃朝琴、張邦傑、陳漢平、李萬居、蘇紹文等、適陳
炘、蘇維［惟］梁、杜聰明亦至、談論數十分間。朝琴請余雙十節出席於公
會堂講祝辭、許之。乃返高義閣、晚餐後議打一祝電與蔣委員長表之感謝意
之電文、十一時餘就寢。

㉔新十月十日　舊九月五日　水曜日
余與萬俥、啟川、資彬、雲龍返臺北、茂生亦同來、九時半同赴雙十節慶祝
大會於公會堂。葛主任有病、范副主任為代理、十時入席、米國大佐外一名
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為來賓、會眾二千數百名。范副主任代讀祝辭、次黃朝琴、次余、次林茂生
演說祝辭。閉會後返高義閣、熊祥、呈祿亦同來、招之及猶龍、雲龍同到蓬
萊閣午餐。二時返旅館、黃純青、林熊徵、林呈祿來商組織同志會、請余加
入、辭之不得、唯勸其稍緩、將欲組織之意託張邦傑先商之葛秘書長、然後
決定也。六時同五弟、猶龍、雲龍、資彬、萬俥赴總督官邸祝會宴、出席者
百三、四十名、米國航空大佐外八名、宴畢即返。

㉕新十月二十五日　舊九月二十日　木曜日
由沂水園出發、五弟、雲龍同乘、先到高義閣招萬俥、啟川同赴公會堂、陳
炘、熊徵亦出席。十時陳儀長官、葛秘書長等一同著席、來賓美國人拾餘名、
亦一同著席。後安藤總督、諫山參謀長、海軍武官、須田農商局長入席、對
長【官】行禮。長官命柯遠芬持降書、使安藤大將僉［簽］字、畢即退場。陳
長官說明臺灣收回、然後散會。
午陳長官開官民之宴會、美人及本省人約二百餘名。
三時開光復大祝賀會、聽眾三千餘名、余為主席開會辭、繼則長【官】講、
次茂生演說、最後唱口號、乃閉會。夜受張聰明之招待於蓬萊閣、出席者熊
徵、茂生、逢源、雲龍外數名。九時乘火車返北投沂水園。

㉖新十二月八日　舊十一月四日　土曜日
杜聰明電話來、言將引臺北大學總長及四部長於午前中來訪、待至十二時尚
未至。
今朝宮原、辻兩博士來託周旋、入佐、山下、調進、平井、水田、南被學生
聯盟及新生活促進會拘留、蓋為彼等曾組織改進黨、於昭和七、八年之間對
中川總督提出建白書、言臺灣民族為最劣等之民族、欲移植日本優秀之民族、
非刪除此劣民族不可。他等欲吸阿片、任其吸食；他欲等［等欲］賭博、即
發行彩票以吸收其資財、又更壓逼不得使其有所動作。月前吳天賞獲得此稿、
即行印刷五千部發賣、市民觀之大憤慨、故將彼等拘留也。余命林錫三、林
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孟元先往詢學生聯幹部之意見、言余欲為保釋之可否。幹部命學生林子玉來、
言市民甚憤慨、先生不可出為斡施［旋］、遂作罷論。
一時廿分到市民館會黃士丹中校、謝其不用纖維會社事務所為宿、他言旅長
李少將欲會老先生、遂與之約十日午後三時。
林錫三同州廳、攀龍亦由林務課、遂同會劉存忠主任、言組織臺中慈善會之
事。他言田中總務部長欲將政府公金以作慈善會、殊為越權、老先生不可接
受、吾將與之算帳而接收也。
秘書處長夏濤聲為宣傳委員、二時半在會議室召集三十餘名咨問意見。余先
述四件：一、請省政府速設法將在日本之臺胞載回、用是船送還在臺灣解散
之日本軍隊。二、訓練新警察之必要、但不可限定採用中學校畢業者、若然
人數定必不足。三、米之統制已無法辦理、唯此後獎勵生產是最急務、然獎
勵生產非肥料充足、水利順序不可也。四、日本公債數十億在臺灣、若非設
法為之整理、銀行及信用組合即皆破產矣。以上諸問題請速與陳儀長【官】

商定為盼。三時半與攀龍先退席、吳泗滄託為推薦、遂往會第三科長羅文祥、
他言無缺人員、即還霧峰。

㉗新十二月十五日　舊十一月十一日　土曜日
王謙益者、霧峰王龜之子也、於兩日前歸自廈門、今朝魏來傳導之來、述臺
灣人之在廈門也八千餘名、被市政府及廈門人之虐待拘留者二百餘名、財產
沒收者不繼［計］其數、欲歸臺者、市政府不肯出證明、備受辛苦、託余請
陳儀長官設法解救。一週前有接著四百餘名連名蓋印請救之信、今朝又接著
丘念台之信、言臺灣同胞在廣東者、萬餘人受廣東人之虐待、若不設法解救、
即將為乞丐餓殍矣。疊接求救之信、非臺北面會長官不可也。
午後身上稍覺不快、似將發熱、夜【服】アスピリン出微汗。

㉘新十二月二十三日　舊十一月十九日　日曜日
七時半林忠以自動車來新生旅社、載余及猶龍、雲龍、榮鐘同到公署會陳儀
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長官、告以臺人在廈門八千餘人、被拘留者二百餘名、其他所有之財產皆被
沒收、困苦萬狀、廣東、汕頭、香港亦然、請設法救回。長官言先遣人告當
局不可虐待、俟載完日本兵之船、然後載其歸來也。余謂似此未免過遲。他
言不過再兩個月間而已。次告上海市政府沒收蘇柴林自動車會社之批文、曰
「朝鮮、臺灣在日本統治下、我國未有明文承認其為中華民國國民、暫時作
敵產處理」。若然、不知何時方有明文認臺人為中華民國國民也。長官言此
批文大錯誤、已對行政院抗議矣。次問米統制不能完滿、將如何設法。長官
言統制解除、恐惡商人出為佔買、更加紊亂、意欲公定價格略為升高、又恐
黑市隨之增高。若將布疋、肥料對佃人獎勵、使其供米如何。余謂兩者並行
皆可、然欲使米價緩和、非輸入外米不可也。長官頗以為然。
連震東九時半來旅社、招余同遊北投八勝園、作一日之清閒。五時到高義閣
會五弟及萬俥、次到新中華晚餐、九時返旅社。雲龍同歸、猶龍、榮鐘與連
作二次會。
今日為五弟生日、猶龍來與晚餐。

㉙新十二月二十九日　舊十一月二十五日　土曜日
所得稅及猶、雲之地租、本日霧峰、烏日方始納完。
黃麒麟、東勢郡人也、以潘瑞安為導、問官有地贌耕之事。近日以此事來問
者、誠不乏其人。
陳青岩、臺中人也、來言十一月下旬省令有許可業主、佃人留食糧、近日當
局通知業主所留之粟皆要供出、臺中市民有留粟者大起恐慌、似此朝令暮改
將如之何。余之對此亦無辨［辦］法也、惟有對陳儀長官抗議而已。
陳木川來請介紹安憲兵隊長。
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はじめに

深く眠った深夜に、甘い夢の世界で、または非常な恐怖の夢の世界で、
現実を知らずに眠っている時、〔中略〕飛行機の音がすると、びっくり
して目が覚める。〔中略〕飛行機は轟音をとどろかせて頭上を旋回し、
突然、爆弾が落ちる音がする。その時は死ぬのかなと思い、〔中略〕遠
くで投下された爆弾の爆発音で家が倒れるほどに揺れ動く。飛行機が
どこかに行ってしまうと、その時初めて安心して、再び眠りにつく。 

（8/28）

　これは、朝鮮戦争勃発後の1950年8月28日に、仁
イン

川
チョン

のある電気工 I氏が
書いた日記の一節である。朝鮮人民軍の占領下、8月初め頃から始まって
いた米軍による深夜の空襲で目が覚めた時のことが記されている。いつの
時代のどの地域の戦争においてもそうだったが、この引用からも戦争が庶
民の生活に大きな影響を及ぼしたことがわかる。
　朝鮮戦争研究は1980年代以降に大きく進展した。1990年代までは、カミ
ングス（Bruce Cumings）1、和田春樹2、朴

パク

明
ミョン

林
ニム

3らの研究に代表されるように、

2 朝鮮戦争下のある労働者の生活

太
おお

  田
た

　修
おさむ

―二つの社会、恐怖、平和への焦がれ―

1 Bruce Cumings, The Origins of The Korean War Liberation and the Emergence of Separate Regimes 1945-
1947, Princeton University Press, 1981（ブルース・カミングス、鄭敬謨・林哲・加地永都子訳
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おもに東西冷戦、米国の関与、国際・国内政治における戦争の起源、原因、
過程、結果、影響などの叙述が進められた。
　2000年代に入ると、朝鮮戦争の社会・文化の側面に注目した研究が出さ
れるようになった。表

ピョ

仁
イン

柱
ジュ

ほか『戦争と人々』4、金
キム

東
ドンチュン

椿『戦争と社会』5、
朴
パク

贊
チャン

勝
スン

『村へ行った朝鮮戦争』6、戦争体験者の聞き取りにもとづく研究7

などにより、朝鮮戦争下に生きた庶民の姿が少しずつ明らかにされてきた。
　本稿も、仁川の電気工 I氏が朝鮮戦争下で書いた日記8（1950年8月～1951

年1月、以下 I日記）を読んで、戦時下の一庶民の生活を復元し、庶民にとっ
て朝鮮戦争とはいかなるものだったのかを考えるものである。筆者は先に、
1945年9月から1947年までの I日記を分析して「朝鮮解放直後におけるあ
る労働者の日常―仁川の電気工 I氏の日記から」9を書き、1948年から1950

年6月までを分析した報告「朝鮮戦争前夜のある労働者の生活―仁川電気
工 I氏の日記から」10を行なった。この小論はその後続作業となるものである。

『朝鮮戦争の起源1―1945年-1947年　解放と南北分断体制の出現―』明石書店、2012年）；
Bruce Cumings, The Origins of The Korean War Volume II The Roaring of the Cataract 1947-1950, 
Princeton University Press, 1990（ブルース・カミングス、鄭敬謨・林哲・山岡由美訳『朝鮮
戦争の起源2―1947年-1950年　「革命的」内戦とアメリカの覇権―』上・下巻、明石書店、
2012年）．

2 和田春樹『朝鮮戦争全史』岩波書店、2002年。
3 박명림『한국전쟁의 발발과 기원』Ⅰ・Ⅱ，나남출판，1996．
4 표인주 외『전쟁과 사람들-아래로부터의 한국전쟁연구』한울，2003．
5 김동춘『개정판 전쟁과 사회』돌베개，2006（金東椿、金美恵ほか訳『朝鮮戦争の社会史
―避難・占領・虐殺』平凡社、2008年）．

6 박찬승『마을로 간 한국전쟁』돌베개，2010．
7 김귀옥 외『전쟁의 기억 냉전의 구술』선인，2008，한국구술사학회 편『구술사로 읽는 

한국전쟁』Humanist，2010．
8 I氏の日記は、2007年夏に仁川広域市水道局山タルトンネ博物館に展示されていた。筆者
は遺族の許可を得て、複写された日記をさらに複写させていただいた。ご遺族に記して感
謝したい。

9 鄭昞旭・板垣竜太編『同志社コリア研究叢書1　日記が語る近代―韓国・日本・ドイツの
共同研究』同志社コリア研究センター、2014年。

10 朝鮮史研究会関西部会1月例会（2017年1月28日）での報告。
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1．I 氏と朝鮮戦争下の日記

（1）I 氏と朝鮮戦争
　筆者の I氏については先の論稿で紹介済みだが、あらためて紹介してお
きたい。I氏は、1926年5月6日（陰暦6月5日）に仁川府松

ソン

峴
ヒョン

里（現在の仁川広
域市東区松峴洞）で出生し、朝鮮戦争中の一時期を除いて、生涯を仁川の松
峴洞で過ごした人である。植民地期に普通学校を卒業したと推測され、
1940年4月に京城電気株式会社（以下、京電）電気技術員養成所に入所し、
翌年3月に修了する。1941年4月に京電仁川支店に入社し、電気技師（電気 

工）として働き始めた。日本の植民地支配から解放後の1948年11月に結婚 

し、その後3男2女をもうける。1976年に韓国電力株式会社（京電の後身）を
退職し、2000年に死去した。
　ここで取り上げる日記は、I氏が1950年8月13日から1951年1月4日まで
書いたものである。I日記の叙述をより理解しやすくするために、6月25

日に朝鮮戦争が勃発してから1951年1月初めまでの I氏の身辺で起こった
主な出来事を表1に整理した。
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　1950年6月25日未明に38度線付近で朝鮮人民軍が一斉に攻撃を開始し、
朝鮮戦争は勃発した。朝鮮人民軍は28日にソウルを陥落させ、仁川を占領
したのは7月3日のことだった。I氏の1950年の日記は6月24日から8月12日
までの頁が欠落していて、その間 I氏が何をし何を考えていたかは不明だ 

が、松峴洞も職場の京電仁川支店も朝鮮人民軍の占領下にあり、I氏もそ
の中で過ごしていたことは動かせない。
　8月13日以降の記述からは、8月5日に米軍による大規模な艦砲射撃が 

あったことがわかる。その被害を避けるため、翌6日から24日までは松峴

表1　I氏をめぐる主な出来事（1950年6月～1951年1月）

1950年
6．25 朝鮮人民軍の南下、朝鮮戦争勃発

7．3 朝鮮人民軍、仁川を占領

8．5 米軍による艦砲射撃。I氏と家族は、翌6日から24日まで、松林洞の同僚 Y
宅で避難生活

8．15 8月5日の艦砲射撃で避難していたため会社を10日間欠勤。同僚 Yと出勤
し仕事に復帰

8．20 10日間欠勤し「反動であり非協力だ」という理由で解雇

8．25 松峴洞の自宅に戻る

9．5 2度目の艦砲射撃、空襲が激化

9．15 米軍、仁川に上陸

9．20 会社に復職

11．10 京電青年防衛隊司令部独立第1支隊第3編隊第4区隊に入隊

12．9 第2国民兵身体検査で甲種合格

12．29 京電国民防衛軍の一員として水原に撤収

1951年
1．3 水原を出発、大邱へ

1．4 米韓軍、ソウルから撤退

1．6 国民防衛軍大邱第27教育隊第3大隊に入隊
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洞の東隣に位置する松
ソン

林
ニム

洞の同僚 Y宅に避難していた。また、5日以降の
空襲が激しかったため会社を10日間欠勤し、15日に同僚 Yとともに出勤し、
仕事に復帰した。ところが20日には、「反動であり非協力だ」という理由
で会社を解雇された。空襲が小康状態になったため、25日には避難先の Y

宅から自宅に戻った。
　9月5日には米軍による空襲が再び激化し、15日には米軍が仁川に上陸し
た。I氏は、米軍占領後の京電仁川支店に復職し、仕事を再開した。その後、
12月9日には第2国民兵身体検査で甲種合格となり、再び戦線が南下して 

くると、29日には京電国民防衛軍の一員として大
テ

邱
グ

に撤収することになっ
た。
　年が明けて1951年1月1日、リッジウェイ（Matthew Bunker Ridgway）はソウ
ル撤退を命令し、4日、漢

ハン

江
ガン

最後の橋が爆破され、ソウルは再び朝鮮人民
軍に占領された。I氏は3日に水

ス

原
ウォン

を出発し、大邱へ向かった。

（2）I 日記について
　ここで取り上げる1950年の日記帳は市販のものである。「檀紀4282年12

月10日」（1949年）に「東文社書店」（ソウル市中区忠武路4街7）から発行され、
定価「700圓

ウォン

」だった。この時期の I氏の本給12,000圓からするとやや高
価である。
　日記帳の表題は「自由日記／1950年／日記」である。中表紙の上段に「檀
紀四二八三年／自由日記」、下段に「西紀1950年」が印字され、檀紀と西
暦が併用されている。さらに I氏によると思われる数字のスタンプ「25／
4283／10」「25／1950／10」が押されている。「25」は I氏の数え年、「10」
はこの日記帳が10冊目であることを示す。逆算すると I氏が日記を書き始
めたのは1941年であることがわかる。
　巻頭には、「檀紀四二八三年／西暦一九五〇年」の暦、「陰陽歴対照表」、
祝祭日（新正日、三一節、制憲日、光復節、仲秋節、開天節、ハングルの日、基督聖
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誕日）、「百年間年令対照表」、「年中行事（陰暦）」が掲載されている。西暦
や祝祭日などの近代の時間と、陰暦や「年中行事（陰暦）」などの伝統的な
時間の流れが、この時期の日記帳においてせめぎ合っていた。
　続いて「한글 받침（어려운 것）〔ハングルパッチム11（むずかしいもの）〕」が3

頁にわたって掲載されている。これは当時の人々にはパッチムの表記が難
しかったことを物語るものである。植民地期に朝鮮語の学びが不十分で 

あったことの表れだともいえる。実際に I日記に記されたハングルのパッ
チムも「正しく」表記されていないものが多く、I氏にとっても「むずか
しいもの」だったのである。
　巻末には、「備忘録」（1950年の主な出来事が日付順に整理）、「金銭出納簿」、 

「南韓人口表」（檀紀4282年5月1日現在）、「我国主要農産物」（檀紀4280年現在）、 

「各市人口表」（檀紀4282年5月1日現在）などが付されている。「南韓人口表」
と「各市人口表」の数字は、前年の1949年5月1日に行われた韓国最初の国
勢調査によるものである。
　日記の記入欄は、1頁に1日分が記入された。上欄には曜日（英語）、日付、
天気、旧暦、記念日が、その下の余白には、その日の主な出来事が短く横
箇条書きにまとめられた。本文に記述された内容は、戦時下の空襲、避難、
朝鮮人民軍占領下の動員、米軍上陸後の地域と職場での仕事と動員、戦時
下での生活難などである。
　朝鮮戦争下で書かれた I日記が1949年以前の日記と大きく異なるのは、
それ以前の I日記がおもに職場での仕事や配給、家族の記録だったのに対
して、この時期の I日記が後述のように戦争の記録だったということである。
　日記の書き方もやや違った。I氏は翌日の朝に日記を書くことが多かっ

11 받침（パッチム）とは、朝鮮語の「子音＋母音＋子音」などで構成される音節の最後の子
音を表記する文字の要素のことで、終声ともいう。たとえば「김」のㅁ、「삶」のㄻの部
分がパッチムである。
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たようだが12、空襲が激しくなると書けないこともあった。たとえば、8

月5日の艦砲射撃で日記帳を自宅に置いたまま急きょ同僚 Yのところに避
難したため、自宅に戻る8月23日まで日記は書けなかった。23日になって
ようやくその間のメモをもとにまとめて書いた（8/22、8/23）。それが戦時
下で日記の書き方の一面であった。
　1950年の I日記の最も大きな特徴は、先述のように6月24日から8月12日
までの記述が欠落していることである。その他のところにも記述されてい
ない日もあるが、その場合は余白の頁として残されているのだが、この間
の頁は破られていて存在しない。これについては後述する。
　I日記と同時期に書かれた日記として、当時ソウル大学校文理学部史学
科専任講師だった金

キム

聖
ソン

七
チル

の日記『역사 앞에서（歴史の前で）』13がある。これ
はソウルで生活する歴史学者による記録で、仁川の状況を記した I日記と
は異なる。とはいえ、同時期の出来事の記録であり、そこには朝鮮戦争下
の庶民の生活を考える上で重要な記述がみられる。以下、適宜参照するこ
とにしたい。

2．朝鮮人民軍占領下の生活―空襲と食糧難

（1）空襲と艦砲射撃
ⅰ．空襲
　朝鮮戦争下の記述は8月13日から始まっている。13日から9月15日までの
1か月余りの I日記は、6月25日以降、急速に南下してきた朝鮮民主主義人

12 『自由日記／1950年／日記』1950年9月10日。I日記の内容は、以下、本文中に（9/10）と
記す。

13 김성칠『역사 앞에서-한 사학자의 6・25일기』창비，2009（金聖七、李男徳・舘野晢訳 
『ソウルの人民軍―朝鮮戦争下に生きた歴史学者の日記』社会評論社、1996年。1993年に
刊行された初版本の邦訳。韓国では2009年に改訂版が出された）．
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民共和国（以下、北朝鮮）の占領下で書かれた。この間の日記には「今日の
空襲」の項目が設けられ、ほぼ毎日、空襲の時刻、戦闘機の種類（新燕（제

비）型戦闘機、新蚊（모기）十字型戦闘機、P38戦闘機、グラマン戦闘機、B29爆撃機、

B24爆撃機）、数などの空襲の状況が記されている。
　たとえば8月13日には、「午前中に米艦載戦闘機2機、午後には新燕型戦
闘機2機が現われ、市内を旋回した後に退去し、午後は B29爆撃機10機が
仁川を通過してソウル方面へ向かい、夜間にはいつものように1機が数次
にわたって来襲し爆弾を投下」した（8/13）。その後も、市内各所にロケッ
ト弾の投弾、機銃射撃などがあり、19日には防空壕へ避難し、20日には港

ハン

洞で火災が発生した。9月1日の艦載戦闘機からの爆弾投下の様子を I氏は
次のように記している。

戦争が勃発してからすでに2か月余りもたつが、〔中略〕依然として空
襲が継続し、今日も艦在〔載〕戦闘機から萬

マン

石
ソク

洞の朝鮮機械製作所に
一個の爆弾が投下され、爆発する恐ろしい光景を初めて見て驚き、わ
れ知らず当惑し、うろたえた。（9/1）

　ソウルの金聖七も7月16日の日記に、数日前から米軍機による爆撃と機
銃掃射がなされるようになったと初めて空襲について書いている14。仁川
でも同じ頃から空襲が始まっていた。夜間は、ほぼ毎日「投弾」と「機銃
射撃」があり、B29爆撃機が頻繁に通過していった。
　I日記によると、空襲は9月5日頃から激化し、主に月

ウォル

尾
ミ

島
ド

や海岸の軍
事基地が爆撃された。この期間の日記は、米軍戦闘機による空爆、機銃射
撃などの空襲の記録である。

14 김성칠，앞의 책，2009，121쪽（金聖七、前掲書、1996年、68頁）．



日記からみた東アジアの冷戦60

ⅱ．艦砲射撃
　仁川では毎日続いた空襲に加えて、三度の大規模な艦砲射撃があったこ
とが I日記からわかる。最初の艦砲射撃は8月5日にあった。I氏は、この
艦砲射擊により東隣の松林洞の同僚 Yのところに避難した。
　二度目の艦砲射撃は9月5日にあった。

「ドン！ドン！」という砲声がすると、続いて「シュー！」、窓ガラ
スが破損する「ガシャン！」という爆発音が響いた。間違いなく艦砲
射撃だ。この音を聞いて朝御飯もいつ食べたのかも覚えておらず、た
だお金と日記帳が入った非常バックだけを持ってあたふた当惑するば
かりだった。（9/5）

　三度目の艦砲射撃は、9月13日から15日にかけての米軍上陸の際に行わ 

れ、おもに月尾島や海岸部の人民軍の軍事基地が標的とされた。

午後1時頃には初めて、軍艦10余隻が月尾島の外の海上に、3隻が萬石
洞附近の海上に進入した。市内、おもに月尾島や港洞、萬石洞、松

ソン

島
ド

などの軍事基地に艦砲射撃を、午後5時まで継続して行う！（9/13）

　艦砲射撃は翌14日も続いた。多数の軍艦が進入し、月尾島や松島、市内
の海岸各処の人民軍の軍事基地が攻撃され、各処に火災が発生した（9/14）。
15日には、米軍の仁川上陸作戦が展開された。「午前6時頃から海空合同の
艦砲射撃と大空襲が始まり、終日、初めて見る、ものものしくすさまじい
（어마々々하고 무시々々한）光景」（9/15）だった。

ⅲ．朝鮮人民軍の対応
　鹵獲した北朝鮮文書を読解したカミングスによると、「朝鮮人民軍は7月
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31日には（ことによるとそれ以前から）仁川の防衛計画を立て」、仁川の朝鮮
人民軍第884部隊指揮官が「敵は機に乗じて大攻勢をかけてくる。仁川港
を奇襲して上陸し、仁川そしてソウルを奪取しようとするだろう」と警戒
を強めていた。さらに9月12日、江

カン

華
ファ

島
ド

と金
キン

浦
ポ

飛行場地域を担当する人民
軍部隊の指揮官は、米軍が大規模な上陸作戦を9月15日前後に計画してい
るので完全な防御態勢を敷くよう部隊に命じ、翌日、金

キム

日
イル

成
ソン

は「敵が上陸
を試みたら撃退する」構えをとるよう命じた15。人民軍は米軍の仁川上陸
を察知していたということである。
　I日記では、仁川の朝鮮人民軍がどのように応戦したのかについてはほ
とんど記されていない。9月5日に、襲来した艦載グラマン戦闘機2機に対
して、水

ス

道
ド

山
サン

の防空壕から機関銃と小銃で応戦したと書かれている程度で
ある（9/5）。第1海兵団を先方とする米軍の仁川上陸は「拍子抜けするほど
わずかな抵抗しか受けなかった」し16、朝鮮人民軍には応戦する力はなかっ
たのである。

ⅳ．被害
　米軍による空襲と艦砲射撃は多大な物的、人的被害を出した。9月13日
から15日にかけての米軍の猛爆撃により、軍事基地や工場が集中する海岸
部で火災が発生した。海岸部の火災は「水道山を越え、松林、松峴洞一帯
に大火災が発生し、〔中略〕燃え上がる火柱と煙で、市内はまさに火の海と
化した」（9/15）。
　8月16日には「空襲が激しく、松

ソン

月
ウォル

洞と、花房町の北
プク

城
ソン

洞にある大きな
工場の建物は全部破壊され、京電の倉庫だけが残っている」（8/16）だけ 

15 ブルース・カミングス（鄭敬謨・林哲・山岡由美訳）『朝鮮戦争の起源2―1947年-1950年 
「革命的」内戦とアメリカの覇権―』下巻、明石書店、2012年、764頁。

16 ブルース・カミングス、同上書、765頁。
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だった。市内の電気施設や電柱が破壊されて、ラジオ放送は聞けず、まと
もに動いている時計もなかった。I氏はそうした状況を「何時なのか、今
日は何曜日なのかさえわからず、日が昇れば朝ごはんだ」（8/17）と嘆いて
いる。
　人的被害についても記述されている。9月12日、近くの市場に4発のロ 

ケット弾が着弾し、洞内の青年、老人と子どもが死傷し、その他多数の死
傷者が出た（9/13）。

図1　仁川機械工業株式会社の前で泣く少女（1950年9月の米軍上陸直後か？）

（2）避難と恐怖
ⅰ．二つの避難
　金東椿は『戦争と社会』で朝鮮戦争下の避難の問題を本格的に論じ、避
難には1950年6月25日直後になされた「第1次避難」と1951年1月4日以降の
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韓国軍が後退する時期に発生した「第2次避難」があったことを指摘して
いる。前者は、李

イ

承
スン

晩
マン

や軍首脳部、警察、大韓青年団（以下、韓青）の幹部、
面書記、地主出身者とその家族らが朝鮮人民軍が南下してくる前に行った
もので「政治的・階級的」性格を持つ避難だった。後者は、一般の庶民に
よるもので、米軍の空襲や人民軍の報復を恐れたり、韓国軍と米軍の強制
疎開命令のために避難したりした「生存のための避難」である17。
　1950年8月から51年1月初めまでの間に書かれた I日記にも、以下のよう
に二つの避難があったことが読み取れる。一つ目は「支配階層の避難」で、
金東椿が指摘した「第1次避難」と同じものだ。朝鮮人民軍が7月4日に仁
川に進駐してくると、政治家、警察、青年団幹部、洞会長がすべて行方不
明となり（9/12）、多くの官公署員が釡

プ

山
サン

、大邱などの地域に避難した（10/21）。
それら支配階層の人々は、米軍上陸後に仁川に戻ってきた。たとえば I氏 

は、仁川警察署通信係での電気復旧工事の際に「釡山から無事に戻ってき
た警官」と昼食をとり、京電仁川支店では釡山から帰還した韓青団長のあ
いさつがあったことを記している（10/22）。こうした避難は「政治的・階
級的」なものだった。
　二つ目は「庶民の避難」である。I氏自身は戦争の勃発から9月までの3

か月ほどの間に三度の小規模な避難をしている。最初は、戦争勃発直後に
「UN空軍の空襲と海軍の艦砲射撃、義勇軍〔募集〕等を避けて」母の実
家がある「南村」に避難し、「火災が心配で、衣服、家具等を疎開」させ
た（10/18）。
　8月5日に米軍の艦砲射撃があり、8月6日から25日まで隣の松林洞の同僚
Y宅に避難したのが二度目である。8月13日から25日までの記述欄には「避
難生活第○日目」と記され、その間の日記は避難生活の記録だった。
　I氏は「空襲も少し弱まり大体において平穏」になったので、8月25日

17 김동춘，앞의 책，2006，160～173쪽（金東椿、前掲書、2008年、131～139頁）．
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に自宅にもどった（8/26）。自宅は「気がねもせず自由」で、「なんだかん
だ言ってもこれ以上よいものはないことがわかった」（8/27）。同じように
避難していた大部分の洞内の人たちも帰家し、あちこちで避難談議を交わ
していて、「少し心強い気がした」。そして二度と「避難するようなことが
ないようにと祈るばかり」だった（8/27）。
　しかしこうした「平穏」も束の間で、9月に入ると「射撃演習の砲声が
聞こえ、再び避難する家も出てきた」。2日の時点で、松峴第2洞8区2班（12

世帯）で残っていたのは5世帯だった。残った人々は「これからどうなるの
か、避難しなければならないだろうか？このままでいいだろうか？と毎日
落ち着かない」状態が続いていた。
　三度目は、9月10日から米軍の上陸までの避難である。10日から空襲が
激化し艦砲射撃が再開されると、I氏家族は14日に再び南

ナム

村
チョン

に避難した。 

「以前はなかった水道山への機銃掃射があり、間違いなく水道山が爆撃さ
れるだろうと思い」、より安全な南村に避難したと I氏は書いている（9/14）。
　このように I日記からは、「支配階層による避難」と「庶民の避難」の
二つの避難があったことが確認できる。つまり少なくとも仁川においては、
金東椿がいう6・25直後から1・4後退の間の「第1次避難」は、単に支配階
層の「政治的・階級的」なものだっただけでなく、同時に「庶民の避難」
も存在したということである。大邱や釡山に避難できなかった庶民は、米
軍による艦砲射撃や空爆が始まると、より安全な近隣の地域に避難した。
これは、米軍による空爆から命を守るための短期的で短い移動による避難
で、「生存のための避難」ということになる。

ⅱ．米軍の空爆、恐怖と不安の日々
　8月13日から9月15日の米軍上陸までの I日記において最もよく使われた
言葉は「恐怖」と「不安（勤心）」である。I氏は、毎日を「不安、悲哀、恐
怖、ため息の中で過ごし」（9/12）ていた。I氏がこの間に「恐怖」と「不安」
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を書き続けたのは、米軍による機銃射撃や空爆、艦砲射撃のためだった。

末伏であれば犬汁（개장국）がよいというが、犬汁どころか毎日のよ
うに市内が爆音と火の海となり、犬汁も平和時代の話だ。〔中略〕昨日
も空襲で松峴洞の自

チャ

由
ユ

、邵
ソ

城
ソン

市場をはじめ全市内が火の海と化し、恐
怖の中で、終日、避難所で過ごした。（8/13）

　米軍による空爆で仁川市内が「火の海」となっていてとても犬汁どころ
ではない、夜間には機銃射撃や爆弾投下の「悪魔の太鼓の音」（9/5）で目
が覚め、恐怖で安眠できない、という。さらに、9月13日から15日の艦砲
射撃と空爆で、「恐怖」と「不安」は頂点に達する。

艦砲の音、爆発の音、飛行機などの轟音に加え、艦砲の弾丸が飛んで
くるシューン！という音と、爆発するドン！という音、破片が飛び散
るガシャという音で一歩も歩けなくなり、〔中略〕冷や汗を流して身動
きできずにいた。〔中略〕1日目の13日も、2日目の14日も、午後から艦
砲射撃があったが、15日の今日は午前5時から艦砲射撃が始まり、飛
行機は空を覆うかのように約70機が飛び回り、爆撃と焼夷弾の投下で
市内は火の海となり、〔中略〕機関砲のシューン！シューン！という音
とともに、空中で爆発する花火のようなものが四方に飛び散り、本当
に筆舌に尽くしがたい、死ぬか生きるかという状況だった。（9/15）

ⅲ．庶民にとっての米軍仁川上陸
　一般的に朝鮮戦争におけるマッカーサー（Douglas MacArthur）の艦隊による
仁川上陸は奇襲攻撃のように描かれることが多い。実際に、15日の上陸作
戦は軍事的な見地、あるいは統治者の立場から言えば奇襲攻撃だった。し
かし、仁川で生活する I氏ら庶民の目からみると、それが奇襲攻撃であっ
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たかどうかはあまり重要ではなかった。
　これまで見たように、米軍による空襲は7月半ば頃から始まり、艦砲射
撃は8月5日以降三度にわたってなされた。I氏ら仁川の住民は、機銃射撃
や空爆、艦砲射撃の継続によって、それ以前の普段の生活が続けられなく
なり、「死ぬか生きるか」の状態にさらされた。それゆえに仁川の庶民に 

とっては、米軍の機銃射撃、空爆、艦砲射撃が7月半ば以降継続した事態
こそが、恐怖と不安そのものだったのである。

（3）朝鮮人民軍の占領
ⅰ．松峴第2洞人民委員会の活動
　朝鮮人民軍の占領とはどのようなものだったのだろうか。ソウルが陥落
したのは6月28日で、仁川の占領が始まったのは6日後の7月4日だった。占
領がどのようにして始まったのかは I日記からは明らかでない。ソウルの
占領をみた金聖七が、「どこか遠く家を離れていた兄弟が、久しぶりに故
郷を訪ねてきたような感じなのだ。彼らが穏やかに笑って話をするのを見
ると、誰も敵愾心を起こしはしない」と書いたように18、仁川の占領も静
かに始まったと推測される。
　朝鮮人民軍の仁川占領は、北朝鮮の「国土の完整」の一環として始まり、
北朝鮮の憲法や法律、すべてのシステムが南の占領地域に拡大されていっ
た。ソウルでは臨時人民委員会が告示3号で政党・社会団体に登録を求め、
成員、役員の名簿の提出を義務付けた。さらに告示6号で、元韓国政府関
係者、役人に自首を呼びかけた。市民には、身をかくす「反動分子」の摘
発義務を課した19。仁川でも同じことが行われた。I氏は、前松峴第2洞8

区の理事 Qが、内務署や治安部から「極右であり反動分子」だと指弾さ

18 김성칠，앞의 책，81쪽（金聖七、前掲書、26頁）．
19 和田春樹、前掲書、148頁。
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れて拘禁された後、服毒自殺したという知らせを聞いて「哀悼を禁じざる
を得ない」と書いている（8/31）。
　人民軍が占領した地域では人民委員会の選挙が行われた。選挙は7月14

日に最高人民会議常任委員会が定めた「南半部解放地域の郡、面、里人民
委員会選挙」の実施に関する政令によって行われた20。仁川市松峴洞にも
第2洞人民委員会が活動していた。その内容は、市立病院無料診察治療の
対象者の調査、登録（9/2）、「労力隊員（16歳～55歳）」の調査（9/9）、洞共同
防空壕掘削作業への全洞民の動員（9/2、9/4）などだが、なかでも義勇軍の
募集には力を入れていた。I氏は、仁川市で9月1日から3000名の義勇軍の
募集が始まったとして、その模様を次のように書いている。

市内街里々々には募集調査員がいて、往来する青年と壮年、そして少
年までも無条件に捕まえていくなど非常に大胆だ。さらに郊外の避難
地などではよりいっそう激しく、調査員が家々に入っていき、奥まっ
た台所の納戸や押し入れ、甕、天井まで探し回り、家内に誰もいなけ
れば、外の畑まで探し回るという。（9/4）

　I氏のところにも義勇軍募集と洞自衛隊召集のための調査に関係者がやっ
てきたが、居留守を使って母親に追い返してもらった（9/6）。外出する際
にも「両目を見開いて巡回する治安隊、民愛青〔民主愛国青年同盟〕員、洞
内情報員、義勇軍募集員、そして洞会自衛隊召集員」（9/13）に見つからな
いように気を付け、義勇軍募集と洞自衛隊召集から逃れようとしていた。
I氏にとって人民委員会の存在と活動は忌避すべきものだったのである。

20 和田春樹、前掲書、179頁。
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ⅱ．京電職場同盟による解雇
　I氏の職場は、北朝鮮から派遣された共産党員が立ち上げた京電管理委
員会によって運営されていた21。I氏は8月5日の艦砲射撃以来、避難のた
め会社を欠勤していたが、10日ぶりに臨時事務所がある錢

チョン

洞変電所の社
宅に出勤した。この日は、「食糧配給用の大麦を運搬し、錢洞変電所社宅
に50名収容できる防空壕を掘る作業」を行なった（8/15）。
　8月20日には、京電職業同盟主催の職場大会が開かれ、I氏も参加した。
職場同盟は人民軍占領後にそれまでの大韓労総京電労組にかわって結成さ
れた職場組織である。この日の職場大会では、政権のメッセージが伝達さ
れ、「審査」結果にもとづいて61名の解雇者が発表された（8/20）。
　解雇者を発表したのは職場同盟の労働部長 Pで、I氏とは旧知の間柄だっ
た。Pによると、19日に Pや工務係職員によって「審査」がなされ、「反
動分子、10日以上欠勤した者、責任を完遂できなかった者」など61名を解
雇者として認定した。I氏も「反動であり、非協力で、10日間欠勤した」 

（8/20）とされ、解雇者の中に含まれていた。

多情な〔親しい〕友人の Pが解雇を主導した責任者であることは、今
後忘れることができないだろう。61名中の1人として解雇された自分
としては少し残念な気もしたが、このようになることを覚悟していた
ので、特に何とも思わなかった。それにしても解雇の原因は何なのか、
欠勤？反動？ということか。今日までに解雇された旧社員は全部で
100名にもなる。（8/20）

　I氏は、「親しい友人」の Pが解雇処分を主導し解雇を言い渡したこと
が「歯が震える」ほどの衝撃だったのである。金聖七によると、ソウル大

21 京城電気株式会社総務部企画課『京城電気株式会社六十年沿革史』1958年、69頁。
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文理大でも教育省当局による「審査」が行われ、自身も史学科助教授を罷
免されていた22。この頃、各職場では北朝鮮当局による「審査」が行われ、 

「反動分子」に対する解雇旋風が吹き荒れていたのである。

ⅲ．朝鮮人民軍へのまなざし
　朝鮮人民軍に対する I氏の視線は厳しい。人民軍は仁川占領直後に水道
山に防空壕を築き、軍馬を連れ武器を持って洞内を往来しているだけでな
く、住民が避難して空き家になっている家を洞会員の案内で使っていると
批判的に書いている（8/26）。また、39年前に「韓国併合に関する宣言」が
出された「国恥日」の8月29日には次のように書いている。

今日は国恥日である。〔中略〕非常に恐ろしい悪魔のような自由も平和
も知らない者たちが、清らかなむくげの三千里を、錦繍江山を狙って
いる今日、すべての白衣民族がしっかりしなければ、再び国恥を免れ
ぬだろう。国恥記念日の今日を期して同族相残の戦争をやめ、自由と
平和の道へ進み、外族侵略を阻み、国家建設という重大事業に国民は
総決起しなければならないと考え、国恥日に際しての所感とする。（8/29）

　I氏は、仁川を占領している人民軍は「非常に恐ろしい悪魔のような自
由も平和も知らない者たち」だと見ている。金聖七も、人民軍が「情勢判
断を誤り、やみくもに無謀な行動に出たために、結局は同胞が踏みにじら
れ祖国が焦土となったことを思うと、彼らの罪はわが民族において永遠に
消すことができない」と批判している23。
　一方で I氏は、水道山の防空壕を防衛している2人の人民軍を「1人は足

22 김성칠，앞의 책，172쪽（金聖七、前掲書、126頁）．
23 김성칠，앞의 책，207쪽（金聖七、前掲書、161頁）．
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を引きずる病身〔傷痍〕軍人で、もう1人は歳がわずか17、8歳にしかなら
ない幼い軍人であるが、淡紅色の下着のシャツを外に出しているのがいっ
そうかわいく見えた」（9/7）と描写している。また、米軍上陸直後に I氏
たちの避難先の家の台所に紛れ込んだ、仁川から撤退していく3人の義勇
軍が金日成への恨み節を言い「蚤をとりながら震えていた」と書いている。
I氏は、集団としての朝鮮人民軍には厳しい視線を向けていたが、直接出 

会った個々の人民軍兵士に対しては愛らしさや憐憫を感じることもあった。

（4）インフレと食糧難
　戦時下のインフレは急速に進んだ。8月25日に、白米1升1450圓、大麦1

升1150圓、殻麦（겉보리）1升500圓、豚肉1斤1000圓が、3日後の28日には、
白米1升1500圓、大麦1升1400圓、殻麦1升700圓、9月7日には、白米1升
2100圓、大麦1升1800圓と高騰した。I氏は、1949年5月の日記に、1週間
で米1升が150圓から200圓に値上がりして大変だと記しているが（1949/5/9）、
それから1年数か月で米価は10倍以上に跳ねあがった。また、1950年8月20

日に I氏が受け取った7月半月分の給料3500圓（8/20）と比べると、物価高
がどれほどのものだったか想像できる。I氏は、空襲が激化していて「物
価が天井知らずに上がっており、市民の食生活に大きな脅威を与え、恐怖
を感じながら生活している」と書いている（8/28）。
　インフレとともに食糧難も進行した。戦争が長びく中で食糧問題が深刻
化している様子を I氏はほぼ毎日記している。「食糧は底をつき、いよい
よ飢え死にするしかないと思うと本当に気が滅入る」（9/1）状態だった。
　食糧難の中では配給が重要な役割を果たした。戦争勃発で仁川生活品販
売組合は解散し、その後は「赤色分子組合員」が配給事業を行っていた。
日記には「錢洞変電所から8月下旬の5日出勤分の食糧配給 “3人分で1日白
米4合、大麦4合、合計8合”で白米2升と大麦2升を445圓で受取る」（8/18）、
配給を受けるためには防空壕掘削作業をしなければならない、などの記述
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がみられ、職場や地域での労働動員と配給が結び付けられていたことがわ
かる。
　この時期に I氏が食していたのは、大麦やかぼちゃの葉、味噌、唐辛子
味噌、ヨルムキムチ、米の代用食としての米糠、麦糠などだった。次の記
述はこの時期の庶民の食生活をよく表している。

食後はお腹が膨れて、おならが出てきたならしい。だが一度 “ブッー！”
とおならをすればお腹がすっきりして気持ちよい、お腹が張っている
時はわざとするのだ。（9/9）

　大麦を食べてお腹が張るのでわざとおならをする。空爆と食糧難の中で
も滑稽さが噴出した。滑稽さは極限状況を生きるためにこそ必要だったの
である。

（5）平和への焦がれ
　8月15日には欄外には「解放第五周年記念日」「光復節」「大韓民国樹立
第二周年記念日」が並列して書かれている。8月15日を「解放」「光復」「大
韓民国樹立」として記憶しているが、日記の本文は「解放」という気分が
強い。

朝鮮は日帝の奴隷植民地から解放された意義深い歴史的解放を迎え、
平和な世界で暮らすことになったのだが、甘い平和の味を味わう間も
なく、解放後満5年目に、他国とではなく白衣同族どうしが血を流し
戦争を引き起こし、〔中略〕実に遺憾千万だ。〔中略〕1日も早く戦争が
終わり平和で自由で幸福な時が戻ってくることを心より祈願すること
を記念日の所感とする。（8/15）



日記からみた東アジアの冷戦72

　I氏は、植民地解放から5年目に「白衣同族どうし」が戦争を引き起こ
している事態を嘆き、「戦争が終わり平和で自由で幸福な時」の回復を望
んでいる。だが、「今日も目覚めると平和ではなく戦時だ。〔中略〕戦争は
いつ終るのか、ほんとうに自由と平和が恋しい」（8/29）。
　この時期に I氏が期待していた「解放」は、予想される米軍上陸による
人民軍占領状態からの「解放」と結びついていた面もある。I氏は9月14

日に、「2～3日以内に UN軍が上陸すれば、義勇軍募集から逃げ回らなく
てもよくなるだろう、そして解放を迎え自由の身になるだろうと思うと、 

いっそう胸の鼓動が高まる。時は来た」と書いた（9/14）。ここで書かれた
「解放」は、人民軍占領下での防空壕掘削作業、「義勇軍募集」などの動員、
失職状態、食糧難などからの「解放」を意味している。金聖七は「米軍と
朝鮮人が戦って血を流している最中だというのに、どちらかというと米軍
に期待する人が多くなっていることがもっとも悲しい」と述べたが、米軍
上陸によって「社会がまたひっくり返る」ことに期待を抱いていた人々も
少なからずいたのである。
　とはいえ I氏の平和への思い中心は、米軍上陸による「解放」への期待
にあるのではなく、別のところにあった。

怨讐のような戦争はいつ終り、自由の平和時代が到来し、いつになっ
たら落着いて食事ができるのだろうか、と暗い気持ちで深くため息を
つく。晴れ渡る初秋の青空を眺めると、無情な雲はぼくを慰めること
もなく通り過ぎていった。南側に流れていく雲は、いまどこで戦争を
しているのか知っているのだろうか？〔中略〕流れゆく雲にさえ戦争
がどうなっているかを聞きたい。（9/3）

　I氏にとって平和とは、「怨讐のような戦争」が終わって「落ち着いて
食事」ができる状態のことである。それを妨げている戦争はいつ終わるの
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か、流れゆく雲に聞く以外にないほど如何ともしがたい状況なのである。
それでも庶民の暮らしは続いていく。

戦争が続く中で、平和と自由に焦がれる心で、希望を抱きつつ、耐え
に耐えながら、家で生懲役をするのが最近の朝の日課だ。朝早く起床
し、用便、掃除、手洗い、食事、歯磨き、喫煙等で気分よく爽快な朝
を過ごせば、清秋の太陽が高く昇っている。（9/10）

　そして9月14日の米軍上陸前日の爆撃が激化した日に I氏は、「家族さえ
無事でいてくれればという気持ちを鎮静させることができず、文

ムン

鶴
ハク

24薬水
の菩薩様に偶然出会い、家内無事故を祈願した。」（9/14）

　このように I氏の平和への思いの根拠は、生活や家族にあったのである。

3．再びひっくり返った社会―米軍上陸後の排除と動員

（1）「極願のUN軍仁川上陸」、大韓民国への忠誠
　9月15日、「午後6時頃、U.N軍が仁川上陸に成功し、進駐して仁川を解
放する！」（9/15）。日記の欄外には、「Well come U.N. army and navy!」「U.N. 

軍、仁川上陸万歳、仁川解放万歳！」と書かれ、むくげの花と太極旗の挿
絵が描かれている。17日には、「最高度に危険な3日間を耐え忍んで九死に
一生を得、極願の UN軍仁川上陸と仁川解放を迎え、感激と喜びがあふれ、
上京進撃していく UN軍に感謝」し、「UN軍の連隊が初めて南村部落に
進駐し、部落民に歓迎を受け」た（9/17）。この時に I氏の心の中に生じた
気持ちは、「UN軍」の仁川上陸が朝鮮人民軍の占領からの「解放」への 

24 I氏が避難していた南村（現在の仁川広域市南区）にある文鶴山のこと。文鶴山には菩薩
信仰があったと推測される。
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「感激と喜び」であり「UN軍」への「感謝」である。
　米軍上陸直後に I氏の中で湧き上がってきたもう一つの気持ちは「大韓
民国への忠誠」だった。I氏家族は17日に避難先の南村から自宅にもどり、
人民軍の進駐に備えて隠してあった太極旗を掲揚した（9/17）。I氏は、「北
韓傀儡人民軍が敗戦して追い出され、再び大韓民国となるや、人民軍駐屯
時に自由がなかった苦難を想起して、よりいっそう大韓民国への忠誠を盟
誓」（10/6）するようになった。しかし後述するように、そうした気分はそ
う単純ではなかったし、長くは続かなかった。
　自宅にもどった I氏家族は、家内大掃除をし、松林洞の同僚 Y宅に避難
させてあった家財道具を自宅に運搬し、埋めてあった家具類を掘り出す作
業を行い、もとの生活を取り戻そうとしていた。

（2）洞会・班の再建
ⅰ．洞民證の申請・発行
　1949年9月から松峴第2洞8区2班の班長を務めていた I氏は、朝鮮戦争勃
発でその業務を中断していたが、米軍仁川上陸直後の16日に班長に復帰し
た（9/12）。20日には松峴第2洞の第1回全体理事班長会議が開催され、I氏
も2班の班長として参加した。朝鮮戦争以前の住民組織としての洞会と班
は米軍上陸直後に再建されたのである。
　仁川市では、人民軍占領下の「赤色分子」らによって「市の戸籍課に保
管されていた戸籍書類全部を共産主義国家では必要ない」としてすべて焼
失させられたため、各洞会を通して洞民の戸籍再登録作業を実施した。実
際に業務を担当したのは洞会の下組織である班であった。班長は「各班員
が提出する寄留届25を調査し、異常がなければ食糧配給申込書に別途記入 

25 1949年4月初めにソウル市警察局が植民地戦時体制期の寄留制度を再編成して施行した留
宿制度と同様のものだと考えられる。金榮美によると、李承晩政権が麗順事件以降、防共
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し、寄留届とともに洞会に提出」した（9/30）。I氏も2班12世帯の班長とし
てそうした業務を担ったのである。このように洞会・班で行われた最初の
仕事は、洞民の戸籍再登録作業や「寄留届」・食糧配給申込書の提出など 

だった。
　そして、それに加えて道民証の発行業務が洞会・班で行われた。10月に
なると松峴第2洞8区1班と2班を合同し、第1回班長会議が開催された。そ
こでは、前日に開催された洞会で報告された事項として、10月15日から1

か月間にわたって実施される道民証の発給申請手続きについての注意が伝
達された（10/16）。
　I日記によると、申請期間は10月15日から11月15日までの1か月とされ、
道民証発行の申請手続きは次のようだった。①班長が洞会で申請書を受け
取り、②15歳から61歳までの「アカ（빨갱이）ではない男女」に配布する、
③各自が申請書に記入、捺印し、写真2枚を添付し、④大韓青年団26団長
の保証印、および国民会長の捺印を受け、⑤警察署に提出する、⑥公会堂
で審査を受けた後、⑦問題がなければ道民証が発行される。
　11月15日に発布された「忠清北道道民証発行規則」によると、道民証発
行の目的は「動乱により紊乱した民心を収攬し悪質徒輩の取締り根滅とし
て治安確保を期」すことにあった。この規則には、所轄の警察署長が道民
証を発行する（第3条）、警察署長は所轄区域内の居住者の申請によって審
査する（第4条）、居住者は「道民証交付申請書2通」「所属長の在職証明書2

通」「小型無帽半身写真2枚」を所轄警察署の支署、派出所および出張所を

を目的として、家族以外の者が留宿する場合は班長を通して所管の警察署に報告させるも
ので、警察が主導し、住民の相互監視と統制を再編、強化した制度だという（김영미『동

원과 저항-해방 전후 서울의 주민사회사』푸른역사，2009，300쪽）。
26 1949年12月に組織された青年団体。大同青年団、青年朝鮮総同盟、国民会青年団、大韓独
立青年団、西北青年会など20余の右翼青年団体が統合して結成され、総裁に李承晩、最高
委員に池青天、柳珍山、銭鎮漢、申性模などが就任。国民防衛軍に改編、第2国民兵該当
者全員を収容（한국사사전편찬회 엮음『［증보판］한국 근현대사사전』가람기획，2005）。
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経由して直接警察署長に申請する（第5条）、発行申請書には申請者寄留地
の班長・区長が署名・捺印する（第6条）などが規定されていた27。仁川市
が属する京畿道の規則は見当たらないが、忠清北道と同じようなものだっ
たと考えてよい。
　通常の道民証発行の申請は、洞会・班という地域住民組織がまとめて 

行っていたようだが、I氏の場合は職場の京城電機大韓青年団（以下、京電
韓青）が一括して行った。申請から発行まで時間がかかり電気復旧作業な
どの仕事に支障が出るというのがその理由で、京電社員は、直接職場の韓
青に申請書を提出し、京電韓青が一括して警察署長に申請した。I氏もそ
れに従って京電韓青団長の保証印をもらい（10/25）、道民証発給申請書を
韓青総務課に提出した（10/27）。
　I氏自身の道民証発行申請手続きとは別に、I氏が班長を務める2班でも
申請の手続きが進められた。27日には第3回班長会議が開かれ、①各世帯
10圓ずつ集めて班員名簿を作成し、②正式班員以外は寄留届けを提出する
ことが報告された。I氏は、翌日開催した班員会議でそのことを全班員に
伝達した（10/28）。
　ところが I氏の道民証はすぐには発行されなかった。11月5日に仁川警
察署員がやってきて、「審査を厳しく行っており、傀儡政権時に米の配給
を受けなかった者にのみ道民証を発行し、米の配給を受けた者は職盟民青
員だと判断して保留にする！」と通告した（11/5）。翌6日職場では、仁川
警察署より約40名分の道民証が配布されたが、その中に I氏のはなかった。
それどころか I氏は韓青監察課での再審査で、人民軍占領下での配給受給
者とされ「気合（기앞）」を入れられた（11/6）。I氏に道民証が発行された
のは11月24日のことだった（11/24）。
　大韓民国回復後の仁川では、道民証や寄留届によって住民の監視と統制

27 大韓民国政府公報処『官報』1950年11月28日。
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のシステムが再構築されようとしていた。とりわけ道民証の申請・発行は、
共産主義者を排除するだけでなく、人民軍占領下で人民軍に協力した者を
摘発する機能を果たした。その過程で、洞会・班および地域と職場の韓青
は、末端の行政組織として住民を管理、統制しようとしていたのである。

ⅱ．「悪質分子」、「アカ」の摘発
　「アカ（빨갱이）」「悪質分子」の捜索、摘発は、米軍上陸直後から始まっ
ていた。9月16日には、「南村の部落民の老若男女が総出動して、部落内の
悪質分子、アカの逮捕に猛烈な活動を展開」（9/16）した。「アカ」は共産
主義者ないしは共産主義に親和的で人民軍占領下でより積極的に活動した
者として、「悪質分子」は共産主義者ではなくとも、義勇軍に志願した者
や人民軍に協力した者として表象されている。人民軍占領下では「反動分
子」「反逆者」として人民裁判の対象とされたが、米軍上陸後には「アカ」
「悪質分子」として摘発されたのである。
　先述のように仁川市の洞会では「寄留届」と食糧配給申込書の提出が義
務付けられていたが、食糧配給申込書には「班員のうち誰が義勇軍に加わ
り、あるいは軍人となり、避難したのか」「義勇軍に加わった者は、志願
か強制か」を班長が記入する欄が設けられていた（9/30）。2班の班長 I氏
も各戸の班員について記入しなければならなかったが、I氏は「難しい（立
場이 困難하다！）」と書いている。班内に該当者がいたのだろう。詳細は不
明だが、I氏は知っていることを書いたのかもしれないし、書かなかった
のかもしれない。はっきりしていることは I氏が隣人の告発をめぐって苦
痛にさいなまれていたことである。
　実際に I氏の身のまわりでも、警察や韓青員に連行、拘禁される人々が
いた。たとえば、I氏が現場で仕事中に、「同じ洞内の青年で、白髪のお
じいさんの二番目の息子が韓青員に手錠をかけられ海軍部に連行されるの
を見た」（10/5）。また、I氏は人民軍占領下に米軍の空爆を避けるため8月5
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日から25日まで同僚の Y宅に避難させてもらっていたが、その Yが労働
党員だということで仁川警察署に拘禁された。Yの釈放を望む妻が夫の消
息を知るために白菜を持って I氏宅を訪れた（10/29）。かつて松峴第2洞8

区2班班長であった Jが人民軍に協力してマッチ製造作業を行った嫌疑で
警察に拘禁されているが、妹が Jの釈放を求めて洞民の署名を依頼してき
たので、I氏は「赤色分子のような態度、行動、言辞は微塵も見られなかっ
たので」記名、捺印した。しかし Jが「どのような行動をとったのかわか
らず、本当にいいのかという気もした」（9/29）。
　I氏が居住する松峴第2洞にも韓青が組織されていた。彼らは、警察と
ともに地域社会で「アカ」「悪質分子」の捜索、摘発作業にあたっていた。
韓青側は10月1日、洞の韓青に未加入の I氏を呼び出して調査した。「ほん
とうに罪はないのに非常に気分が悪かった」（10/1）と I氏は書いており、
こうした韓青側のやり方に対して批判的だった。
　大韓民国回復後の仁川では、「アカ」「悪質分子」の捜査、摘発が、警察、
韓青、住民によって行われていた。それは住民にとっては、常に「アカ」
「悪質分子」かそうでないかを問われる日々の連続であった。と同時に、
相互監視の中で、隣人を「アカ」「悪質分子」として告発するのか、しな
いのかを峻別することが求められた。だが、それは決して容易なことでは
なく、その峻別をめぐって不安な気持ちで揺れていたのである。

（3）職場―「附逆者」の摘発、排除、反共をめぐる競争
ⅰ．復職と復旧作業 -「暗黒世界の仁川」から「明朗な仁川」へ
　米軍仁川上陸後、かつての京電職業同盟のメンバーで試験係の同僚 Y

の勧めで I氏は9月23日に京電に出勤して履歴書を提出し、復職した（9/23）。
2日目には、社内の「焼敗灰物」などの片付けや掃除をし、焼け残った新

シン

生
セン

洞支店の事務所の正門には「UN軍歓迎祝賀の標識」を設置した（9/24）。
3日目には現場に出て電線、変圧器、碍子などを回収した（9/25）。30日か
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らは「今日の会社作業！」と書き（9/30）、9月15日以前に「空襲の記録」
であった日記は、この日から再び仕事の記録となった。
　10月に入って最初に行われた復旧作業は、東

トン

邦
バン

劇場への送電復旧工事 

だった（10/4）。「軍政当局」が劇場を市民への宣伝に使用するためだった。
また、仁川市内の水

ス

上
サン

警察署、仁川警察署、東仁川警察署、新生洞・新
シン

興
フン

洞・上仁川各派出所、軍部や精米所の電気復旧工事、電話線復旧工事が優
先的に行われた（10/6、10/9、11/3）。このように、まず軍や警察の電気復旧
工事が優先され、その後に一般家庭の工事が行われたのである。仁川市全
体の復旧工事はなかなか進まなかったが、I氏は次のように書いている。

暗黒世界の仁川には、空襲もなくなったので、可能な限りたくさんの
電燈を灯して明朗な仁川にしなければならない。だが、この戦争によ
る破損はあまりにも大きかったので、電燈の灯りを見るには少なくと
も2か月はかかる。明日にでも発電船と電気材料、電気技術者が仁川
にやってきて、1日もはやく不夜城の電気の灯りと〔を見て、〕3か月間
聞いていない、懐かしいソウル中央放送を聞きたい（10/6）。

　仁川全体の灯りを取り戻すには時間と人員、機材が必要だが、復旧作業
の第一線で働いていることへの自負や、「明朗な仁川」への期待や希望が
読み取れる。

ⅱ．京電韓青の活動
　京電韓青の活動は9月末頃に再開された。I氏も早い時期に団員となっ
た（10/1）。京電韓青は6日、人民軍占領下での「共産党アカ（빨갱이）の行 

為」を徹底調査するために、「身分調査書」の提出と引き換えに「団員証」
を交付することを発表した。申請者は、①「身分調査書」と「調査につい
ての説明書」を作成し、②それらを居住地の洞会に提出して洞長の捺印を
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もらい、③京電韓青に提出する、④審査後に「団員証」が交付されるとい
う手順だった（10/6）。I氏もその申請手続きによって「団員証」の交付を
受けた。10月末には「韓青会費の200圓を納め」ている（10/26）。
　10月1日の日記からは「今日の会社作業！」に加えて、韓青が毎朝開催し
た「朝会」の内容が記述された。朝会では、「国民儀礼」「宣誓」が行われ、
韓青宣伝部より「戦果ニュース」が発表された。「戦果ニュース」では、UN

軍や韓国軍が38度線以北に進撃し、平
ピョン

壌
ヤン

を占領したことが伝えられた（10/21）。
　京電韓青が最初に取り組んだ仕事は「アカ（빨갱이）の粛清」だった。
たとえば2日の朝会では、解放直後から社内の罷業を主導し人民軍占領下
で職業同盟の仕事に従事した約20名を名指しして警察署に連行した。その
中には人民軍占領下で I氏家族に一時的に避難場所を提供した同僚 Yも含
まれていた。I氏は Yについて「知っていて加入したのか、知らずに加入
したのかわからないが、避難時にはたいへん世話になった」とだけ記して
いる（10/2）。7日には、外線係員の Kが「アカ」だと指目された。Kは海
兵隊に拘禁され、留置場で死亡した（10/7）。15日には、釡山から戻ってき
た韓青監察課長が、赤色分子に協力した疑いのある Eを呼び出し、「赤色
分子」に提出した「自首書」を朗読させた（10/15）。I氏の旧知の間柄で「ア
カの大物 P」が韓青幹部に検挙された。Pは会社屋上から投身自殺をはかり、
再逮捕された（10/26）。
　大韓民国回復後の「ひっくり返った社会」に生きた庶民にもっとも重大
な影響を及ぼした出来事のひとつは、共産主義者と人民軍に協力した「附
逆者」、「附逆行為」の「審査」と処罰だった。釡山の韓国国会では9月半ば
に「附逆者」を処罰するための法案の審議が開始され、12月1日に法律第
157号「附逆行為特別処理法」28が公布された。「本法は逆徒が侵占した地域

28 「6・25戦争／大統領文書」（韓国・国家記録院所蔵）（http://theme.archives.go.kr/next/common/
archWebViewer.do?singleData=Y&archiveId=0004251003）、2017年2月19日確認。
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においてその侵占期間に逆徒に協力した者を処罰することにおいて特別に
処理することを目的」とし、その要点は「国家保安法および非常事態下の
犯罪処罰に関する特別措置令に規定した罪を犯した者のうち」、「その刑を
減刑または免除する」者を特定し29、「附逆行為」者を「審査」するために
「附逆行為特別審査委員会」を設置したことである。この法は「附逆行為
者」の「審査」と「処罰」にある程度の制限を設けたもので、「附逆行為」
をより厳しく処罰しようとした李承晩政権、軍・警察と、その「審査」「処
罰」に一定の制限を設けようとした国会議員らのせめぎ合いの産物だった。
　ところが金東椿によると、法律が制定される以前から「審査」「処罰」
が行われていた。ソウルの事例では、「審査」を行なったのは「渡江派」、
つまり戦争勃発後にまっ先に漢江を渡って釡山方面に避難できた政治家・
地主・軍人・警察・右翼団体などの支配階層であり、「審査」の対象となっ
たのは避難できなかった庶民などの「残留派」だった。当初は「附逆者」
を処罰する法が制定されていなかったため、軍・警察、右翼団体など権力
者が「附逆者」の捜索と処罰を手当たり次第に進め、「些細な怨恨や感情で
権力を濫用し、無辜の人々を処罰することは一度や二度ではなかった」30。
　I氏の職場でも、独自の「審査」「処罰」が行われた。10月17日の朝会
で韓青の指令によって「京電仁川支店審査委員会」が設置され、審査委員
11人（委員長と副委員長は韓青の幹部）が選出された。委員会は「赤色分子が
残していった書類」をもとに、全社員に対して「審査」を行った。「赤色
分子が残していった書類」とは、人民軍占領下の京電職場同盟による「審

29 第2条では「一、逆徒の圧力で政治的利用された行為が不可避だと認定された者／二、多
数の民衆を救う愛族的行為が顕著な者／三、軍人、警察官、一般公務員、愛国団体員その
他逆徒が捜査中にある者またはその家族を隠匿その他の方法で逆徒の迫害を免れさせた功
績が顕著な者」は「その刑を減刑または免除する」、第3条では「一、単純に付和雷同した
者／二、学校、工場、会社等の職場で単純にその職務を遂行した者／三、逆徒が組織した
団体に単純に加入するにとどまった者」は「その刑を免除する」と規定された。

30 김동춘，앞의 책，241～242쪽（金東椿、前掲書、207～208頁）．



日記からみた東アジアの冷戦82

査」の過程で作成された書類のことである。その内容は I日記からは不明
だが、おそらく口頭や文書による告白という形での批判や自己批判、「自
分の歩んだ人生を語り、過去の罪を振り返り、悔い改め、謝罪する」もの
だった31。
　審査では、次のように全社員が A、B、Cの3つに区分された。

A：共産傀儡が在留していた時に解雇された者、継続欠勤者、継続勤
務し傀儡に協力した者で特別な行動をしなかった者、特に義勇軍に
志願しても途中で逃走し解雇された者

B：義勇軍に志願した者で途中で逃走し会社に勤務し続けた者、会社
に勤務し続け下級の責任者として働いた者、傀儡を言葉でのみ讃擁
し騒いだ者

C：南労党、北労党、労働党など新党員や旧党員、何らかの同盟員で
ある者（10/18）

　Aは復職とし、給料も支給する、Bは復職とするが、給料は支給しない、
Cは無条件に解雇とするとされ、19日、20日の2日間にわたって「審査」
が実施された。21日の朝会で支店長は、戦争勃発後に避難できなかった 

人々は「審査」のために「称賛されるどころか、不安に陥っている」が、 

「審査」は無事に終了し、仁川支店での「犠牲者」はさほど多くなかった
のでうれしい、と述べた（10/21）。
　I氏は「書類通りに行われるので少し安心した」と書いている（10/17）。
人民軍占領下で職業同盟が行った「審査」で I氏は解雇されたため、職業
同盟が残した書類の内容には I氏に不利な内容はないと確信したからだろ
う。推測の域を出ないが、先述の6月24日から8月12日までの I日記の欠落

31 ブルース・カミングス、前掲書、772頁。
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図2　I日記（1950年6月23日と8月13日、6月24日から8月12日までの頁が欠落している）

について、「審査」が日記にまで及ぶことを憂慮して I氏が該当の頁を破
棄した可能性もある。もしそうだとしたら、2か月足らずの頁が欠落して
いること自体が、朝鮮戦争下で日記を書くこと、あるいは戦時下での日記
帳の意味合いを物語っている。

　「審査」の結果は22日の朝会で発表された。I日記には、Yの「解雇」
に該当する者は党員と義勇軍に志願して職場に復帰していない人々だった、
とのみ記されている。11月に入ってからも「突然社員の再審査があり約20

名の附逆者社員を減員するといううわさがあるが、今後どのように実行さ
れるのか非常に注目される」（11/10）。職場全体が「審査」をめぐる不安と、
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誰かに告発されるのではないかという不信に包まれていたのである。
　こうした不安と不信は、釡山に避難できなかった韓青訓練将校 Lが「傀
儡政権の下で、常に反共の精神を強く持ち〔中略〕、共産主義がどのような
ものか直接体験し、それに耐えて闘ったため、反共精神は釡山から 

戻ってきた者より強い」（11/15）と語ったように、反共精神の競争をとも
なうものだったのである。

（4）植民地戦時動員遺制、生活、娯楽
ⅰ．「国民儀礼」
　朝鮮戦争下で書かれた I日記には、植民地戦時体制期に淵源をもつ言葉
が頻繁に使われている。たとえば、「韓国大建設に邁進する今日、市内の
清掃問題が深刻になっているが」、「勤労報国団」として動員された数千名
の農民が各洞に配置され、「大便をくみ取る作業」を行なった（10/29）。ま 

た、米軍の空襲で仁川市内の電気関連施設が破壊されたため、その復旧工
事に「京電仁川支店では、全社員は勿論、市内の電気商人、工事者まで総
動員し、電気施設の復旧工事に全力を尽くし」た（11/3）。
　こうした「勤労報国団」「総動員」といった用語は、ちょうど5年前の
1945年には日常的に使われていた言葉であると同時に、常態化していた行
動様式でもあった。そうした言葉と行動様式は、植民地権力が日本内地か
ら朝鮮の住民社会に持ち込んだものであり、それらが朝鮮戦争下の庶民の
間で再現されているのである。
　植民地戦時体制期の遺制の一つとして日記によく記されたのは「国民儀
礼」である。米軍の仁川上陸後に京電韓青が主催した朝会では、きまって
「国民儀礼」が行われた。ただし I日記には「国民儀礼」と記されている
だけで、その具体的な内容は書かれていない。解放後の新聞にも様々な儀
式や行事において「国民儀礼」が実践されていたことがわかるが、その内
容は不明である。筆者は今のところ、1950年5月17日付『官報』で「国旗に
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対する敬礼方法通牒」が出されていることから「国旗に対する敬礼」だっ
たのではないかと考えている。「国旗に対する敬礼方法通牒」は、次のと
おりである。

一、国旗を掲揚する時には国旗に向かって注目する。
二、すでに掲揚されている国旗に対しては、従来の拝礼を廃止し、右

手を（着帽時は脱帽した帽子を）左胸心臓部に置いてから、元の姿勢
にもどる

三、制服の軍人、警察官、消防官、刑務官等は、一、二の場合でも挙
手敬礼のみを行う32

　もとより「国民儀礼」は、宮城遥拝、国旗掲揚、国歌斉唱を内容とする
もので、戦時期の日本内地において国民を総力戦に動員する目的で公式化
されたものだが、それが1941年に朝鮮に導入され朝鮮内では「皇民化」と
総力戦への動員を目的として実施された。朝鮮戦争下においては、地域や
職場において開催された様々な儀式や行事において「国民儀礼」が行われ
た。こうした「国民儀礼」の日常化は、大韓民国への忠誠を尽くす「韓国
民」づくりと、反共精神の昂揚、戦争への動員をめざすものへと再編され
たことを意味する33。

ⅱ．配給、朝鮮銀行券から韓国銀行券へ、物価、娯楽
　a）配給
　戦時下において庶民の食生活を維持するうえで、配給という食糧管理シ

32 大韓民国公報処『官報』1950年5月17日。
33 1996年の『官報』では「国民儀礼」は、国旗掲揚、愛国歌斉唱、殉国先烈への黙祷の順で
行われることが規程されている（大韓民国総務処『官報』1996年3月12日）。
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ステムが重要な役割を担った。ソウル市ではようやく10月5日から洞会を
通じて1人1日当たり1合4勺1週間分の無料配給が始められた34。仁川でも 

「食糧事情が非常に緊迫して」いており（11/12）、ちょうど同じころに「臨
時無償食糧配給」が行われていた（10/16）。
　仁川市松峴洞での糧穀配給組合について I日記には次のように記述され
ている。朝鮮戦争勃発前は「仁川生活品販売組合として仁川市民に奉仕的
な食糧配給を行なっていた」が、朝鮮戦争勃発により「赤色組合員」のみ
が事業に携わるようになった。米軍仁川上陸後は、「赤色分子」を除外し
た組合員らが「仁川糧穀配給組合準備委員会」を組織し、第2回目の配給
以降はこの準備委員会が「すべての配給事務を取り扱う」ようになった。
さらに、この準備委員会と仁川市食糧對策分科委員会が提携し、直接産地
に出向いて糧穀を購入したりもした（11/12）。
　ソウル市では11月15日より食糧配給が正常化され、小麦粉と米を1人当
たり2合有償で配給されることになった35。仁川市では11月30日に、仁川
糧穀配給組合第1回総会が開催され、組合定款が審議、決定され、組合長、
副組合長などの理事が選出された（11/30）。以後、有償での配給事業が洞、
班を通じて実施されるようになった。

　b）朝鮮銀行券から韓国銀行券へ、物価
　I日記によると、「10月25日から11月3日までの9日間」に「朝鮮銀行券
と新発行の韓国銀行券の交換」が実施された。交換は、①班長が洞会で受
け取った世帯主証明書用紙を各世帯に配布し、②各世帯主はそれに記入、
捺印し、洞会長の認印を受け、世帯主証明用紙と朝鮮銀行券現金すべてを
班長に提出し、③班長は班全世帯分の現金を回収して金額等を記入し、指

34 「今日부터 糧穀配給開始」『東亜日報』1950年10月6日、2面。
35 「食糧配給本軌道에」『東亜日報』1950年11月13日、2面。
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定銀行に預金する、という手順で進められた（10/26）。
　『官報』と韓国銀行の報告書によると、朝鮮銀行券の韓国銀行券への交
換は8月28日に発布された大統領令（緊急命令第10号）「朝鮮銀行券の流通及
び交換に関する件」によって開始された36。それは、北朝鮮側が占領地域
において朝鮮銀行券を「濫造」したことにより深刻化していたインフレを
抑えることを目的とするもので、「修復地域の拡大」にともなって、「南韓
全域」で4次にわたって朝鮮銀行券の韓国銀行券への交換が実施された37。
　その後、10月24日に大統領令391号「朝鮮銀行券交換金額制限に関する 

件」38、それを受けて11月3日に財務部告示第21号「大統領令（緊急命令第10 

号）「朝鮮銀行券の流通および交換に関する件」の第2条の規定による第3次
告示」が出されて、「交換期間」（1950年11月11日から同月18日まで）、「交換機 

関」（「各銀行及び金融組合」）、「交換基準」（「等価交換」）などが定められた39。 

「個人が所有する銀行券は、各洞会長が発行する世帯主証明書によって1

世帯1回に限り2万圓まで現金に交換」し、その金額を超過する朝鮮銀行券
は全額を預入しなければならないとされた。
　I氏は「多額の朝鮮銀行券を所持している商人に支障が多く、市内の各
商店は閉店しており、米も隠されている」（10/26）と書いていて混乱があっ
たようだ。また I氏は第2班の班長だったため、上記のような手順によっ
て2班12世帯分の朝鮮銀行券26万4千900圓を韓国銀行券に交換し、2世帯分
16万圓を預入した。
　こうして仁川市松峴洞でも朝鮮銀行券が回収され、それに代わって韓国
銀行券が流通するようになった。朝鮮銀行券から韓国銀行券への交換の実
施においても、洞と班が実質的に行政の末端組織としての役割を担っていた。

36 大韓民国政府公報処『官報』1950年8月28日。
37 韓国銀行『第一期年次報告書』1951，11～12쪽．
38 大韓民国政府公報処『官報』1950年10月24日。
39 大韓民国政府公報処『官報』1950年11月4日。
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　c）物価の高騰
　このような通貨交換にくわえて預金支払制限も実施されたが、戦時下で
の通貨の膨張は抑えられず、物価は続騰した。I日記からも物価の高騰が
続いたことがわかる。米軍上陸直後の9月25日には米価が1升2100圓から
600圓に下落したが（9/25）、その一か月後には再び2000圓に暴騰した（10/26）。
また冬に備えてキムチを漬ける時期には、1個150圓の白菜30個、1本160圓
の大根で46本で11,860圓だった（11/7）。I氏の9月分の給料が2万1900圓（12/13）

だったことを考えると、非常な物価高が続いていたといえる。

ⅲ．「美国」の文物、祭祀と秋夕
　a）「美国」の文物
　I日記には、「美国」の文物についての記述が頻繁にみられる。たとえ
ば米軍仁川上陸直後の9月19日には、「美軍からの贈物」の「美国製煙草」
Philip Morris、Lucky Strike、Chester Field やチョコレート（9/19）、24日には、
煙草 Koolやチューインガム、肉の缶詰、歯磨き粉などを手に入れた（9/24）。
コカ・コーラも知り合いからもらった（12/17）。義理の弟から「美国」製の
歯ブラシ、歯磨き粉をもらい、「毎朝夜の歯磨が満足で気分がよい」（10/30）

と I氏は書いている。
　I氏は、こうしたモノ以外の「美国」についても書き留めている。東邦
映画劇場が開館した10月4日は「市民慰安の日」とされ、「美国」映画「農
夫の娘」40が上映され、音楽と歌、踊りが上演された。これらは米軍当局が
無料で提供し、I氏も「仁川学生義勇軍」による吹奏楽や歌、踊りの公演
を観覧した（10/4）。6日には「憧憬する友邦美国の映画農夫の娘を見た！」

40 原題は�e Farmer’s Daughter。H・C・ポッター（H・C.Potter）監督、ロレッタ・ヤング 
（Loretta Young）、ジョセフ・コットン（Joseph Cotten）主演のコメディー映画で、1947年3
月に公開された。邦題は「ミネソタの娘」。
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（10/6）。
　12月8日は「太平洋（大東亜）戦争勃発第9周年記念日」で、第2次世界大
戦の記録映画「西欧羅巴戦争記録映画」を見て、「過去の大戦の追悼想」
を新たにした（12/8）。京電の仕事を支援する「美軍黒人トラック運転手」
はジャズのリズムを教えてくれた（12/10）。また「街里では E.C.A41援助で
腸チフス、発疹チフス等の予防注射をしている！」（11/2）と I氏は驚きの
目で眺めている。
　米軍は二度目の仁川上陸においても「贈物」を人々に届けた。I氏は解
放直後に最初に米軍がやってきた時もそうだったように、「美国」の文物
を積極的に受容する態度を示している。「贈物」や映画には「満足で気分
がよい」ものがあふれており、それをもたらした「美国」は「憧憬」の対
象だったのである。

　b）祭祀と秋夕
　米軍仁川上陸直後の9月21日は I氏の「外祖父別世追悼日」だったが、 

「戦時であり様々な事情」から祭祀は中止された（9/21）。仁川の街は空襲
と艦砲射撃で荒れ果て、I氏家族はとても祭祀を行なえる状態ではなかっ
たのである。だが、その4日後の中秋節はちがった。

〔米軍仁川〕上陸以後、初めて中秋節、秋
チュ

夕
ソク

を迎えることになり、叔
母宅といっしょにソンピョン42を若干こしらえる！（9/25）

　米軍上陸からちょうど10日が経ち、少し余裕も出てきたのかもしれない。

41 第2次世界大戦後に米国の対外援助を担当していた経済協力局（Economic Cooperation 
Administration）。1948年4月に大統領直属機関として設置され、1951年12月まで活動した。

42 うるち米の粉を練り餡を入れて松葉を敷いた蒸窯で蒸した餅。秋夕に供える。
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秋夕の日は会社も公休日だった（10/26）。戦時下のつかの間の秋夕を楽し
んだのである。

（5）動員の激化―第2国民兵、青年防衛隊
ⅰ．中国軍の参戦、京電青年防衛隊の訓練
　米軍仁川上陸後に米韓軍はソウルを取り戻し、さらには38度線を越えて
平壌を占領し中国国境地域に迫る勢いで進撃していったが、10月25日に中
国軍30個師団約38万人が参戦すると、米韓軍は壊滅的な打撃を受けて敗走
し始めた43。
　11月30日にはトルーマン（Harry S. Truman）米大統領が定例記者会見の席
で原爆使用をほのめかす発言を行なった。12月2日付の『東亜日報』は、
トルーマンが「必要な段階には中共軍に対して原子爆弾を使用するために
あらゆる積極的な考慮をするよう〔マッカーサー将軍に〕命じた」と報じた44。
I氏も「美国のトルーマン大統領は原子弾まで使用することを発表するな
ど日に日に時局は悪化しており、すべての青年たちが銃剣を持って滅共の
道へ向かう準備をしなければならなくなった！」（12/5）と書いている。5

日に米軍は平壌を放棄し、7日に韓国政府は38度線以南地区に非常戒厳令
を宣布した45。再び朝鮮人民軍が南下してくる「超非常時に直面」してい
たのである（12/10）。
　I氏の職場では10月末に京電青年防衛隊への動員が始められた。10月22

日に京電青年防衛隊本部より「思想が不確固な青年社員」によって組織す
るよう指示が出され、I氏も履歴書と写真を韓青に提出して入隊すること
になった（10/29）。11月10日に青年防衛隊司令部独立第1支隊第3編隊第4区

43 和田春樹、前掲書、247～248頁。
44 「中共에 原子爆弾使用考慮」『東亜日報』12月2日、1面。
45 「戒厳宣布에 関한 件 中 改正의 件」大韓民国政府公報処『官報』1950年10月24日。
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隊の入隊式が挙行された。式は、「開会の辞、国民儀礼、国軍三大宣誓、
入隊宣誓、区隊長訓示、各哨隊長人事、各哨隊編成、各哨隊員証明書およ
び帽章授与、万歳三唱」の順で行われた。I氏は第2哨隊（28名）に配属さ
れたが、上官の権威主義的な態度を次にように批判している。

今日の入隊式から気合が激しく、式に遅参した者に気合を入れ、頬を
殴るのを見ると、本当に気分が悪かった。〔中略〕上官が隊員にあれこ
れ命令し、それができなければ笑ったりからかったりして、常に不安
を抱かせることを好んで行うことは、本当によくないことだと思った！
（11/10）

　11月20日より青年防衛隊の訓練が始まり、毎日行われた訓練の概要を日
記に記している。訓練は主に仕事の開始前に実施され、その内容は、国軍
宣誓の暗記、学科（戦闘訓練、戦闘隊形、暴動鎮圧、銃剣術学、兵器学）、衛兵歩
哨実習、軍歌の練習などだった。I氏にとって訓練の中で繰り返される気
合（긔앞）は、暴力そのものだったのである。

ⅱ．第2国民兵登録
　韓国政府による第2国民兵の動員も始まった。京畿道兵事部司令部と京
畿道当局は、兵役法の実施にともない第2国民兵役の届出を道内一斉に実
施し、該当者は満17歳以上満40歳以下の男子で、登録は本籍地または寄留
地の市、邑、面事務所で受け付けるとした。仁川市での登録期間は11月19

日から25日までとされた46。
　I氏の住む松峴洞でも第2国民兵の登録が行われた。20日に洞会より2班

46 「국민병등록 경기도도 실시」『東亜日報』1950年11月20日、2面。
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班長の I氏にも連絡があり、I氏は21日に登録した（11/20、21）。I氏は、7

日に洞会側より召集状を受け取り、8日には市内に一か所しかない松乃湯
で沐浴し下着も着替えて身体検査に備えた。翌9日に「歴史的な第2国民兵
身体検査を松峴国民学校の講堂で受け、甲種合格だった。〔中略〕時は来た、
僕も人が行くときにはいっしょにいかねばと思っただけで特別な気分では
なかった」（12/9）と I氏は書いている。
　その後、16日の国会決議に基づいて47、21日に「国民防衛軍設置法」が
公布、施行された。同法の骨子は、「国民として年齢満17歳以上40歳以下
の男子は志願によって国民防衛軍に編入できる」（第2条）、「国民防衛軍は
地域を単位とし編成することを原則とする」が、「多人数が勤務する官公 

署、学校、会社その他団体においてはその単位として編成できる」（第4条）、
「戦時または事変に際して軍の作戦上必要な時には兵役法の定めるところ
により集団的に国民防衛軍を召集できる」（第6条）で48、上記の第2国民兵
の登録をもって国民防衛軍が編成されたものといえる。I氏の場合は、同
法第4条により編成された京電国民防衛軍の一員となった。これは上記の
京電青年防衛隊が再編成されたものと考えられる。

ⅲ．撤収
　ソウルで生活していた歴史学者の金聖七は、再び戦争の危機迫る中で、
自らも避難の荷造りをしつつも、避難していく人々の荷物を積んで走るト
ラックが増えているが、「行き場のない市民はみな重苦しい気持ちを抱き、
やるせない思いで自動車の後ろをみつめるだけ」だと複雑な心情を吐露し
ている49。I氏の家族も避難について話し合い、その準備を進めていたが 

47 「十七세부터 四十세까지 国民防衛軍編성」『東亜日報』1950年12月18日、2面。
48 「国民防衛軍設置法」大韓民国政府公報処『官報』1950年12月21日。
49 김성칠，앞의 책，312쪽（金聖七、前掲書、275頁）．
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（12/10、17）、結局、I氏自身は先の京電国民防衛軍の一員として撤収し50、
家族はそのまま仁川に残ることになった。
　I氏は12月29日、同僚とともに仁川を出発し、水原に到着した。同僚た
ちは「仁川にもどることを希望し期待」していたが、国民防衛軍の将校ら
の判断により大邱に南下することが決定され、「全隊員が落心した」と書
いている（1951/1/1）。さらに3日の日記には次のように記されている。

家族への思いがいっそうつのって、すぐにでも仁川の家に飛んで行き
たい。だがどうすることもできない。ソウルは大変だというが、仁川
はどうなのだろうか、年老いた母一人と身ごもった S〔妹〕はどうす
ればよいのか、そう思うと目の前が真っ暗になる。今や危険な状態と
なり、仁川に戻れなくなった。（1/3）

　I氏は1月3日に水原を出発し大邱に向かった。4日には大
テ

田
ジョン

を通過し、
6日の欄外に「国民防衛軍大邱第27教育隊第3大隊入隊！」と書いている。
その後、5月末まで大邱に避難していた。

おわりに― I 氏にとっての朝鮮戦争

　ここで扱った I日記は、朝鮮戦争勃発後の8月13日から翌1951年1月4日
の朝鮮人民軍が再び南下してソウルを占領した、いわゆる「1・4後退」ま
での内容であり、戦争という非日常下での日常の記録である。朝鮮戦争以
前の I日記が主として仕事と家族の記録であったの対して、この時期の I

50 京電社員のうち第2国民兵適齢者は会社単位で一団を組織し避難させた。その他の一般の
社員の避難は各自の自由行動に任せた（京城電気株式会社総務部企画課『京城電気株式会
社六十年沿革史』1958年、69～70頁）。
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日記は、空襲、避難、職場での軍事訓練、兵士の動員など戦争の記録だっ
た。
　7月初めから9月半ばにかけての人民軍占領下において I氏は、米軍の空
襲と食糧難による恐怖と不安の中で暮らした。爆撃を避けて近くの安全な
地域に避難し、大麦やかぼちゃの葉を食べて生き延びるしかなかった。
　朝鮮人民軍との関係では、6月24日から8月12日までの頁が破棄された痕
跡があること自体がその間の I氏の生活を物語っている。地域や職場での
様々な局面で人民軍に協力せざるをえなかったとしても不思議ではない。
8月半ば以降は、「反動であり非協力だ」という理由で職場を解雇され、義
勇軍への動員から逃れる毎日だった。
　9月15日の米軍仁川上陸により大韓民国が回復した後は、空爆の恐怖と
義勇軍動員の心配からは自由になったが、食糧難は依然として続いていた。
再び「ひっくり返った社会」であらたに生じた問題は、生活の場である洞
や職場で、「附逆者」「附逆行為」の審査、摘発、排除が行なわれたことで
ある。そして朝鮮人民軍が南下して再び戦争の危機がせまってくると、I

氏は兵士として動員されることになった。注目すべきことは、こうした 

「附逆者」「附逆行為」の摘発や兵士の動員は、植民地戦時体制期に末端
の行政組織、あるいは住民組織として機能した洞や班によってなされたこ
とである。
　I氏は、戦争勃発以前から大韓民国を支持していた。人民軍占領下では、
少なくとも8月半ば以降は人民軍の占領に批判的であり米軍上陸を期待し
ていた。米軍の仁川上陸後には、戦争勃発以前よりも熱烈な大韓民国の支
持者となった。それは体制の理念や政策を理性的に判断し認識していた結
果というよりは、自身の生活を大韓民国が守ってくれると判断していたか
らだろう。
　その一方で、「附逆者」「附逆行為」の審査、摘発、戦時動員が続いて恐
怖や不安が解消されなかったという点で、異なるように見える二つの社会
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はかなり似かよったものとして I氏の目には映った。とりわけ I氏が最も
苦痛に感じていたことは、金東椿が言うように、戦線が移動して社会が 

ひっくり返るたびに、ふだん親しくしていた地域の人々や職場の同僚がど
ちらの側につくかを識別することであった51。敵と味方を峻別することは、
相互に監視し合うことと裏腹の関係にあった。二つの社会には、そうした
峻別、相互監視からくる人間不信が充満していたのである。
　朝鮮戦争下で書かれた I日記は、I氏にとって二重の機能を果たしていた。
まず I氏が戦争下で日々日記を書き続けることは、日本の植民地支配・戦
争下で身についた言葉や考え方、または大韓民国政府や米軍によってもた
らされたスローガンや考え方によりながら、大韓民国国民であること、 

けっして「附逆者」でないことを確認する過程であった。
　その一方で、I氏は戦時下の現実を文字化してある程度距離を置いて眺
め考えることによって、その恐怖や不安から逃げ出し、心の安定を得よう
とし、平和への焦がれや家族への思いをよりいっそう強めていた。I氏に 

とって日記を書くことは、戦争という非日常を生き延びるための拠り所を
確保することでもあったのである。
　だが、そうした日記が書けないほど戦争は激化していく。1951年1月4日
から5月29日までの約5か月間、I日記は書かれていない。

51 김동춘，앞의 책，266쪽（金東椿、前掲書、232頁）．



日記からみた東アジアの冷戦96

参考文献
○史料
〈I氏遺族所蔵〉
『自由日記／1950年／日記』（未公刊）

〈韓国・国家記録院所蔵〉
「6・25戦争／大統領文書」

http://theme.archives.go.kr/next/common/archWebViewer.do?singleData=Y&archiveId=0004251 

003（2017年2月19日確認）
大韓民国政府公報処『官報』

○新聞
『東亜日報』

○著書・論文
〈日本語文献〉
金東椿、金美恵ほか訳『朝鮮戦争の社会史―避難・占領・虐殺』平凡社、2008年。
金聖七、李男徳・舘野晢訳『ソウルの人民軍―朝鮮戦争下に生きた歴史学者の日記』社
会評論社、1996年。
京城電気株式会社総務部企画課『京城電気株式会社六十年沿革史』1958年。
鄭昞旭・板垣竜太編『同志社コリア研究叢書1　日記が語る近代―韓国・日本・ドイツ
の共同研究』同志社コリア研究センター、2014年。
ブルース・カミングス、鄭敬謨・林哲・加地永都子訳『朝鮮戦争の起源1―1945年-1947

年　解放と南北分断体制の出現―』明石書店、2012年。
ブルース・カミングス、鄭敬謨・林哲・山岡由美訳『朝鮮戦争の起源2―1947年-1950年 

「革命的」内戦とアメリカの覇権―』上・下巻、明石書店、2012年。
和田春樹『朝鮮戦争全史』岩波書店、2002年。

〈朝鮮語文献〉
김귀옥 외『전쟁의 기억 냉전의 구술』선인，2008．
김동춘『개정판 전쟁과 사회』돌베개，2006．
김성칠『역사 앞에서-한 사학자의 6・25일기』창비，2009．
김영미『동원과 저항-해방 전후 서울의 주민사회사』푸른역사，2009．
박명림『한국전쟁의 발발과 기원』Ⅰ・Ⅱ，나남출판，1996．
박찬승『마을로 간 한국전쟁』돌베개，2010．



2 朝鮮戦争下のある労働者の生活 97

표인주 외『전쟁과 사람들-아래로부터의 한국전쟁연구』한울，2003．
한국구술사학회 편『구술사로 읽는 한국전쟁』Humanist，2010．
한국사사전편찬회 엮음『［증보판］한국 근현대사사전』가람기획，2005．
韓国銀行『第一期年次報告書』1951．

〈英語文献〉
Bruce Cumings, The Origins of The Korean War Liberation and the Emergence of Separate Regimes 

1945-1947, Princeton University Press, 1981.

Bruce Cumings, The Origins of The Korean War Volume II The Roaring of the Cataract 1947-1950, 

Princeton University Press, 1990.



日記からみた東アジアの冷戦98

はじめに

　ここに、ある人物が書いた朝鮮戦争の回顧録の写しがある。その表紙に
は3つの題目がハングルで並んでいる。上から、「ただ一心党に従って南北
7千里〔朝鮮の1里は約400m〕」、「リュックのなかの手帖を開いて」、「一知識
人の祖国解放戦争参戦手記（1950．8．9～1951．3．3）」とある1。その著者名は
ハングルで「김

キム
수
 スギョン

경」と記されている。金
キム

壽
スギョン

卿は1918年に日本の植民地
下の朝鮮で生まれ、2000年に朝鮮民主主義人民共和国の平

ピョン

壌
ヤン

で亡くなっ
た言語学者である。彼は、越北した1946年から1960年代にいたるまで、北
朝鮮の言語学界において中心的な役割を果たした人物の1人である2。この

3 リュックのなかの手帖

板
いた

  垣
がき

　竜
りゅう

  太
た

―越北した言語学者・金壽卿の朝鮮戦争と離散家族―

＊ 本稿は次のような段階を経てきた。まず私は2015年11月、Cross-Currentsという雑誌の特集
用に、英語版の原稿を書き上げ投稿した。同稿は査読のうえ、2016年3月までに掲載が確
定したものの、他の特集筆者の原稿が遅れに遅れたため、2017年2月現在にいたってもま
だ掲載にいたっていない。一方、私は2016年3月5日に開催したシンポジウム向けに、さら
に多くを書き加えて報告した。ただ、その原稿があまりに長大なものであったため、本書
収録のために一部を削除したうえで、全体を整え直した。

1 朝鮮語で記せば、「오직 한마음 당을 따라 북남 7천리」「배낭속의 수첩을 펼치며」「한지

식인의 조국해방전쟁참전수기（1950．8．9～1951．3．3）」となる。
2 金壽卿は、2009年に崔炅鳳によってはじめて本格的に論じられた言語学者である（최경봉

「金壽卿의 국어학 연구와 그 의의」『한국어학』45，2009）。その後、崔炅鳳も交えて、
より総合的に金壽卿の言語学を論じた論文集が板垣竜太・コ ヨンジン編『北に渡った言
語学者金壽卿の再照明』（同志社コリア研究センター、2015年）である。
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手記は、朝鮮戦争の真っ只中で彼がリュックのなかの手帖に記録しつづけ
たシンプルな日記をもとに、1990年代になって彼自身が主に家族を読者と
して想定して書き下ろしたものである。この回顧録の写しは、現在トロン
トに住む彼の子の家で保管されている。朝鮮戦争の勃発にはじまり、この
手記が平壌で書かれ、トロントの離散家族の手元に届くまでの過程それ自
体が、冷戦下の朝鮮半島における南北分断状況の厳しい現実を物語ってい
る。本稿は、金壽卿が日記をもとに書いた回顧録および家族宛の書簡とい
う個人記録から読み取り得る彼の朝鮮戦争と家族の離散に関する経験を通
じて、北朝鮮の言語学史の裏面を明らかにすることを試みる。
　朝鮮戦争は数多くの離散家族をもたらした。金壽卿もまたこの戦争の過
程で、妻・李

イ

南
ナム

載
ジェ

や4人の子らと離ればなれになってしまった。のちに詳
しく述べるように、この回顧録が仕上げられたのは、休戦から40年以上経っ
た1994年のことであった。彼は、あたかも家族とのあいだを隔てた時間と
空間を埋めるかのように、200字詰めの原稿用紙換算で600枚にわたって、
離散の原点となった朝鮮戦争の経験を朝鮮語で書き連ねた。すなわち、朝
鮮戦争が家族の離散を生み出し、その離散が朝鮮戦争の回顧録を生み出し
たのである。
　ここで注目しておくべきなのは、朝鮮戦争が、金壽卿にとって家族離散
のはじまりであったとともに、北朝鮮の言語学理論においても大きな転換
点だったことである。1950年6月20日、戦争が勃発するちょうど5日前、ソ
連の最高指導者ヨシフ・スターリンが、ソ連共産党の機関紙『プラウダ』
に「言語学におけるマルクス主義について」という論文を掲載した3。こ

3 スターリン言語学論文については、さしあたり田中克彦『「スターリン言語学」精読』（岩
波現代文庫、2000年）を参照せよ。なお、スターリンの論文を含めた一連の論争に関わる
記事は、発表から間もなくロックフェラー財団の援助を受けたコロンビア大学スラヴ言語
学科によって編纂および翻訳されており、英語で読むことができる（John V. Murra et al. 
eds. and trans., The Soviet Linguistic Controversy, New York: King’s Crown Press, 1951）。
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れは、それまでソ連の言語学において主流を成していたニコライ・マルと
その学派の学説を根底から批判し、新たな枠組を提示するような論文であっ
た。その一つの主要な論点とは、マルが言語を階級的な性格をもつもので
あり、したがって史的唯物論でいう上部構造に位置するものだと規定した
のに対し、スターリンは「民族語が階級的なものでなく、全人民的言語で
あり、民族の成員にとって共通な、民族にとって単一のものである」とし
た点にある4。多大な影響力をもつ国家指導者が、言語政策についてとい
うよりは、一学問分野である言語学について論文を公表するというのは極
めて異例なことである。そのこともあって、スターリン論文は、社会主義
圏を中心として学問領域に大きなインパクトを及ぼした。既に私が別の論
文で詳細に論じたように、金壽卿は、まさにこのスターリン論文とその後
のソ連言語学の変動を北朝鮮へと紹介するとともに、それにもとづいて朝
鮮語学のあり方に関する新たなプログラムを提示した中心人物であった。
その際、スターリン論文から金壽卿が取り出した論点の中心は、言語が 

「民族的自主性」の基礎にあるという思想であった5。忘れてはならない
のは、この作業がおこなわれたのが、他ならぬ朝鮮戦争の真っ最中だった
ということである。
　朝鮮戦争下で進められた言語学の再編と、金壽卿にとってのパーソナル
な戦争体験。前者に関わる彼のテキストが、同胞どうしの殺し合う深刻な
状況のなかで、民族の統合という至上命題のもとで書かれたとすれば、後
者は家族の離散という状況において記された。その両者をつなげて考える
ことは容易なことではないが、本稿はそれを部分的ながら試みてみたい。
　この手記には、金壽卿の体験だけではなく、彼以外のことに関連しても

4 田中克彦、前掲書、194頁の訳文による。
5 이타가키 류타（板垣竜太）「월북학자 김수경 언어학의 국제성과 민족성」신주백 편『한

국 근현대 인문학의 제도화：1910～1959』혜안，2014．
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貴重な情報を数多く含んでいる。そのため、本来であれば手記全体を公開
した方がよいのであろう。ただ、遺族はまだ回顧録そのものを公開するこ
とには躊躇を覚えている。これが基本的には家族に向けて書かれた私的な
文書であること、にもかかわらずそのテキストは家族が知る金壽卿とは異
質なものを感ずる文体や内容であること、その公開が南北に離散する家族
に何らかの悪影響を及ぼすのではないかという懸念を払拭しきれないこと、
などがその理由である。南北分断のもたらす緊張が緩和されない状況にお
いて、そのように遺族が判断することは十分理解できる。そこで本稿では、
可能な範囲においてこの回顧録の内容を紹介しながら、金壽卿にとっての
朝鮮戦争と家族離散の経験を描き出す6。
　回顧録はそれが書かれた時代の状況と関係性の影響を強く被るため、そ
れを単純に朝鮮戦争の経験を記した一次資料だと言い切るわけにはいかな
い。しかし、一方でこの手記は、本当にそのことを経験しなければ書けな
いであろう事実が書き込まれており、全体的に信憑性は高い。そこで、本
稿は次のように手順で論述を進める。まずこの「リュックのなかの手帖を
開いて」というテキストの成立過程を明らかにする（1）。その成立過程を
外しては、この手記の存在理由を理解できないからであるし、またそのメ
イキングの過程自体が家族離散の歴史を物語っているからである。次に手
記に書かれた朝鮮戦争下の金壽卿の〈歩み〉―文字どおり歩いた道のり
でもある―の概要を把握する（2）。そのうえで、本稿では金壽卿自身の
朝鮮語文体論の枠組を援用しながら、この手記に刻まれた「個人的」なも
のと「社会的」なものについて考察する（3）。「2」での手記の読み方が、
その内容を1950-51年の歴史的な経験に関する記録として検討するものだ

6 シンポジウムの報告文では、「戦場で出会った知識人たち」という1節を加え、手記に登場
する知識人の動向について紹介と検討をおこなっていた。本稿では紙幅の都合上その部分
を割愛した。
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とすれば、「3」でのそれは、一種の再帰的な観点から手記をテキストとし
て分析する試みとなる。

1．テキストの成立過程：家族離散の原点を回想する

　まず、金壽卿がいかにして朝鮮戦争の回顧録を書くにいたったのか、そ
れがどのようにトロントの家族に渡ったのかを見ておこう。これは単純に
資料の解題ではなく、それ自体が冷戦下の離散家族の歴史を物語るもので
ある7。
　朝鮮戦争が勃発した当時、金壽卿は金

キム

日
イル

成
ソン

綜合大学の副教授で朝鮮語学
講座長を務めており、妻・李南載と4人の子、母、妹とともに同大学の官
舎に住んでいた。植民地期から、その類いまれな語学能力によって世界の
言語学を原典で読みこなしていた彼は、1946年に越北して金日成大学の教
員となり、政府（初期には北朝鮮（臨時）人民委員会教育局、1948年からは朝鮮民

主主義人民共和国教育省）が1947年に組織した朝鮮語文研究会を拠点として、
朝鮮語の正書法や規範文法の確立において中心的な役割を果たしていた8。
そこに1950年6月25日、朝鮮戦争が勃発した。戦争初期、北朝鮮の人民軍
側は破竹の勢いで南朝鮮を占領していった。金日成大の教員たちは、南側
の「解放地区」において政治講習などの朝鮮労働党の事業に携わるべく、
8月9日、南に向けて派遣された9（回顧録10頁。以下、回顧録から引用する場合は、

原テキストのページ数を［10］のように括って表す）。彼は、平壌を発つとき、「戦

7 以下の家族離散に関する事実関係は、主にトロントに住む金壽卿の妻子の証言および彼の
回顧録にもとづいて再構成した。

8 植民地期から朝鮮戦争勃発前までの金壽卿については、拙稿「金壽卿の言語研究と日本：
植民地、解放、越北」（板垣竜太・コ ヨンジン、前掲書）に詳細に記したので、参照され
たい。

9 この事実は金日成綜合大学10年史によっても確認される（『김일성종합대학 10년사』김일

성종합대학，1956，74쪽）。
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争が長く続くものとは予見し得なかった」という［5］。実際、これを最後
に家族と離ればなれになってしまうとは、彼はその時点で思ってもみない
ことであった。
　彼はようやく9月になって、遠く南方の珍

チン

島
ド

まで派遣された。彼はそこで、
審査を受けて朝鮮労働党員や候補党員として登録された人々に対し、1度
に50人ずつ5日間にわたる政治講習をおこなう任務を受け持つことになっ
た［23-24］。しかしながら、米軍を主力とする国連軍の仁

イン

川
チョン

上陸（9月15日）

を契機に、既に戦局は逆転していた。3期分の講習を終えて間もなく、金
壽卿は自力で平壌へ後退するよう指示された。
　その後退の途中に彼は、日記までは書けないにしても、通過地点を記録
することぐらいはしなければならないと思いはじめた。しかし、すぐに筆
記用具も紙も手に入らなかったため、まずは平壌を出発してからの日付と
通過地点を全て思い出し、それからは朝出発した地点、夜に到着した地点
を記憶しておくことにした。するとある日、ある農家で小さな手帖1冊と
鉛筆の切れ端を手に入れることができた。その場で、記憶しておいた日付
と地名を全て書き付けたうえで、その翌日からリュックに入れたその手帖
に日々の記録（主として出発、通過、到着の地名）を残すことにしたのである。
　そして紆余曲折の末、彼が平壌にようやくたどり着いたのは1951年3月3

日のことであった。ところが、既にそこに家族はおらず、すれ違いで南に
行ってしまった。これについては後で述べよう。
　彼には、家族と別れてしまったことを悲しむ余裕も与えられていなかっ
た。すぐに金日成綜合大学での教育研究の仕事が待っていたのである。当
時、金日成大のキャンパスは一時的に平壌を離れ、平

ピョンアン

安南
ナム

道
ド

中
チュンファ

和郡南
ナム

串
ゴッ

面に移っていた10。彼は大学の近くにあった市場で1冊のノートを入手した。
その前半には、その頃彼が学習していた言語学理論の図書を抜粋したりし

10 前掲『김일성종합대학 10년사』80쪽．
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ていた。1952年前半に金壽卿がスターリン論文に関して集中的に文章を発
表していたことを考えれば、おそらくこのときノートに書き記していた言
語学理論とはそれに関連したものであったものと考えられる。そしてノー
トの後半には、戦場から持ち帰った手帖の中身を書き写した。そこには
1950年8月9日から翌年3月3日までの約7ヶ月間、38度線を行き来しながら
7,000里、すなわち約2,800km歩いた日付と地点が10頁にわたって記されて
いた（本稿末尾の資料を参照）。ほとんどはそれだけの記録だが、ところどこ
ろに「泰

テ

成
ソン

の1
ト ル ラ ル

歳記念日」「南載の誕生日」「惠
ヘ

慈
ジャ

の誕生日」「惠
ヘ

英
ヨン

の誕生日」
などと、妻や子どもらの誕生日だけはしっかりと書き記されていた。彼は
後にこのノートの部分に、「祖国の統一・独立のために：祖国解放戦争期
に私が歩いた道」という題目を付けた。
　彼はその後、このノートを時おり取り出しては、戦争の日々を思い出し
ていたという［6］。しかし、彼がその経験を語る場を持ってはいたわけで
はなかった11。彼は、1953年頃、金日成大を卒業した女性と再婚した。後
にトロントの妻に送った手紙では、その理由について「ひとり残った私と
しては、仕事をするためには生活上の幇助者が必要」だったからだと説明
している12。それに加え、肉親が南にいる場合、新たに北で家庭を築かな
いと、その立場に疑いをもたれる可能性があるという事情もあっただろう

11 朝鮮戦争の休戦協定に「失郷私民（displaced civilian）」に関する項目が規定されており（第
3条59項）、その条文だけ見れば、戦争によって南から北へ、または北から南へ移動するこ
とになった者のうち、「帰郷することを望む」者は帰ることができるよう定めた。しかし
ながら、南でも北でもこの範疇に入れられたのは、意思に反して連れ去れた人々であった
し（ただし現実に送還されることはなかった）、どのような境遇の人が「離散家族」とみ
なされるかは、南北間関係や社会の状況を反映しながら変化してきた（김귀옥『이산 가족，
‘반공 전사’도 ‘빨갱이’도 아닌』역사비평사，2004，第2，4章）。その点からすると、1946
年に「自ら」越北した金壽卿、そして1950年に少なくとも「連行」された人ではなかった
李南載とその家族は、それぞれ南と北の社会のなかで、長いあいだ離散家族としての経験
を公に語る場がなかったといえよう。

12 1986年1月15日付、金壽卿→李南載書簡。
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と思われる。ともあれ、彼は朝鮮戦争の経験をおりに触れて想起しながら
も、それを胸に秘めて生きていた。
　それから30年以上もの時が過ぎた1985年11月末、とつぜん金壽卿の手元
にトロントに住む妻から1通の手紙が届いた［149］。李南載は、同年、中国
の延辺大学からトロントに講演に来ていた歴史学者・高

コ

永
ヨン

一
イル

に夫への手紙
を託していたのであった13。それからは、郵便事情の関係で時間はかかっ
たし北朝鮮当局の検閲を通らなければならなかったものの、金壽卿と妻や
子とのあいだで直接の文通が可能になった。

13 金惠英・金泰成「父、金壽卿」、板垣竜太・コ ヨンジン、前掲書、19頁。

1986年の手紙に同封されていた金壽卿の写真

　こうして1988年8月、ついに娘の金惠英と金壽卿の再会が北京で果たさ
れた。2人は北京大学で開催された第2次朝鮮学学術討論会に示し合わせて
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参加したのであった。大会期間中、主催者側の配慮で金壽卿はホテルのシ
ングルルームに泊まった。学会後の夕食が終わると、毎晩、2人はホテルの
部屋で語り合った。部屋に入ると、金壽卿は「さあ、また戦争日記を続け
よう」と言いながら、朝鮮戦争のときの話をしきりにしたがったという14。
再会した娘に対し、2人だけの空間で、別れのはじまりとなった朝鮮戦争
の経験を語る。ここに、彼の回顧録の原型があったといえよう。
　この頃は、金壽卿にとって研究者として復帰しはじめた時期であった。
1968年に金日成大学の教員から国立図書館の司書へと所属変更させられた
のち、彼は教育と研究の場からしばらく離れていた。実際、約20年にわたっ
て、彼の研究業績は空白となっている。その理由や背景はいまだ明らかに
なっていない。いずれにしても彼が公の場で研究報告などを再開したのは、
離散家族再会を果たした1988年のことであった15。
　そうしてトロントの家族と手紙のやりとりをしながら、彼は徐々に過去
の記憶を想起しはじめた。1993年、彼は妻に宛てた書簡のなかでこう書い
ている。「最近の言語学でいう深層構造やら表層構造やらいうものが、私
の胸のなかにもあるようです。心の深層構造のなかに深く埋めておいて 

あった心情をひとり反芻しながら、過ぎし日々をたどるときが時おりあり
ます。」16ここでいう「深層構造」「表層構造」が、米国の言語学者ノーム・
チョムスキーの生成文法論に由来する用語であることはいうまでもない17。
ここで彼は、はっきりと表にはあらわれないながらも、常に言動を意味づ
けてきた過去の記憶を「深層構造」と呼んでいるのであろう。しかし、そ
れはまだテキストとして「生成」されることはなかった。
　同年7月、朝鮮戦争が停戦合意にいたって40年を祝し、平壌では全国老兵

14 金惠英・金泰成、前掲文、21頁。
15 板垣竜太・コ ヨンジン前掲書の巻末に掲げた文献を参照。
16 1993年3月21日付、金壽卿→李南載書簡。
17 Noam Chomsky, Aspects of the Theory of Syntax, �e M.I.T. Press, 1965.
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大会が盛大に開催された18。金壽卿もこの行事に参席したのだが、その折
に周りの人から勧められて、朝鮮戦争の回顧録を書くことにしたという19。
1993年8月15日から書きはじめ、1994年11月20日に清書が完了した［7］。
タイトルは「リュックのなかの手帖を開いて」と付けた。清書が終わって
間もなく金壽卿はトロントに手紙を書き、この事実を李南載に報告した。 

「もしあなたがこれを読む機会があったならば、ところどころで涙を流す
でしょう。そのときどきに家族のことを恋しく思っていた私の思いも反映
されていますから。」20

　しかし、この回顧録がすぐにトロントの家族に渡ることはなかった。そ
うこうしているうちに1995年7月、金壽卿が脳卒中をわずらった。一命は
取りとめたものの、その後体が麻痺するなど、徐々に健康が悪化していっ
た。1996年7月、トロント在住の長男の金

キム

泰
テジョン

正が平壌を初訪問し、父と再
会した。その際に、彼はこの回顧録を渡された。それは、金壽卿が書いた
原稿そのものではなく、彼の平壌の家族がそれを筆写したものであった。
その際には、メイン・タイトルが「ただ一心党に従って南北7千里」となり、
元のタイトルであった「リュックのなかの手帖を開いて」は丸括弧のなか
に入れられて格下げされていた。北朝鮮の出版物にはよくあるようなタイ
トルに変更されたわけだが、それがどのような理由によるものかは不明で
ある。出版する計画があったのかもしれないし、検閲を受けても問題のな
いような表現に変えたのかもしれない。
　こうして金壽卿の回顧録がトロントの家族らのもとに届いたのである。

18 『로동신문』1993年7月23～26日にその様子が報道されている。
19 1994年11月27日付、金壽卿→李南載書簡。
20 同上書簡。
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2．手記に刻まれた戦場

　この回顧録は、ほぼ時系列で並べられた45章で構成されている。最初の
2章が序章に相当し、残り43章が1950年6月の戦争勃発から1951年3月の平
壌帰還までの記録となっている。43章は5部に分けられ、各部・章にタイ
トルが付けられている。附録1には、もともとリュックのなかに持ち歩い
ていた「日記」を書き写したものが掲載されている（本稿末尾の「資料」を
参照）。附録2としては、平壌を出発した1950年8月から8ヶ月間に歩いた道
程をプロットした手書きの地図4枚が付されている。その全体にページ番
号が1から173までふられている。金壽卿の記述にもとづいて、彼が通過し
た主要な地名を再構成したものが表1である。
　私は附録1の地名を、1945年以前に製作された5万分の1地図や、韓国で
製作された新旧地名が漢字表記された北朝鮮地図と照合し 21、それを
Google Earth上の地点に落とし込む作業をおこなった。その結果、地名の
不明な一部の地点を除いては、金壽卿の道程を復元することが可能であり、
またその記録が正確であることを確認できた。彼は南に派遣される直前、
平壌市付近の道端で偶然遠い親戚に会い、記念品ということで『13道別携
帯用朝鮮地図帳』を1冊もらっていた。1ページに1道ずつ印刷し、折って
製本したものだが、洋服のポケットに入れて持ち歩けるようになっていた
［116］。おそらく地名が比較的正確なのはそのためであろう。
　ただ、173頁にわたる詳細で具体的な手記の内容を、ここで全て紹介す
ることは不可能である。ここでは、まず彼による5部構成にしたがってそ
の道程の概要をトレースしておこう。

21 『朝鮮半島五万分の一地図集成』陸地測量部作製、学生社復刻版、1981年。『最新北韓地圖』
佑晋地圖文化社，1991．
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表1　朝鮮戦争下の金壽卿の足取り

Ⅰ．第1次南進過程（1950．8．9～9．28）
1950 8 平壌（8．9）→新幕（8．11-14）～［8．16］～開城～ソウル（8．20-22）～水原～全

州（8．28-30）。

9 光州（9．1）～珍島（9．4-21）～光州（9．25-28）

Ⅱ．一時的後退過程（1950．9．28～10．31）
1950 9 光州（9．28発）～潭陽～淳昌～鎮安～長水（9．30）

10 長水（10．1発）～永同～尚州～聞慶 鳥嶺（10．9）～丹陽～寧越～平昌～［10．
25］～通川（10．29-30）～淮陽郡 道納里（10．30-11．1）

Ⅲ．朝鮮人民軍に入隊して（1950．11．1～11．28）
1950 11 道納里（11．1発）～高原～定平～永興～寧遠～長津～前川郡 南興里（11．15-

28）

Ⅳ．第2次南進過程（1950．11．28～1951．2．17）
1950 12 南興里（11．28発）～寧遠～永興～高原～文川～平康～金化～華川（12．20）～

楊口～［12．22］～春川～洪川（12．26-1．1）

1951 1 横城（1．1発）～寧越～丹陽～栄州（1．17-18）～丹陽～寧越～平昌～柳浦里 
師団政治部宿営地（1．31-2．2）

2 師団政治部宿営地（2．2発）～平昌～横城～平昌 雷雲里（2．16-18）

Ⅴ．朝鮮人民軍を除隊して（1951．2．18～3．3）
1951 2 雷雲里（2．18発）～横城～洪川～春川（2．26-28）

3 春川（2．28）→［　］→華川→鉄原→平壌（3．3着）

（備考）Ⅰ～Ⅴの見出しは金壽卿による。～は徒歩、→は鉄道または車での移動を意味する。38
度線を越えた部分には［　］を挿入し、日付が分かる場合には書き込んだ。
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金壽卿の朝鮮戦争路程（1950．8．9～1951．3．3）

ソウル

鳥嶺
栄州

公州

全州

光州

38度線

通川

春川

楊口
楸谷里

淮陽郡
道納里

平壌

前川郡
南興里

珍島

軍事境界線
（1953.7.27）

‘50.9

‘51.1

‘50.10

‘50.11

‘51.3
‘50.8

平昌郡
雷雲里
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（1）南へ
　1950年6月28日、「ソウル解放」の報道を受け、金日成綜合大学の学生ら
は蹶起大会を開いて、次々に人民軍へと入隊を志願していった22。しかし
教員はすぐに動員されたわけではなかった。朝鮮戦争前から、夏休み期間
に全国の大学教員講習会が開催されていた。その慣例にしたがって、この
年も7月1日から大学教員講習会が平壌駅前にあった平壌工業大学（朝鮮戦
争中に戦士した金

キム

策
チェク

の名を取って1951年には金策工業大学と改称）の庁舎ではじめ
られた。ところが講習初日から米軍らしき航空機による爆撃があり、大学
キャンパスにも何発かの爆弾が落とされた。そこで、翌日から、大学教員
は汽車に乗って平壌北部の順

ス

安
ナン

邑
ウプ

に場所を移し、そこの中学校の校舎を借
りて予定されていた講習を終えた［9］。
　手記によれば、この講習会参加者の「嘆願」により、党中央委員会は、
大学教員を南半部の解放地域の党、政権機関事業に参加させることを決定
した。順安に集結した大学教員らは、約1週間の政治講習を受けたのち、
党中央委員会名義の南半部派遣信任状を受け取った［10］。そのなかには
金大の教員が92名も含まれており、かれらは「新たに解放された南半部の
人民に、北半部でなしとげられた輝かしい成果を伝え、朝鮮民主主義人民
共和国の旗幟の下で祖国統一の道を教える」という目的のもとに、南派（南
への派遣）されることになった23。
　朝鮮戦争の開戦後、南朝鮮の占領地域に北朝鮮がまずおこなったのが党
および社会団体の組織化ないし復旧であった。しかし党員を拡充しようと
思っても、それ以前の思想的弾圧もあいまって、まず人材が不足していた。
そこで各地で幹部や党員らのための政治講習がおこなわれていた24。大学

22 前掲『김일성종합대학 10년사』73쪽．
23 前掲『김일성종합대학 10년사』74쪽．
24 권영진「북한의 남한 점령정책」『역사비평』7，1989．5，80～82쪽．
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教員が派遣される直前の8月1日には、文化宣伝省が「南半部各道（ソウル市）

文化宣伝事業規程」を作成し、各地で法令・決定・支持などの諸施策、政
治情勢などを宣伝、解説する方針を定めていた25。これが大学教員らの派
遣に直接関連しているかは不明だが、後述する金壽卿の講習会の内容とも
合致している。
　1950年8月9日、金壽卿は、他の大学教員らとともに平壌の大

テ

同
ドン

江
ガン

駅を汽
車で出発した。その直前、彼は平壌近郊の農家の前を流れる小川の水で子
どもたちと沐浴し、家を出た。1980年代に彼は、子どもらに宛てた手紙で、
この離別が「こんなにも長い離別のはじまりになろうとは、どうして知り
得ただろうか」と書いていた26。彼からすれば、家を出るときには、これ
が家族離散のはじまりになるとは予想だにしていなかったのである。実際、
ほとんどの大学教員が軽い夏服に着替えの下着を入れたリュックを背負う
程度のいでたちであった［10］。当時、人民軍は破竹の勢いで朝鮮半島の
南側の占領を拡大していたし、中国大陸では国共内戦の末に前年に中華人
民共和国が成立してもいたので、かれらからすれば南が「解放」されるの
にさほど時間がかからないと見込んでいたのではないかと思われる。
　本来の予定では、汽車は京義線を南下して、一晩でソウル駅まで到着し、
そこで派遣先の指示を受けたのち、8月15日の解放5周年に合わせて各地で
記念行事を組織することになっていた。ところが、夜が明けても、汽車は
平壌から30kmほど南に行った地点、黄海北道の黄

ファン

州
ジュ

に位置する黒
フッ

橋
キョ

駅で
止まっていた。状態のよい機関車が軍用列車に動員されていた結果として、
かれらが乗った汽車は古い機関車に多くの客車をつないだ間に合わせの編

25 朴明林、森善宣監訳『戦争と平和：朝鮮半島1950』社会評論社、2009年、176～191頁。文
書は、문화선전성「남반부 각도（서울시）문화선전 사업 규정」1950．8．（NARA, RG242, 
190/16/25/3/E.299/Box895）。

26 1986年1月15日付、金壽卿→惠慈・泰正・惠英・泰成書簡。
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成であったため、峠道をうまく越えられず、そうこうしているうちに日が
昇ってしまったというわけであった。この辺りの手記の記述もまだ少しの
んびりとしている。列車が止まってしまったので、かれらは、駅前で売っ
ていた名物の黒

フッ

橋
キョ

白
ヒン

飴
ヨッ

を買って食べたり27、川に行って水浴びや洗濯をし
たりなど、丸一日の自由休息をとった。
　夜になり、また列車は動き出したが、今度も新

シン

幕
マク

駅（今の瑞
ソ

興
フン

駅）にまで
行って止まってしまった。そこに米軍の航空機が機銃掃射をおこなったた
め、機関車とともに、政治解説文や講演要綱のような政治教材を積んだ貨
車も燃えてしまった。新幕から38度線まではまだ80kmあるし、そこから
ソウル市内まではさらに60kmほどの距離があった。隊列の責任者がこの
状況を党中央委員会に電話で報告したところ、徒歩でソウルに向かうよう
にとの指示が下された［11］。
　一行がソウルに着いたのは8月20日のことであった。金壽卿はまず惠

ヘ

化
ファ

洞にあった家に住んでいた兄、金
キム

福
ボッキョン

卿を訪ねた。彼は「こうやって来る
と思って待っていた」と言って、家に弟を迎え入れた。金壽卿は、兄の家
族らと2晩に渡って積もる話を語り合った［14-15］。その会話の中身までは
手記に記されていない28。
　ソウル到着の翌日、金壽卿は当時東

トン

崇
スン

洞に位置していたソウル大学校に
向かった。人民軍占領下のソウルでは、ソウル大本部庁舎に教育省が置か

27 黄州の飴（엿）は既に1930年代には名物として知られ、各地で売られていた（『東亜日報』
1938年11月3日）。

28 金福卿の長女金姸植さん（1939年生まれ、ロス・アンジェルス在住）に、2016年9月14日
と18日、インタビューすることができた。金姸植さんの家族が、戦争勃発後すぐに避難で
きなかったのは、母（金福卿の妻）がそのとき妊娠でご飯も食べられないような状態にあっ
たからだったという。1950年8月に三寸が短期間ソウル恵化洞の家に来たときのことは、
それほど記憶になかった。来たことは覚えているが、泊まって行った覚えはない、父と何
か話したのかもしれないが、だとしても子どもが寝静まってからだったかもしれない、と
のことであった。
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れていたのである。そこで金壽卿は、他の金日成大の語文学部朝鮮語学講
座教員たちとともに全

チョルラ

羅南
ナム

道
ド

で事業をおこなうことを指示された［15］。彼
は、2泊3日のソウル滞在期間中、兄とその家族以外には誰にも会わなかっ
た。戦争が終わればいつでも会えると思っていたからであった。
　8月22日、金壽卿ら朝鮮語学講座教員は、全羅北道に派遣されることに 

なった歴史学部教員らとともに、南に歩いて向かった。その途中でも、 

「有名な成
ソン

歓
ファン

チャメ〔マクワウリ〕を食べないわけにはいかない」［16］と、
商店で瓜を買って食べたりなど、まだ何やら余裕のようなものが見受けら
れる。全

チョン

州
ジュ

で歴史学部教員と別れ、9月1日、全羅南道の道党本部の置か
れた光

クヮン

州
ジュ

に着いた。最初に道党本部に行ったときには、一晩休んで近く
の和
ファ

順
スン

郡に配置すると告げられたので、金壽卿は近くでスイカでも食べて
ゆっくりしていた。
　ところが間もなく宣伝部長から呼び出しがかかった。宣伝部長は、「南
の海の方にある島である珍島が今朝解放されたという連絡があった。珍島
郡党に行って働く人を派遣しなければならなくなった」と言うのであった。
実際その前日の8月31日の早朝に人民軍が珍島に上陸し、ほとんど抵抗も
なく、同日正午頃には珍島警察署に朝鮮民主主義人民共和国旗が掲げられ
た29。その翌日に宣伝部要員の派遣要請が道党本部に届いたということで
あろう。金壽卿は、清

チョン

津
ジン

教員大学の文学講師と元
ウォン

山
サン

教員大学の文理学部
教員とともに、珍島に派遣されることになったのである［19-20］。
　米軍製の軍用トラック、そして50トン級の発動機船に乗って、珍島の東
岸、鹿

ノク

津
チン

に着いたのは9月3日の未明のことであった。そこから珍島邑に向
かい、以前地主が住んでいたという家30に設けられた珍島郡党庁舎に入った。

29 『珍島郡誌 上』2007，270～272쪽．
30 珍島を長年研究してきた伊藤亞人氏によれば、これは韓

ハン

平
ピョン

敎
ギョ

という地主の旧家であろう
とのことである。
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大学教員3名は郡党宣伝部講師として任命され、宿所兼事務室として部屋2

間のある家屋があてがわれた。その後は、既に述べたとおり、審査を受け
て党員または候補党員として登録された人々に対し、1度に50名ずつ5日間
の政治講習をおこなった。講義内容は、「国際情勢をはじめ共和国憲法の
本質、北朝鮮民主改革の成果、祖国解放戦争の性格など」であったという
［23］。
　米軍を主力とする国連軍が仁川上陸作戦を開始したのは1950年9月15日
である。そこから形勢が一挙に逆転し、人民軍は中朝国境付近まで一時追
い詰められることになる。しかし珍島は電話もラジオも通じず新聞も届か
ず、通信から途絶されていたこともあって、金壽卿らにはそのような情勢
を知るよしもなかった。彼が戦局の逆転を知るのは、北に向かって後退し
ていた途中、9月末のことであった［30］。
　9月20日、とつぜん光州の道党から連絡があり、金壽卿は光州の市党に
召還されることになった［24］。道党宣伝部にいた金日成大教員が、手元の
名簿中に彼の名を発見し、なぜか不安に思って、道党幹部に異動を要請し
た結果だった［25］（本稿2-2も参照）。このときもまだ危機感のようなものは
見いだせない。光州に着いた翌日の9月26日が、ちょうど秋

チュ

夕
ソク
（中秋）の日

にあたり、金日成大の教員・学生とささやかな祝杯をあげたぐらいであっ
た。
　事態が急転したのはその2日後のことであった。道党委員長から呼び出
しがあったので金壽卿らが行くと、慌ただしい雰囲気で「平壌から来たト
ンム〔「同志」の同輩・目下向けの表現〕は早く北へ帰るように」とだけ指示さ
れた。事情を聞く余裕もなく、かれらは状況も知らないまま、他の党関係
者とともに徒歩で北へ向かったのであった［27］。

（2）自力で北へ後退する
　かれらは、潭

タ

陽
ミャン

から淳
スン

昌
チャン

へと行く途中に会った義勇軍の負傷兵（南
ナム

原
ウォン
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出身）から話を聞いて初めて戦局のことを知った。また、間もなく米軍の
戦車が近くに迫っていること、大きな道を行けないことも分かった。そこ
で一行は、まっすぐ平野部の大きな道を北上するのではなく、国連軍や韓
国軍を避け、北東に向かって山間部の小道を抜けて行くことになった［30］。
とはいえ、寝る場所や食糧を確保するためには時おり民家に立ち寄ること
は必要だった。ある農家で、北朝鮮支持者の強い「民

ミン

主
ジュ

部
ブ

落
ラッ

」と南朝鮮支
持者の多い「反

パン

動
ドン

部
ブ

落
ラッ

」があるという話を聞いてからは、かれらは「民主
部落」を渡り歩きながら進んで行くことになった［34］。
　金壽卿らは、夜間に戦車と戦車のあいだをすり抜けたり、真っ暗闇のな
か京釡線を走って横切ったり、食糧もないまま険しい聞

ムン

慶
ギョン

峠を上り下り
したり、丸太の一本橋から川に墜落しかけたりしながら、徐々に北上して
いった。後退途中の金壽卿は、38度線さえ越えれば北朝鮮にたどり着くと
考えていた。「後退」というのは南に派遣された人たちだけがやるもので 

あって、38度線の向こうには以前のような北朝鮮社会があると想像して歩
みを進めていたのである。ところが、東海岸の襄

ヤン

陽
ヤン

で38度線を越えたとき、
そこが既に南朝鮮の延長に過ぎなかったことに彼ははじめて気づいた［53］。
　彼はそこからさらに北上した。もう少し行けば、故郷の通

トン

川
チョン

だったか
らである。金壽卿の従兄（父の弟の息子＝金

キム

富
プ

卿
ギョン

）がまだ住んでいるだろう
から、そこに行けば冬服や靴などをもらえるかもしれないと彼は思ったの
である。しかし、通川にたどり着いた彼が故郷の村で見た光景は次のよう
なものであった［61-62］。

故郷の村に辿り着くと、駅前商店街は破壊し尽くされ、道の上には電
柱が倒れ、電線が四方に散らばってぐちゃぐちゃに絡まっていた。 

人っ子ひとり目につかない静まりかえった通りで、どこからか何かが
焼け焦げる臭いだけが漂ってくる。落ちてくる照明弾が辺りをぱあっ
と照らし出すと、これはまさにベルギーの作家ローデンバックが名づ
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けて描写した《死の都》に他ならなかった31。
私は悲痛に暮れた。胸が張り裂けそうだった。苦難に満ちた後退の 

日々も、東海岸にさしかかり、この道を北に行きさえすればもうすぐ
私の最も愛する故郷の村、通川旧邑に辿り着くだろう、久しぶりに訪
ねる故郷の地で従兄の家族をはじめとした親戚たちと会って、冬の準
備でも少ししてから行こう―そんなふうに思って期待をふくらませ
ていたのに、これほど無残にも破壊され焼かれた故郷の村を見ること
になり〔以下略〕

従兄の家は、夕食をとった形跡はあったものの、もぬけの殻だった。あと
から金壽卿が知ったところによれば、海岸にあった通川邑は、夜になると
海から米軍側の艦砲射撃があったため、住民はその時間帯になると山の方
に行って明け方戻って来るという日々を送っていた。ちょうど、すれ違い
になったというわけである。金壽卿は、仕方なく、冬服の代わりになる毛
布をもらい、「党中央委員会の指示で南半部に行ったあと、今度は人民軍
にしたがって北に後退する途中にここに立ち寄って行きます。毛布を1枚 

持っていきます。10月29日晩、壽卿」という置き手紙をして立ち去った。
しかし、従兄の一家はその後南へと避難したため、この手紙もその後宙に
浮いてしまうことになった。
　あらゆる望みが絶たれた金壽卿は、とにかく北朝鮮側の支配地域に向か
うことを最優先に再び歩きはじめた。険しい山道を抜け、10月31日に淮

フェ

陽
ヤン

の道
ト

納
ナム

里
ニ

にまで行ったとき、人民軍に遭遇したのであった［67］。

31 通川の光景を Georges R. C. Rodenbachの『死都ブルージュ（Bruges-la-morte）』に重ね合わせ
る印象は、朝鮮戦争当時から金壽卿が強烈に抱いていたようで、娘・金惠英との再開でも
この比喩を用いて当時のことを語っていたという（金惠英・金泰成、前掲文、21頁）。



日記からみた東アジアの冷戦118

（3）人民軍とともに北上
　一行に声をかけた第2師団の政治部長は、金壽卿ら金日成大の教員・学
生らに宣伝要員としての入隊を勧めた。「われわれ2師部隊は洛

ナク

東
トン

江
ガン

まで進
出したが、多くの犠牲者が出たので、部隊の力量が弱くなっており、特に
政治活動家が不足している。あなた方は偉大な首領金日成将軍のお名前を
抱いた大学の教員、学生たちなのだから、われわれとしても信頼できる。
わが部隊に入って政治活動家として働く考えはないか」というのであった。
金壽卿は相談のうえ、この要請に応じ、2師4連隊1大隊の宣伝員に任命さ
れた［68］。
　11月1日、部隊はさらに北へ向かって後退を続けた。平壌まで流れる大
同江の源流のそばをさかのぼり、寒

ハン

泰
テ

嶺
リョン

の源泉で松の根からしたたる水
滴をすくって飲んだりもした［74］。その間に朝鮮戦争はまた次の戦局を
迎えていた。「抗美援朝」を掲げて密かに入朝していた中国人民志願軍が、
10月25日から戦闘を開始し、国連軍を退却させはじめていたのである。金
壽卿の所属する部隊が咸境南道の長

チャン

津
ジン

にまで北上して来ると、中国の志
願軍を歓迎する貼り紙が既にあちこちに貼られていた。「開水」〔中国語で湯〕

と表示された所では、熱い湯を沸かして、通りゆく軍隊にふるまっている
のが見えた。そして11月15日、金壽卿らの第2師団の部隊は、中国軍が既
に宿営していた前

チョン

川
チョン

の南
ナム

興
フン

里
ニ

に腰を落ち着けた。というより、数多くの
部隊が次々に後退してきて各地に宿営していたため、最も遅くやってきた
2師部隊はそれ以上北上できず、そこで次の指示を待つことになったので 

あった［75］。
　その指示は間もなく届いた。手記によれば、11月25日、朝鮮人民軍総参
謀長32が南興里を訪れ、金日成最高司令官の新たな命令を伝えた。それは、

32 手記には朝鮮人民軍総参謀長とだけあって、名前は書かれていない。この頃は延安派の金
キム

雄
ウン

が総参謀長だったと考えられる。
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崔
チェ

賢
ヒョン

を第2軍団長〔軍団は師団の上の単位〕とし、踵を返して再び南に向かい、
「敵後方」（すなわち国連軍側の占領地）に入り込んで遊撃戦を展開し、第二
戦線を形成するというものであった［77-78］。これは、米軍の反撃に対抗
して中国志願軍が11月25日から開始した「第二次戦役」の一環（東部戦線）

と考えられる。この第二次戦役は中国志願軍が主力であったが、そこに朝
鮮人民軍の第1・第2・第5軍団などが合流していたことが、中国側の記録
を通じて知られている33。中国志願軍側は、既に11月13日の会議で、朝鮮
人民軍第2および第5軍団所属の11個師団・3個旅団を、鉄

チョル

原
ウォン

南北の広大
な地域でゲリラ活動させる方針を定めていた34。こうした点からして、「第
二戦線」という二重戦線構築戦術は、毛沢東の人民戦争の特徴であり、朝
鮮人民軍発というよりも中国人民志願軍側から出てきた作戦だという研究
もある35。
　ともあれ、「敵後方」というのは、言うまでもなく戦線をくぐり抜けな
ければ入り込めないものであり、その先でさらにゲリラ戦を展開するとい
うのだから、その任務はかなり危険なものであった。しかも、それに見合っ
た客観的条件も整っているとはいえない状況であった。部隊には、中国か
ら届いた綿

ソ ム  オ ッ

入りの服と軍帽、チェコから届いた編
モ ッ ク ド ゥ

み上げ靴が各自に配付さ
れてはいたものの、小銃などの武器は全く不足していた。その問題につい
ては、戦闘によって米軍から武器を鹵獲せよとの指令が出ているのみだっ

33 和田春樹『朝鮮戦争』岩波書店、1995年、191～195頁。なお、この第二次戦役で12月6日
に平壌が中朝軍により解放されたことを受け、12月7日には中国人民志願軍と朝鮮人民軍
の連合司令部が組織され、その最高司令官に彭徳懐がついた。

34 홍학지（洪学智），김창호・백상호 역『항미원조전쟁을 회억하여』동북조선민족교육출

판사，1998，102쪽．
35 朴明林、前掲書、522～523頁。なお、後の北朝鮮の公式記録によれば、11月17日に第2軍
団長に対して「敵後方闘争を強化することについて」という指示を与えたことになってい
る（김일성「적후투쟁을 강화하는데 대하여：조선인민군 제2군단장에게 준 지시」『김일

성 저작집 6（1950．6-1951．12）』조선로동당출판사，1980）。



日記からみた東アジアの冷戦120

た［76-77］。そうした危険なミッションであったため、この作戦遂行にあ
たり、大学教員や民間人は、各自本来の場に戻ることになっていた。しか
し、師団の政治部長は金壽卿に引き続き従軍するよう求めた。すなわち、 

「先生だけはわれわれの部隊と行動を共にしなければならない」、なぜな
らこの作戦では「外国軍隊と直接戦闘をすることになるだろうし、その時
にはやはり外国語ができる人がわれわれの部隊にいなければならない」と
言うのであった。そのときの彼の戸惑いたるや、想像に余りある。実際、
手記からは彼が相当悩んだ様子が見て取れる。しかし、彼は結局これを応
諾した。この辺の記述については、次節で検討しよう。
　こうして彼は再び南へと向かうことになった。

（4）再び南へ
　部隊は11月28日から南進をはじめたが、小銃を持っていた1、2の小隊を
除いては、全くの徒手部隊による南下だった［92］。政治部の金壽卿にま
で米国製の小銃が渡ったのは年が明けた後のことだったが、結局最後まで
この銃を撃つことはなかった［114］。
　この南進は相当危険な道だった。前線に近づくにつれ、米軍の飛行機の
偵察と行軍を避けるため、夜間に行軍した。昼間に休息をとる際にも、な
るべく村に入らずに、付近の山の茂みに入って、とうもろこしの殻や藁な
どを敷いて休息をとるのが原則となっていた。ところが、連日の行軍で消
尽した部隊は、華

フヮ

川
チョン

では農家に入って休むことにした。そのとき偵察機
が飛んできた。しかし疲れ切ったかれらは体が動かず、避難せずに、その
ままぴったりと並んで寝ていた。そこに飛行機が再び飛んできて、機銃掃
射をおこなった。金壽卿のすぐ隣で寝ていた人は、弾が当たって「アイ 

クッ！」と叫んで死んでしまった。38度線まで来たのは、12月22日、楊
ヤン

口
グ

郡の楸
チュ

谷
ゴク

里（カレゴル）においてであった。中国人民志願軍と朝鮮人民軍が
38度線を越えて、「第三次戦役」を開始したのは12月31日のことなので、そ
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れよりも早い時期の越境である。その後、38度線を越えて着いた洪
ホン

川
チョン

の
魚
オ

論
ロン

里では、部隊は当然韓国軍と遭遇した。銃撃戦をおこなっている戦闘
部隊を背に、金壽卿ら政治部の成員は、銃弾の飛び交うなか山を登って待
避した。さらに年が明け、横

フェン

城
ソン

でも、兵士が米軍の飛行機による機銃掃
射を受けて即死した場面に、目の前で遭遇した。金壽卿は結果的に生き延
びることができたものの、いつ弾が当たってもおかしくない状況にあった
といえよう。
　さまざまな危険をかいくぐりながら、最も南まで入り込んだのは1月17

日に着いた慶
キョンサン

尚北
プッ

道
ト

の栄
ヨン

州
ジュ

だった。しかしながら、そこで何をするとい
うこともなく、部隊は翌日にそこを離れた［122］。全体的にこの38度線以
南での部隊の活動については、一部のできごとを除いては記述が薄い。地
名確認が難しかったのか、村の名前が不明のものや誤っているものも散見
される。実際にただ動き回っていただけでさほど戦闘行動が無かったのか、
叙述を控えているだけなのかは定かではない。ともあれ、部隊はそこから
また北上し、平

ピョン

昌
チャン

のあたりを動き回ることになった。
　もともと金壽卿は通訳要員だったはずである。ただ、常にその仕事があっ
たわけでもなかった。政治部要員として彼が任されていた業務の一つは、
脱落しかけた兵士を説得して隊列に戻らせることであった。すなわち、彼
は担当の連隊の最後尾につき、道に面した家を調査した。もし、そこに部
隊の兵士が入り込んでいれば、金壽卿は、かれらが脱落しないように説得
し鼓舞しながら進んだ［110］。
　そのなかで唯一通訳について記述があるのは1月22日の部分である［122-

125］。この日、部隊は寧
ヨン

越
ウォル

の戦闘において米兵13名と韓国人兵士1名を捕
虜にした。尋問に際して韓国人兵士の通訳の質が悪いとのことで、金壽卿
が師団長の通訳をすることになった。米兵とのやりとりは意外に同情的で
ある。ある兵士は、職業をもつのも勉学を続けるのも難しく、「第2次世界
大戦が終わったので、もう世界では戦争は起こらないだろうと考えて」軍
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隊に入ったのだが、朝鮮戦争に送られてしまい、最初の戦闘で捕虜になっ
てしまったと言っていた。また、人民軍の捕虜取扱規程にもとづき、兵士
が略奪した腕時計や靴などを取り戻して返却したエピソードなども紹介し
ている。
　2月になっても部隊は平昌辺りをぐるぐると回っていた。そうしていた
ところ、2月16日、平昌の雷

ヌェ

雲
ウル

里
リ

で、先に到着していた第2軍団指揮部と合
流した。そのとき、軍団幹部を務めていた金日成大の歴史学部出身の若い
兵士から思いがけないことを言われた。すなわち、だいぶ前に、金日成最
高司令官が作家、芸術家、大学教員、大学生らは除隊して平壌に戻るよう
指令を出していた36。しかし第2師団の名簿に金壽卿の名前を見つけた。2

師団の政治部長が最高司令官の方針を無視して金壽卿を手放さなかったの
は正しくない。すぐに除隊手続を進めたい、というのであった［127-130］。
　翌日、金壽卿はともに除隊することになった労働新聞社記者1名ととも
に崔賢軍団長と30分間面会した。崔賢は次のように言った。

本当に、人民軍というのは無知で…。何とわが金日成綜合大学の先生
が、まだわが部隊のなかにいたとは…。最高司令官同志は大学の先生
方、大学生、作家、芸術人を平壌に送るように命令を下されたのに、こ
れは間違いなく何か新しい事業を構想しておられるということを意味
している。それなのにわれわれはその命令をしっかり執行できずにい

36 この指令が何なのかはっきりしないが、後に出された金日成著作集によれば、1950年12月
24日、作家、芸術家、科学者らの前で「わが芸術は戦争勝利を早めるために貢献しなけれ
ばならない」という談話をおこなった（김일성「우리의 예술은 전쟁승리를 앞당기는데 

이바지하여야 한다：작가，예술인，과학자들과 한 담화」前掲『김일성 저작집 6（1950．
6-1951．12）』所収）。作家や芸術家を主対象とした談話だが、大学教員に対しても「はや
く落ち着いて、大学の校舎などを整え、教材や教具も準備し、大学生の源泉も調査掌握し
なければなりません。特に足りない教員問題を解決するのに大きな力をそそがなければな
りません」と述べた（231쪽）。
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るというわけだ。昨日もある高級中学校の校長先生がわが部隊のなか
にいるというのを知って、すぐに除隊手続きをした。おい、ちょっと
これを見てくれ。綜合大学の先生が靴下も無しに裸足でいるじゃない
か！先生！本当にすまない。こんなふうに大学の先生を扱うなんて…。

崔賢は、2人に平壌に戻るために必要な「生活費」を現金で与えるとともに、
軍団後方部に軍服・軍靴の支給、軍用車の利用許可の便宜を与えるよう指
示した手紙を参謀長に書かせ、さらに中国人民志願軍向けにも自動車利用
願いを中国語で書かせた［130-136］。こうして金壽卿は正式に除隊するこ
とになった。

（5）除隊して平壌へ戻る
　2月18日、金壽卿は雷雲里を出発した。2人は歩いて第2軍団の運輸部の
ある春川にたどり着いた。2月28日、金壽卿は他の軍人らとともに藁の敷
いた車に乗って前線を離れた。
　3月3日午前5時、ついに金壽卿は平壌に到着した［142］。金日成綜合大学
の総長を兼任していた許

ホ

憲
ホン

が官舎として使っていた家に、大学関係者が集
まっているようだとの情報に接し、金壽卿はそこに向かった。しかし、そ
の家にも元の彼の家にも家族の姿はなかった。彼がようやく見つけたのは
叔母、すなわち母方の叔父にして金日成大教員だった李

リ

鍾
ジョン

植
シク

の妻だった。
彼は彼女から家族南下の消息を聞いた。
　叔母の話は次のようなものであった［146-147］。1950年10月、金日成大
教員の家族らは一斉に北へと避難しはじめた。国連軍の落下傘部隊が投入
されるなか、これ以上逃げ場はないと判断した彼女は重大な決意をした。
10月20日ころ、夫を探してソウルへと向かったのである。彼女がソウルに
到着すると、恵化洞に住んでいた金福卿（金壽卿の兄）とその家族が、ちょ
うど生活に困って家を手放して全羅北道の沃

オッ

溝
ク

へと疎開しようとしている
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のに遭遇した。そこで彼女は、かれらについて地方で避難生活を送ること
になった37。叔母はソウルに残っていたところ、1951年1月4日に再びソウ
ルが人民軍統治下に入ったため、平壌に戻ってきたのだという。
　金壽卿の朝鮮戦争の回想は、家族と別れた彼が新たな決意をもって研究
に再び打ち込みはじめたことをもって唐突に終わる。それは、3月に金日
成綜合大学にたどり着くまでが戦場で記した日記の範囲であったからでも
ある。その意味でこの回顧録は、タイトルどおり「リュックのなかの手帖
を開いて」、そこに記された無味乾燥な日付と地名の羅列を、記憶によっ
て肉付けしたものだということができよう。

3．「個人的」なもの、「社会的」なもの

（1）「個人的」な文体をめぐって
　ここまで朝鮮戦争下の金壽卿の足取りについて述べてきた。このテキス
トをいわば過去の経験に関する客観的記録として検討してきたわけである。
ただ、このテキストは金壽卿の把握している事実関係をただ淡々と記した
だけのものではない。1で述べたように、これは家族に向けて語ったこと
ばでもある。そうした側面に注目してあらためて読んでみると、この回顧
録は、ごく稀に彼の感情や揺れる思いなどのいわば「個人的な」記述がな
された直後に、そうしたものを振り切って克服するような記述が挿入され
るという叙述上の特徴をもっていることに気づく。たとえば、汽車が新幕
駅で破壊されたとき、「多くの人々（私を含めて）が心の片隅で考えていた
ことは、〔…〕ただ平壌に帰って自分たちの仕事を続けろと〔党中央委員会が〕

言ってくれるかもしれない」と考えたという。しかし、党中央委員会から

37 金壽卿の妻らの越南、避難生活、南での定住、トロント移民の過程などについては、金惠
英・金泰成前掲文に詳しい。
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汽車が動かないなら徒歩で行けと指示され、遠い所に行くには何かに乗ら
なければならないという習慣化された考えを打ちのめされ、「我に返った」
と記している［11-12］。そして再びより硬くて公的な文体に戻って、叙述
が進められる。
　こうした叙述の2つの側面の関係は、あたかも言語学者フェルディナン・
ド・ソシュールのいう言語（langage）の両面、すなわち集合的で体系的なラ
ング（langue）と個々人の個別の発話であるパロール（parole）の関係のようで
もある。ソシュールによれば、ラングは社会的（social）であり本質的（essentiel）

であり「個人の外にある部分で、個人は独力ではそれを創り出すことも変
更することもできない」ものである。それに対して、パロールは個人的
（individuel）であり、副次的（accesoire）で偶有的（accidentel）なものである38。
彼が手記のなかで時おり見せた「個人的」な思いは、その直後の「社会的」
な記述によって、「副次的」で「偶有的」なものとして解消され、再び淡々
と叙述が進められるのである。しかしながら、揺れをも含む「個人的」な
ものからは、あり得る未来として想像されたものをも含めた金壽卿の経験
を垣間見ることができると考える。
　私がここであえてソシュールの概念を持ち出すのは、その理論に金壽卿
自身も通暁していたからである。金壽卿は、植民地下の京城帝国大学にお
いて、ソシュールの翻訳者であり西欧の言語学理論の随一の紹介者として
知られた小林英夫の研究室に通い続け、その抜群の語学力によって、フラ
ンス語、ドイツ語、英語、イタリア語などで書かれた言語学の最新の潮流
に接していた。彼は、1930年代から構造言語学や音韻論を貪欲に取り込み
ながら、新たな朝鮮語学を構築しようとしていた。1946年に北朝鮮に渡っ
たあとはソ連の言語学の理論を採り入れたが、構造言語学を全て捨て去っ

38 ソシュール、小林英夫訳『一般言語学講義』岩波書店、1972年、26～27頁＝Ferdinand de 
Saussure, Cours de linguistique générale, Payot & Rivages, 1995, pp.30～32.
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たわけでもなかった39。
　私たちは、どこか「理論」なるものを研究の「対象」から切り離して考
えがちである。すなわち、研究の「対象」となる人たちは「理論」を知ら
ないが、研究者である「私たち」は「理論」を知っている。私たちはどこ
か、そのような知の不均衡性を前提に、「上」から「かれら」を「分析」し
ているのではないか。しかし、金壽卿の場合は、まだ人文科学がソシュー
ルのインパクトを受けて「言語論的転回」をはじめるずっと前から、構造
主義の理論に深く入り込んでいた。「理論」と「対象」の区分はここにお
いて不明瞭なものとなってくる。しかし、それは単に区分が不明瞭だとい
うことではなく、「理論」なるものを歴史から遊離したものとしてではなく、
歴史的な脈絡のなかに埋め戻した結果であるといえる。
　金壽卿自身の「理論」に関していえば、実は彼は「個人的」な文体で書
かれたテキストに可能性を見いだした論文を、1960年代に書いたことがあ
る。文体論は、ソシュールの弟子バイイも、京城帝大時代の事実上の「師
匠」だった小林英夫も、さらにはスターリン論文後のソ連の言語学界にお
ける中心人物の1人だったヴィノグラードフも取り組んだ言語学の1分野で
あるが、金壽卿は1964年に北朝鮮ではじめて朝鮮語文体論を体系的な書籍
にまとめた研究者として知られている40。彼は、その唯一の文学論であっ
た「作家の個性と言語」において、作家の「個性」とは何かについて考察

39 この点については拙稿で詳述した（前掲「金壽卿の朝鮮語研究と日本」）。金壽卿が1945年
以前に原典で読んだ言語学者として、Saussure、C. Bally、A. Sechehaye、J. Vendryes、V. Brøndal、
E. Benvenisite、W. v. Wartburg、E. Lerchなどが挙げられる。

40 金壽卿の『朝鮮語文体論』は、残念ながらまだ見つけられていない。1996年に金日成総合
大学から出された朝鮮語学史の書籍では、「『朝鮮語文体論』（金壽卿、高等教育図書出版社、
1964）は、わが国ではじめて出版された文体論の著書である。この本は言語実践科学とし
ての文体論の研究対象と研究領域を明確にせしめ、朝鮮語文体論の成立を認められるよう
にした」と評価している（김영황，권승모 편『주체의 조선어연구 50년사』김일성종합대

학 조선어문학부，1996，212쪽）。
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した41。彼はまず公式文書や論説などで用いられる「機能的文体」と、文
学作品などで作家らが利用する言語手段構成の個人的体系としての「個人
的文体」を区分した。彼は、機能的文体と個人的文体を、全体と部分、一
般と特殊、主と従の関係として把握してはない。むしろ彼によれば、人間
の活動のあらゆる分野が描写の対象となる文学作品に見られる個人的文体
は、文語体も口語体も用いられるし、標準語から外れたことばさえも使用
され得るという点において、「包括性」を有している。それに対して機能
的文体は、特定の使用分野や目的にしたがったものである。彼は、この個
人的文体にこそ言語の可能性を見いだす。書き手が「事物の細部にわたっ
てその特性を把握できないとき、生活から出発するのではなく既にある表
現を機械的に反復するとき、その語調が陳腐で無味乾燥なものになってし
まう」と言う。「労働者や農民たち―平凡な人たちが語るとき、かれら
は決して型にはまった口調で表現しない」のであって、「人民たちの生活
と有機的連携を結び、かれらの生活のなかに深く入ったとき、はじめて言
語においても個性が明確になり得る」。実際、フォーカスの絞られた特定
主題に対して明晰に記している言語学論文と比べると、この回顧録は幅広
い事物について多様な語彙を駆使して書いている。それが「個性的」であ
るかどうかはともかく、ここでは個人的な語りの方にむしろ「包括性」を
読み込んだ彼の視点を重視したい。
　言語という問題に取り組んだ人物のことばを読むこと―この作業は、
どうしても自己言及的ともいえる要素を抱え込んでしまう。以下、このテ
キストの再帰性を念頭におきながら、朝鮮戦争と家族離散に関わる、彼の
「個人的」な経験にもとづくことばを読み解く。そのうえで、朝鮮戦争下
で書かれた「社会的」な言語学理論がどのように位置していたのかを検討
する。

41 김수경「작가의 개성과 언어」『문학연구』1964．9．
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（2）「副次的」で「偶有的」な…
　戦時下を生きた人たちが、あらゆる情勢を客観的に把握しているという
ことはあり得ない。知り得た情報のなかから判断し、選択し、それに賭け
るのである。情報から隔絶された珍島において、戦局も知り得なかった金
壽卿たちは、ほんの一瞬だが違う「ソウル」を見ていた。9月20日に彼が
光州に召還されることになったときのことである。彼とともに働いていた
2人の大学教員は、「ついに戦争が終わったのは明らかだ」と断じ、「大学
がまたはじまることになったから、金トンム〔トンムは「～さん」といった意味〕

をソウル大教員として登用するために、まず光州に呼んだのではないか」
と推測した。そしてソウルに行ったら教育省に行って、自分らもソウルに
行けるよう働きかけてほしいと懇願した。1948年7月に制定された北朝鮮
の憲法第101条では「朝鮮民主主義人民共和国の首都はソウル市である」
と記していた。だから、戦争が終わればそこに最高学府が置かれると考え
たのである。金壽卿はこれを「過大な幻想」と記しているように、確かに
戦局からして全くあり得ない「幻想」であったが、一方で「かれらが解放
されたソウルで大学教員になれればどんなによいかとは考えた」とその思
いに対して理解を寄せている［24-25］。
　これが情勢の読めないなかでの夢想のようなものだとすれば、状況がはっ
きり見えていたなかでの選択肢に関する記述がある。それは、金壽卿が南
興里で、南部に再侵攻する部隊への従軍を要請された場面である。従軍に
応ずるか、断って大学の仕事に戻るかという二択が彼の前に提示された［80］。

そうだ。私たちは後退の道を進む途中、一時的に軍隊に入って行動を
ともにしただけだ。もう後退は終わったのだから、もともと軍隊にい
たわけではない私たちは、そのまま後退の道を進んで自分の機関のあ
る所に行けばよいのだ。〔…〕その瞬間、私は大学の仲間たちの顔が
思い浮かび、かれらが今どこにいるのか、とても懐かしく思えてきた。
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また次の瞬間、私の家族が今どこにいるのかは大学の人たちに聞いた
ら分かるだろうが、私が部隊から離れてもう少し北の方に進んでいけ
ば、そうした情報も知ることができるのではないか―そう思えてき
た。しかしさらに次の瞬間、この厳しい情勢において部隊の幹部が心
から要請してきたことを振り切ることができるのか？〔と疑問を覚えは
じめた〕

仮にこのとき彼が従軍を断っても家族に再会できなかっただろうが、彼が
このようなあり得たかもしれない時間を想像し得る状況にあったことには
リアリティがある。しかし「厳しい情勢」の論理によって、そうした思い
は埋められた。承諾した直後の様子を、彼は次のように書いている［81］。

私は宿所に帰る道で、夜空にきらきら光る星を眺めながら、大学で一
緒に働いた教員や学生の顔が浮かび上がってくるのを感じた。そして
母、妻、妹、子どもたちはみんな今どこでどうやってこの寒い冬を過
ごしているのかと心配にもなった。しかし今晩私が政治部長同志の前
で言ったこと、その決心は全く正しかった。私は少しも動揺しない。

さらに南に向けて出発した日が次男の1歳の誕生日だったことに気づき、
次のように述べる［93］。

後退の過程で毎日山道を上り下りしながら、家族のことを思い出すと
きには、遅くとも泰成が1歳になる前には私が家族に再会できるだろ
うし、その子の誕生日を祝ってあげることができるのではないかと予
想していたわけだが、現実はこのようになってしまった。それにして
もこの寒い冬の日に、家族たちは今どこでどのように暮らしているだ
ろうか、泰成が1歳をどのように迎えているだろうかと考えると、た
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だただ胸が詰まる思いだった。しかしあらゆることは戦争の勝利のた
めに、祖国の統一独立のために捧げなければならないと再び心を構え、
家族らへの思い、1歳になった泰成への思いはもうしないように決心 

し、黙々と南興里の尾根を降りて行った。

こうして、祖国のための戦争という大義名分の前に、家族への思いを断ち
切ったという語りになっている。
　しかし、再び38度線を南へと越えたのちにも、長女の誕生日を思い出し
た［111-112］。

1月6日の夜中2時には横城郡屯内面玄
ヒョン

川
チョン

里に着き、全員村に降りず
に山上で1日中休んだ。藁を敷いてその上に寝ていたとき、ふとその日
がちょうど私の長女に惠慈の誕生日だということを思い出した。きょ
うで満7歳だ。昨年9月1日には人民学校に入れようとその準備もさせ
ていたのだが、戦争のために学校にも行けなくなった。今はどこでど
のように過ごしているのか、いや体を壊したりはせず無事にいるのか、
などという考えが深まってきた。だが、そんなことをいくら考えても
どうしようもなかった。前の晩の夜間行軍の疲労のため、いつの間に
か私は眠りに落ちた。

ここでは「社会的」な記述というよりは、眠りによって「個人的」な記述
が中断されている。
　その翌日、寧

ヨン

越
ウォル

のある村で休息しようと入った家において、金壽卿は
床に散らばった写真を見て心を痛めた［112-113］。

その家に入った瞬間に私の胸を刺したのは、ある部屋に立てられてい
た本棚からアルバムと写真が落ちて無秩序に散らばっていたことだっ
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た。この家に住んでいた人たちが急に家を出て、どこかに避難するこ
とになり、写真をそのまま捨てて行ったのだろうか。それにしてもこ
の家族が貴重な記憶を込めて保管していた写真を残して行き、この家
に突然入ってきた見慣れぬ人々である私たちの靴痕が写真の上に付く
ことになったわけで、この事実を知ったらこの家の住民はどれだけ胸
を痛めるだろうか。
こう考えているうちに、ふと私の家のことを思い出した。わが家はど
うなっているだろうか。わが家のアルバムやさまざまな写真は、家族
がちゃんと保管しているだろうか。あまりに急なことで持ってくるこ
ともできずに部屋の床に捨て置き、米軍と傀儡軍〔韓国軍〕の軍靴で
踏みにじられているのではないか。そう考えると敵意の炎が燃えあが
り、1日も早く南の地を解放して家へと帰らなければならないという
決意を再び誓うのだった。

最後はやはり勇ましい語りに転換しているが、その直前のシーンは、彼の
繊細な文学的感覚をよく示すものとなっている。
　他にもこうした記述の事例は枚挙に暇無いが、最後に、ようやく平壌に
戻ってきたのに、家族がいなくなっていたことを知ったときの心情を語る
部分を引用しておこう［147-149］。

私が南半部に行っているあいだ、どの1日をとっても家族のことを思
わない日は無かったし、家に帰ることができれば、家族をいっそう強
く愛し、家族とともにこれまで以上におもしろく生きたいと心に決め
ていたのに、その家族はいま遠く南の方に行ってしまったとは、これ
は一体どうしたことか。〔…〕

一方、周辺のさまざまな人々の話を聞けば、米軍とその走狗のために
どれほど多くの人々が名状しがたい不幸を経験したことか。私が被っ
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た不幸というのはせいぜい父母、兄弟、妻子と離ればなれになって、
私がひとりぼっちになったということであって、これは他の人々の不
幸に比べれば何でもないことではないか。
私はその後、私自身の胸の痛む経験は自らの胸の奥底にしまい込み、
毎日毎日を明るく楽天的に生き、自分に与えられた仕事を、いっそう
責任感をもって、いっそう熱を込めて、やりとげなければならないと
いう決意を誓い、また誓うのだった。

ここで彼は、他の人々の「不幸」と比較することによって、自らの「不幸」
を相対化しようとしている。また、家族への思いを胸の奥底に封じ込め、
ただ前を向いて研究と教育の事業に打ち込もうとする様子がうかがえる。
40年後に妻に宛てた手紙で彼が「心の深層構造のなかに深く埋めておいて
あった心情」と表現していたもの（1参照）は、まさにこれであろう。長い
あいだ秘めていたそうした思いを所々に入れ込みながら書き上げたテキス
トが、この回顧録であった。そのことは、回顧録が第三者を読者にしたも
のというよりは、離散した家族に向けて書かれたものだということを物語っ
ているように思う。

（3）民族のラング
　回顧録の最後に書かれているように、戦場から戻ってきた金壽卿は、一
家離散という「個人的」な経験を心の「深層」へと押し込めながら、「与
えられた仕事」、すなわち民族の言語理論を確立するのに尽力することに 

なった。
　スターリンの言語学論文は、発表から間もない1950年7月末付で、北朝鮮
の労働新聞社の雑誌『勤労者』に翻訳掲載された42。ただ、既に述べたとおり、

42 이・쓰딸린「언어학에 있어서의 맑쓰주의에 관하여」『근로자』14，1950．7，62～87쪽．
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それから間もなく学者たちは戦場へと動員されたため、すぐに対応するこ
とはできなかった。加えて、金壽卿が戦場から戻ってきたあとも、金日成
綜合大学は疎開を続けていた。1951年5月には中和から平

ピョンアン

安北
プッ

道
ト

の定
チョン

州
ジュ

へ移転され、9月には亀
ク

城
ソン

の郡内各地に分散移転され、1952年2月には平
ピョンアン

安
南
ナム

道
ド

の順
スン

川
チョン

の人民軍部隊駐屯地跡に移転した。平壌に金日成大学の学部
が少しずつ戻りはじめたのは1953年9月以降のことであり、大学校舎が完
工したのは1954年9月のことであった43。この間、1951年7月に、ソ連生ま
れの朝鮮人で当時は文化宣伝省次官の座にあった奇

キ

石
ソッ

福
ポク

がスターリンの理
論を紹介する論説を書いてはいるが、言語学の素養がある人物ではないた
め、その内容を十分に理解したものではなかった44。
　言語学者をはじめとした北朝鮮の研究者らがスターリン論文に正面から
取り組み、成果が出はじめたのは、その発表から2年ほど経った頃のこと
であった。その中心にいた人物が金壽卿であった。彼が中心人物であった
ことは、同時代のソ連の言語学者マーズルも報告している45。既に私はこ
のプロセスや内容について詳しく発表したことがあるので46、大学がまだ
平壌に戻ってきていない1952年の段階で発表された最も包括的な論文「言
語学の諸問題に関する I.V.スターリンの労作と朝鮮言語学の課業」47に焦点
を絞り、本稿の論点に関係のある点のみ論ずるにとどめたい。
　スターリンは、経済的な発展段階に対応して言語が変化するのではなく、
基礎語彙の蓄積と文法構造はゆっくりとしか変化しないと論じた。だから

43 前掲『김일성종합대학 10년사』79～94쪽．
44 기석복「쓰딸린의 언어학에 대한 리론」『인민』1951년7호．奇石福の経歴については、장

학봉 외『북조선을 만든 고려인 이야기』（경인문화사，2006，23～33쪽）を見よ。
45 Ю. Н. Мазур, “Корейская Народно-Демократическая Республика”, Вопросы Языкознания, 1952-3,  

p.121.
46 이타가키 류타（板垣竜太）、前掲論文。
47 김수경「언어학의 문제들에 관한 이．웨．쓰딸린의 로작과 조선 언어학의 과업」『언어학에 

관한 이．웨．쓰딸린의 로작 발표 2주년 기념 문헌집』조쏘문화협회，1952．
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こそ、スターリンは「言語がきわめてねばりづよく、強制的な同化に対し
て大きな抵抗力をもつ」と述べた48。金壽卿はこの箇所を最も重要視し、
ここに朝鮮語の「民族的自主性」（335頁）49の土台を据えた。すなわち彼は、
中国の漢字文化の支配、日本帝国主義者の強制的同化に対しても、朝鮮語
は基礎語彙と文法構造を保持して生き延びたと述べた。さらに、その朝鮮
語の「民族的自主性」を「今日の同化主義者、植民地主義者であり新たな
戦争の放火者である米英帝国主義者」への戦いの根拠とみなした（337-338 

頁）。このように、彼はまさに「機能的文体」によって明晰にスターリン
論文の位置づけを紹介し、そこから「民族的自主性」をキーワードに、朝
鮮語学の今後の課題を引き出したのである。
　ただ、金壽卿はラングとしての朝鮮語の同一性が既に成立している自明
のものと考えていたわけではなかった。金壽卿は朝鮮戦争前の論文におい
て、朝鮮民族が「まだ三千万同胞が完全に統一した言語、完全に統一した
文字をもてないでいる」と論じていた50。だからこそ、正書法の確立や文
法書と辞書の編纂などの言語規範化が必要だと論じ、実際そうした事業に
熱心に携わっていたのである。スターリン論文に関する論文においても、
最後には一貫した正書法の確立を求めている（353-354頁）。そう考えれば、
朝鮮語の「民族的自主性」もまた所与のものではなく、当為のものだった
のである。
　ここで重要なのは、このテキストが、何よりも自らの家族が離ればなれ
となり、同胞どうしが殺し合う状況のなかで書かれていたことである。こ
の論文の執筆環境からして、落ち着いた研究室からほど遠いものであった。
マーズルは1952年の報告のなかで次のように記していた51。

48 田中克彦、前掲書、210頁。
49 スターリンの用語では “natsional’noy samobytnosti” となっている。
50 김수경「문법 편수의 기본 방향과 조선어 신 철자법」『조선어연구』1（8），1949，140쪽．
51 Мазур、前掲論文、121頁。引用に際しては、スミルノフ・パベル氏の助けを受けた。
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野獣のような悪意に満ちた米国の空賊は大学に野蛮な空爆を与え、一
時的に平壌を占領することができた際に、10万冊以上所蔵していた大
学図書館を略奪し、実験室と教室を破壊し、その設備を盗み出し、無
傷で残った研究棟を爆破した。大学は山地に隠れた。教授、講師、大
学院生、学生は渓谷に行った。敵空軍の強盗的な空襲から身を覆って
くれる山峡や、小さい泥の民家には現在、教室、研究室、図書館、実
験室、食堂、寮が位置している。都市と農村で働く者たちは、学生に
米、紙、食器、履物、衣服を送っている。ソ連や中華人民共和国、ヨー
ロッパの人民民主主義の国々から科学実験室・研究室のための機械や
設備、教科書が贈り物として送られている。

この引用で描写されているように、金壽卿が論文を執筆していた頃、金日
成総合大学は平壌から40kmほど離れた順川の柏

ペク

田
チョン

里の谷間にあり、教員
や学生はそこからさらに5～10km離れた農村の家々に下宿して、副業とし
て営農をおこないながら研究と学習を重ねていた52。
　このように金壽卿をとりまく当時の状況は、家族が離散し、大学の構成
員も分散し、朝鮮半島は激しい争いによってずたずたに分断されていると
いう有様であった。そうした難境にあって、「民族的自主性」は自明の存
在とは決してなりえなかった。それは、朝鮮戦争という状況のなかで彼が
それに賭けるほかない未完のプロジェクトなのであった。

おわりに

　以上の叙述を、あらためてまとめてみよう。1946年8月に半ズボンに登
山帽という軽いいでたちで越北した金壽卿であったが、その4年後の1950

52 前掲『김일성종합대학 10년사』김일성종합대학，1956，93～96쪽．
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年8月に政治工作のために平壌から南部へ向けて出発した彼も、それがそ
の後の人生にとって決定的ともいえる大きなインパクトを及ぼす経験のは
じまりになろうとは、思ってもいない様子であった。国連軍の仁川上陸後
に形成が逆転しているのも知らず、彼は珍島での政治講習事業を終え、9

月下旬に光州に行ったときも、知り合いと秋夕の祝杯をあげているほどで
あった。彼が事態の深刻さに気づくのは、平壌に自力で帰還せよとの命令
を受けてからであったと考えられる。それでもまだ38度線を北に越えれば、
もうそれで安全だと考えてひたすら歩き続けたのだから、まだ状況は飲み
込めていなかったのである。
　東海岸にある故郷の通川が米軍の艦砲射撃でぼろぼろになっているのを
見て、金壽卿は再び山道をこえて平壌へ向かおうとするが、そこで人民軍
に出会って入隊することになった。彼は人民軍とともに北へと後退し、そ
れ以上進めなくなった地点においていったん宿営した。本来であればそこ
で除隊となり大学に復帰するところだったが、彼の語学力が使えると見込
んだ第2師団政治部長によって南進作戦に投入されることになった。その
ときもまだ自らの家族が他の同僚の家族と一緒に金日成大の疎開先にいる
だろうと思い込んでいた彼が、この指示を逡巡とともに受け止めていたこ
とは手記からもはっきりと見て取れる。
　南部での第二戦線構築作戦は非常に危険なものであり、軍団指揮部が中
央指示によって知識人らを除隊させ平壌に戻す政策を実行していなかった
ら、金壽卿の身もどうなっていたか分からない。しかし、九死に一生を得
て平壌に戻ってきた彼が知ったのは、家族がすれ違いで南に行ってしまっ
たという衝撃的な事実であった。しかし彼は家族離散の悲しみを胸の奥底
に封印し、与えられた言語学の事業、すなわちスターリン言語学論文の受
容に打ち込むのであった。
　これが手記の大まかな内容であるが、そこには数多くの知識人らの戦場
での動きが記されているなど、資料的価値が高い。ただ、この回顧録自体



3 リュックのなかの手帖 137

は金壽卿が主に家族に向けて書いたものである。そのため手記の節々に、
家族に対する思いや個人的な逡巡などを垣間見ることができる。
　この手記を、金壽卿の朝鮮戦争体験に関する別の文章と対照してみれば、
その叙述上の特徴は明らかである。『長編実話 人生の絶

メッ

頂
プリ

』（1996年）53は、
金壽卿が主人公として登場する小説である。作者は金日成綜合大学語文学
部の教員も務める作家リ・ギュチュンである。彼は大学創立50周年（1996 

年）に際して、かつての大学教員や学生らに取材して同書を書いた54。同
小説はかなりの頁数を割いて朝鮮戦争のときの金壽卿を描写しているが、
その内容から判断して、おそらく作家が回顧録を参照しながら創作した作
品だと考えられる。しかし、その中身は大胆に書き換えられている。朝鮮
人民軍とともに南部に再侵入することを決意するくだりも、逡巡したよう
な様子は全く記述されていない55。病の床で刷り上がったばかりの本書の
見本に目を通した金壽卿は、代筆によってトロントの妻に手紙を書いた。
率直な感想のような言葉はみられないが、この本のことを「内容は、革命
的信念と義理をかたく守りながら、偉大な首領に対する忠誠の心をもち、
朝鮮語学の建設と発展のためにあらゆるものを捧げた私の姿を基本にすえ
て描写しています」と要約している56。その彼の評価どおり、この小説は、
まさに回顧録のなかの「副次的」で「偶有的」なものを切り捨ててできあ
がった国家の物語である。
　それに対して、金壽卿がもっぱら家族に対してその離散の原点となった
朝鮮戦争経験を語った回顧録の方は、そうした揺れやその都度の思い、さ
らには実際には泡のように消えてしまった未来への夢想までをも描き出す

53 리규춘『장편실화 삶의 메부리』금성청년출판사，1996．
54 これ以外に、金壽卿の京城帝大時代の同期生であり共に越北した歴史学者・金錫亨を主人
公とした小説（리규춘『장편실화 신념과 인간』금성청년종합출판사，2001）もある。

55 前掲『삶의 메부리』124～125쪽．
56 1997年5月9日、金壽卿→李南載書簡。
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ものであった。しかし、彼の回顧録は、そうした「個人的」な思いを表出
するやいなや、すぐそれを「社会的」なものによって乗り越えるような叙
述を繰り返していた。その点において回顧録は、結果的に、彼がスターリ
ンの言語学論文を受けて書いた著作で力説した言語の「民族的自主性」と
いう論点とも矛盾なく接続するテキストとなっている。といっても、私は、
彼が言語学論文や回顧録を通じて表明した「民族」というものへの思いが
偽りだとか、職業上割り切って書いているにすぎないなどと評価したいわ
けではない。暴力と憎悪によって民族が引き裂かれ、家族が離散し、一人
北朝鮮に取り残された金壽卿にとって、ただ「全人民的」なものと想像さ
れた言語こそが、ばらばらになったものをつなぎ合わせてくれるとの思い
を託すことができるリアルな存在だったことは、十分あり得る。そして、
その思いは彼の生涯のなかでは決して達せられることがなかった。

（謝辞）貴重な資料を見せてくださった金壽卿のご遺族にまずは感謝したい。資料につ
いては、Lev R. Kontsevich、コ ヨンジン、鄭雅英のお世話になり、ロシア語の読解につ
いては Smirnov Pavelの助けを借りた（以上、敬称略）。この場で謝意を表したい。なお、
本論文は、JSPS科研費 JP16K02019の成果である。
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（資料）《リュックのなかの手帖》に記録された《日記》

※回顧録の「附録1」より抜粋、翻訳。

1950． 8．9．  平壌発。（大同江駅）［汽車］
 8．10．  黒橋駅着、発。
 8．11．  新幕着。
 8．12．  〃
 8．13．  〃
 8．14．  新幕発［徒歩］
 8．15．  汗浦着、発。
 8．16．  開城着。
 8．17．  〃
 8．18．  開城発、長湍着。
 8．19．  長湍発、汶山着。
 8．20．  汶山発、ソウル着。
〔略〕
1950． 11．28． 午後5時 南興里発。（泰成の満1歳誕生日）（2師4連隊政治部連隊

長とともに）
 11．29． 午後3時 （甲峴嶺）北洞鷹

メッ

谷
コル

着。
  午後5時 鷹谷発。
  午後11時 上

サンジッチャム

地站着。
〔略〕
 3．1． 午前6時 華川郡上西面九雲里着。（惠英の誕生日）
  午後7時 九雲里発。
 3．2． 午前6時 鉄原郡鉄原面栗梨里（リョンダム）着。
  午後7時 栗梨里発。
 3．3． 午前5時 平壌着。
 3．11． 午後8時30分 中和郡南串面坪湖里着。（金日成綜合大学教員集結所）
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1．はじめに

　中国朝鮮族の歴史を研究してきた私は、延辺朝鮮族の弁士・崔
チェ

海
ヘウォン

元（1937

～？）が書いた大量の日記帳を発見し、とても興奮した。それはなによりも、
彼の内面世界をのぞき込めるのではないかという期待を抱いたからであっ
た。毛沢東の時代、当時発行された印刷物を通じて個人の内面を知るのは
簡単ではない。資料として一般に使用される新聞や雑誌類は党の宣伝物だっ
たので、人間の内面世界がストレートに反映された文章を目にすることは
極めてまれである。
　もう1つの理由は、歴史史料としての価値にある。海元は、小学校と中
学校、そして1年の簡易園芸大学出身という学歴のもち主であったが、日
頃から学びの姿勢を維持しつづけた誠実な人物であり、世の中の問題に多
くの関心をもつ知識人であった。彼の日記には当時の歴史的に重要な事件
が豊富に記録されている1。
　ところが海元の日記を何度も読み返していると、それは内面世界を書き

4 中国朝鮮族の弁士・海元の生涯と日記

廉
ヨム

　仁
イ

  鎬
ノ

―毛沢東時代を中心に―

1 海元の日記（以下、『日記』と記す）を使った論文には次のようなものがある。廉仁鎬「조

선족 변사 海元의 활동 분석을 통해서 본 1960년대 상반기 연변조선족 사회와 한반도와의 

관계」『한국근현대사연구』67，2013（以下、廉仁鎬（2013b））；廉仁鎬「조선족 변사의 

北京，拉薩，日喀則 訪問 日記를 통해서 본 서장 장족 사회의 변동（1950-1965）」『한국학

논총』39，2013．（以下、廉仁鎬（2013c））
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つづったいわゆる普通の日記とは性格が異なっていることに気づく。海元
が生きた時代は一時、日記の執筆とその回覧が奨励され、海元もそのよう
な風潮のなかにいた。他人に見られるということを前提に書かれたもので
あるとすれば、はたして日記の真実性をどう考えるかという問題が生まれ
る。海元日記を史料として用いるためには、史料批判をともなった分析が
必要であろう。
　本稿では、海元の日記を彼の人生との関連のなかで考察する。彼はどの
ように生き、それによって日記はどのように書かれたのか。また逆に、日
記を書くことが彼の生き方にどのような影響を与えたのか。紙幅の都合上、
毛沢東時代に限定して検討を行った。
　本文は、政治・社会的な環境を基準に分けられた3つの章からなる。第2

章では日帝が敗亡し、中国共産党八路軍が延辺に到達した1945年の下旬か
ら、朝鮮族人民が生きる道を求め北朝鮮に大量に不法移住、すなわち脱中
入北した1962年までを扱う。ただしこの時期に書かれた80余冊の日記帳は
現在に伝わっていないので、主な特徴のみを〔のちの日記の回想的記述から〕

推しはかって記述した。第3章では、農村社会主義教育運動期を取り上げ 

る。中国共産党中央は1963年2月に農村社会主義教育運動の実施を決定し、
同年7月以降に中央と地方で大々的にそれを実行した。この時期の日記は
正規の日記帳30冊が残っている。第4章は、プロレタリア文化大革命の期
間（1966．5-1976．10）を検討する。10年にわたる文革期間のなかで海元が精
力的に活動した1968年夏までの2年間をもっとも集中的に検討する。1966

年のものは正規の日記帳1冊が、1967年は正規のもの7冊と非正規のもの5

冊が、1968年は正規3冊、非正規2冊が残っている2。

2 「正規の日記帳」と「非正規の日記帳」という用語については4章の2節で解説する。 
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2．8．15解放から「外流」までの時期

（1）北朝鮮、兄、文学
　海元は、1937年に満州国間島省延吉県徳新郷で生まれた。7歳の頃に和
龍県に引っ越してからは、生涯のほとんどを同地で過ごした。そこで小学
校と中学校、そして簡易園芸大学に1年間通い、1959年3月に和龍県移動映
画放映隊（映写隊）に就職後、ながいあいだ放映隊の解説員（弁士）として
活動した。1982年からは和龍市内の映劇院の経理として一定期間活動し、
1998年5月をもって映画界から退いた。
　日帝期、和龍県は、間島省の5つの県のなかでもっとも朝鮮半島に似た
地域であった。和龍県から狭く長い豆

トゥ

満
マン

江
ガン

を渡るとすぐに朝鮮半島であっ
た。5県中朝鮮人の割合がもっとも多かった。1933年現在、和龍県の5つの
郷社の総人口は11万3,190名であったが、そのなかで朝鮮族は10万921名で
全人口の89.16％を占め、漢族などその他の民族は1万2,269名で10.84％に
過ぎなかった3。
　地理的な近さに加え人口の絶対多数が朝鮮人（朝鮮族）であったことから、
和龍県は日帝期につねに抗日武装闘争の現場でありつづけた。青山里戦闘
が展開された場所（1920）であり、満州で初のソビエトが設立された場所 

（1930）であり、紅旗河戦闘が行われた場所（1940）であった。1964年6月
30日現在和龍県の人口は17万8,923名であり、うち朝鮮族は11万9,480名で
全体の66.78％、漢族は5万8,349名で全体の32.61％を占めていた4。
　海元の人生のなかで北朝鮮とのつながりは非常に重要であった。北朝鮮
は一時彼の希望を実現しうる場所として認識されもしたが、彼に苦痛をも
たらした場所でもあった。

3 和龍県地方志編纂委員会編『和龍縣志』長春：吉林文史出版社、1992、81頁。
4 和龍県地方志編纂委員会、前掲書、82頁。
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　海元は1957年3月、そして1962年8月に豆満江を渡り、北朝鮮を不法に訪
れた。北朝鮮に行ったのは第1に、兄とのつながりのためであった。独立
軍の隊員の娘であった彼の母親李

リ

氏（1910-2001）は、はじめは鄭
チョン

氏と結婚
し1女1男（ヨンホ〔영호〕）をもうけた。この初婚の夫が死んだ後、彼女は
扶
プ

安
アン

崔
チェ

氏と再婚し、1女1男（海元）を産んだ。海元が7歳の頃に実父が亡く
なると、生活のため、母は子どもたちを連れて和龍県の金

キム

氏と3度目の結
婚をした。義父となった金氏は海元が中学卒業を目前にひかえた1954年夏
に死亡した。
　唯一の男兄弟であるヨンホ（1930-1971）は、海元にとって誇らしく、父
のように頼もしい存在であった。兄ヨンホは1947年に延辺で中国共産党の
軍隊である東北民主連軍に入隊し、国共内戦に参加した。兄は四平戦闘 

（1948）と平津戦役（1949）に参戦して大きな功績を残し、海南島の解放戦
闘にも参加した。それらの業績が認められ、1949年2月27日には19歳の若
さで中国共産党の党員となった5。兄は1950年春に所属部隊の北朝鮮への
移動とともに入北し、人民軍の一員として朝鮮戦争に参加し、停戦後には
北朝鮮で人民軍将校となって勤務した。海元は北朝鮮人民軍の将校である
兄を、自分を救済してくれる存在として認識しており、兄は海元が歩むべ
き道を照らしだす精神的支柱であった6。
　母は慈悲深く徳の厚い人物であったが、夢が大きく「頑固な」海元に対
して決定的な影響力をおよぼすことはできなかった。海元は義父が自分を
かわいがってくれているという事実を知ってはいたが、貧しかった彼に大
した期待は寄せていなかったようだ。しかも早くに他界してわずかながら
も頼ることができなくなると、兄への期待はますます膨らんでいった。
　1956年に兄が休暇で和龍に戻ってくると、勉強がしたいので北朝鮮に連

5 『日記』1965年7月20日付。
6 『日記』1964年2月27日付；1965年7月20日付。



日記からみた東アジアの冷戦146

れて行ってほしいと頼んだが、兄の返事は待てというものであった。翌
1957年3月、待ちきれなくなった海元は書籍を包んだふろしきをかついで
豆満江を渡り、休戦ライン付近で勤務する兄を訪ねたが、またもや待てと
いう兄の「指示」を受け、涙を呑んで延辺に引き返した7。
　1962年8月、彼は再び豆満江を渡った。このときに越境したのは海元だ
けではなかった。1961年から1962年にかけて、大量の満州朝鮮族人民が豆
満江や鴨

アム

緑
ノッ

江
カン

を越えて北朝鮮に渡った。大躍進運動の失敗、3年間つづい
た自然災害によって中国全土が飢餓にあえぎ、多くの餓死者を出した。そ
んななか新疆など中国国境地帯の少数民族人民の脱出は急激に進んだ。脱
中入北した朝鮮族人民は5～6万名とされている8。延辺の朝鮮族幹部たち、
しかも延辺朝鮮族自治州の現職副州長すらも北朝鮮に不法入国した。当時
中国では朝鮮族の脱中入北を「外流」と呼んでいた。海元の入北は、この
外流の流れに便乗したものである。海元もまた経済的な事情に苦しんでい
た。そのため母の分だけでも口減らしをしようと、兄から母受け入れの同
意を引き出すが北朝鮮に行った目的の1つであった。
　2つ目の目的は、作家となる夢を実現するためであった。海元は雄弁で
あり、その才能は生まれもったものだった。幼少の頃、母方の祖母の家で
夜通し会話に耳を傾けては、それを友人たちに巧みに語り聞かせた過去を
ずっと記憶していた9。小学生の頃から文学に関心があった。貧しかった海
元にとって、文学は現実を超越することのできる唯一の突破口だったよう
である。小学校高学年のときに北朝鮮の作家趙

チョ

基
ギチョン

天・閔
ミン

丙
ビョンギュン

均 の模倣詩を
詠み、先生や学生たちを感動させたという10。中学校に入ると、作家を夢

7 『日記』1964年7月9日付。
8 廉仁鎬「재만 조선인 항일투쟁사 서술과 ‘중국 조선족’의 탄생」『동아시아 한국학의 분화

와 계보』소명출판，2013．（以下、廉仁鎬（2013a））
9 『日記』1963年8月17日付；1980年4月4日付；1999年2月1日付。
10 『日記』1963年8月7日付。
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見る理想主義者となった。日記によると、「朝鮮語の先生キム・ヨンホ〔김

용호〕先生の多くの啓発と支援のもと、文学に志をもつ」ようになり、「キ
ム・チュンテク〔김춘택〕先生」からは、青年は大きな理想を抱くべきであ
り、それがなければ「一生を無意味に過ごすという教育」を受けた11。
　だが義父の死亡により高校進学に挫折すると、納戸に籠もって日記を書
くようになった。1959年3月に和龍県の移動放映隊に就職したが、作家の
夢はあきらめてはおらず、1962年8月朝鮮族人民の「外流」に便乗して豆
満江を越えたのである。当時海元は平

ピョン

壌
ヤン

を訪問して抗日パルチザンの女
性隊員であった金

キム

明
ミョン

花
ファ

に会い、彼女に関する作品を書き、それを背景に
北朝鮮で作家学校に通うつもりであった12。ところが平壌には着いたが縁
故がなく、金明花にはついに会うことができなかった。その後、平壌歴史
博物館を訪れたが、そこの館長が昨年9月まで延辺自治州の副州長を務め
た石

ソク

東
トン

洙
ス

だということを知る13。そして開
ケ

城
ソン

の兄に会い、ふたたび豆満江
を渡って和龍に帰着した。
　帰郷後はもういちど北朝鮮に渡る準備をはじめた。今度は平壌の歴史博
物館の石東洙と関係を作ろうとした。海元は歴史博物館の解説員になるこ
とを夢見た14。石東洙はもともと金

キム

日
イル

成
ソン

が率いた部隊の隊員であったが、
解放後は延辺でさまざまな官職についた。1961年9月には自治州の副州長
の身分で北朝鮮に入った15。このような脱中入北は、当時の満州朝鮮族社
会がいかに劣悪な状況であったかを物語るものであるが、それは中国当局
に対しても大きな衝撃を与えただろう。文革時に石東洙は、「国を裏切り

11 『日記』1964年7月9日付。
12 『日記』1968年8月24日付。海元は早くに『敦化の樹林のなかで』という金明花の回想記を
読んでおり、それをもとに「映画のシナリオ」を書こうとした（『日記』1968年7月29日付）。

13 『日記』1968年7月29日付。
14 『日記』1968年8月24日付。
15 中共延邊州委組織部외 編著『중국공산당연변자치주 조직사』연길：연변인민출판사，

1991，255쪽．
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投降（叛投）した反華の頭目」と非難された16。
　北朝鮮から帰ってきた海元は、延吉に居住する石東洙の家族たちと積極
的に接触しようと試み、彼らが入北するのであればついていく考えであっ
た。しかしそれは叶わなかった。現実的に入北は困難であり、徐々に海元
は中国に定着する方向で気持ちを固めていった。

（2）失われた82冊の日記と「不穏」な内面世界
　海元は小学校4年生の頃から日記をつけはじめた17。学校当局が教育の
一環として児童に日記を書かせたのであろう。おそらく日記の訓練は日帝
期からあっただろうし、それが解放後にも満州や南北朝鮮で継承されたよ
うである18。
　海元は中学生になってからも日記をつけていたが、劣悪な家庭環境のせ
いで高校進学に挫折すると、「慨嘆とため息のただよう日記を農村の納屋
の片隅で書き、日記の上に嘆息の涙をまき散らした」19。日記は挫折した
現実に対する鬱憤を吐露する場であった。孤独だった彼にとって、日記帳
はほとんど唯一の友だちであったろう。また、日記を書くことは文学の訓
練という意味もあったであろう。
　日記の執筆はその後、1956～58年の簡易園芸農業大学在学時にもつづけ
られた。1959年3月、和龍県放映隊の解説員に就職した後もそれはつづい 

た。1963年3月末の日記には、解説員になった後「日記は4年間1640日間書
いた」とある20。就職してから4年半のあいだ、ほとんど毎日書きつづけ

16 『日記』1968年8月17日付。
17 『日記』1964年7月9日付。小学2年のときに書きはじめ、4年生になるとほぼ毎日のように
書いたという記述もある（『日記』1999年1月1日付）。

18 韓国では李潤福日記（1963年）が有名である。李潤福もまた担任の先生の指導により日記
をはじめた。이지호「‘윤복이 일기’의 재평가」『문학교육학』17，2005．

19 『日記』1982年10月11日付。
20 『日記』1963年9月29日付。
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たのである。
　ところが1963年7月28日以前の日記は現在まで残っていない。同日以前
の日記帳はすべて文化大革命によって失われてしまった。現在残っている
のは第83巻（1963．7．28-10．3）からである。文革の際に消失した日記帳は第1

～82巻まで、すなわち82冊にも上る。のちの日記によると、文革時に家族
写真と北朝鮮から送られてきた「兄の手紙」、そして「私の日記」を「す
べて火に入れ」たという21。
　また別の日記によると、文革時に海元のもっていた財産といえば中学生
の頃から小銭を集めて買った数冊の本と、小学校時代から書いてきた日記
帳であった。それなのにこれらの日記は「反動日記」として批判されたと
いう。同じ日の記録によると、彼が所有していた「本はみな ‘毒草’ として
火の中に投げ込まれ」たというが22、おそらくこの時に日記帳も一緒に焼
かれたのであろう。それにしても日記帳にはどのような内容が書かれてい
たのか。いかなる記述が問題となり「反動日記」として非難されたのだろ
うか。
　焼却された1963年以前の日記帳は、その後の日記帳とは異なり、内面世
界を率直につづっていたことは間違いない。その後の日記では、文革によ
る日記の焼却を非常に悲しんでいる。それは海元が10歳の頃から書きはじ
めたものであり、「私生活記」であり、「死ぬ時も棺の中に入れて持ってい
くという世のいかなる秘密もすべて書くという自白書、生の記録」であっ
た23。
　単なる私生活記であったならばあのように反動日記とは認識されなかっ
たであろう。そこには、文革時に決して許されなかった、中国が祖国では

21 『日記』1999年2月3日付。
22 『日記』1980年2月3日付。
23 『日記』2004年3月26日付。
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なく北朝鮮が祖国であるという北朝鮮祖国観が根底にあり、金日成を崇拝
する内容が書かれていたのである。そのような内容は、海元に災いをもた
らし、焚書の原因を提供したのである。
　北朝鮮のスパイとされた1968年8月、海元の日記帳は一般群衆に公開さ
れた。そこには「金日成を赤い太陽」であるとし、「朝鮮」すなわち北朝
鮮を祖国と呼んだという内容がある24。これよって、「世界でもっとも幸
福な毛主席のいらっしゃる偉大な祖国中華人民共和国に暮らしながら朝鮮
を祖国である」とした海元は、「身体は中国にあるが頭は朝鮮に行ってい
る奴」という非難を受けた25。
　また、日記には朝鮮族の祖国は北朝鮮であり、日帝期に延辺の朝鮮族は
金日成の領導のもと抗日武装闘争を展開したとも書かれている。具体的に
は、延辺朝鮮族の祖国は「朝鮮」であるが、「日帝の奴らに仕方なく追わ
れて中国に来た」のであり、彼らは「祖国を取り戻すため」金日成の領導
のもと抗日武装闘争を展開し、結局「日帝の奴らを追い出して祖国を取り
戻し、社会主義国家を建立」したといいう内容である26。このような文章は、
「毛主席と中国共産党の領導のもとに延辺抗日武装闘争が進行」したとい
う公式説明に反するもので、また「延辺朝鮮族人民」は「祖国・中華人民
共和国の大家庭の一個の少数民族」という毛沢東の言葉を全面否定する反
革命的言辞として糾弾された27。
　以上みた海元の見解は、解放直後であったとすれば問題になりえないも
のであった。1948年12月、中国共産党延辺支部書記（漢族）は、自身が作
成したある文書のなかで満州朝鮮人の祖国は朝鮮民主主義人民共和国であ
ると明言した。また、6．25戦争が勃発し国連軍が38度線を越えて北に進軍

24 『日記』1968年8月17日付。
25 『日記』1968年8月17日付。
26 『日記』1968年8月17日付。
27 『日記』1968年8月17日付。
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してくると、党延辺支部の機関紙は朝鮮人民に自分たちの祖国に帰って祖
国を保衛しなければならないと訴えた。解放直後は満州各地の中国共産党
占領地区の朝鮮人社会では、金日成崇拝が公然と行われていたのである28。
　しかし北朝鮮の祖国観や金日成崇拝は、1952年9月の延辺朝鮮族自治州
成立以降は、次第に「不穏」視され、公的な場では語られなくなった。日
記ではそれが可能であったが、文革時にはそれすら保護されなくなり、 

「不穏」な内容は公開され、罪証とされたのである29。

3．農村社会主義教育運動の時期

（1）有能な弁士と党支部書記
　1962年8月に北朝鮮を再訪した海元は、帰ってきてからも先に述べたよ
うにしばらくは落ち着かず、もう一度北朝鮮を訪問するために努力した。
しかし条件が整わず諦めざるをえなかった。
　現存の日記でもっとも古い第83巻（1963．7．28-10．3）を見ると、北朝鮮に
対する未練が残っていたことがわかる。7月29日の日記には、金日成部隊
の女性隊員でもあった金明花を讃える長編詩がつづられている。また、10

月3日の日記によると、親友と酒を飲みながら胸中を語り合った際、友人
は来年北朝鮮に行くと打ち明けた。しかし海元は、「本当に祖国に行くの
であれば」「中国共産党の党員になって」から行くと述べた30。その2日前
の日記には、1967年頃に出発するだろうと書かれている31。これらの記述

28 以上については、廉仁鎬『또 하나의 한국전쟁 -만주 조선인의 ‘조국’과 전쟁』（역사비평 

사，2010）を参照。
29 「不穏」問題については、鄭昞旭『식민지 불온열전：미친 생각이 뱃속에서 나온다』（역

사비평사，2013）を参照。
30 『日記』1963年10月3日付。
31 『日記』1963年10月1日付。
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から、北朝鮮と中国のあいだで揺れ動く海元の姿が見てとれる。しかし次
第に中国を離れるとの気持ちは薄れていき、中国に愛着をもつようになっ
ていった。
　北朝鮮行きの断念と中国への愛着には、1963年2月に中国共産党中央が
決定した農村社会主義教育運動が密接に関わっている。詳細は後述するが、
それまで海元は、山間部の村々を回りながら映画を上映・解説することに
は展望を見いだせないでいた。俳優の言葉を真似して再現する「オウム」
のようであるとさえ思っていた32。しかし社会主義教育運動が次のように
進展するなかで放映隊の地位は著しく向上し、海元の職業に対する愛着は
増していった。
　1958年の大躍進運動の失敗により中国全土に飢餓が蔓延すると毛沢東の
威信は低下し、一方で調整政策を推進した国家主席劉少奇の位

プレゼンス

相が高まっ
た。守勢に立たされた毛沢東は、階級闘争を忘れてはならないという主張
をもちだしてきた。現在の難局は、社会主義革命に反対する旧支配層があ
ちこちに潜伏し革命を妨害しているために起こったものだと説明し、階級
闘争は継続されねばならないと主張した。こうして毛沢東は1962年9月、
農村社会主義教育運動を発議し、党中央は1963年2月にその受け入れ実施
を決めた。同年7月以降は、中央と地方の各級機関が大規模な工作隊を派
遣し、県と人民公社において社会主義教育運動を展開するにいたった33。
延辺では、6月末にすでに農村社会主義教育運動の試験事業が各県と市に
おいてつぎつぎに始まっていた34。
　農村社会主義教育運動が展開され、農村の移動放映隊の役割も強化され
た。この点は1964年12月7日に北京で開かれた全国映画発行・放映工作会

32 『日記』1964年7月10日付。
33 이흥길「뇌봉（雷鋒）학습운동과 그 배경」『역사학연구』10，1996，121쪽．
34 연변당사학회 편찬『연변 40년 기사』연길：연변인민출판사，1989，189쪽．
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議である中国共産党中央宣伝部の副部長・周揚の演説から確認できる。彼
は「社会主義建設のなかで文化領域における映画の作用はとても」大きく、
「映画はもっとも有力に、もっとも有効に教育する工具」であると述べた。
とくに「社会主義教育運動」などの需要に答えるため積極的に革命素材の
映画をつくり、「農村に広大な放映網を建立」しなければならないと主張
した35。
　日記によると、社会主義教育運動が行われたこの時期、3～4名からなる
放映隊はつねに人民公社の党幹部たちと協力しており、村に入るときには
彼らの協力をえて村の敵対勢力と友好勢力を判別した。また、友好勢力を
称賛する資料を用意し、村人をあつめて幻灯機〔スライド映写機〕で上映し
つつ、解説のなかで敵対勢力が存在しているので階級闘争を忘れてはなら
ないと強調していた。農村映画放映隊の解説員は、いまや人民の教育を担
当する教師となり、党は「紅い宣伝員」となっていた36。
　農村社会主義教育運動が行われるなか、和龍県や延辺自治州、そして吉
林省の党高位層は、この教育運動を先導するための模範を創造しようとし
た。海元はもともと和龍第4放映隊（勇化郷）の解説員であったが、和龍県
の映画放映管理所（電影放映站）の党支部から和龍第1放映隊（徳化郷と蘆果郷）

に転勤となった。それが1963年8月初めのことである。党支部はとくにこ
の第1隊に愛着をもっていた。和龍県映画放映管理所所長イ・フンソク〔이

흥석〕は40代の中年であったが、第1隊の若い隊員たちと行動をともにした。
彼は映写機と発動機、フィルムなどを牛車に載せ、今日はこの村、明日は
別の村へと移動して回った。あるときには高い尾根を登り、またあるとき
には千尋の断崖絶壁のうえを恐る恐る歩いて移動した。雪や雨で牛車が動

35 『日記』1964年12月7日付。
36 『日記』1964年5月8日付。海元の職場である和龍県映画放映管理所の傘下には、市内の映
画館1つと8つの移動放映隊があり、管理所に所属する人数は40余名であった。一方、延辺
全体には41個の移動放映隊があった（『日記』1964年8月16日付）。
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けないときには隊員たちとともに装備を背負って登り、越えなければなら
なかった。
　和龍県、延辺自治州、または吉林省の指導者たちは、海元の解説が無声
映画時代の弁士に負けなていない点を評価してこの第1放映隊に配置し、
同隊を全国の少数民族から称賛される隊にしようと考えていた。第1放映
隊が移動するときには吉林省、または中央からきた記者が同行取材し、同
省または全国で報じられることがしばしばあった37。農村放映隊の重要性
が積極的に強調された社会主義教育運動期において、和龍、延辺、吉林省
の指導者たちには、第1隊のような放映隊の模範を創り出すことで自分た
ちの政治的地位を固めるという目的もあったろう。同隊が注目されるほど、
解説員海元の地位も高まっていった。
　党中央の機関紙である『人民日報』1964年6月8日付では、「長白山の上
の映画放映隊」という見出しの記事でこの放映隊の事績が扱われており、
解説員海元にも言及されている38。一方、中国映画発行・放映公社は、全
国の少数民族映画宣伝事業現地会議を1964年8月に延吉市で開催した39。海
元は、この全国会議に代表として参加し、解説を実演してみせた。会議場
の近くには「全国優秀移動放映隊である和龍第1放映隊の先進事績展覧館」
が設置され、各少数民族の代表たちが観覧した40。会議期間中、海元は漢族、
蔵族〔チベット族〕、蒙古族など、全国各地からきた民族代表たちと交流す
ることができた。当時の日記には朝鮮半島人民のような朝鮮人としてのア
イデンティティよりは、55の少数民族の一員としてのアイデンティティと
自負心が強く表れている。

37 例えば北京からきた『民族画報』の記者は、1964年5月11日から4日間第1放映隊に同行取
材した（『日記』1964年5月11日付）。

38 『日記』1964年6月14日付。
39 연변당사학회、前掲書、211頁。
40 同上。
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　海元の自負心をいっそう刺激したのは、1965年春に西蔵に赴いて蔵族の
青年解説員を要請したことである41。同年10月の国慶節には代表に選ばれ、
北京で毛沢東が直接査閲する天安門の門楼での示威行事に参加した。
　海元のこのような出世には、和龍県映画放映管理所の鄭利敦党支部書記
が大きな役割を果たした。彼が支部書記として赴任した1962年当時、和龍
の映画系統の隊伍内では飲酒が問題となっており、中国での活動が安定せ
ず北朝鮮に流出する現象が現れ、仕事における革命性、科学性、組織規律
性が失われていた42。大躍進運動の失敗、3年自然災害による飢え、そし
てそこから抜け出すために蔓延した脱中入北現象などが、映画系統におい
てもそのまま出現したのである43。海元もまた当時は愛飲家であったし、
先述のように不法に北朝鮮に行ったりもした。海元は「オウムのように」
「他人の言葉をモノマネする解説」に嫌気がさしはじめ、農村放映隊には
希望がないと周囲に言いふらした44。新任の支部書記は社会主義教育運動
とともにこのような傾向を是正していった。
　海元を改心させた「事実」は新聞でも記事化された。『延辺日報』1964

年7月29日付には「人々の心の中にいる支部書記」という見出しの記事が
掲載されたが、そこでは支部書記が海元に対して「20余回の教育」を施し
たとされている45。その内容は、「頑固で落後した人物」、すなわち問題の
多い人物である海元に対して忍耐強く教育を施し、党の政策を忠実に遂行
する有能な紅い宣伝員に育て上げたというものであった。

41 これについては、廉仁鎬（2013c）を参照。
42 『日記』1967年4月24日付。
43 食糧難が深刻だった1961年、海元は「木の皮のおかゆ、稲くずの餅、松の皮を食べ」て映
画解説を行い、途中で「倒れたこと」もあったという（『日記』1963年8月17日付）。

44 『日記』1964年7月10日付。
45 『日記』1964年7月30日付。
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（2）日誌としての日記
　約3年分の農村社会主義教育運動期の日記帳は正規のものが30冊にのぼ
るが、それらは次のような特徴をもっている。
　第1に、毎日の活動状況を客観的に記録した日誌としての性格をもつ。
この期間の日記には膨大な事実が細かく記録されている。例えば各地の農
村を訪ねて移動する過程、到着して村を理解する過程、映画の上映と解説、
群衆座談会と映画に対する反応などが記録されている。また、延吉市で少
数民族映画宣伝事業現場会議が開かれると、その時にあった出来事が詳細
に記録された。北京に行ったときには故宮、明十三陵、頤和園、少数民族
展覧館などの観覧記、中央文化部での出来事等が詳しく書かれ、1965年春
に西蔵を訪問したときには、西蔵の歴史、自然、政治、人心等々、あらゆ
る情報が大変詳しくに残された46。冬には冬季訓練が行われるが、毛沢東
選集などを読んで討論した話、党支部書記の言葉や評価などが詳細に記録
されている。
　日記は村の会館（公所）で、または個人宅で寝る間を惜しんで書いたり、
牛車での移動の休憩時間に書いたり、ときにはほかの人に解説を任せてお
いてその隙に書いたりもした。また、長春、北京、西蔵に行くときには、
列車の中や賓館でも書いていた。
　第2に、ほとんどの日記は公開されることを前提に書かれた。第2章で紹
介したように、第1～82巻の日記は「私生活記」であり、「死ぬ時も棺の中
に入れて持っていくという世のいかなる秘密もすべて書くという自白書、
生の記録」であった。誰の目も気にせず内面世界を記録することができた
のである。第83巻（1963．7．28-10．3）も同様である。しかし時が経つにつれ、
日記帳を和龍県映画放映管理所の党支部書記や吉林省の担当所長などが読
むということを意識しながら書くようになった。

46 これについては、廉仁鎬（2013c）を参照。
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　では、いつから海元の日記を上官たちに見せるようになったのか。吉林
省の担当所長に日記帳を見せるきっかけとなった出来事が、日記に書かれ
ている。
　1964年4月、第1放映隊が8戸しかない虎谷村に行ったときのことである。
これには吉林省映画管理処の宋処長（漢族）と新聞記者が同行した。宋処
長が映画解説の活動で困難な点があれば教えて欲しいと述べると、海元は
必要であれば「日記があるので」それにもとづいて時間をかけて整理する
ことができると答えた。このように答えたことで、日記を書いているとい
う事実が「暴露」されてしまった。宋処長は、当時の日記には「秘密はな
いか」と質問し、海元は「無いと答えた」。宋処長はならば見せて欲しい
といい、それから海元はしばしば日記の閲覧を許した47。
　和龍県映画放映管理所の党支部書記（鄭利敦）に対していつから日記を見
せるようになったのか、現在は知ることができない。ただ、1964年5月27日
付の日記によると、この日海元は支部書記に会っている。支部書記との別
れ際に、海元は「日記帳2冊をその場に置いて来ようとしたが、そのまま
下りてきた」と書かれている。したがって、同日以前からすでに日記は見
せていたようである。一方、同月30日付の日記には、「この日記帳に ‘一切
は党へ！’ という文章を1か月書いて鄭書記に差し上げる」とある。それに
つづいて鄭書記宛の手紙という形式の比較的長めの文章が書かれている48。
支部書記の閲覧が前提された日記の執筆であったことがここからもわかる。
　他方、1964年7月10日付の日記には、支部書記から日記帳をもってこい
と指示されたのでこの日西城の家にきたとある〔西城は和龍県の市街地名。当
時海元の家が西城にあり、日記帳をそこに保管していた〕。支部書記は、吉林省の
宋処長の「要求」にもとづいてそのような指示を出したのだという。海元

47 『日記』1964年4月7日付。
48 『日記』1964年5月30日付。
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日記は、この時点で上官たちに回覧される日記としての性格をもっていた
といえるだろう。1964年10月28日から同年11月25日までの出来事を記録し
た第95巻の日記帳の最後のページには、「支部書記」が「ご覧になって私
が真正な人間になるよう、党の素晴らしい息子となるよう、批評と指導を
してください」と書かれている49。海元は翌1965年の春、西蔵に行く途中
の北京で、また拉薩に着いてからも、日記帳を支部書記に送った50。
　このように、上官にささげる日記になってからは、文章がきれいに清書
されている。第83巻では判読不可能なほど悪筆でかかれたものが多かった。
ときには酒を飲んで書いたのか、ひどい感情の起伏が見られることもあっ
た。ところがある時期からは、公開を前提とした、きれいに清書された日
記が書かれはじめた。公開を前提としているだけに内面世界をあるがまま
に描写するのは難しかったであろう。当然、異性の問題や恋愛感情のよう
な内容は入り込む余地がなかった。

49 『日記』1964年11月25日付。海元はこの日記帳を1964年11月29日に長春の「省公司同志」
に送った（『日記』1964年11月29日付）。

50 『日記』1965年4月6日付。

100冊目の日記の最初のページ
（1965年4月6日、
 西蔵拉薩ポタラ宮前宿所にて）
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　海元は自分の日記を上の指導者たちに読ませるために提供しただけでな
く、海元自身も10代後半の農村の青少年たちに日記を勧めたり日記を読ま
せてもらったりしていた。それは次のような経緯をたどった。
　先述のように、海元の放映事業は中国の社会主義教育運動とともに展開
されたものである。その一例として、「李双双に倣う」ことが挙げられる。 

「李双双」とは、映画「李双双」の主人公（女性）の名前である51。日記に
よると、「社会主義、集体主義教育にもっとも良い映画」である「「李双双」

を上映することで」、とくに農村女性たちをして李双双おばさんのように 

「集体財産を自分のもののように大切にし、集体生産を自分の家の事のよ
うにし」、「集体に有害な一切の減少に対して容赦なく」「鋭く批判する」 

「堅潔な集体利益の守護者」となるよう誘導した。とくに各生産大隊の映
画放映管理所では、「わが生産隊の李双双」を選抜し、彼女に倣う運動を
展開した。
　このとき、第1放映隊の地区から「李双双」として選抜された人物とし
ては、「虎谷のチェ・ブノク〔최분옥〕、蘆果のキム・フゴム〔김후검〕、梨
樹西湖のアン・ミョンオク〔안명옥〕」などがいた52。日記によると、「彼女
たちは幻灯で培養した人物」、すなわち第1放映隊が幻灯機を使って彼女た
ちの先進事例を評価し育成した若者たちであった53。このように選抜され
育成される青少年たちに対して、海元は日記を書くことを求め、または日
記を自分に見せることを要求した。例えば1964年4月、西湖でアン・ミョ
ンオクに会った海元は、「今日から」日記を書くよう「要求」した54。また、
翌1965年2月にはチェ・ブノクに会い、「日記に秘密があるか」と問い、無

51 映画「李双双」の内容については、廉仁鎬（2013b）を参照。
52 『日記』1963年10月30日付。
53 『日記』1963年10月30日付。移動放映隊は、映画の上映に先立ち、幻灯機を使って各種の
宣伝事業を行った。

54 『日記』1964年4月30日付。
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いとの返事を聴いたうえで「では私が見られるよう〔自分に〕渡せ」といっ
て日記を読んだ55。
　もちろん、それ以外にも海元日記には青少年の日記をみたことが記され
ている。1964年4月のある日の日記によると、ある村に宿泊した際に海元
は学生がもってきた日記を読み、その感想を書いたという56。
　他人に日記の執筆を勧め、それを受け取って読み、そして自分の日記を
上官たちに提供することは農村社会主義教育運動期に広範にみられた現象
の一つであった。それはとくに「雷鋒に倣う」運動の一環としても展開さ
れた。毛沢東と共産党への信念が固く、共産主義の道徳律を熱心に実践し
た雷鋒（1940-1962．8）の死後である1963年3月、毛沢東は「雷鋒に倣え」と
人民に訴え、以後その運動は全国に広まった57。「雷鋒に倣う」一貫とし
て「雷鋒を見習って」「日記を書く運動」は各級の学校と軍隊で広く流行
した。運動が行われた期間は、雷鋒がやったように日記を書き、同僚たち
と日記を回し読みし、互いに指摘をし合った58。海元は自分の日記帳の随
所に「雷鋒日記」をまるごと写し、雷鋒に倣おうと努力した59。要するに、
農村社会主義教育運動の時期には、海元日記も日記が公開される風潮の影
響を受けていたのである。
　第3に、この時期の日記の執筆は身分上昇の一つの手段として機能した。
それは、日記を上官、とくに党支部書記が閲覧することができたことによ
る。先述のように北朝鮮と中国のあいだで揺れていた海元の指導と定着に

55 『日記』1965年2月5日付。
56 『日記』1964年4月28日付。
57 雷鋒については、陳廣生・朱亜南『雷鋒全傳』（北京：解放軍文藝出版社、2012）を参照。
58 양한순「가짜 논쟁에도 불구하고 다시 기억되는 레이펑」『동아시아 브리트』7（2），2012，

40쪽．
59 例えば、1964年4月15日の日記には1962年4月15日の雷鋒日記が、1964年4月18日の海元日
記には1962年4月16日のそれが、1964年5月17日の日記には1961年5月14日の雷鋒日記が、そ
して1964年5月21日の日記には1961年5月20日の雷鋒日記の一部がそれぞれ転記されている。
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果たした党支部書記の役割は大きい。この時期の日記帳には、支部書記に
送る手紙という形の文章が非常に多い。その例として、先述の日記第95巻
（1964．10．28-11．25）と第98巻（1965．2．8-3．14）を挙げることができる。この日
記帳の最後のページは、支部書記に宛てた手紙ですべて埋まっている60。
　これらの手紙形式の文章で、海元は支部書記に自分の胸の内を「全て」
さらけだしている。入党したいという切実で「率直な」気持ち、または自
分を信じて欲しいと訴える内容が随所に見られる。それらの手紙形式の文
章では支部書記に対する無限の信頼と尊敬が表現されており、支部書記に
対して「忠誠」を誓う文章も非常に多い。
　実際海元は、自分の本音を支部書記にすべて伝えようとしていたのかも
しれない。本当に支部書記を無限に信じ、従おうとしたのかもしれない。
父親に求められなかった拠り所を別の誰かが埋めてくれることを望んでき
た海元は、支部書記にそれを期待していたのかもしれない61。支部書記に
本音を打ち明ける文章を書きながら感情が込みあげ、日記帳を涙で濡らし
たこともあった。その涙の痕の一部は、今も染みになって残っている62。
しかし冷静に考えると、このような書き方は身分上昇のための行為として
も理解できる。
　1966年5月の文革勃発とともに海元と支部書記の関係が回復不可能なま
でに悪化したとすると、このような手紙形式の、本音を打ち明けるような
書き方は支部書記に悪い意味で解釈された。支部書記は、海元が「支部に
媚びへつらって入党した後、朝鮮に行こうと」したと非難した63。または 

60 『日記』1965年3月14日付。
61 1964年2月27日の日記には、「過去には兄貴！兄貴と朝鮮に向けて想い、救援の両手を差し
出したが、今は夜深くに寝床についても『鄭書記』『虚弱な体』『鋼鉄』『オストロフスキー』
と考えるようになり」とつづっている。

62 『日記』1964年5月30日付。
63 『日記』1967年4月23日付。



日記からみた東アジアの冷戦162

「媚びへつらって入党し、朝鮮に行こうと」して「日記に」支部書記は「生
命だの何だの」と書いたのだと非難した64。文革期に入ると、それまで日
記に書かれていた支部書記に対する敬意の表現や忠誠の誓いは、身分上昇
のためのゴマすりとして罵倒されたのである。
　しかし海元の方も、文革期にはそれを否定はしなかった。1967年4月23

日付の日記によると、自分は過去に支部書記によって「誘惑、利用」され
たという。支部書記が名誉を得るために自分が利用されたといい、「また
私の私心（？）が悪用されたという面もある。彼を担ぎ上げていた」と述べ
た。海元は自らの私心、すなわち私欲を満たすために支部書記をもてはや
していたというのである。海元はつづけて次のように述べた。支部書記に
会う前に自分があまりに情けない生き方をしていたので、支部書記が自分
に真の教育をしてくれると思い、彼に従う決心をしたという。「私心（？）」
には私心と真心が混在していたということである。海元はしかし、支部書
記に対するそのような感情は「幼稚な感情」であったと述懐した65。
　1年後の1968年7月2日付の日記には、「過去の日記のうち1964年のもの 

を」読み返し、「幼稚であることこのうえない日記であり、嘘が多く、ど
うしようもない」と評価した66。支部書記に対する感情表現が幼稚なだけ
でなく、ほとんどが偽りであったという意味であろう。このような文革期
の言及は、必ずしも正しいものではないのかもしれない。支部書記の打倒
が目的となっていた時代の日記という点が考慮されねばならないからであ
る67。しかしいずれにせよ、支部書記の閲覧を前提に書かれた日記が身分

64 『日記』1967年4月24日付。朝鮮、すなわち北朝鮮に行こうとしたというのは、文革当時の
雰囲気に便乗した支部書記の海元に対する謀略であった可能性が高い。しかし日記を通じ
て支部書記に「媚びた」という点は、必ずしも間違いではなかったといえる。

65 『日記』1967年4月23日付。
66 『日記』1968年7月2日付。
67 文革終結後しばらくして、海元は社会主義教育運動の時期の日記がもっとも価値があると
評価した。
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上昇の一つの手段として利用されたという事実は否定できないだろう。

4．プロレタリア文化大革命の時期

（1）海元の文革と国家の文革
　1966年5月から1976年10月まで10年間つづいたプロレタリア文化大革命 

は、中国の国家と人民に大きな災難をもたらした。それは海元の人生にも
大きく影響した。彼は文革の被害者でもあったが、加害者でもあった。
　一般に文革は、北京大学で聶元梓らが壁新聞（大字報）を掲示したこと
にはじまると理解されている。1966年5月25日、壁新聞掲示の報はマスコ
ミを通じて全国に伝わり、これを契機に大鳴、大放、大字報、大弁論など
の四大運動が起こった68。
　延辺では、文革の工作組が単位（職場）に入り込んで活動することで、は
じめて人々は文化大革命を実感した。延辺大学には同年7月12日に文革工
作組が進入し、四大運動の展開を訴え、それに呼応して教員と学生たちは
大学の党委員会書記や個々の教授の批判をはじめた。党中央の方針変更に
よって1か月ほど後に工作組は大学から撤収した69。海元の職場である和
龍県映画放映管理所には、延辺大学よりもやや早い7月4日に工作組がやっ
てきた。
　海元は文革に大きな期待を寄せた。それまで海元は党員になることを熱
望してきた。彼は自分が非党員であることに対してひどく劣等感をもって
きた。1965年上半期に西蔵に行き蔵族青年たちを教育したが、彼らの一部
は党員であった。非党員が党員を教育しなければならないという事実に、

68 中国朝鮮族歴史足跡叢書編委会編『풍랑』北京：민족출판사，1993，283족．
69 延辺大学における文革については、鄭判龍『고향 떠나 50년』（北京：민족출판사，2003，

40-301쪽）を参照。
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彼はひどく苦しんだ70。解説員（弁士）としての名声が高まるにつれ、非党
員である自分の「身分」を恥じた。競争関係にあった映画放映管理所の同
僚が入党したという知らせを聞いたときにも、もちろん悩んだであろう71。
入党には支部書記の推薦が必要であった。海元は入党志願書を支部書記に
提出したこともあった72。
　しかし、海元との面談を通じて、とくに海元日記を通じて彼の過去の行
跡や考えを把握していたであろう支部書記の立場からすると、不法に北朝
鮮に渡ったことのある海元を簡単に信用して入党させるには躊躇される面
が多少はあったはずである。海元自身も北朝鮮訪問の事実が公開されるの
を大変嫌がっていた73。
　入党問題で解決の見込みが立たないことに焦った海元は、だんだんと支
部書記に対して不満をもちはじめ、それは行動に現れるようになり、それ
によって両者の関係は悪化した。1966年1月10日、海元は支部書記に「10

余個の問題を提起」したという74。問題点を指摘するこのような姿勢は、
従順だった以前の態度とは異なっていた。これに対する支部書記の反応は
非常に荒々しかった。海元の問題提起に対して支部書記は「聞きたくなく、
不快感を露わにして、唾を吐いて出てきた」り、「聞きながらあまりにも
吐き気がして」「廊下に出て」座り込むという反応を見せた75。それから4

70 『日記』1965年3月15日付。
71 1965年9月27日には、和龍県映画放映管理所に党支部委員会が設置された。この頃、2人の
同僚が入党した（『日記』1965年10月27日付）。

72 『日記』1967年4月23日付。
73 1964年4月6日、和龍県映画放映管理所長（イ・フンソク）が吉林省幹部のいる場で海元が
北朝鮮に行ってきたという事実を公開すると、海元はひどく腹を立てた（『日記』1964年4
月7日付）。管理所長からすると、弁士として有名になっていく海元が北朝鮮に行ったこと
があるという事実を上官たちにあらかじめ公開することで、遅れて知られることになると
きのリスクを回避したかったようである。

74 『日記』1967年4月24日付。
75 『日記』1964年4月24日付。
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日後の1月14日の日記で、海元は「支部書記は私を信じているようでもあ
るし、信じていないようでもある」と感じ、「信じようが信じまいが、私
は一介の支部書記のために革命をする人間ではない以上、私が関わるべき
問題ではない」と冷めた筆致で記録している76。
　海元は文革に能動的に参加すれば、このように行き詰まった自身の身分
を一気に高めることができると判断したようである。同年7月1日、海元は
学習の一環として書いた大字報で、「戦線（火線）」入党、すなわち戦闘中
に成果をあげて入党を勝ち取るという抱負を述べた77。工作組来所前日の
7月3日の日記で海元は、「彼〔海元自身のこと〕が党員であろうがなかろうが、
彼が職位があろうがなかろうが、高かろうが低かろうが、彼が名声があろ
うがなかろうが」、「今回の無産階級文化大革命にどのように対応し、どの
ように対処するかで、彼が本物か偽物か、本当の革命家か偽の革命家かが
はっきりと区別される」と考えた78。文革を利用して行き詰まった身分を
劇的に改善しようとしたのは、海元だけでなく、当時の中国社会に多く見
られた現象でもあった79。
　工作組がやってきて四大運動の呼びかけがはじまると海元はすぐにこれ
に呼応し、映画放映管理所の党支部書記と管理所長の批判をはじめた80。
　しかし、それによって海元は逆風にさらされる。海元の批判に対して彼
らは海元の北朝鮮訪問の事実をリークした。とくに支部書記は「媚びへつ

76 『日記』1966年1月14日付。
77 『日記』1967年3月24日付。
78 『日記』1966年7月3日付。
79 北京大学の歴史学界内部で文革以前に老教授と若手研究者のあいだに葛藤が存在していた
が、文革が勃発するとこれを老教授打倒の機会として利用されたという。王元周「학내 

모순과 문화대혁명의 사회적 요인 -‘문혁’이전 대학 내 역사학 연구자 사이의 모순을 중심

으로-」『중국근현대사연구』32，2006．
80 『日記』1967年4月23日付。
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らって」入党した後で朝鮮（北朝鮮）に行こうとしたという情報を流し81、
それによって海元は攻撃を受ける立場に立たされた。入党後の北朝鮮行き
について1963年10月の日記に書かれていたことは、すでに見た通りである。
一方、支部書記はこのほかにも、海元の書いた日記の内容をもちだして攻
撃した。先に見た1966年1月14日の日記に登場する「鄭書記同志は私を信
じているようでもあるし、信じていないようでもある」という話を周囲に
流した。党支部書記を信じられないというのはすなわち「党支部に反対す
ること」であり、それは「党に反対すること」として拡大解釈された82。
反党的人物として攻撃されたのである。これらの2つの点が問題となり、
海元の日記は彼自身に襲いかかってくる凶器となっていたのである。
　文革の工作組、それを派遣した現党書記などの幹部たちも、海元ではな
く支部書記の肩をもった。彼らは海元のように問題のある人物を摘発し批
判することこそ、工作組のなすべき任務と考えていた83。
　1か月後に工作組は撤収したが、年末まで日記が中断されていたところ
をみると、海元の境遇はさほど改善されたわけではないようである。海元
は情況を見誤り、失敗したといえる。
　海元は文革の全体状況をしっかりと把握せず、自身の進路を決めるため
1966年末から大串連（関係づくり）〔大交流。革命を全国に拡大させるため、紅衛
兵が北京をはじめ全国の都市や農村を訪問しながら行った文革期の一大交流運動。〕を
はじめた。串連は文革のもう1つの顔であった。延辺大学の人々は10月頃
に串連に出かけたが、海元はそれよりやや遅れて出発した。
　北京と長沙を経て、1967年1月3日に湖南省韶山にある毛沢東の生家を訪
問して感激の涙を流し、「革命に罪はなく、反乱には道理がある」という 

81 『日記』1967年4月23日付。
82 『日記』1967年4月24日付。
83 『日記』1967年4月24日付。
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「毛主席の言葉を永遠に忘れない」と決心した84。翌日、海元は毛沢東が
若い頃に書いた「湖南農民運動考察報告」を学習した。そしてそこに登場
する「革命は客人をもてなすことでもなく、文章をこしらえることでもな
く、絵を描いたり刺繍遊びをすることでもないので、そのように優雅に、
そのようにおっとりと、落ち着いて、そのように大人しく、控えめにはな
しえない」。「革命は暴動であり、一つの階級が他の階級を転覆する猛烈な
行動である」という文句をとくに胸に刻んだ85。この日の夕方、海元は「劉
少奇、鄧小平の資産階級反動路線を徹底的に打倒」することを決意する。
　韶山を発った海元は、ふたたび革命の聖地井岡山へと移動した。そして
その地の革命博物館や記念塔を「巡礼」した86。上海、北京を経て、同月
末に和龍に帰ってきた。海元は、「韶山で革命反乱精神と、井岡山で革命
の火花をもち帰った」と今回の串連あるいは巡礼について意味づけを行っ
た87。海元は、広くは延辺、狭くは職場である映画放映管理所内で反乱（造
反）闘争を熾烈に展開することを決心したのである。
　海元の帰還当時、延辺では各地で数個の反乱団が結成され、互いに激し
い闘争を繰り広げていた。反乱団の起源は前年8月にまでさかのぼる。同 

月、延辺大学で「8．27」と「紅連」という2つの反乱団が組織された。紅連
は既存の体制を擁護する保守的な色彩をもち、8．27は既存の体制を否定的
にみる急進性をもっていた。その後延辺各地に組織された反乱団は、8．27

系統または紅連系統に分類される。1967年の春から夏にかけて紅連は白・
工・抗へ、8．27は新8．27と紅色へと分化した。海元が所属していた映画放
映管理所でも、映画の上映はほとんど放置された状態で、40余名の所員た
ちは政治闘争の渦中へと自発的に飛び込み、または非自発的に巻き込まれ

84 『日記』1967年1月3日付。
85 『日記』1967年1月4日付。
86 『日記』1967年1月16-17日付。
87 『日記』1967年4月3日付。
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ていった。
　帰還した海元の反乱は、徹底的に支部書記に反対し、既存の秩序を打ち
倒す方向で進められた。支部書記は海元に紅連系の反乱団に入るよう勧め
たが、8．27を支持していた海元はそれを拒絶した。1967年2月8日には、8．
27系の学生が和龍映画館に立ち入り、映画放映管理所に対して反乱をおこ
なった88。これにより、支部書記中心の体制は崩壊したようである。海元
はその学生たちの行動を支持した。
　しかし状況が有利になったわけではない。学生たちが退くと、紅連派が
大勢を占めていた映画放映管理所で海元は孤立してしまった。同年3月27

日の日記には、映画放映管理所の「40名中」自分は独りであり、発言権は
剥奪され、会議への参加も妨害されているとある。当時海元は40対1の立
場におかれ、「飯を食う自由、睡眠をとる自由もなく、組織を抜ける自由」
も「喋る自由」もなかったという89。4月になると、海元にはわずかな「言
論の自由」が与えられた90。
　そんななかでも、既存秩序に対する海元の反乱は継続されたことが日記
に赤裸々につづられている。まず、支部書記との関係を清算した。前章で
みたように、このときに海元は過去の自分が支部書記から「誘惑、利用さ
れた」と考えた。「名誉、地位を勝ち取」ろうとした支部書記の「利用物」
にされたと思った91。一方で、これもすでにみたように、海元自身にも「私
心（？）」があったと述懐した。
　4月23日の日記では、過去の自分は鄭書記を「支部書記として信じて日
記を送った」のに、そのような行いは支部書記の「奴隷」に進んでなろう
とした自身の「資産階級の個人主義の表現」であったと反省した。「私心」

88 『日記』1967年12月31日付。
89 『日記』1967年12月31日付。
90 『日記』1967年12月31日付。
91 『日記』1967年4月23日付。
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とは、個人主義でもあった92。同じ日の日記で海元は支部書記に、「入党
自願書を書いたこと」は支部書記に忠誠を誓う「奴隷」になることで、そ
れも自身の「個人主義思想の産物」であったと評価した。日記の最後で海
元は、「過去は0だ。鄭利敦との関係も0だ！」、支部書記の資産階級的反動
路線を「徹底的に反乱（造反）する」と宣言した。
　支部書記との誤った関係を清算しただけでなく、彼の指導のもとに行な
われた第1放映隊の活動もまた否定的に総括された。海元は、和龍第1放映
隊は「革命のため、人民のため」に組織された隊伍ではなく、中央の劉少
奇にはじまり、延辺自治州の朱

チュ

德
ドッ

海
ケ

、そして和龍県の党書記金
キム

明
ミョン

、和龍
県映画管理公社の鄭利敦書記へと連なる執権派の修正主義路線を実践した
道具であったと断じた93。このような海元の評価は、既存の秩序を覆す当
時の中国の一般的な風潮を映画放映管理所にも適用したものといえる。こ
のような否定的評価がもとになり、しばらくして映画放映隊は一時、毛沢
東思想宣伝隊に改名されもした。
　夏には、延辺各地の反乱団の派閥闘争の構図が大きく変化した。延辺に
駐屯していた軍隊が8．27の後身である紅色派閥を支持したことで、大勢は
次第に紅色が掌握しはじめた94。反8．27勢力の強かった映画放映管理所で 

も、11月には紅色が40％を占めるにいたる。8．27の後身の紅色に属してい
た海元の活動の幅は、その分広がった。海元は新しい秩序の樹立をめざす
局面で、映画放映管理所側の紅色代表としてさまざまな活動に参加した。
　しかし翌1968年4月から階級隊伍の整理運動がはじまり、海元の地位は

92 『日記』1967年4月23日付。海元はここにきて、それらの日記帳をすべて返却するよう求め
た。

93 『日記』1967年4月24日付；1967年5月26日付。党書記金明については、김주영『줄리아의 

가족 순례기』제2부（도서출판 레드우드，2015）を参照のこと。
94 廉仁鎬「‘傳單’을 통해서 본 중국 延邊地方 文化大革命과 派閥闘争」『延邊 朝鮮族 社会의 

過去와 現在』高句麗研究財団，2006，211～217쪽．
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再び急落した。この整理運動の過程で捕まった「階級の敵」は延辺だけで
数万名にのぼり、運動によって撲殺された者、障がいを負った者、投獄さ
れた者はおよそ2千名を数えたという。そのほとんどは、まったく根拠の
ない理由で反逆者、外国特務などの濡れ衣を着せられたものだという95。
ここでの「外国」とは主に北朝鮮をさす。
　北朝鮮への不法入国の経歴をもつ海元もこれに引っかかった。彼に対し
ては、文学作品を書いて北朝鮮を訪問し、そこで「反華の頭目」石東洙に
会い、石から指令を受けて中国に戻ってきたという疑いがかけられた。そ
れに対して海元は積極的に弁明した。作品を書いてもって行ったことはな
く、石東洙に会ったこともなく、したがって指令を受けたこともないと主
張した。しかし2章で述べたように、北朝鮮祖国観や金日成崇拝の内容を
含む1962年の日記は、北朝鮮特務であることの「証拠物」となってしまっ
た。これにより1968年8月10日には、「打倒朝鮮修正主義、特務民族主義分
子」という看板を首にかけ、街頭で群衆の批判を受けるはめになった96。
そして1年間の獄中生活を強いられた。
　国家は文革という大乱に乗じ、北朝鮮や朝鮮族との関係の問題を暴力的
に解決した。1961～62年の段階では朝鮮族の脱中入北について、毛沢東、
劉少奇など国家の中央指導者たちは「外流」という穏健な表現を使い問題
視しない態度を取っていたが、それは当時悪化していた中ソ、中印関係、
そして朝中友好関係に配慮していたからであろう。しかし国家の重要指導
者たちは、文革時に北朝鮮や朝鮮族との関係を修正しようとし、それは悲
劇的なかたちで展開していった。
　北朝鮮に不法入国したことのある者、北朝鮮を祖国と言ったり金日成を
崇拝する者、そして北朝鮮に家族のある者などはほとんど弾圧の対象になっ

95 鄭判龍「연변의 ‘문화대혁명’」『풍랑』北京：민족출판사，1993，306-307쪽．
96 『日記』1968年8月10日付；1980年2月3日付。
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たものと思われる。朝鮮族人民は弾圧の口実を提供することを避けるため
北朝鮮と距離を置かなければならず、金日成と北朝鮮体制を非難しなけれ
ばならなかった。現存する海元の日記帳には、当時北朝鮮の兄に宛てた手
紙の原稿が挟まっている。この手紙のなかで海元は、兄に対して金日成に
反対するよう「扇動」している。当時北朝鮮の兄から送られてきた手紙や
家族写真などとともに海元の日記が焼却されたのも、弾圧を避けるための
苦肉の策であったろう。このような過程を通じて、朝鮮族人民は北朝鮮、
あるいは朝鮮半島の人民とは異なる中国公民として再生しなければならな
かったのである。
　公開的な批判闘争と獄中生活を通じて「罪過」を償い中国公民として生
まれ変わった海元は、ふたたび和龍第1放映隊の解説員に復帰した。1972

年2月14日にはかくも熱望してきた入党が実現した97。翌年には第1放映隊
の解説員に加え隊長も兼任することになった。1976年に毛沢東が死亡する
と、間もなく海元の北朝鮮特務の嫌疑は晴らされた。

（2）「私心」と闘う場としての日記
　10年にわたる文革期にも海元は日記を書いていた。しかし以前に比べる
と、それには次のような違いが見られる。
　第1に、日記の執筆は連続的ではなく、断続的に行われた。文革勃発後
にも書かれた海元の日記は、1966年7月3日でいったんストップする。文革
工作隊が映画放映管理所に進入する7月4日から年末までの日記はない。日
記をつけられる状況ではなかったのであろう。1967年1月1日からふたたび
日記がはじまった。しかし、先述のように串連から和龍に帰還後、紅連系
の反乱団に入らず8．27側についたことで少数派となり、それにより行動の
自由が失われた。この時期、つまり2月から3月初旬～中旬の日記には、本

97 『日記』1973年2月14日付。
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人の事柄に関する記述はなく、毛沢東の語録を抜粋した「最高指示」の内
容で埋められていた。
　個人的な日記は3月24日から再開される。このときから激しい派閥闘争
と「執権派」打倒運動に参加したことなどが詳細に記録されはじめる。し
かしそれも9月2日に中断する。それから2か月間日記が書かれないのだが、
今となってはその理由はわからない。日記は11月1日にふたたびはじまり、
翌1968年9月1日でまた中断する。そして15か月半後の1970年12月中旬にま
た再開する。
　このように断続的にしか日記が書かれなかったのは、深刻な政治闘争の
渦中にあって日記を書ける状況ではなかったという点、そして「鄭書記時
代」のように日記を詳しく読んでくれる人物もいなかったという点、とく
に日記が相手派閥に押収されると困るという点などが主な理由であろう。
そして、後述するが日記に対する態度も、この時期にはかなり変化してい
た。
　一方、1970年12月から1976年の文革終結までの日記にはほとんど中身が
ない。日記としての内容はまばらで分量も少なく、党創建記念日のような
日にメモ程度の簡単な記述があるだけというケースがほとんどであった。
そしてハングルよりは漢語で書かれることが多かった。
　日記の断続化とともに、日記帳のナンバリングの方法も変化した。文革
勃発以前には「第84巻」「第85巻」のように、そして文革勃発当時の日記
帳（1966．5．11-7．3）も「第113巻」となっている。ところがその後はこのよ
うな方式ではなく、「1967年第2巻」「1967年第3巻」という記載方法に変わっ
た。落ち着いて文章を書くことのできない状況だったので日記も安定的に
生まれるはずがなく、きちんと保管することも難しかった。このようなこ
とが日記帳の番号の振り方にも影響したようである。
　また、環境の劣悪さは日記帳の質にも現れている。文革期の2年間の日
記帳は、冒頭でも少し触れたが、1966年には正規の日記帳が1冊、1967年
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には正規の日記帳が7冊で非正規の日記帳が5冊あった。1968年には正規が
3冊、非正規が2冊であった。ここでの正規の日記帳とは、カバーが分厚く、
サイズは小さく、携帯するのに便利で質の良い150枚程度の用紙で綴じら
れた日記帳をさし、非正規の日記帳とはカバーが薄く、サイズは大きく、
30数枚ほどの用紙で綴じられた一般の薄いノートをさす。
　第2に、40数名の職場の同僚同士、さらには和龍県レベルで展開された
派閥闘争の状況が詳細に記録されている。反乱団同士の派閥闘争は1967年
6月頃になると互いに暴力で応酬する段階にいたるが、6月25日の日記には
文革以前には非常に親密に過ごしていた職場仲間から無慈悲に殴打された
事実が記録されている。その同僚は「椅子を床に叩きつけ、腕と脚の皮が
はがれて腫れるようにし」、首とあごを絞めつけてはまた腕を後ろに締め
上げ、「こいつをたたき殺してやる」といって叫んだと書かれている。派
閥の違いを理由に同僚に殴られ、大量の涙を流したともある98。
　7月10日、和龍市内の映画館にいた海元らは夜間に中等学生の反乱団の
攻撃を受け、このときもさんざんに殴られた。こっひどく殴られ3度も地
面に倒れたが、彼らは襟首をつかんで無理やり立たせ、「こいつをぶっ殺
してやる」といってぎりぎりと歯ぎしりし、息が止まるほど首を絞めつけ
たという。もちろん、海元も職場の同僚を殴ったことがあり、その事実も
日記に記されている。また、派閥同士の勢力図が変化する様子も、日記か
ら見てとれる。海元が創設した反乱団「暴風」は極めて少数派ではあった
が、職場の同僚で海元側に乗り換える者も出てくる様子が書かれており、
大乱のなかで個々人は生存のためにどのように振る舞ったのかがよくわか
る。
　第3に、文革時の日記にはその形式に顕著な特徴が見られるのだが、そ
れは「最高指示」という毛沢東語録を日記の冒頭に導入するというもので

98 『日記』1967年6月25日付。
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ある。このような形式は、1967年1月1日からはじまり、文革終結時までつ
づいた。
　文革時、毛沢東語録は非常に重要であった。鄭判龍によると、文革がは
じまるとあちこちで毛沢東語録を暗誦する動きが出てきた。会議がはじま
る前や、大きな行事があるたびに、主催者がまず何ページの何段落の言葉
を読もうと提案し、それを全員で読み上げた。通常、実際に読まれたフレー
ズはその会議や行事と関係がありそうな内容だったという99。牧師が説教
の前に聖書の一節の朗読を提案するのと同様であるといえる。毛沢東語録
が毎日日記に登場するようになり、以前書かれていた雷鋒日記はもはや影
をひそめた。
　このように冒頭に毛沢東語録が引用される前提には、それまでの日記に
対する批判意識がある。1967年1月1日の日記によると、それまで書いてき
た120冊余りの日記の内容は「すべて資産階級の反動路線との闘争にも軟
弱無能」であり、「資産階級の修正主義の色彩」が残っており、「毛沢東思
想で」武装するのに障害となる要素になっていると批判した。ここで「資
産階級の修正主義」とは、前節でみた「資産階級の個人主義」、すなわち
個人主義をさしていると思われる。それは3章でみた「私心」にも通じる
概念であるといえるだろう100。
　過去の日記を読みなおした海元は、そこに自身の「私心」「個人主義」
そして「資産階級の修正主義」が根を下ろしていることを「確認」し、そ
れらは自身の毛沢東思想による武装を妨げたと考えたのである。そのよう
な私心、個人主義、修正主義を放逐する手段として、毛沢東の言葉を日記
の冒頭に引用したのである。

99 鄭判龍、前掲論文、2003年。
100 その後海元は、「文化革命時の日記が」毛沢東「語録と語録の解釈のみで肉がなく、その
時代が見えない」と指摘した（『日記』1990年4月7日付）。
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　第4に、文革時の日記は、内容面において闘私批修、すなわち「私」あ
るいは「私心」に立ち向かい、修正主義を批判する内容で埋まっておらね
ばならず、実際海元は多くの日記をそのように書いた。1968年7月2日の日
記では、文革以前の日記はもちろん、数日前に書いた日記でも「いまだに
真に毛主席の著作を学習活用した日記ではなく」「闘私批修の真の戦場になっ
ていない」と反省した101。日記は自ら私心に対峙して闘争する戦場であら
ねばならなかったのである。
　私心と闘う日記の一例をみよう102。

　毛主席よ！毛主席よ！（中略）

　私は大きな罪を犯しました。私の頭の中にはあなたの偉大な思想が
なく、ただ私自身があるのみで、党と国家の運命と前途に関心を向け
るのではなく、ただ私自身の運命と前途に関心を向ける人間でした。 

（中略）朝鮮という修正主義の国に行ってきました。（中略）

　毛主席よ、毛主席よ！
　なぜ過去にこのように（中略）資本主義、修正主義の復活の道を歩
んで国を裏切り、修正主義に投降する道を歩み、修正主義を追放でき
なかったのか。そのすべての原因は、頭の中に毛主席がなく、毛沢東
思想がなく、毛主席の無産階級革命路線がなかったからです！

　北朝鮮を訪問した自身の過ちは、毛沢東思想や毛沢東の教えの代わりに
「自分の前途にのみ関心をもつ」、つまりは私心に支配されていたために
起こったものと説明されている。私心を追放し、毛沢東思想で武装するた
めに絶えず「毛主席よ！」または「毛主席万歳！万々歳！」と叫ばなけれ

101 『日記』1968年7月2日付。
102 『日記』1968年7月29日付。
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ばならなかったのである。群衆集会場や群衆の見る大字報においてだけで
なく、個人の日記においてもそれを叫ばなければならなかったのである。
　実際には、人が私心と闘いそれを鎮圧・消去することは、宗教や神の領
域に属することであろう。一般人では決して到達することのできない目標
であろう。到達不可能な目標を成し遂げるために絶えず「毛主席」を呪文
のように唱えなければならなかったのである。海元は後日、「毛主席よ！
毛主席よ！」「毛主席万歳！」を叫んだ文革期の日記を、まるで裸の王様
を誉めそやすアンデルセンの寓話のようであったと批評した103。

5．おわりに

　海元は小学校4年生の頃から日記を書きはじめ、ほぼ生涯をかけて書き
続けた。本稿では、海元の人生と日記を関連づけて考察した。海元の人生
が日記の内容にどのような影響を与え、逆に海元の日記もまたどのように
海元の人生に影響を与えたのかを検討した。対象時期は毛沢東時代（1945- 

1976）のみを取り上げたが、さらにそれを次のように3つの時期に分類して
考察した。
　第1期は、解放から中国朝鮮族人民が大量かつ不法に北朝鮮に渡る1962

年までである。この時期までの海元は、北朝鮮と中国のあいだで揺れ動い
ていた。実際に1957年と1962年の2度にわたって不法に北朝鮮を訪問する。
この間、海元は他人の目を気にすることなく日記を書いていたので、心の
内面世界がそのまま書き込まれていたものと思われる。そこには北朝鮮を
祖国とみなし、金日成を民族の太陽と表現した記述もあるが、このような
「不穏」な内容があだとなって文化大革命の時期に獄中生活を強いられた。
またそれは、第1期の日記がすべて焼却される原因ともなった。

103 『日記』1988年1月1日付。
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　第2期は、農村社会主義教育運動の時期（1963-1966）である。この時期は
映画放映隊の役割が大きく、優れた弁士であった海元は全国的に有名な人
物として知られるようになった。この時期にも海元はほぼ毎日日記を書い
ていたので、それは膨大な量にのぼった。とくに自身の活動を忠実に記録
した当時の日記は、日誌としての性格が強い。一方、この時期は日記を見
せ合うことが奨励された時期で、海元もまた日記を上官たちに頻繁に見せ
ていた。公開されることが前提となっていたので、海元は日記を丁寧に書
いた。また、彼は支部書記などの上官に読んでもらうことで彼らの信任を
得、身分の上昇をねらった。当然、日記には上官に対する尊敬や忠誠の表
現が多く登場した。しかし支部書記との関係が悪化すると、そのような表
現は出世のための媚びた態度であったと批判された。
　第3期は、文化大革命の期間（1966-1976）である。入党の願いを果たせな
かった海元は、文化大革命が勃発するとそれに参加し、自身の地位を高め
ようとした。そして文化大革命工作隊の要請を受け、職場の支部書記など
の幹部に対する非難を積極的に行った。しかし以前に読んだ海元の日記を
通じて彼の弱点を把握していた党支部の幹部たちは、彼の北朝鮮への不法
訪問の事実などを意図的に流し、海元を窮地に追いやった。
　その後海元は毛沢東の生家、革命の根拠地である井岡山などを訪問し、
文革にさらに積極的に参加するようになった。しかし1968年春から展開さ
れた階級整理運動で北朝鮮特務の嫌疑をかけられ、同年9月から1年間の獄
中生活を強いられた。
　人々がもれなく政治の舞台に登場し、そして日記がいつどのように奪取
され罪証とされるかわからなかった当時にあって、日記は連続的にではな
く断続的に書かれた。そんななかでも派閥闘争についてだけは詳細に記録
されていた。他方、形式面では毛沢東の「お言葉」が日記の最初に引用さ
れるという特徴をもち、内容面では自己の私心と闘う内容で埋め尽くされ
ていた。実際、人が私心と闘いそれを消し去ることは宗教や神の領域の問
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題である。一般人としては決して到達することのできない目標である。そ
の到達不可能な目標を達成するために、絶えず「毛主席」の名を呪文のよ
うに唱えたのである。
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이지호「‘윤복이 일기’의 재평가」『문학교육학』17，2005．
이흥길「뇌봉（雷鋒）학습운동과 그 배경」『역사학연구』10，1996．
鄭昞旭『식민지 불온열전：미친 생각이 뱃속에서 나온다』역사비평사，2013．
鄭判龍「연변의 ‘문화대혁명’」『풍랑』北京：민족출판사，1993．
―『고향 떠나 50년』北京：민족출판사，2003．
中共延邊州委組織部외 編著『중국공산당연변자치주 조직사』연길：연변인민출판사，1991．
中国朝鮮族歴史足跡叢書編委会編『풍랑』北京：민족출판사，1993．
陳廣生・朱亜南『雷鋒全傳』北京：解放軍文藝出版社，2012．
和龍県地方志編纂委員会編『和龍縣志』長春：吉林文史出版社，1992．
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1．はじめに

　1972年、「7・4南北共同声明」の歓呼と期待感も束の間、朴
パク

正
チョン

煕
ヒ

大統領
は10月17日、全国に非常戒厳を敷き、「平和統一という民族の念願を具現
するため……約2ヵ月間、憲法の一部条項の効力を停止する非常措置」を
布告した1。維新体制のはじまりである。
　本稿では、この時代を生きた韓国の国民の政治意識と冷戦体制下での反
共意識を、日記の分析を通じて考察する。1960～70年代の18年間にわたる
朴正煕時代については、すでに多くの研究がある。かれとその時代に対す
る評価は現在進行形であり、いまだに韓国社会に相当な影響力があるだけ
に、賛辞と批判双方の研究がつづいている。この時代の執権層がかかげた
キーワードとしては、「祖国近代化」、「維新」、「政治安定」、「韓国的民主
主義」、「民族主義」、「平和統一」、「反共」、「総力安保」、「セマウル運動」
などをあげることができる。
　朴正煕時代の政治社会的な性格については、「開発独裁」2や「開発動員

5 「反共国民」として生きる

李
イ

　松
ソン

  順
スン

―4人の日記を通じてみた1970年代韓国大衆の政治意識―

※ 本文および脚注における〔　〕は訳者注記。

1 『경향신문』1972．10．18．“전국에 비상계엄 선포”
2 이병천『개발독재와 박정희시대：우리시대의 정치경제적 기원』창비，2003．
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体制」3とまとめた研究、朴正煕の統治理念と民主主義、民族主義の関係を
分析した研究4、維新体制の大衆動員のイデオロギーと機制にかんする研
究5などがある。社会的には依然として「朴正煕神話」が横行しているが、
学問的な研究においては、朴正煕の長期執権と独裁体制は、民主主義の圧
殺と歪曲を国粋主義的な民族主義によって合理化したということのほか、
経済成長を前面におし出した集団的動員や、労働に対する価値の歪曲、そ
して北朝鮮を国家共同体破壊の主犯とみなし、これを核とする共産主義に
対抗するのだという反共理念を基盤にすえていたということがあきらかに
されている。
　なかでも、朴正煕の統治の核をなす機制は、反共であった。大韓民国政
府の樹立以降、反共は国家存立の絶対的な理由であり、そのアイデンティ
ティとなった。朝鮮戦争以後、李

イ

承
スン

晩
マン

政権期には、いわゆる「国民づくり
（nation building）」の物差しとして、反共が必須の機制になったが、5・16軍
事クーデターのおもな大義名分も反共であった。反共は、朴正煕政権でい
つも伝家の宝刀のごとく活用され、政治的な独裁体制と国民の統制・抑圧
を正当化した。このような点にかんする韓国の反共主義の研究も、かなり
進んでいる6。

3 조희연『동원된 근대화：박정희 개발동원체제의 정치사회적 이중성』후마니타스，2010．
4 전재호『반동적 근대주의자 박정희』책세상，2000；강정인「박정희 대통령의 민주주의 

담론 분석：“행정적”・“민족적”・“한국적”민주주의를 중심으로」『철학논집』27，2011；
강정인「박정희 대통령의 민족주의 담론：민족과 국가의 강고한 결합에 기초한 반공・근

대화 민족주의 담론」『사회과학연구』20（2），2012；강정인・하상복「박정희의 정치사상：
반자유주의적 근대화 보수주의」『현대정치연구』5（1），2012；김지형「1960～70년대 박

정희 통치이념의 변용과 지속」『민주주의와 인권』13（2），2013．
5 신병식「박정희시대의 일상생활과 군사주의」『경제와 사회』72，2006；황병주「유신체

제의 대중인식과 동원담론」『상허학보』32，2011；배성인「유신체제의 지배이데올로기

와 대중 통제」『유신을 말하다』나름북스，2013．
6 김혜진「박정희정권기 반공이데올로기의 정치경제적 기능」『역사비평』16，1992；김정훈・

조희연「지배담론으로서의 반공주의와 그 변화：반공규율사회의 변화를 중심으로」『한

국의 정치사회적 지배담론과 민주주의 동학』함께읽는책，2003；후지이 다케시「4・
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　本稿では、1970年代の朴正煕による長期執権体制である維新体制を生き
た一般大衆、「小さき人びと」の時代認識を、かれらがつづった日記を通
じてみていく。社会の進歩を追求し、民主主義にめざめた知識人、学生、
都市の中産層や労働者たちの政治認識と活動があった一方で、それよりも
多くの資本家、公職者、中産層、農民、労働者、貧民たちは、経済成長の
経験と戦争のトラウマによって身体化された反共の感性のもとで、政治・
社会の安定と近代化、経済発展というキャッチフレーズに「受動的合意」7

をしていた。
　近代において「日記を書く」ということ、そして書かれた「日記を読む」
ということについての西川祐子の研究8は、よく似た伝統と帝国 - 植民地
の関係のなかで近代を形成した日本と韓国における日記研究に、多くの示

19/5・16 시기 반공체제 재편과 그 논리 - 반공법의 등장과 그 담지자들」『역사문제연구』
25，2011；이하나「유신체제 성립기 ʻ반공ʼ논리의 변호와 냉전의 감각」『역사문제연구』
32，2014；허은「동아시아 냉전의 연쇄와 박정희정부의 ʻ대공새마을ʼ건설」『역사비평』
111，2015；박태균「1960년대 반공 이데올로기의 진화」『반공의 시대，한국과 독일 냉전

의 정치』돌베개，2015．
7 「受動的合意」という概念は、「体制を所与のものとして受け入れ、自分の日常の「義務」
を果たそうとする姿勢」と定義することができる（데틀레프 포이게르트 지음，김학이 옮

김『나치시대의 일상사：순응，저항，인종주의』개마고원，2003，110쪽）。これは、ナ
チスドイツのファシズム体制下におけるドイツ国民の順応と抵抗の様態をいいあらわした
ひとつの概念である。公的には忠誠の圧力にしたがい、自身にあたえられた労働に忠実だ
が、私的には非政治的な余暇に没頭するといった人民の「二重生活」があった。これは、
ナチスの大衆動員と背馳するものだが、だからといってそれを体制への反対や抵抗とみる
ことはできないということである。これは、1970年代維新体制の反民主的な独裁と強力な
国民統制および動員に対する多数の韓国民の対応の様相を説明することができる概念だと
いえる。1960年代以降、経済成長の成果のなかで、個人・家族単位の成功と成長に対する
熱望、大衆メディアを通じて増した消費文化への欲求は、政治的・公的領域に対する回避
と順応を可能にしたと思われる。ここに加えられた「反共」は、現実的恐怖であり、体制
への合意と順応を拡大させるおもな機制であった。

8 西川祐子『日記をつづるということ―国民教育装置とその逸脱』吉川弘文館、2009年；
니시카와 유코「근대에 일기를 쓴다는 것의 의미」『일기를 통해 본 전통과 근대，식민지

와 국가』소명출판，2014．
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唆をあたえる。「日記を書くという行為は、個人の習慣的行動であると同
時に集団の習慣であり、さらに近代の日記はひとつの社会を維持するため
の装置」であって、なによりも日記は「自己言及性が強い内在的視点で書
かれたテキスト」として「個人の内面」をうかがい知ることができる記録
である一方で、その日記を読みなおす書き手（あるいは読者）がその日記に
時代のイデオロギーを見出すものでもある、というのである9。
　日記は、個人の記録として私的領域の日常を記録するものだが、「近代
の個人は家族の一員であり国家の基礎」だという認識が深く根づいた時代
にあって、日記は個人と私的領域にとどまらない。この点で、日常史・生
活史という範疇をこえ、政治・経済・思想史の研究にも活用・検討されう
るテキストなのではないだろうか。本稿でとりあげる日記とその作者につ
いては、次章で詳述する。

2．日記および作者の紹介

　本稿では、平凡に日常を生きる「匹夫」たちが一日一日の自分の生活を
記録した日記を通じて、1970年代の韓国で生きた国民の生活と意識をみて
いく。この時代は、分断と冷戦の状況における南と北の激烈な体制競争と、
これにかこつけた「維新体制」という強力な独裁体制が形成された、政治
的な暗黒期であった。農民や精米業者、化粧品販売員から韓薬師になった
者など、4人の日記を比較分析する。
　近代以降、日記は特定の身分や階層、文筆家、知識階級の占有物ではな
く、大衆一般に教養と知識教育の一環として奨励され、場合によっては強
制されることもあった。よって、初等教育機関の段階から、「日記をつけ
ること」は学習・訓練された。日記は修養と学習の機制になったのである。

9 니시카와 유코、前掲論文、43，54，64頁。
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自分の生活をみずから律し、計画し、成功しようという意志と欲望を実現
する方法として、日記をつけることが多かった。本稿で検討する日記の作
者たちは、30～40年間以上こつこつと、ほとんど毎日日記をつけた。
　かれらが日記をつけるようになった動機と契機を正確に知るのはむずか
しいが、『朴

パク

來
㆑ウク

昱日記』の朴來昱は、10歳になった年に「男子たるもの10

歳になったのならこの世に痕跡を残しなさい」という母のすすめで日記を
つけはじめ、母にみせて正しい書き方の指導も受けた、と日記をつけるよ
うになったきっかけをあかしている10。
　『昌

チャン

平
ピョン

日記』の崔
チェ

乃
ネ

宇
ウ

も、日記をつけるようになったいきさつははっ
きりしないが、かれにとって、日記をつけることは次第に大事な日課にな
り、日記帳に印刷された日付にあわせてその日その日の出来事を記録し、
どうしても書けないときは、何日かずつ手帳にメモしておいて家に帰った
ら日記帳に書き写す、というようなこともあった11。『大

テ

谷
ゴク

日記』と『牙
ア

浦
ポ

日記』は、兵役を終えて故郷に帰り、農業をしようというなかで、慣習
と伝統的な生活様式を脱して農村でも「近代的」で合理的な、成功した生
き方をするのだ、という意志のひとつのあらわれが日記をつけることだっ
たと思われる。

10 최명림 조사 집필『기억，기록，인생이야기』국립민속박물관，2008，48쪽．
11 김민영「최내우의 삶과 일기쓰기：근대의 표상，전근대의 잔상」『압축근대와 농촌사회 - 

창평일기속의 삶・지역・국가』전북대학교 출판문화원，2014，102쪽．
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表1　日記および作者についての整理

日記名 大谷日記12 昌平日記13 朴來昱日記14 牙浦日記15

執筆期間 1959～ 1969～1994 1953～ 1969～

作者 姓名 申
シン

權
クォン

植
シク 崔乃宇 朴來昱 權

クォン

純
スン

德
ドク

生没年 1929～ 1923～1994 1938～ 1944～

出生地
／居住
地

京畿道平澤郡青北
面高棧里大谷マウ
ル／同

全羅北道任実郡三
渓面新亭里トギム
マウル／全羅北道
任実郡新平面昌仁
里16（昌平マウル）

全羅南道長城郡／
全羅南道長城郡南
面中央洞⇒光州市
蓮堤洞（1980）、新
安洞（1986）⇒ソ
ウル（2003）

慶尚北道金泉市牙
浦邑大新里／同

家門／
家族関
係（子
供）

高霊申氏、申叔舟
の18代目（嫡孫）
／3男

朔寧崔氏、1930年
代から区長職を独
占していた地域の
核心的な有力一族
（次男）／8男3女

密陽朴氏、6・25
戦争時に両親死亡
（父親は警察官）
／2女1男

安東權氏、1男5女
中3番目（次男）
／2女1男

職業 農民 農民／精米業 職工／韓薬師 農民

結婚 1956年結婚 1943年最初の夫人
と結婚／1946年2
番目の夫人と結婚
（重婚）

1963年結婚 1972年結婚

学歴 -1935．7～8歳ごろ
漢文講習所で学ぶ

-1943．青北国民学
校卒業

-1946．善 隣 学 校
（夜間）入学、1年在
学中に病気で休学

-1947．逓信学校付
属中学校、やはり
1年在学中に病気
で休学

-1948．中等学校学
制改編により、東
洋工高入学

-1950．東洋工高在
学中6・25勃発、
入隊

-1934．館村普通学
校入学
-1941．卒業

-  光州機械工高紡
績科卒業

-  初等学校卒業
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12 『大谷日記』は、京畿道平澤青北面高棧里に住む申權植が、1959年以来2005年まで一日も
欠かすことなく書いた日記である。地域文化研究所において、2006年春から国史編纂委員
会の支援を受けて平澤地域の近現代史史料の調査をおこなっていたときに、日記の主人公
である作者と会い、総計44冊を複写した。1959～2005年まで総計47冊になるべきなのだが、
そのうち1966年、69年、70年の日記の所在は把握できていない（신권식『평택일기로 본 

농촌생활사Ⅰ：평택 대곡일기（1959～1973）』；『평택일기로 본 농촌생활사Ⅱ：평택 대곡

일기（1974～1990）』；『평택일기로 본 농촌생활사Ⅲ：평택 대곡일기（1991～2005）』경기

문화재단（사）지역문화연구소）。
13 『昌平日記』は、全羅北道任実新平面に住んでいた崔乃宇（故人）の日記で、1969年から

1994年までほとんど一日も欠かさず記録されたものである。研究チーム（이정덕・김규남・
문만용・안승택・양선아・이성호・김희숙）は、2009年に「真実・和解のための過去事整

日記名 大谷日記12 昌平日記13 朴來昱日記14 牙浦日記15

履歴お
よびそ
の他の
活動状
況

-1955．除隊。ソウ
ル市庁に臨時で就
職、6ヵ月後帰郷し、
農業をはじめる
-1960．高棧第2里
農業協同組合常務
理事、高棧面議員
-1964．高棧里農業
総会理事職辞任
-1965．三徳国民学
校期成会理事
-1973．里長
-1970年代  三徳国
民学校育成委員
-1997～2002．成均
館柔道会振威支部
会長
-2003～2005．振威
郷校典校
-2007．京畿道郷校
財団監事、高霊申
氏大宗会諮問委員

-1941-1943．井邑の
自動車会社で職場
生活
-1949．新任里長当
選
～1965年まで17年
間里長
-1946．8．2番目の
夫人の助けで、順
天で3・5馬力の発
動機を購入、精米
工場を開業
-1965．里長から身
を引いた後、マウ
ル開発委員長、浄
化委員長、マウル
山林契長、学校運
営委員、同窓会長、
共和党区議員、郷
校掌議、任実南原
宗会議長、任実老
人会シンピョン支
会長

-  紡績工場、化粧
品納品業に従事

-1971年、韓薬種商
試験に合格

-  故郷の全南長城
郡南面中央洞で韓
薬房をはじめる

-  光州市ヨンジェ
洞（1980）、シナン
洞（1986）に移転

-2003年、ソウルに
移転し、2009年現
在韓薬房を経営

-  釜山で軍服務後、
除隊

-  除隊後故郷に帰
り農業を開始、都
市に上京、再度帰
農、

-  軍服染色の商売
を模索

-  結婚後も製麺機
屋、自転車屋⇒資
本不足で両方店を
たたみ、農業に専
念

-  土地1反地600坪
ではじめる（おじ
の土地を賃借りし
て経営）

-  労働投入量極大
化、極度の耐乏生
活、養鶏や畜産、
特殊作物をこころ
みる⇒中農への階
層上昇

政治活
動

共和党党員 共和党地域幹部
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　表1は、本稿で検討する日記と作者について簡略に整理したものである。 

『昌平日記』の作者の崔乃宇だけ亡くなったが、残りの3人は存命である。
日記をつけはじめた時期は、『朴來昱日記』がもっとも早い。しかし、初
期の日記は戦争の渦中で燃えてしまい、ふたたび本格的に日記をつけはじ
めた1958年以後にかれはその時期の日記を一部復元した。その日記のうち、
かれが1970年から韓薬師として働きながら書いた内容を中心に、当時の民
間医療の実態を分析した研究がある17。『大谷日記』は、1959年から50数
年間の農村生活の全貌をまめに記録している。この日記を対象に、農民の
農業経営、自然認識、村内の関係、政治認識などについて考察した研究が

理委員会」の依頼を受け、任実郡で「朝鮮戦争期民間人集団犠牲者現況調査」をおこなっ
ていたときにこの日記の存在を知り、その後全北大学「米・生・文明研究院」の「人文韓
国（HK）」研究事業を通じて本格的な日記の分析作業をはじめ、2011年に韓国研究財団「韓
国社会科学研究支援事業（SSK）」の支援を受けて2012年に日記を出版した（최내우『창

평일기1』；『창평일기2』；『창평일기3』；『창평일기4』지식과교양，2012）。
14 『朴來昱日記』は、全羅南道長城出身の韓薬師朴來昱の日記。かれの日記は、一部（1953-57）
が『학호일기』（삶의 꿈，2003）として出版されているが、1953年から2006年までの日記は、
韓国研究財団の研究事業の結果、日記全体を影印し、e-資料（韓国研究財団基礎学問資料
センター）として活用することができる。さらに、朴來昱は、日記と処方箋、金銭出納簿
など一切を、2006年に国立民俗博物館に寄贈したが、博物館では著者の生涯史と影印日記
を調査報告書の形で記録し、『기억，기록，인생이야기』（국립민속박물관，2008）を出版
した。

15 『牙浦日記』は、慶尚南道金泉市牙浦邑大新里の農民權純德の日記で、1969年から2009年
以後まで、40数年間書かれてきた日常生活の記録である。全北大「SSK個人記録の社会科」
研究チームが「田舎の農夫が記録した農村近代史」という記事（『김천일보』，2013．6．
10．）をみてかれの所在をつきとめ、40数年間つけた日記を譲り受け、改題・出版作業を
おこなった（권순덕『아포일기1』『아포일기2』『아포일기3』『아포일기4』『아포일기5』
이정덕・소순렬・남춘호・문만용・안승택・송기동・진양명숙・이성호 편，전북대학교 

출판문화원，2014．）。本稿で検討する1970年代のうち、『牙浦日記』は、1977年と78年は
ほとんど書かれていない。77年は全部で7日、78年は全部で17日だけである。

16 昌仁里の昔の地名は、チェクピョン（책평）、チェムピョン（챔평）、ペムムル（팸몰）と
よばれていた。昌仁里にはいろいろな地名があるが、冊平という名前は、村の形が本をひ
ろげたようであるところからつけられたもの。

17 원보영「『한약사 박래욱일기』로 본 20세기 후반의 민간 의료생활」『민속학연구』25，2009．
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ある18。『昌平日記』は1969年からはじまるが、それとは別に、作者が5歳 

だった1927年から1970年代までをふりかえって書いた『月波遺稿』がある。
とくにこの回顧録は、解放から朝鮮戦争にかけて村でおきたイデオロギー
対立と事件、戦争経験にかんする内容を合計140ページの分量で記録して
おり、口述・回顧録などを通じた朝鮮戦争期の一般民衆の戦争経験、村単
位の葛藤などについての研究をおこなう上でも重要な資料となっている19。
さらに『昌平日記』は、公開以降多くの研究がおこなわれ、この日記を集
中的に研究した研究書が出版された20。
　4人の日記は、執筆時期も長く、平凡な日常を記録している。本稿では、
韓国現代史において政治・社会的に強力な独裁体制が形成され、冷戦秩序
の破裂がはじまりつつも南北の体制競争が激化した1970年代に焦点をあて
る。「維新体制」を生んだ権力の属性については、多くの研究があるし、
理論的な分析も可能である。しかし本稿では、理性的で合理的な近代的思
考によってでは容認しえないようなリーダーと政治・社会システムを容認
した韓国の「大衆」の政治意識に注目したい。さらに、分断と戦争、世界
的な冷戦体制の最前線になってしまった朝鮮半島の大韓民国の国民が「反
共国民」として体制化する姿をみていく。
　4人の作者たちの政治的な傾向は、一言でいうと、みな保守的である。
直接的な政党活動をしたのは、『大谷日記』の申權植と『昌平日記』の崔
乃宇である。ただ、かれらの政党活動は、地域単位の「有力者」という社

18 김영미「『평택 대곡일기』를 통해서 본 1960～70년대 초 농촌마을의 공론장，동회와 마

실방」『한국사연구』161，2013；김영미「어느 농민의 생활세계와 유신체제」『한국근현

대사연구』63，2015；안승택「농민의 풍우 인식에 나타나는 지식의 혼종성：『평택 대곡

일기』（1959～1979）를 중심으로」『비교문화연구』21（2），2015．
19 이성호「한국전쟁과 농촌사회의 변화：「월파유고」의 전쟁기록을 중심으로」『압축근대

와 농촌사회 - 창평일기속의 삶・지역・국가』전북대학교 출판문화원，2014．
20 이정덕・안승택 편저『동아시아 일기 연구와 근대의 재구성』논형，2014；이정덕 외 저 

『압축근대와 농촌사회 - 창평일기속의 삶・지역・국가』전북대학교 출판문화원，2014．
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会的地位によるものだと思われる21。『朴來昱日記』の朴來昱は、朝鮮戦
争期に警察官の家族としてあじわった苦難のため、また『牙浦日記』の權
純德は、60年代以降執権与党の地域的な基盤となった慶尚北道の金泉に住
んでいるという特性のため、日記にみられる政治的な傾向が保守的なのだ
ろう。このような傾向は、「公刊」された日記がもつ特徴であるとともに、
限界なのかもしれない。依然として分断体制下にある韓国は、民主化の進
展にもかかわらず、思想的に「検証された」国民だけが自由でいられるの
ではないだろうか。
　1970年代は、1969年の3選改憲につづき、1972年の維新憲法の公布によっ
て形成された維新独裁体制の時代であった。高度経済成長のながれのなか
で、北朝鮮という反共の明確なターゲットが存在し、これをふせぎとめる
ために「政治的な安定」が必要だという執権勢力のプロパガンダは、警察、
軍隊という国家公権力の下支えのもとで、国民に受け入れられていった。
こうした現象については、朴正煕の独裁体制、維新体制に対する批判的な
認識と研究が進むなかで、「日常的ファシズム」22や「大衆独裁」23といった
言説が登場し、植民地支配とファシズム的支配は支配と抵抗という二分法
的な枠組みではとらえることができない多様な側面―独裁に対する大衆
の順応、この時期の大衆の日常に対する「肯定」の経験など―を分析す
ることが必要だという問題提起をよびおこした。本稿でみる日記の作者た
ちは、おどろくほどよく権力に順応しているようにみえる。なにがかれら

21 申權植と崔乃宇は、政党人の地位（地域幹部）にあったため、「一般大衆」とみなしてそ
の政治意識を判断することができるのかという問題がある。かれらは、地域における家柄、
経済的成功や名声といった要件のために「地域有力者」と権力側によばれたわけだが、日
記にあらわれた政治的活動には、その地域社会を先導するようなオピニオンリーダー、プ
ロパガンダとしての役割はみられない。よって、かれらの政治意識を一般大衆のまなざし
としてとらえることは、それほど無理なことではないと思われる。

22 임지현・권혁범 외『우리안의 파시즘』삼인，2000．
23 임지현・김용구 편『대중독재론：강제와 동의 사이에서』책세상，2004．
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の政治意識を規定しているのか。執権保守勢力を「コンクリートのように
支持」している韓国の保守的な国民の生き方と意識をうかがい知る機会に
なるだろう。
　一方で、それぞれの日記は、作者の学歴や関心事によって、記録された
内容にちがいがある24。『大谷日記』と『朴來昱日記』の作者はともに高
等学校を卒業しており25、自分の仕事（農業、韓薬師の仕事）について知識的
なアプローチをしようとしているが、政治・社会問題についても、マスメ
ディア（新聞・ラジオ）を通じて、具体的で事実に即した内容を知ろうとす
る欲求が強い。このことが日記にも反映されている。とりわけ『朴來昱日
記』は、国内の懸案に対して非常に深い関心をもち、主要な事件について
は新聞スクラップをするなど、きわめて精密かつ積極的に記録している。
一方、『昌平日記』と『牙浦日記』の作者は、初等学校卒業の学歴で、そ
の内容は家族や共同体内の日常的な関係に集中しており、政治・社会的な
問題については、雑だったりどうということもない意見だったりという感
じである。日記のおもな内容は、身辺の出来事に集中している。

3．大衆の維新体制の受容―貧困と分断のトラウマ

　1961年、5・16軍事クーデターをおこしたクーデター主導勢力は、8月12

24 4人の作者たちは、みな30年以上日記をつけた。作者たちの加齢、社会的・経済的状況や
時代意識の変化などによって、内容は変化している。一例として、『牙浦日記』は、日記
をつけはじめた1970年代にくらべて、80年代後半以降は、政治状況や農村政策について積
極的に発言している。しかし、本稿は1970年代という一時期をみるものであるため、その
当時の認識に焦点を当てることとする。

25 1962年当時の中学校進学率は、男子58.2％、女子19.6％、高等学校進学率は男子28.8％、
女子11.6％にすぎなかった（『경향신문』1963．7．4．“늘어난 여자 중고 취학율”）。『大谷日
記』の申權植と『朴來昱日記』の朴來昱の工業高等学校卒業という学歴は、当時の教育水
準では高等教育を受けた知識層にあたるといえる。
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日、「1963年8月15日までに政権を移譲する」という民政移譲計画を発表し
た。だが朴正煕は、民政移譲後に軍に復帰するという約束をやぶり、共和
党の全党大会で大統領候補の指名を受け、1963年、大統領選挙に立候補し
た。1963年の大統領選挙は、共和党の朴正煕と野党の単一候補である尹

ユン

潽
ボ

善
ソン

の一騎うちになったが、15万強の票差で朴正煕が当選した。1963年12月
27日、朴正煕が大統領に就任し、第3共和国が船出した。
　4年後の1967年の大統領選挙は、もっともつまらない選挙になるものと
予想された。1965年の「日韓協定批准波動」によって野党がひどく分裂し、
選挙を前にしてようやく大統領候補に尹潽善、統合野党である新民党の党
首は兪

ユ

鎭
ジ

午
ノ

ということで合意にいたった。このような状況でおこなわれた
67年の大統領選挙は、争点がとくになかった。野党の旧態依然とした分裂
と世代交代のない「年寄りの」政治家中心の政治構造がある一方で、1965

年からのベトナム派兵、日本の請求権資金その他の資金やアメリカ・西ド
イツの借款といった経済発展の資金が流れこみ、経済がかなりよくなって
いた。「黄牛のように働きます」というキャッチフレーズをかかげた共和
党（朴正煕）がふたたび無難に政権をとるものとみられた。結果は、総得
票で132万票の差をつけて朴正煕が当選した26。
　このような1967年の大統領選挙の政局について、『大谷日記』は、自身
の政治的な立場を記している。「わたしはいろいろな面でやる気のない党
員だろうが、現大統領の共和党政治がよくやっていることも多い。工業立
国を叫び、富国した面はあり、建設的で意欲的で、果敢勇敢に仕事をする
働き手だが、われわれ農民にはそれほどありがたいことじゃないと思う。
農村が病んでいることは事実だ。地価が日ごとに下がり、穀価が日ごとに
下がり、働き手も農村に来ず、農作業をいやがっているし、農民であるわ
たしにはそれほどありがたいことじゃない。かといって、ほかにたのもし

26 서중석『대한민국 선거이야기』역사비평사，2008，143～146쪽．
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い人もいない。ただ、かえてみたらと思い、尹潽善に投票した」とのべた。
しかし結局「今度の5・3選挙は、朴正煕候補が当選するだろう」と評価し
た27。
　平
ピョン

澤
テク

の申權植は、この選挙の遊説の過程について、自分の地元「安
アン

仲
チュン

場
ジャン

」の遊説で「共和党には無関心で、新民には拍手喝采」したし、仁
イン

川
チョン

で
も、車で動員した共和党より、場所も不便な新民党の遊説のほうが観衆が
多かったという。しかしやはり、結果は共和党が当選するだろうとつけく
わえた28。自身も野党（新民党）を支持し、大衆的な公開遊説も新民党が優
勢だったのに、結局は共和党が勝利するだろうとの判断はなんだったのだ
ろうか。
　ある面で無関心だったり「静か」だったりした国民は、慣例のような感
覚で執権層に票を投じたのだろうか。1967年の5・3大統領選挙と6・8総選
挙は、不正選挙だという非難をあとから受けた。大統領、国務総理、長官、
次官といった公職者たちが、特定の候補を支持する選挙運動をすることが
できるよう、大統領と国会議員の選挙法施行令をかえた29。それだけでなく、
この選挙は、大金が出回る金権選挙、地方で善心公約〔有権者の票を得るこ
とが本位の公約〕が濫発された選挙であった。大統領と国務委員たちが直接
出むき、橋を架けアスファルトを敷き工場も建ててやる、といった善心公

27 『大谷日記』1967年5月3日。以下、日記の原文を引用する場合、可能なかぎり原文表記を
そのまま用いた。正書法の誤記や方言などは、当時の作者の情緒を反映したものだと判断
し、そのまま引用した。ただし漢字は、意思伝達に問題がないと判断される範囲内で、ハ
ングルに変換した。

28 「場で共和党・新民党の遊説があったのだが、共和には無関心で、新民には拍手喝采。安
仲だけは新民が優勢だという観衆評―前日の仁川でも、里班長党員たちを車に乗せていっ
た共和より、場所も不便な新民側のほうが観衆が多かったというが、共和が当選だろう」
（『大谷日記』1967年5月1日）；「前日の安仲場では、大統領遊説で、野遊説で、共和党よ
り新民党が大盛況、新民党場では、そのとおり！ と拍手をするから安仲では野党だと」 
（『大谷日記』1967年5月2日）。

29 『東亜日報』1967．5．10．“국무위원 등 선거운동 합법화”
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約をかかげたせいで、与党支持が増えたのである。韓国社会に金が出回り
はじめた時期と選挙がぴったりかさなり、有権者も金の味におぼれる亡国
的な現象がおきた選挙であった30。
　このような状況は、平澤も例外ではなかった。党員である日記の作者（申
權植）に、共和党から毎日金が送られ、村人をもてなすようにさせ、総選挙
の投票日も食堂は満員で食券が濫発されて出回るというような状況がつづ
いた31。そうしておこなわれた選挙の結果は、「ソウル・釜

プ

山
サン

では野党が意
外とダメで、地方では与党がほぼ全部だ。この地方でも、与党の李

イ

允
ユニョン

鎔氏
が当選した。野党地方である平澤で与党が当選したのは、野党選出なら地
方に発展がなく、今回だけは与党を選んで地方開発をやってみようという
郡民の本心じゃないかと思うが、それでも僅差で与党が当選した32」。金
の威力と「地方開発」という善心公約が効力を発揮した選挙であった。
　1969年は、朴正煕の長期執権の第1次プロジェクトである「3選改憲」が
あった。『大谷日記』は69年の日記が紛失しており、『牙浦日記』の作者は
政治の懸案についてほとんど言及していない。『朴來昱日記』は、3選改憲
をしようとする執権勢力に対する学生たちのはげしい反対デモの様子を事
細かに記録しているが、警察側の過剰鎮圧に対しては批判的な立場を示し
ている。作者も、「3選改憲はない」という自身の意見を披歴している。

30 서중석、前掲書、150頁。
31 「共和党から、洞里の人たちに酒1杯ずつふるまえ、と一金600ウォンと、わたしに一金500
ウォンを寄こしてきた」（『大谷日記』1967年6月2日）：「新浦から帰ると、共和党の組織部
長がきた。この部落に一金600ウォンが出たのだがそれじゃ到底もてなすことができない
というと、もう一回寄るというのだ」（『大谷日記』1967年6月4日）；「晩飯の前に共和党か
らきた。てぬぐいをもってきて、封筒もいくつかもってきた。晩飯には600ウォン出たので、
煙草アリラン18箱、セマウル15箱を600ウォンで買って、洞里を回った」（『大谷日記』
1967年6月7日）：「総選挙当日。（……）新浦では飲食店がみんな満員だ。食券が濫発され
たが、そのまま家に帰ってきた。イ・ユニョン氏が運動をいちばんやり、資金もいちばん
たくさん使った。群小政党は運動がなかった。官権金権運動が与党のイ・ユニョン！」 
（『大谷日記』1967年6月8日）。

32 『大谷日記』1967年6月9日。
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「デモがひろがったソウル市内の各大学とその動きは、全国的にひろ
がっている。数日前、釜山でも、そしてほかの都市でも、となりの光

クヮン

州
ジュ

でも、その動きは尋常ではない。今回のデモの発祥はソウルの高麗
大、そしてソウル、各大学がつぎつぎに座りこみをし、それから街へ
おどり出た。デモは、3選改憲反対糾弾大会に端を発するもの。とこ
ろが、これをむかえうつ警察は、デモ隊鎮圧用に催涙弾を発射すると
いうことで、最近のデモでは、これまでなかったペッパー・フォッグ
〔Pepper Fogger. 催涙弾を発射する警察のデモ鎮圧用車両〕を使うとか。
　それから、家に帰った大学生2人を派出所によび、高級警察官がボ
コボコ殴ったかと思えば、ソウル大学に入ってきた情報警察（刑事）

を監禁、ボコボコ殴って張りあっている。問題は、デモ鎮圧が学生た
ちの感情を刺激したことだ。しまいには、デモをしようとする学生を
教授が諭してスクールバスにのせていたのに、警察が棍棒で教授も学
生もなく手あたり次第に殴り、バスの窓まで割る、そこで学生は投石
で応じるというのだから、こんなことでいいのか。法を感情でおさめ
なければ、問題はなぜ学生が外に出るようにしたのか、現政治家の責
任。文教部では、今日から学期末試験の延期で早期休暇、さもなくば
全面休校だ、デモを鎮圧しようとする防波堤としては、いつでも休校
で応じた。極度に達した感情を空白期にさまそうというわけだ。だが、
デモというものが頭のなかからきれいさっぱりなくならなければなら
ないという問題点をしっかり考えるべきだ。「3選改憲はない」」
 （『朴來昱日記』1969年7月5日）

　「3選改憲反対汎国民闘争委員会」が、野党、学生・在野勢力を網羅し
て結成されたが33、共和党内でも、金

キム

鐘
ジョン

泌
ピル

系の3選改憲反対にもかかわらず、

33 『東亜日報』1969．7．17．“삼선개헌 반대 범국민투위 발기인명단” “개헌저지에 총력”
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朴正煕は国会で3選改憲案を強行採決し、国民投票にかけて通過させた34。
共和党の地域幹部である『昌平日記』の崔乃宇は、国民投票に対する党の
指示事項を受け、投票時に立会人を務めた35。だが、党の指示事項がどう
いうものだったか、3選改憲案に対する自身の立場はどうなのかについては、
日記に書かなかった。『昌平日記』は、政治的な懸案や争点について、自
身の意見を示さない。解放空間と朝鮮戦争期に地域でおきたイデオロギー
葛藤とそれによって生死がわかれた経験は、政治的な言及を自制し、おも
てに出さない態度をもたらした、とみることができるのではないだろうか。
さらに、地域的にみて全羅北道の任

イム

実
シル

は、60年代後半以降、政治的に野党
支持の傾向が集団であらわれたところであり、この地域で自分の社会経済
的な地位にともなう執権与党の党員としてのあゆみは、外からみえる権力
とはちがい、地域民たちとのかかわりにおいて不都合な面もあっただろう。
こうしたことが、かれの日記に反映されたのかもしれない。
　3選改憲を通過させた朴正煕政権は、1971年にふたたび大統領選挙をお
こなった。それまでの野党の古臭さと無能さからぬけ出そうと、野党新民
党に「40代旗手論」が出るなか、金

キム

泳
ヨン

三
サム

 - 金
キム

大
デジュン

中 - 李
イ

哲
チョル

承
スン

の三つ巴で競選
をしたのだが、結果は金大中が候補に確定した。朴正煕と金大中の一騎う
ちであった。金大中は、貧富格差の解決、4大国安全保障、南北間の非政
治的交流など、型やぶりな公約によって新鮮な風をまきおこした。4人の
日記の作者たちは、この選挙をどうみて、だれに投票したのだろうか。
　まず、日記に政治的な関心事をもっとも積極的に記した『朴來昱日記』
をみてみよう。かれは、1960年代の経済成長を誇りに思っていたが、民主

34 『東亜日報』1969．9．15．“개헌안 공화 전격 변칙처리”；『東亜日報』1969．10．18．“삼선개

헌 가결 확실”
35 「共和党の各面代議員総会議があった……ある議員（共和党国会議員）が主催者になり、
国民投票に対する党員の方針を話してくれた」（『昌平日記』1969年9月22日）；「午前9時ご
ろに大里国民学校に与党立会人の資格で参加した」（『昌平日記』1969年10月17日）。
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主義を回復した4・19、北朝鮮共産集団の挑発をふせいだ5・16を、いずれ
も肯定的に評価している36。とりわけ朴正煕政権について、「民族中興再
建のピッチをあげた5・16革命政府以降。受け継いだ安定、朴正煕大統領
の卓越した勇断と勤勉・誠実で有能な大統領がなしとげてきた経済復興 

こそ、後世に永く残るだろう37」とのべ、「朴正煕神話」の一端を垣間み
せている。では、かれは71年の大統領選挙と総選挙において朴正煕政権 

を支持したのだろうか。結果はそうではなかった。朴正煕の功績を大き 

く認めながらも、地域差別の深まり38、民主主義の圧殺39、経済状況の悪

36 「韓国がかなり成長し、韓国で生活している国民の水準が質的にこんなに大きく向上した
のだ。事実、世界的にも1960年代は多事多難だったが、とくに韓国は、怒りによって素手
で銃口とむかいあい主権を手に入れると立ち上がった4・19義挙、無能な政治とまかりま
ちがえば北傀の魔手に落ちるところだった危険な時期をただした5・16革命。その後、こ
の国は絶えず発展、発展、成長してきた。もちろん、都市と田舎に顕著な差が生まれはし
たが、それは都市が田舎にくらべて発展しすぎたためであって、田舎が前とくらべて発展
していないからではない」（『朴來昱日記』1960代をふりかえっての所懐）。

37 『朴來昱日記』1970年7月28日。
38 「とくに今回の選挙は、地域人の色あいが顕著に誘発された選挙。嶺南嶺東（慶尚道）へ 
と？？されたりする〔原文ママ〕。ここの人たちは、共和党であれ新民党であれ、超党的
な見地から冷遇を受ける湖南人の鬱憤を爆発させながら、湖南の人に票を入れると息巻い
ているが、果たしてどうなるか」（『朴來昱日記』1970年11月21日）；「今度の4・27大統領
選挙の開票が終わると、嶺南があれほど多くの票があふれた理由がといって疑いの度がす
ぎるほどで、かれらがいったいどれほど不正をしたのかといって慨嘆しているし、完全に
地域対立の感情が激化している。せまいこの地が38度線によって南北にわかれたが、この
南韓が東西にわかれるとは。それどころか、三国時代の新羅だの百済だのを連想し、慶尚
道をさして新羅の奴ら新羅の奴らといっているし、家庭の主婦たちも調味料のミプンは買
わずミウォンだけ買おうと意気ごんでいるのだから、この後遺症がいつなくなるやら」 
（『朴來昱日記』1971年4月30日）；「いまから列車に苦しまなければならない。ノロノロの
3等鈍行列車に体をまるめ、5時間走らなければならない。あそこ（慶尚道）では高速道路
がずっとのびて、ソウル - 釜山の長距離でもたったの5時間以内だというが、ここではい
まだに古い汽車でガッタンゴットン、光州 - 木浦が5時間以上だというのに」（『朴來昱日 
記』1971年5月10日）。

39 「今年の2大選挙（大統領、国会議員）を数ヵ月前にして、こともあろうに野党（新民党）
大統領候補指名者の金大中氏の家で怪爆発事件があったかと思えば、大統領選挙庖宰の鄭
イルヒョン氏（現国会議員）宅が火災事件にあい、新民党の重要書類と大統領選挙書類一
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化40などの理由から、かれは野党を支持した41。大統領選挙では朴正煕が
当選したが42、つづく総選挙で新民党が勝利したことについて、国民の政
権交代への熱望を反映したのだろうとのべた43。その一方で、71年の選挙

切が焼却されて世の中が大騒ぎ、とくに第1野党の大統領候補なものだから、国民の현？ 
〔原文ママ〕は、当然これはまちがいなく選挙を事前妨害しようと。現政府と与党の攪乱
だ、いたずらだのなんだのと騒々しいありさま……とくにその後、爆発事件、火災事件に
加え、怪脅迫手紙、脅迫戦をやるだれかのしわざだというのか。当局の捜査が外殻捜査に
手をつけたがり、金氏鄭氏のかわりに側近捜査だけおこなわれたのだから、あきれかえる
しかない」（『朴來昱日記』1971年2月8日）：「みんな言葉はなかったが、4月27日の選挙は
高等な手口の不正をしたという話だ。静かでもめごとなく選挙開票をしたというが、事実
どれだけ多くの人たちの人権に圧力を加えたのかは、やられなかった人はわからない」 
（『朴來昱日記』1971年4月29日）。

40 「14年前、5・16軍事革命がおきると、革命スローガンでまずいわく重農政策、だが重農政
策は1日スローガンに終わり、工業にだけ重きがおかれた。それで、この国も工業立国だ
とみんな自称するだけやった。とうとう地方ごとに工業団地、ああだこうだいってその庁
舎地はすぐに外貨で、この国の国民が高糧価で腹が裂けるほどだが、ブレーキがぐいっと
とまりはじめるから、原動機のクランクに亀裂が入ってしまった。いまは生産過剰だ、生
産品を売る気力がない。輸出高が年10億ドル、また35億ドルだのなんだの騒いだが、最近
はさっぱりだ、その声もさっぱり消えてひさしい。ベトナム戦争が中止だから韓国の工産
品輸出がいっそう中断したんだそうだ。だから自称工業立国がこりゃなんだ。ちかごろあ
らたに流行している不実企業だのなんだのいう声に耳が痛いくらいだ。さあこれくらいな
ら、重農政策スローガンはスローガンにとどまり、工業にだけ重きをおこうが為政者の計
算が目玉が動じない。これから農業に重きをおくとかいって、全羅南道だけでも麦100万
石植える運動、稲600万石植える運動に、毎年のインフレをいいわけにして、年30％ひき
あげてくれた」（『朴來昱日記』1971年11月8日）。

41 「澗軒（朴來昱）H女史（夫人）、大統領選挙のときも今度の国会議員の選挙のときも2回
第1野党の新民党にかならず入れた」（『朴來昱日記』1971年5月25日）。

42 「3月23日に選挙日が公告されて以来、与野間の熾烈な安保論争や長期執権の是非などで選
挙の雰囲気が過熱したこともあったが、投開票の過程であまりにも差がつき、とんでもな
い差で大韓民国第7代大統領は民主共和党候補の朴正煕氏が当選した。当選は嶺南の票田
で大勢が決定だ」（『朴來昱日記』1971年4月29日）。

43 「ところで、第1野党の新民党以外にも、国会進出議員が増えた。当初改憲阻止ライン3分
の1をねらって熱戦をくりひろげてきたが、どうみても当初の予想より20席以上の収穫が
得られたことになるだろう。予村野都をこわすという執権の計略はこっぱみじんになり、
あばき出されたわけだ。共和が都市で大きく惨敗して野都の現況がきわだったし、ぐっと
若返り学力多様になり、全国区も共和34議席をねらい新民党は17議席をねらったが、共和
27議席に減ったし、新民24議席に増えたから、こりゃなんの棚ぼただ……こうして共和は
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であらわれた深刻な地域感情とその対立を懸念している44。
　平澤はどうだっただろうか。『大谷日記』の申權植は、1967年の選挙で、 

「それでもかえてみれば」という気持ちで尹潽善に投票した。ところが
1971年の選挙では、かれは朴正煕を選んだ。「第3代大統領に出馬できる憲
法改正の共和党が―ひどいという感じがあるが、かといって現政権を引
き継いだ野党もなく、わたしは朴正煕候補に投票した45。」かれには、金
大中の公約や政権獲得能力は同意することができないものだったのだろう
か。「年寄りの」政治家の古臭さと無能さも問題だが、40代の若い政治家は、
未検証のそれこそ「幼くて信頼できない人」だと認識されていたのかもし
れない。「やる気のない党員」だったかれは、いまや名実ともに党員になっ
ていた。つづく5・25総選挙でも、「3選改憲は別にやる気はなかったが、
かといって野党に政権をまかせるに足る党もなく、朴正煕に票を入れたが、
今回も第1野党が金に目がない党首・柳

ユ

珍
ジン

山
サン

の波動（珍山波動）という不名
誉なことをしでかしたし、さらに、本郡の立候補者・柳

ユ

致
チ

松
ソン

氏も、1次議
員職のときに自分だけのはなばなしい国会での経歴があるばかりで、本郡
の発展についてはおろそかにしたのは事実だった。それでわたしは、一介
の共和党指導長よりも本郡の発展のために立った与党の崔

チェ

榮
ヨン

喜
ヒ

氏に清い1

票を投じた46。」
　いまや『大谷日記』の作者の政治的選択の重要な基準は、「地域発展」

113議席、新民は89議席、国民1議席、全部204議席が分布当選したわけだ」（『朴來昱日記』
1971年5月26日）；「建国以来はじめて多くの議席を確保した第1野党の新民党は、良憲政治
にあかるい展望がみえるだろう。事実、共和党の人物が新民党の人物よりダメだからでは
ない。すべてが野党を熱望した国民であり大統領候補金大中の票だった。共和党の52％、
新民党の47.6％、不正は共和党が新民党にくらべて10倍はやっただろう。だから勝利は新
民党であり、国民が政権交代を願っている証拠だ」（『朴來昱日記』1971年5月29日）。

44 「とくに今回の4・27大統領選挙であらわになったのは、地域感情の悪化、この後遺症を現
執政者はどうやって解決していくのやら」（『朴來昱日記』1971年5月22日）。

45 『大谷日記』1971年4月27日。
46 『大谷日記』1971年5月25日。
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であった。この点は『朴來昱日記』とは異なるが、朴正煕大統領を信頼し
支持しながらも、経済的困難、湖

ホ

南
ナム
〔全羅道〕差別のような地域問題が、

かれの選択においてより重要な要素となった。1960年代までは、社会（国家）

的単位の民主主義や経済状況などが判断基準だったとすれば、このときは
自分の属する地域と家庭経済の安定と発展が重要な基準になったのである。
総選挙の結果、野党の改憲阻止ライン確保という実質的な勝利の状況に対
しては、改憲の牽制としてまともな議会になって独裁をくいとめ、党利党
欲にばかりかたよらず、国家と民族のために働くような、野党もよいこと
には協力してまちがったことだけ闘争するような議会になることを願う、
と所懐をあかしている47。はっきりした闘争と対立より、両非論〔対立する
2つの主張双方をまちがいだとする論〕にもとづいた協調を政治に要求している
のである48。
　20代の青年だった『牙浦日記』の作者は、71年の大統領選挙と総選挙に
熱心に参加した。大統領選挙では、朝早く投票所にむかい、総選挙でも投
票に参加した。かれの地域では、総選挙より大統領選挙に多く関心があつ
まり、参加人数も多かったことが日記からみてとれる。大統領選挙では、 

「朝7時15分ごろに投票用紙記入所に行くと、すでに人が大勢集まっていて、
列に並んで自分の番を待って49」いたが、総選挙では、「昼飯を食べてか
ら投票所に行ったらさいわい人がおらず、すぐに投票用紙に記入して50」
家に帰った。また、大統領選挙の日には、投票をして、「早く帰ってきた

47 「改憲阻止ラインをなし、改憲牽制をなし、本物の議会をなし、一代独裁を防ぎ、健全な
議会をなし、党利党欲にかたよってばかりいないで、国家と民族のために働いてくれたら、
野党もよいことは協力しまちがったことは闘争し、予野が本物の議会をなしてくれること
を願う」（『大谷日記』1971年5月25日）。

48 「これからやってくる議会は議会らしい議会をやるのか、さもなくば無視や反対だけをこ
ととするのか。国民がせつに願う」（『大谷日記』1971年5月27日）。

49 『牙浦日記』1971年4月27日。
50 『牙浦日記』1971年5月25日。
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から仕事をやるならいくらでもやるんだが、みんな休日だといってあそぶ
のに、とてもじゃないが午前から畑に働きには出る気にならず、午前はゆっ
くりして午後から牛車で耕しに51」出かけた。まわりの人たちは、大統領
選挙投票日を休日だと思って休むような雰囲気であった。これに対して総
選挙の日は、「家に帰ってゆっくりする予定だったが、あそぶ人もおらず
どうにも手持無沙汰なので、畑に出て草むしりをすることにして、1日の
日課をやってしまった52」のである。
　2つの選挙でどういう選択をしたか、かれは日記ではまったく言及して
いない。投票をして、投票日が休日に指定されたので、つらい日常からぬ
け出して1日休むことができる言い訳ができた日だったが、実際かれは休
めなかった。かれが地域社会でまだ政治的、社会的にあたえられた地位の
ないただの村の青年だったということがわかる。一方、地域社会の有力者
で共和党の地域幹部だった『昌平日記』の崔乃宇も、選挙についての言及
はかなりあっけない。かれは、選挙に参加しただけである。ところが、大
統領選挙の当日に知人と言い争ったという。酒に酔ったというただし書き
があるが、ひょっとしたら選挙にかかわる論争だったのかもしれない53。
　「3選改憲」というむちゃなやり方を動員してまでおこなった1971年の
大統領選挙と総選挙において、朴正煕と共和党は、政権獲得にまた成功し
たが、その内容をみれば、金権、官権を動員した不正選挙と地域主義の結
果であった。朴正煕と金大中の票差は94万票だったが、慶尚道で朴正煕が
158万票多く、湖南では金大中が62万票多かった。結局のところ、嶺

ヨン

南
ナム
〔慶

51 『牙浦日記』1971年4月27日。
52 『牙浦日記』1971年5月25日。
53 「今日は第7代大統領選挙日だ。朝から造林費をばらまくのにいそがしかった。投票立会人
として大里に行った。投票率は約85％だった。夕方には、郭在燁氏、郭仲燁と言い争いを
したのだが、酒に酔っていたのだろう」（『昌平日記』1971年4月27日）；「今日は民議員投
票日だ。第1投票口の立会人として座った。投票は778票だった」（『昌平日記』1971年5月
25日）。
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尚道〕地域の組織票が朴正煕当選の決定打となった。ソウルでは、むしろ
金大中が6対4で39万票多く獲得した。つづく総選挙でも、全体議席204席中、
共和党113議席、新民党89議席で、改憲阻止ラインを20議席も上回り、朴
正煕は、クーデター以外の方法ではこれ以上の長期執権は不可能な状況に
なった。
　このような政局を突破するため、朴正煕は南北統一のカードをきった54。
しかし、平和統一を大義名分として、1972年10月17日に非常戒厳を布告し、
国会の解散、政党・政治活動の中止をふくむ約2ヵ月間の憲法の一部条項
の効力停止という非常措置をとった。「祖国の平和統一を志向する憲法改
正案」を公告し、ひと月以内に国民投票にかけて確定するというのである55。
こうして確定された維新憲法による体制（維新体制）では、大統領選挙は
直接選挙制度が廃止され、維新憲法によって組織された統一主体国民会議
における間接選挙がおこなわれることになった。国会議員の選挙方法も、
総議席の3分の2はひとつの選挙区から2名ずつ選ぶ中選挙区制をとり、残
りの3分の1は大統領が指名し、統一主体国民会議でこれを選出する「維新
政友会」の議員で占められた。それとともに、司法部と立法部の独立とそ
の権限を無力化、すなわち三権分立が崩壊して民主主義が圧殺され、強力
な一人独裁体制が形成されたのである。これに反対し抵抗する政治家、学
生、市民勢力に対しては、戒厳令、緊急措置など、公権力を活用した無慈
悲な暴力と弾圧がつづいた。
　このような維新体制の成立について、韓国の一般大衆はどのように認識
し、対応したのだろうか。『大谷日記』は、1972年10月17日と18日に、非
常戒厳の布告と非常措置の実施をさらっと記し、「南北平和統一のために

54 これについては第4章で詳細に検討する。
55 『경향신문』1972．10．18．“전국에 비상계엄 선포，연말까지 대통령，국회의원 선거”
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やむを得ない日56」といい、受け入れる態度を示した。しかしかれは、維
新憲法における大統領の特権的な権限、終身制に対しては批判的であり、
国民投票の過程でみられた公然たる不正投票に反感をいだいた57。それでも、
かれの票は維新体制に賛成であった。平澤の申權植は、執権与党に対する
批判的な態度にもかかわらず、1971年の選挙から、朴正煕と維新体制に票
を投じた。共和党員という地位に対する責任感のためだろうか。経済成長
と「安定」という保守志向の感性が、理性的な判断にまさったのだろうか。
　『朴來昱日記』は、10月18日に、新聞報道の内容をそのまま書き写して
いるが、それに対する意見はつけ加えなかった。憲法改正案が公告された
10月27日には、「旧憲法の精神を継承しているが、祖国の平和的統一の歴
史的使命を強調した。ところで、前に報道されたところによると、北朝鮮
の労働党でも、北朝鮮の憲法を改正したそうだ。もしかして、この地でも
南北統一がなされるのだろうか」とのべ、政府がかかげる平和統一という
大義名分を受け入れている。かれは、維新憲法は平和統一と経済発展のた
めのものだというところに同意して賛成票を投じたが、家族はみんな棄権、
自身も「賛成票を入れて出てきた58」という表現で、まだ心からの同意に

56 「晩7時に朴正煕大統領は非常戒厳を発布。国会の解散、政党活動の中止など、非常に意外
な発表だ」（『大谷日記』1972年10月17日）；「朴正煕大統領の戒厳宣布は、前日7時に宣布
されたので、どことなく不安だ。平和時に戒厳とはじつにこまったことだ。南北韓平和統
一のためにやむを得ない」（『大谷日記』1972年10月18日）。

57 「投票などするまでもなく決定的だ。選挙管理委員会の従事員と立会人みんな絶対支持者 
だ。棄権なしでやれというので1人が何人式でやるのかと思えば、わんさか投票があって
反対の余地などない。わたしも賛成票を投じたが、公明投票ではないので不快だった。民
主の芽は公明投票から出るものなのに、という思い切実。改憲案の賛成はするが、大統領
の権限が外国にくらべて特権的で、大統領は終身をするようになるのではないかという考
え、非常戒厳下の改憲もよい結果ではないこと。わたしも大谷部の棄権者に適当に賛成票
を投じ」（『大谷日記』1972年11月21日）。

58 「憲法126条附則9条によって成案した同大韓民国憲法は、南北平和統一の推進を早め、
1000ドル所得を目標に、国民みんなが豊かに暮らすための憲法だという…… H女史（夫人）
や弟も棄権、澗軒（本人）まで棄権なら全家族が棄権になってしまうということで、ユド
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はいたっていないということを示している。
　朴來昱は、維新体制に対して、かれが感じた5・16以後の社会のように、 

「社会の安定」と「秩序の確立」を期待していた。12月15日、維新憲法で
はじめておこなわれる統一主体国民会議の代議員選挙について、初期には
「選挙運動が過去とはちがってすごく静かで、金を使わない運動で、他者
を非難しない運動が。選挙ビラの濫発とか舌戦とかなく静かに進んでおり
……これはどれほど選挙風土がこの地でもかわったのかということだ59」
とのべ、社会の風紀が正しくなっているのだと満足感を示した。しかし、
すぐにこの選挙こそ金満選挙、堕落選挙になっていることを目の当たりに
し、それについて慨嘆している60。
　政府が宣伝する内容とはちがい、維新体制は朴正煕の永久執権のための
独裁体制であって、それを実行する下部単位では、依然として不正と不法
がはびこっていた。このような現実を目の当たりにしても「どうしようも
なく」、あるいは代案を経験することができない状況で、執権勢力による 

ン三叉路にある工業会館で投票をした。もちろん澗軒も賛成票を投じてきた」（『朴來昱日
記』1972年11月21日）；「いまはこの維新憲法の土着化で、分断27年の南北統一が平和的に
すみやかに来ることをねがう思いが切実だ。みよ、91.5％という世界史上類をみない投票
の開票状況を、これは全世界民に韓国民が志向するところをはっきりと証したのである。
われわれみんな、いい暮らしをしよう「ひとつになって」」（『朴來昱日記』1972年11月22日）。

59 『朴來昱日記』1972年12月8日。
60 「統一主体国民代議員の選挙戦が中盤戦に入る。選挙運動は表ではなく裏でこそこそ歩き 
回って金を使うのだが、実際は前の選挙にくらべて金がもっとかかるというのだ。運動費
用として、だ」（『朴來昱日記』1972年12月10日）；「維新憲法によって堕落選挙をせず、マッ
コリ飲まない・ゴム靴あげない運動だといったが、実際はそうではないようだ。夜、通行
禁止時間をすぎるまで、急いで回る。村ごとに今晩は酒があり肴があるという。だれが金
を出したのかはみんなシーシーしているが、ごくごく喉に流しこんだ者たちはよく知って
いるという。それだけじゃない。現金を公然とばらまいて回る。有権者1人当たり100ウォ
ンずつ払ってやれ、と H女史にも3500ウォンを渡していったというのだ。でもそれだけじゃ
ない。某人士にも別の候補者があたえていったとのこと、それで H女史があげる人とか
ちあうんじゃないかと気にしている。表でやることより裏でやることがもっとおそろしく、
ねちっこいものだ」（『朴來昱日記』1972年12月14日）。
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「安定」と「発展」を期待して、かれらを支持していたものと思われる61。
現実に対する批判的な意識が選挙などの政治的な行為では実行されないと
いう矛盾した状況がつづいていた。これは、ドイツのナチス体制に対する
大多数の人民のさまざまな批判と「不平不満」が、体制に対する部分的な
承認、あるいは最小限の政府の権威に対する受動的受容と共存したという
評価、つまり受動的な不満足、ぶつぶついう諦念、体制との個別的な妥協
のなかで大衆は沈黙していたという分析62が参考になる。
　さらに、指導者についての「神話」は、社会的・経済的な上昇と安全、
未来の展望に対する要求と現実の日常との隙間を埋める役割を果たした。
現実に対する批判は大部分が中下位の権力者に集中し、体制への同意は最
高指導者に集められた63。朴來昱は、それまでのそれなりに批判的な社会

61 「本日、大韓民国3400万全人口に維新憲法を問う。朴正煕大統領の現維新憲法に賛成する
のか反対するのかをだ。これまで数ヵ月間、民主国民回復運動だの改憲すべきだの座りこ
みデモが苛烈だったし、野党では極限闘争をくりひろげてきた。そこで朴大統領が勇断を
くだし、本日国民に問うのだ。ところが、野党は国民投票では不当なあつかいだといって
開票拒否を本日おこなっている。H女史は芬香国民学校で、澗軒は光州柳洞工業館で投
票した。もちろんわたしたち家族は賛成だ。なぜ生きやすい現時点に反対するのか。北傀
の挑発はくりかえされているのに。だから、全国投票率が80％になるのだ」（『朴來昱日記』
1975年2月12日）。

62 데틀레프 포이게르트 지음，김학이 옮김『나치시대의 일상사：순응，저항，인종주의』
개마고원，2003，91쪽．

63 「高級公務員の光州の某氏は、かけ金100万ウォン台が飛びかう億台賭博がはやっていると。
この賭博の金が果たしてかれらの月給だというのか。ありえない話。あきらかに国民の血
税を搾取し、また税収をした税務公務員の家はいい暮らしをしていい物を着て、不正品を
とりしまるべき엽직자〔原文ママ〕は、民は治めるくせに、自分の家には外国製品がごちゃ
ごちゃとあり、まるで外国家庭の展覧会でもするかのようにみせびらかしているのだから、
この国は情けない。とくに世界情勢が急変しているこのとき、いちばん危うい位置にある
小さな韓国の地でさすらい、政府官吏がみんな不正にふけっているから、下職者も、おま
えがやるのにおれはできないのかという具合に尻馬に乗ってこのざまだ。この難局を収集
しようとするなら、いまからでも、国民が納得できるように不正の打開策を提示し、果敢
に処理しなければならないのに、不正が発見されはし、しっぽと首根っこをつかまえはす
るが、その後処理はとんとなんの音沙汰もないから、政府令をきっちり受け入れて守る国
民がかわいそうだ」（『朴來昱日記』1971年10月30日）；「朴正煕閣下は、今回の選挙は絶対
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へのまなざしにもかかわらず、結局「この地を領導してくださった現大統
領は、17年間領導してこられた韓国の新紀元をつく」ったと賛辞をのべ、
その「万寿無窮」を祈願した64。
　一方、朴正煕政権に抵抗し反対する野党と学生、在野市民勢力に対する
評価はどうだろうか。緊急措置をとり、さまざまな公安組織事件をつくり
出してこれらの勢力に大々的な弾圧が加えられていた時期だったにもかか
わらず、日記の作者たちは、そのような現実について特段言及していない。
メディアも統制され、ラジオとテレビは事実を正しく伝えることができな
かったとはいえ、それでも批判的な論調と事実を載せた新聞を購読する層
は、当時の学歴水準と経済水準からしてそれほど多くなかったようである。
4人の日記の作者のうちで、新聞を読んでいたのは朴來昱であった。だか
らかれの日記では、新聞を通じて知った政治、社会、経済の現実が整理さ
れている。しかし、メディアの報道を事実そのものと認識するという限界
があった。それ以上の批判や分析は加えられていない。
　他方、緊急措置と、学生や在野市民勢力に対する行きすぎた抑圧につい
ては、「一党独裁体制」という単語を引用して批判しており、経済難によ
る民生の困難については、朴正煕の「領導力」に疑問をいだいてもいた。
社会秩序を回復して政治的・社会的な安定をもたらしてくれるだろうと期

に公正だと主張しておられるのに、底辺の人たちが清い水を濁す。わたしが共和党だがい
ちばんとびはねている。どうか、公明選挙が一日も早く来るように。全国民の審判がまこ
とになされるように。自由選挙が一日も早く来なければならないのに。残念。執権党の権
力濫用がなくなり、自由民主主義が実現することをわれわれ国民は願うばかりだ」（『大谷
日記』1978年12月10日）。

64 「大韓民国第9代大統領就任、本日11時に就任式をしました。1980年世界のなかで韓国を浮
かびあがらせようとする大統領の労苦、全国民が朴正煕大統領閣下の就任をこころよりお
祝いいたします。そして、永くご健康で、万寿無窮であられることを願います。1980年代
世界のなかの韓国は上位国へと駆けあがる秀麗山河、この地こそこの地を領導してくださ
る現大統領は17年間領導してこられた韓国の新紀元をつくられました。分断されたこの地
に南北統一が成就したらと思うことせつであります」（『朴來昱日記』1978年12月27日）。
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待していた維新体制が、その暴圧性によってかえって社会混乱をひどくし
ているということも、批判的にみている。

「憲法53条に依拠、大統領緊急措置4号発動。デモ学生たちに朴大統
領が鉄槌をくだしたのだ。とにかく、かれら学生たちには肝の冷える
脅しだ。これから学生たちが気をつけなければいけないこと、朴大統
領が現代の学生デモのことをいちばん頭が痛いと考えているから、こ
の名案を掘り出したようだ。」
 （『朴來昱日記』1974年4月4日）

「民主回復国民会議の宗教界で、汎野の人士たちが集まって現時局観
を批判しているが、言論弾圧の即時中止を要求し、現執権党、現政府
がおこなっている維新憲法を撤回しなければならないと主張し、それ
がなされるまで汎国民運動を展開していかなければならないと意気ご
んでいる。とにかく現政局は、微妙なことに、情報政治だといえるほ
ど殺伐とした雰囲気なのだ。われわれも、これくらいなら先進隊列に
加わって民主政治を自由なものにしていくことができるのだが、在野
勢力をあまりにも拘束し、あるいは重い圧力を加え、一党独裁体制を
実現しているし、現執権党では政権の野欲によって政権延長のみに汲々
としており、口があっても物がいえないように피옹していた〔原文ママ〕

維新憲法の通過以降、その度がすぎて爆発してしまうのだ。とくにオ
イルショックによる物価高騰は一直線に突きあがっており、庶民生活
は窮乏に追いこまれていき、大変だということだ。さまざまな不況が
重なって、爆発したのだ。」
 （『朴來昱日記』1975年1月15日）

「緊急措置1、4号違反者、釈放。人革党〔人民革命党〕の反共法違反者
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などは除く。改憲論議、民青学連〔全国民主青年学生総連盟〕にかかわっ
た者、全員釈放対象180名ライン・刑確定者146名・係留56名、破棄差
し戻し1名、学生身分、全員釈放。民青にかかわった2人の日本人もふ
くむ。朴正煕大統領は、本日午前、第1号および第4号違反者全員を釈
放措置にした。国論統一総和のための決断。朴正煕大統領の緊急措置
違反者釈放の意義。もう少し早くこういう勇断がくだされていたら2

月12日の国民投票も実施しなくてもよかったのに、とみんな賛辞をの
べながらも遅きに失した感が否めないと残念がっている。」
 （『朴來昱日記』1975年2月15日）

「2月12日、朴大統領は乱れた難局を収集するために国民投票をし、
現維新憲法について、国民に信を問うた。結果、投票率70％ほどで賛
成を得はしたが、乱れた難局は依然として収集がつかず、在野勢力と
宗教界では、また民主国民回復準備委員会では、依然としてひっこみ
がつかず、今回の国民投票は無効だと宣言してしまった。じつのとこ
ろ、朴正煕大統領は、国民投票を終えて拘束されていた政治家、学生、
民青学連事件にかかわった拘束者も釈放したが、緊張が解消してもよ
さそうな政界は、依然として緊張した状態で、ぴりぴりと与野が対峙
しており、だれがこれを仲裁するのだろうか。とくに、言論弾圧、東
亜日報広告弾圧だとわめき散らしていきり立った筆は、怒りに満ちた
炎のようにとどまることを知らず、がんがん政府とやりあっている。
ソウル市民の視聴率80％をにぎっている東洋放送の怒りの声は、現政
府のすみずみまで食いこむ。その真相の、ということだ。いつになっ
たらこの乱れた難局は収集されるのやら」
 （『朴來昱日記』1975年2月19日）

　1979年、維新体制の矛盾は臨界点に達し、あちこちで深刻な破裂音が鳴
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りはじめた。1979年8月の YH新民党舎立てこもり事件65、金泳三総裁国会
議員除名事件66、10月16日の釜馬〔釜山と馬

マ

山
サン

〕抗争67まで、朴正煕の維新

65 「最近の政街は極限のにらみあい状態で、冷水をまいたようであり、ややもすれば爆発し
そうな殺伐とした雰囲気がただよう。これがまちがえば、全国的にデモがおこるかもしれ
ないというきわめて危険な状態。発端は、11日午前2時、1000名強の警察官が麻浦区の新
民党舎で2日目の徹夜座りこみ中だった YH貿易女子従業員170数名を強制的に解散させた。
4階講堂に新民党総裁の金泳三を中心とする国会議員20数名がいたのだが、ひきずり出し
て連行した。また警察はあえて国会議員と新民党員20数名を殴打までしたという。この最
中に YH女工金景淑（光州市鶴雲洞）？？〔原文ママ〕が手首の動脈をきったあと投身、
病院に運ばれたが亡くなり、朴權欽新民党代弁人は、頭と顔を強打されて血まみれになっ
た。のみならず、これを取材した記者たちも暴行を受けた。YH女工たちは、9日に新民
党舎におしかけ、YH貿易会社が倒産して工場稼働を中止したのでまた仕事ができるよう
に力を貸してくれと要求しに来て、2日間も徹夜で座りこみをしていた。じつのところ、
石油の値あがりによって国内では経済の沈滞現象がおこり、店をたたむことになった企業
が多いという」（『朴來昱日記』1979年8月15日）。

66 「数日前、国会議事堂で、白斗鎭国会議長の司会で、金泳三新民党総裁を国会議員から除
名する決議をした。これにより、新民党の国会議員全員は、66名が総辞退書を国会議長に
提出した。これにより共和党と維新政友会の国会議員たちは、新民党の辞職書を選別どお
り処理、一部の野党議員たちの議員職を喪失させる方針をかためていると伝えられた。選
別処理対象は5名以内、処理させる25日国会本会の続開後になると展望される。これはよ
くない兆候だが、これは野党を、そしてこれに追従する人びと、そして神経がするどい大
学生たちに大きな衝撃をあたえるものであり、社会混乱を誘発する発生源になるだろうし、
これによって政権交代をさけんで街におどり出てきたら、だれがそれをおさえるのか。洪
水で溜め池の堰がきれたらだれも防げず、シャベルをもつ農夫は天をあおぐばかりだ」 
（『朴來昱日記』1979年10月16日）。

67 「釜山で非常戒厳、学生デモにより大学休校、通行禁止の延長、18日0時をもって。10月16
日・17日、釜山大学と東亜大学の学生3000名強が、政権打倒を主張して校内で示威をして
いる最中に、警察の制止により解散させられたが、市内の繁華街の中心地でふたたび終結、
200名から500名が組になって6方向に進み、解散を勧告する警察とにらみあっていた最中、
夜陰に乗じて一部の不純分子と合流し、警察官署に投石、器物を破損したかと思えば、巡
察中の検察車両に火をつけ、都庁税務署および放送局と新聞社に侵入、器物を破壊するな
ど、偶発的な群衆の示威行動ではない組織的な暴挙であり、民心攪乱煽動と社会混乱を醸
成する暴徒と化し、警察56名負傷、派出所21ヵ所破壊、警察車6台全焼・12台破損した。
これが、野党の政治弾圧があまりにも深刻で、だんだん膿んだ創傷が爆発した症状だ。つ
まり、万が一全国的に貯水池がやぶられたら、だれがこれを防ぎきれるのか。しかし、鶴
湖〔作者〕も国民みながこの混乱期の隙に乗じて北傀金日成が時をあわせたように南侵し
てこないか、ほんとうにこわいです」（『朴來昱日記』1979年10月19日）。
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政権は、結末にむかってひた走っていた。これについて朴來昱は、日記に
こうした事実をそれなりに詳細に記録し、一連の事態がゆくゆくは政権を
崩壊させるかもしれないという憂慮もいだいていた。しかしかれは、「こ
の混乱期に乗じて、北傀金

キム

日
イル

成
ソン

が南侵してきそうでこわい」という思いを
つづっている。朴正煕政権の反民主主義的な一党独裁と暴圧性にある程度
同意しつつ、それよりもっとおそろしく受け入れがたいのは、「北朝鮮の
侵略」であった。国家安保と反共は、朴正煕政権の最高の保護膜であり番
人だったのである。
　結局1979年10月26日、朴正煕は、腹心のひとりだった金

キム

載
ジェ

圭
ギュ

中央情報部
長の銃でこの世を去った。当時の韓国国民にある程度当然視されていた 

「永遠の領導者」朴正煕大統領の死は衝撃的であった。『大谷日記』の申
權植は、ラジオで大統領死去のニュースをきいたが、当時の政治的な混乱
状況とむすびつけ、大統領が「暗殺」されたと表現した68。『昌平日記』の
崔乃宇の大統領死去に対する反応は非常にシニカルで、「大統領が殺害さ
れたときいた」という一言であった。告別式もテレビで観ればいいくらい
のパフォーマンスにすぎなかったようで、かれの仕事と日常はつづいた69。
　朴來昱は、朴正煕大統領死去に対して強い反応を示し、「すばらしい」
指導者をうしなった喪失感、これからの韓国と国民に襲いかかることにな
る状況、それに対処しなければならない姿勢などについて、自身の考えを

68 「食前に村に行った。ラジオのニュースをきいたかという言葉に、知らないと泰然と答え、
家に帰ると、ヨンホがラジオをきけというのできいてみると、青天の霹靂のような報道、
朴正煕大統領の逝去のニュース……最近の急変する混乱期になんのことか、釜山、馬山の
学生デモ事件で時局が混乱するなか、野党で議員総辞職など、ごちゃごちゃした時期に大
統領の腹心の中央情報部長が大統領を暗殺したというのだから、なにがなんだかわからな
い」（『大谷日記』1979年10月27日）。

69 「朝7時のニュースで、大統領が殺害されたときいた」（『昌平日記』1979年10月27日）；「今
日は故朴正煕大統領の告別式だが、テレビをつけてみると見物する価値がありそうなので
午前中は居間で休業した。午後は精米をした」（『昌平日記』1979年11月3日）。
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つづっている。かれの大統領への献辞は哀切である70。そして、維新体制
を合理化していた「韓国的民主主義」についても、分断と貧困から脱出す
ることができる唯一の道だとかれは考え、金も後ろ盾もない現実の国民に
とって、自由と生存権の保証は自暴自棄の道にいたらせるもの71だとし、
朴正煕の「領導力」を称揚している。
　以上、4人の日記を通じて、1970年代の維新体制を生きた「小さき人びと」
の政治意識をみてきた。『牙浦日記』と『昌平日記』には、政治への言及
がほとんどない。これを、政治に対する無関心とみるべきか、あるいは意
図的な回避とみるべきかは、一概には断定できない。しかし、日記全般の
叙述形態や個人的な傾向からみると、「若い」『牙浦日記』の作者にとって、
政治はまだかれの人生に大きく入ってきてはいなかったようである。一緒
に生きている隣人たちの政治的な傾向も、1967年の選挙からはっきりとあ
らわれた地域感情のため、「嶺南の指導者」である朴正煕（共和党）を支持

70 「あなたが逝かれるとは。26日11時、忠南挿橋川の防潮堤式場におみえになったとき、年 
とった村老の手を親しげにがっちりとにぎり、竣工テープをきったのだが、今も昔もかわ
ることなく朗々と鳴り響くその肉声。83年までには大きな水害をなくすと約束してくだ 
さったのに、思いもかけず、途轍もない青天の霹靂のようです。あなたがこの地におられ
たとき、この地には繁栄がもたらされ、あなたがこの地におられたとき、われわれに安定
がもたらされ、あなたがおられたとき、われわれはあなたをあんなにも信じ、信頼し、つ
きしたがいました。あなたがおられないこの地の民にとっては、もはや主人をうしない柱
がたおれるような青天の霹靂だったのです。天が崩れるようです。神さまと仏さまは、こ
んなにもこの地で従順な、この国のこの民をおみすてになるのですか。機知と知恵に富ん
だこの韓民族の南端にある3700万の民は、どうせよというのですか。北傀がねらうこの地
に、われわれは総力安保でかたく立ち、あなたが積まれた功が無駄にならぬようにいたし
ます」（『朴來昱日記』1979年10月28日）。

71 「韓国的な民主主義が求められてきた現実の韓国民だ。名誉と威信を尊重することなのか。
そこの民主主義を共産主義と、38度線で腰がきられたまま極と極で対峙しているこの朝鮮
半島、そして貧しさに苦しみ、物価が安定していないため、名誉と威信は捨ててしまい、
ただ人のポケットから金をむしりとることだけに汲々とする韓国民としては、あまりにも
差が大きいのだ。ところで、国民の自由を熱望し生存権を保障するとかいって保護してやっ
たとなると、現実の国民は金も後ろ盾もないとなると、人生を自暴自棄する者がもっとも
おそろしくもっとも悪い者だ」（『朴來昱日記』1979年11月15日）。
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するのは当然のことだっただろう。一方、『昌平日記』の作者にとっては、
戦争の渦中であじわったイデオロギー対立のトラウマのなかで、政治的な
傾向をおもてに出さないことが「正しい処世術」だったのかもしれない。
かれは保守的な傾向のある地域有力者であり、執権党である共和党の地域
幹部として、自身の事業と生活の保護膜をつくっていたが、そのために最
低限の政治活動をしていたと思われる。さらに、全羅北道の任実という地
域は、慶尚北道の金泉とは異なる地域感情が噴出する土地だったため、か
れの政治行為は、地域社会において影響力や支持が大きくはなかっただろ
う。このような点は、かれが日記で政治的な言及を自制することは「意図
的な回避」だったと評価する根拠にもなるのではないだろうか。
　『大谷日記』と『朴來昱日記』の作者は、当時としては高学歴であり、
新聞や書籍などを通じて、社会の現実と政治的な懸案について、自身の考
えと意見をもつことができた。1960年代まで野党支持の傾向があった『大
谷日記』の作者は、1971年の選挙から、朴正煕と共和党を支持するように
なった。執権勢力の不正腐敗と権力濫用に対して批判的でありながらも、 

「安定」と「発展」のために朴正煕の長期執権が不可避だと判断したよう
である。やはり、分断状況と貧困の克服のための経済発展が、ほかのなに
よりも現実的な威力をもつ判断基準だったのである。朴來昱は、もっとも
積極的に政治的な発言をしている。日々新聞を読み、そこから世の中の多
くの情報を得て、その内容と自身の考えを日記につづった。全羅南道の長

チャン
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と光州が故郷と生活の場だったかれは、1971年の選挙では、金大中を支
持した。しかし、1972年の維新体制の成立については、おどろくほど積極
的に支持した。以後、経済状況の悪化と民主主義と人権に対する行きすぎ
た弾圧に批判的なまなざしをむけることもあったが、かれは、朴正煕と維
新体制はやはり「虎視眈々と赤化の野欲に燃える北傀」、そして依然とし
てひもじい経済という現実を突破することができる最高のシステムだと認
識していた。しかも、現実の問題は、指導者の衷心をねじまげて悪用する
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「下の者」のあやまちにすぎず、指導者の理想とビジョンは正しいもので
あった。「朴正煕神話」は、そのようにしてつくられた。

4．冷戦の恐怖と「反共国民」としての生き方

　反共主義には長い伝統がある。それは、近代共産主義とともに、1848年
『共産党宣言』の出版の後に胎動した72。だが、反共主義が絶頂に達した
のは冷戦期である。大韓民国は解放と同時に米ソの軍事占領によって分断
され、東アジアの冷戦の最前線となり、そこに南北2つの政府が樹立された。
大韓民国の誕生の根幹には反共主義があったが73、このことの2つの背景
には、反託運動と朝鮮戦争があった。李承晩政府の1950年代反共イデオロ
ギーの代表的なスローガンは、「滅共」と「北進統一」であった。しかし
1960年代以降、経済成長と近代化そのものが、反共イデオロギーの核をな
す内容と理論として差別化され、「勝共」が60年代のキャッチフレーズの
核心になった74。
　60年代末から70年代はじめにかけて、朴政権は、アメリカの対アジア政
策の変化によって生じたデタントを危機と認識し、緊張緩和を緊張高潮と
受けとり、国家安保危機論をひっきりなしに説いた。その背景には、第1に、
1968年の「1・21青瓦台襲撃未遂事件」や「プエブロ号拿捕事件」、「蔚
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武装共匪浸透事件」などは北朝鮮が戦争遂行能力と情報力を兼ね備

72 기외르기 스첼，크리스토프 폴만，김동춘「머리말」『반공의 시대：한국과 독일，냉전의 

정치』돌베개，2015，20쪽．
73 韓国の反共主義は、民族主義と国家主義であり、市民を国民に統合するための血縁主義的、
全体主義的な思考にもとづいているという見解（박태균、前掲論文、269頁）と、単純な
支配イデオロギー＝支配層のイデオロギーだったものをこえ、韓国社会の支配的かつ広範
囲にわたり多様な層として存在する「反共」に対する「考え方と感じ方の複合体」であり
一定の「感情構造」の総体だという評価（이하나、前掲論文、509頁）がある。

74 박태균、前掲論文、267～268，281頁。
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えている証拠だとみたこと、第2に、駐韓米軍撤収の議論がおきたこと、
そして第3に、デタントの雰囲気に便乗した南の反政府勢力がそれぞれの
声を高め、南北対話、そして統一を主張するとしたらそれは政権と体制を
擁護する立場からは抑えようのない脅威になると憂慮したことがあった75。
これは、60年代以降の、経済建設と開発のための北朝鮮との体制競争の論
理であり、「国力培養論」、70年代には「自主国防論」と「総力安保論」と
して全面化した76。
　1968年の「1・21青瓦台襲撃事件」、「プエブロ号拉北事件」と「蔚珍・
三陟武装共匪浸透事件」は、朴正煕政権が安保問題を国家運営の前面にお
し出すきっかけとなった。『大谷日記』では、1月21日から26日まで、武装
共匪の青瓦台襲撃と米国プエブロ号拉北のせいで、戦争の不安と恐怖に毎
日「不安な1日を送って」いると書いている77。このような北朝鮮の侵略
の恐怖は、漠然としたものではない、わずか20数年前の朝鮮戦争の記憶を
よみがえらせる直接的な恐怖と敵対心をよびおこした。

75 이하나、前掲論文、513～515頁。
76 김지형、前掲論文、184，188～189頁。
77 「夕飯を終えると、車が来たといい、北韓からスパイが来たと、情報係長と情報係刑事が
来て、朴刑事が家に泊まった」（『大谷日記』1968年1月21日）；「昨夜10時40分ごろ、首都
ソウルの孝子洞に、北韓ゲリラ1個小隊兵力があらわれ、実際に4人生け捕り、2人をつか
まえた。このゲリラは、青瓦台を奇襲しようと入ったのだという。わが方の被害も、鐘路
警察署長が死に、一般良民の被害があったという」（『大谷日記』1968年1月22日）；「李巡
査と徐巡査がうちに泊まった。北韓の遊撃隊とわが方の国警の交戦が数回あったという。
今日までに15人死亡・1人生け捕りだと。わが軍の被害、今日陸軍大領が死亡したと」（『大
谷日記』1968年1月24日）；「韓国の東海にいる米情報艦が拉北され、全世界の耳目がわが
韓国に集中！ 北韓ゲリラがわがソウルの青瓦台を奇襲しようとして逃げたのにつづいて
おきた重大事件だ。アメリカから重大声明が出るだろう。戦争でもおこらないでくれたら
いい。いつになったら平和な国で暮らせるのだろうか。不安ななかで1日をすごした」（『大
谷日記』1968年1月25日）；「超緊張に浸されたわが韓国は、今日も不安のなかにいるが、
明日零時の「国連」常任委員会を待っている。今回の北傀ゲリラの南派と米情報艦の拉北
につづき、火を噴く戦争へとひろがるのか、あるいはうまくおさまるのかという岐路に 
立っている。不安な1日をすごした」（『大谷日記』1968年1月26日）。
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　1968年4月1日、「郷土予備軍」が創設された78。1970年代の反共体制に
おける「総力安保」の象徴である郷土予備軍は、日常生活において、国民
にどのくらいの負担と意味をもたらすものだったのだろうか。軍を除隊し
て間もない25歳だった1969年から日記をつけはじめた『牙浦日記』の權純
德は、郷土予備軍の最初の対象者であった。郷土予備軍の服務期間は、
1988年までは転役時期を問わず35歳までだったため、かれは35歳になる
1979年に郷土予備軍を除隊した。表2は、かれが日記に記した郷土予備軍
関連の事項を整理したものである。
　日記に記録された内容が年度別に差があるので、郷土予備軍の召集・動
員日すべてを記録したものだとはいえないだろう。しかし、1969年と1970

年の状況が、70年代の予備軍動員の実態をよく反映していると思われる。
ほぼひと月に1回以上、予備軍訓練で1日の短期召集や2泊3日（または3泊4日）

の動員訓練を受けている。予備軍召集はほかのどんな用事より優先しなけ
ればならなかったため、自分の農作業や重要な家庭の仕事があっても、か
ならず参加しなければならなかったのである。權純德は、郷土予備軍の召
集にしっかり応じた。しかし、予備軍内の綱紀はきちんと守られていない
状況であった。いそがしい農繁期に2人1組で村の警備にあたらせられるた
めにさぼる人がいたり、銃まで奪われる綱紀のたるみが出たりしたが、か
れ自身も訓練教官の目を盗んで訓練をさぼり、飲み屋で友達と時間をつぶ

78 朴正煕政府は、1968年の1・21共匪事件のような武力挑発に対して、軍事的になんの報復
も膺懲もしなかったらこれが先例となって共匪の南派がつづくだろうし、受け身で対処し
てばかりいたら戦略・戦術上不利な立場に置かれるだろうから、強硬な制裁方法によって
北朝鮮の挑発を抑制する必要性が切実に要求される、ということで、①従来の国連中心の
国防体制から自主的な国防体制への転換、②郷土予備軍250万人の武装化、③武器生産工
場の年内建設など、自主国防の必要性と決議を闡明するにいたった。この決議により、政
府は1968年3月に「郷土予備軍設置法施行令」を制定・公布し、1968年4月1日、郷土予備
軍が創設された（한국학중앙연구원『한국민족문화대백과』ʻ향토예비군［ROK Reserve 
Forces, ROKRF, 鄕土豫備軍］̓）。



日記からみた東アジアの冷戦216

表2　牙浦日記の予備軍の訓練状況（1969～79）79

年 月 日 日記の内容
1969 1 8 郷軍教育に政訓教育、牙浦支署主任が教官

1 20 郷軍教育、銃剣術、政訓教育
2 24 郷軍教育、射撃
3 5 予備軍召集日、政訓教育、各個戦闘
3 26 滅共作戦運動（偽装スパイをつくり、5日間反共精神を育てるため集落ごとに2

名ずつ歩哨
4 5 郷軍教育、政訓教育
6 29 郷軍警備（2名ずつ1組、2時間ずつ）
7 27 郷軍予備兵教育、政訓教育
8 25 郷軍召集日
9 3 郷軍召集日、郷軍訓練カード配布

10 22 郷軍召集日（7時までに到着、しかし10時から車で移動、以後3泊4日の訓練）
10 24 郷軍教育（訓練内容退屈）
10 25 郷軍練習召集（3泊4日終了）

1970 1 2 郷軍召集日
1 25 郷軍召集日
2 26 郷軍召集日 - 病欠
3 13 郷軍召集日
4 4 郷軍創設記念式
4 7 郷軍召集日 - 100ウォン支出（固定費用）
5 7 郷軍召集日
5 13 郷軍召集日 - 遊撃場建設賦役
5 16 予備軍銃器召集日
5 20 郷軍動員訓練（深夜3時召集 - 午前7時出発）
5 21 動員訓練（不十分な教育場、施設劣悪）
5 28 予備軍희초〔原文ママ〕（食事をつくって一緒に食べること）
7 18 郷軍召集日
7 24 郷軍召集日
8 14 郷軍召集日
9 14 郷軍召集日
9 20 郷軍召集日
10 1 国軍の日 - 郷軍小隊対抗競技
11 9 郷軍兵器召集日
12 26 郷軍訓練日（母の亡くなった日が郷軍訓練日なので延期して、かわりに今日受

ける）
1971 4 3 第3回予備軍創設記念式

8 11 郷軍召集日
9 1 予備軍甲砲部隊機動訓練
9 7 予備軍教育
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年 月 日 日記の内容
9 20 予備軍教育 - スパイ析出教育
11 15 郷軍召集日
11 26 予備軍巡回教育 - 銃支給（1泊2日）
11 27 予備軍巡回教育

1972 3 23 動員訓練練習
4 1 予備軍創設4周年
5 17 予備軍訓練 - サッカーの試合
8 18 予備軍巡回教育（1泊2日）
8 19 予備軍巡回教育
8 21 郷軍と4Hとのサッカーの試合
9 6 予備軍巡回教育（1泊2日）
9 7 予備軍巡回教育

1973 1 8 セマウル教育
1 9 セマウル教育 - 不参加
4 6 予備軍の日 - 記念行事
7 20 予備軍巡回教育（1泊2日）
7 21 予備軍巡回教育
7 31 予備軍巡回教育2次
8 13 予備軍訓練
11 7 予備軍教育 - 中隊長責任下の教育

1974 1 8 セマウル教育
3 11 予備軍巡回教育（1泊2日）
3 12 予備軍巡回教育
5 11 予備軍中隊本部建設に予備軍動員
6 12 米3000万突破作戦 - 予備軍を動員し、高速道路周辺の麦畑を刈る
8 21 予備軍巡回教育（1泊2日）
8 22 予備軍巡回教育

1975 5 30 予備軍訓練
1976 3 19 予備軍ワシ作戦 - 予備軍全員が1日24時間勤務（夜どおし勤務）

4 2 予備軍動員訓練
4 6 予備軍夜間教育

1979 4 18 予備軍各個点呼
4 30 予備軍巡回教育（1泊2日）
5 1 予備軍巡回教育
12 22 予備軍除隊

79 『牙浦日記』では、作者の予備軍訓練の状況を記録しているが、この表では、1969～1974
年の記録だけを整理した。75年以降、予備軍にかんする記録が顕著に減少し、1977年と
1978年はほとんど日記をつけておらず、郷土予備軍にかんする記録も抜け落ちている。
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したりした80。
　また、公務員や予備軍教官の無責任でえらそうな態度に対する反感も大
きかった。予備軍召集訓練の時間がきちんと守られず、時間を守った人た
ちだけが損をすることが非常に多く81、毎日の農作業でいそがしいのに、
動員訓練に行くから夜中3時までに来いと召集命令を出しておいて、寝な
いで行ってみたら午前7時まで出発しない82、召集訓練時の費用も自腹で、

80 「郷軍警備だと連絡兵が連絡してきて、1個警備兵は4人で、2人1組で立つのだが、1組が約
2時間立ったのにもう一方が立たなかったら、どういうわけで郷軍警備を立てるのかわか
らないじゃないか。郷軍が自発的に立つというならわかるが、このごろは農繁期なのに、
郷軍をよんで警備しろというから、郷軍がみずから願い出て率先垂範して立つならわかる
が、ひどい農繁期に苦しんでいる体だから、1人も自分の位置につく人はなく、警備兵が
銃まで奪われるざまなのだから、どういうわけで警備兵をつくったのかわからない」（『牙
浦日記』1969年6月29日）；「郷軍練習の招集日のとき、友達と飲み屋を回って騒ぎ、訓練
を受けまいと悪あがきをし、教官の目をさけて松林のなかに隠れ、1回さぼろうと隠れて
すごして」（『牙浦日記』1969年10月26日）。

81 「郷軍の招集日で、牙浦支署到着が9時までなのだが、われわれは10時ごろ着いた。わたし
は自転車に乗って10時ごろに着いたのに、歩いていく人たちは11時ごろに着いた。郷軍は
時間を守る必要がないと認めているようなものだ。なぜなら、いままで欠かさず郷軍召集
ならすべての仕事をさしおいて参加したのに、なにもかも甲斐なくすぎてしまう。なぜな
ら、郷軍といえばまず秩序より時間をきちんと守らなければならないのに、時間も守らず、
10時に来た奴が、8時に来た奴も11時に来た奴もみんな一緒に活動をするのだから、郷軍
に真心を尽くした奴も、こういう状態で運営するのならそのうち麦粥になってしまうだろ
う」（『牙浦日記』1970年1月2日）：「郷軍の招集日だから牙浦支署に8時ごろに着かなけれ
ばならないという話がひとつの冗談になるほど、時間を守る人が1人もなく、郷軍の基本
精神をもって出席した人が50分の1ほどしかおらず、これからは郷軍の精神武装を強化し
てこそ自分が恥を受けないのであって、余事で出席したら処罰を免れないと思う」（『牙浦
日記』1970年1月25日）。

82 「郷軍の動員訓練があるから夜中の3時までに面事務所に来いというので、夜も眠れず暗い
道を行き、面事務所に入ると、先に来ていた人はこっくりこっくり居眠りしており、人び
との目が死にゆく者の目で、光彩はみようにもみえない目をしているのをみるとき、自分
の考えでは、1日もっとする仕事があるとしても、昼間を利用して教育をしなければなら
ないということを感じたが、それより、夜中3時までに来いといっておいて朝7時に出発し、
3時までに来いといっておいて朝7時まで出発させないのだから、一方で悪口をいいたくも
なった」（『牙浦日記』1970年5月20日）。
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1回の召集で100ウォン支出しなければならず経済的負担がある83、といっ
たことをつづっている。農繁期のいそがしい日常のなかでの予備軍召集は、
「反共のための総力安保」という名目の、軍事的な実効性のない、冷戦の
恐怖と反共イデオロギーをひろめるための動員体制だったのである。この
ような面倒さにもかかわらず、かれは予備軍に皆勤し、ほかの同僚たちと
訓練日程がちがうときなどは、どんな不利益をこうむるのだろうと心配し
た84。予備軍の対象者がさぼったらすぐさま「非国民」の烙印を受け、そ
れによってどんな問題がおきるかわからないようなおそろしい社会だった
のである。
　一般国民と地域有力者を対象とする反共教育もおこなわれた。さらに、
1975年には、民防衛隊が創設され、20歳から50歳の男子が対象となったが、
その年齢以外の男性および女性は、志願によって隊員になることができた85。
『大谷日記』の申權植は1929年生まれで、75年の民防衛隊創設当時は46歳
だったので、対象者であった。かれは、1974年の年末から民防衛教育に参
加したと記している。表3は、『大谷日記』と『昌平日記』に記された反共
および民防衛の教育にかんする内容である。やはりすべての行事を記録し
たとはいえないが、おおよその状況はつかむことができる。崔乃宇は1975

年当時52歳だったので、民防衛隊の対象者ではなかった。
　『大谷日記』の申權植が参加した団体および行事は、反共指導委員会、
反共要員、反共連盟会、反共評議会、農協役員会、自願指導者評議会、防
衛評議会主催の大会・会議・座談会、見学（トンネル、最前線）などであった。

83 「郷軍の招集日にはきまって100ウォンの支出があり、100ウォンの価値を自分が食べて100
ウォンを支出するならおしくはないが、わずか50ウォンの価値を食べて100ウォンの支出
だから、胸が痛かった」（『牙浦日記』1970年4月7日）。

84 「予備軍、甲砲部隊の機動訓練を受ける、とクミ、コアソンリム、訓練をすると今日から
全員出発したが、どういうわけか自分には令状が来ず、訓練からはずされたが、あとで客
地生活をするときに支障がないか心配だ」（『牙浦日記』1971年9月1日）。

85 한국학중앙연구원『한국민족문화대백과』ʻ민방위［民防衛］̓
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表3　反共および民防衛の教育（『大谷日記』、『昌平日記』）

年 月 日 大谷日記 昌平日記
1971 3 8 南派スパイ自首者、北朝鮮の実情につ

いての講演

1972 4 28 反共教育（6時間）

1973 4 3 反共教育（警察署情報課長が参席）

1973 8 4 反共教育（安仲）

1974 7 21 反共指導委員会

1974 7 25 反共指導委員会 - 不参加

1974 11 20 反共要員教育

1974 12 26 民防衛教育／反共連盟会営農教育

1975 7 29 斗流〔マウル〕入口にスパイ出現、予
備軍全員動員、軍警召集

1976 3 24

1976 4 23 民防衛教育 全州、対共結団式 - ソウル統一院 - 楊
州郡25師団 - 最前方高地トンネル見学

1976 4 24 臨津閣 - 板門店 - 国会議事堂 - 銅雀洞
国立墓地 - 顕忠祠

1976 5 14 反共教育

1976 5 17 民防衛教育

1976 9 17 反共指導要員教育（対共マウル総動員）

1976 9 18 民防衛隊幹部教育

1976 9 30 農協監事教育（～10月2日、2泊3日）

1977 3 3 反共座談会

1977 4 20 反共座談会（講演、スライド、映画）

1977 4 21 反共協議会 - 基金助成

1977 4 23 農協役員会 - 反共連盟、反共会費賛助

1977 5 10 民防衛教育

1977 10 5 国民の日 - 民防衛教練

1978 3 7 志願指導者連合会 - 昌原トンネル見学

1978 11 29 防衛協議会 - 公州武装共匪

1979 3 28 反共連盟周旋　愛妓峰、カンファ戦跡
旅行

1979 7 11 防衛協議会

1979 9 17 民防衛教育
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『昌平日記』の崔乃宇も、いろいろな反共教育を受けた。南派スパイの講
演、映画観賞などがあったほか、「対共団体」の結団式の後、前方師団、
トンネル、臨

イム

津
ジン

閣
ガク

、板
パン

門
ムン

店
ジョム

、ソウルの国会議事堂と国立墓地、牙
ア

山
サン

の顕
忠祠をめぐる反共旅行に出かけた。しかし、かれにとって2日間の旅行は、
提供される食事は貧相で、1杯飲むこともできないつまらないものであっ 

た。また、最前線のトンネルでは、「同族同士で鉄条網を張っておいて国
境線とは嘆かわしかった86」と書いている。
　1950年代以降、反共主義が社会的な感性として根づいていくなかで、対
国民宣伝の一環として反共教育がおこなわれた。1950～60年代の反共教育
は、初等学校の子供を対象にした感情教育が中心だったが、70年代はじめ
のデタントと南北和解のムードのなかで、反共教育は再検討されるように
なった。それまでの反共教育が感情にかたよった断片的・皮相的な批判だっ
たという問題が提起され、その対案として、「知共／勝共を強調する教育」、
「実話や体験談を通じた教育」が提示された87。とりわけ実話は、なまな
ましさやリアルさのある「触覚的感性」を伝えるすぐれたプロパガンダの
機制であり、直接体験は、北朝鮮との対面接触という局面において、実話
としてみなおされた88。
　それでは、冷戦の恐怖のなかで、その恐怖の実体として迫ってくる北朝
鮮を相手どった反共は、国民にどのように認識され、どのような結果を生
んだのだろうか。メディアが提供する北朝鮮によるさまざまな挑発の事例
と、とくに1972年の7・4南北共同声明に触発された南北の対話・接触の局
面がどのように反共のおもな機制になったのかを、日記を通じてうかがい
知ることができる。これにかんする内容をもっとも多く記したのは、やは
り『朴來昱日記』であった。表4は、それを整理したものである。当時メディ

86 『昌平日記』1976年4月23日。
87 이하나、前掲論文、530～535頁。
88 이하나、前掲論文、538頁。
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表4　『朴來昱日記』のスパイ、北朝鮮挑発事件および南北関係に関する記録（1969-1979）

年 月 日 日記の内容 備考

1969 2 13 高等スパイ李穂根逮捕（偽装スパイ） 真実和解委真相究明決
定（人権侵害）

1969 4 15 東海〔日本での名称は日本海〕上空を偵察中の米軍
EC121機を北傀MG機が撃墜

1969 5 17 金圭南（共和党国会議員）をふくむ日本と欧州を拠点
とする大規模スパイ団事件

真実和解委真相究明決
定（人権侵害）

1970 6 6 韓国海軍放送船1隻拉北

1970 6 23 銅雀洞国立墓地の爆破をもくろむ武装共匪浸透（1名
爆死、残党追撃）

1970 6 29 京畿道君子湾に浸透した快速スパイ船1隻拿捕

1971 1 24 KAL F27旅客機機長、拉北未遂（副機長爆死）

1971 2 6 日本札幌冬季オリンピック、北傀スケート選手ハン・
ピルファと姉のハン・ケファの面会推進（北傀の妨害
予想）

電話通話／1990年札幌
冬季オリンピックで韓
弼花 - 韓弼聖兄妹面会

1972 2 28 米国ニクソン大統領、中共訪問後帰国、27日米中共同
声明を発表（平和共存原則）

1972 3 25 北傀固定スパイ、21名検挙（17年間長期潜伏活動）

1972 5 21 米国ニクソン大統領、ソ連訪問（22～30日）

1972 6 18 南北赤十字、第20次予備会談（合意文書交換）

1972 7 4 南北共同声明発表（李
イ

厚
フ

洛
ラク

情報部長、北朝鮮訪問 - 朴
パク

成
ソンチョル

哲北朝鮮第2副首相、韓国訪問）

1972 8 29 韓国赤十字代表団、平壌到着（断絶27年以来、第1歩）

1972 9 12 北朝鮮代表団、ソウル訪問

1972 10 12 南北調節委員会、第1次会議 - 一千万離散家族捜索

1972 10 23 第3次南北赤十字会談のため韓国側代表団、2度目の平
壌訪問

1972 11 7 南北第2次共同委員会の共同発表文と声明書

1972 11 25 南北調節委員会発足のため、北朝鮮代表団（朴成哲ら）
ソウル訪問

1973 5 11 第6次南北赤十字会談のため、北側代表団ソウル訪問

1973 6 3 重化学工業拠点スパイ団検挙（浦項製鉄記述担当理事、
韓国火薬理事、ソウル工大教授ふくむ）



5 「反共国民」として生きる 223

年 月 日 日記の内容 備考

1973 6 13 南北調節委員会会議のため、北朝鮮代表ソウル訪問

1973 6 24 朴正煕大統領、平和統一外交政策声明を発表（南北の
内政不干渉、不可侵の提議、北朝鮮国家の不承認）

1973 6 29 スパイ、スパイ、またスパイ事件（5・15済州島牛島
スパイ団／6・6日本拠点合作闘争仮装軍部浸透事件／
6・22高麗大生中心学園浸透スパイ団／6・26炭鉱地帯
中心女スパイ団／6・28企業幹部を含む在米僑胞地下
網組織／6・30忠南地方拠点統一革命党再建スパイ団）

1973 12 3 北朝鮮艦船、領海侵犯（43回海上挑発）

1974 2 21 白翎島近海で韓国漁船拿捕（スパイ船だと北朝鮮主張） 
- 汎国民的蹶起大会、全国で開催

1974 2 25 拉北漁師送還、北傀糾弾蹶起大会　光州で反共連盟　
全南支部主催で開催

1974 3 15 鬱陵島拠点スパイ団、47名検挙 2016．11　被害者5名41
年ぶりに無罪確定

1974 7 21 北傀武装スパイ船撃破　曳行中

1974 8 15 朴正煕大統領狙撃さる、陸英修女史狙撃され死亡 - 在
日朝鮮人、朝鮮総聯の文世光逮捕

1974 11 5 日本拠点スパイ団、18名検挙（民団幹部主動）

1974 11 16 北傀軍、非武装地帯軍事分界線の南側に接近　不法の
地下トンネル構築発見

1975 7 5 光州周辺に武装共匪2名出現 - 1名射殺、1名追撃中

1976 2 6 1951～1975年の25年間　南派スパイ3,910名、治安当
局発表

1976 6 20 中東部戦線、わが軍地域浸透3人組、北傀武装共匪、
全員射殺

1976 8 18 米軍将校2名殺害さる、北傀軍30名板門店で蛮行（板
門店ポプラ事件）

1977 7 14 米軍ヘリコプター、北傀領空飛行、撃墜（米軍3名死亡）

1978 4 21 カーター米国大統領、駐韓米軍撤収計画を発表

1978 11 6 北傀第3トンネル糾弾大会（汝矣島広場200万人、光州
も20万人以上集まり、蹶起大会）

1979 4 20 統一革命党再建をもくろむスパイ団、9名検挙
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アを通じて発表されたスパイおよび南北関係にかんする事件のすべてが日
記に記録されたわけではない。作者がどういう基準で記録するか否かを決
定したのかは不明だが、記事の量が多かったもの、自分の生活や考えに相
当な衝撃や影響をもたらすだろうと判断した事件だったのではないだろう
か。
　1968年の新年早々から韓国社会を震撼させた1・21武装共匪青瓦台襲撃
事件と11月の蔚珍三陟武装共匪浸透事件（別名、李

イ

承
スン

福
ボク

事件）によって、北
朝鮮への恐怖と敵対心が高まったが、これは69年以降も、さまざまなスパ
イ事件と北朝鮮の挑発などによってひろまった。1969年2月の「偽装スパ
イ李

イ

穂
ス

根
グン

事件」は「天人ともに怒る手口」で、北朝鮮への警戒心をいっそ
う強める雰囲気を醸成した89。これは、『牙浦日記』でも唯一の時局事件
に対する言及で、法で処罰するのももったいないからソウルの街角で公開
処刑にしてやるべきだ、と敵意をあらわしている90。さらに、ヨーロッパ
や日本を拠点にした留学生スパイ団事件もあいついで発表された。この事
件には国会議員と留学生がふくまれていたのだが、これについて、「あい
つを食わしてやったわたしの税金が」もったいないと興奮し、留学生がふ
くまれていたことについては、「国家から恩恵をたくさん受けた奴らがあ

89 「高等スパイ李穂根逮捕、カンボジアに行こうとして、サイゴンで。1967年3月22日、板門
店軍事停戦委を通じて劇的に脱出したときはみんなおどろいた……次官級……67．10．4 歓
迎市民大会……最大のデラックス待遇……工作がむずかしくなるから第3国を通して行こ
うと、かつらで扮装し、1月27日に韓国を発ち、カンボジアに行こうとしてサイゴンで逮
捕された高等スパイ……天人ともに怒る手口」（『朴來昱日記』1969年2月13日）。

90 「以北通信の副社長だった李穂根と、1967年に板門店会談で、米軍将校のセダンで以南に
脱出し、自由のふところに帰ってきて国民からあたたかい歓迎を受け、住宅まで準備して
やり、友石大学に勤務する講師の李江月女史と結婚までし、各都市で反共講演会をやり、
全国的に反共について努力もたくさんしたが、69年2月16日、金浦空港を無事に出発して
サイゴンまで脱出したのだが、以北へ脱出しようと輸送機に来ようとしたのだが、韓国情
報部がつかまえ、緊急押送してきた。李穂根は法で処罰してやらず、ソウルの通りに出し
てきて市民から処罰を受けるようにするべきだ」（『牙浦日記』1969年2月末のメモ）。



5 「反共国民」として生きる 225

んなふうなのだから、天罰を受けて当然だ」と怒った91。表4に記録され
た事件だけみても、1970年代にメディアを通じて発表されたスパイおよび
北朝鮮挑発事件は、「忘れたと思ったらまたおきる」もので、忘れたり油
断したりすることのできない北朝鮮の実体を国民にみせつけ、反共は生存
の武器になった。
　一方1970年代は、世界的に冷戦のカーテンがとり払われるデタントの時
代がはじまったが、75年のベトナム戦争の終結とベトナムの統一は、いま
や朝鮮半島が地球上でほぼ唯一冷戦の産物である分断体制が残っていると
いう恐怖心を育てた。とりわけベトナム戦争は、ベトミンという共産主義
体制の勝利に終わったため、韓国社会の緊張感と恐怖はいっそう大きくなっ
た92。
　他方で朴正煕政権は、国民には冷戦と北朝鮮に対する恐怖を煽り立てる
ものの、世界的に拡大するデタントの雰囲気を無視することはできなかっ
た。1971年の大統領選挙で金大中候補の外交・安保関連の公約にあらわれ
た南北の平和統一と安全保障というテーマは、けっして無視しえないなが
れになった。恐怖と暴力的な抑圧だけでこれ以上国民の耳と口をふさぐこ

91 『朴來昱日記』1969年5月17日。この事件の核心人物である金
キム

圭
ギュ

南
ナム

（現職共和党全国区議員）
と・朴

パク

櫓
ノ

洙
ス

は、再審中の1969年7月13日に死刑が執行された。2008年、この事件について、 
「真実和解のための過去事整理委員会」は調査開始の決定をくだし、その結果、不法拘禁、
過酷行為、自白によるでっちあげがあり、国家機密漏洩・探知などのスパイ行為の事実を
認定する証拠が微弱だとの結論をくだした（진실화해위원회 2009년 하반기 조사보고

서 ʻ박노수・김규남 등 유럽간첩단 사건ʼ）。
92 「インドシナ戦が共産主義の勝利に終わった原因は、中共がすみやかに軍事援助を絶対的
にしたため、とくに新式兵器はそうで、アメリカはインドシナ戦にまったく手を出さなかっ
た。パリ・ベトナム協定は白紙になり、その間共産主義たちは整備、中共から大量に武器
援助を受けた……朝鮮半島はアメリカが手を放せば、陸路で支給されるソ連中共の武器に
よってすぐにでも南侵してくることはあきらかだ。とくに最近のように事態が急変してい
るだけに、朝鮮半島3500万の民は緊張した状態だ。すぐにでも戦争がおこるような不安感
のなかにいるのだ」（『朴來昱日記』1975年4月20日）。
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とはできなかったし、民主主義への要求も、朴正煕政権の長期執権を不可
能にした。これを突破するため、朴正煕政権は南北間の対話と平和統一と
いうカードをきった。1972年、びっくりショーのように南北の最高位権力
の側近が南北を行き来し、朴正煕 - 金日成に会い、両者の合意によって、 

「7・4南北共同声明」が発表されたのである。
　『朴來昱日記』は、1972年7月4日に、南北共同声明の全文をそのまま書
き写している。その後もかれは、南北対話局面について、メディアの報道
をスクラップまでしながら、ことこまかに日記に記録している。

「南北平和統一、実利で合意
　民族の念願、分断27年ぶりに南北赤十字社の双方代表が開城、板門
店で会談　共同監視区域内のひとつのテーブルでむかいあい、人道的
平和を議論　南北離散家族の捜索運動を展開している一方、今回、中
央情報部長が随行員3名をつれて平壌を直接訪問　金日成と2回会談を
おこない、北朝鮮の実権第2人者である金日成の実弟・金

キム

英
ヨン

柱
ジュ

組織部 

長、尽きない議論をした上、金の代理で、朴成哲・北朝鮮第2副首相
と随行員4名が、5月29日から6月1日までソウルを訪問、朴大統領と直
接面談し、民族統一問題を協議したと。極秘に付された後、本日午前
10時、記者会見をおこない発表した。双方は、祖国の平和統一を1日
も早くなさなければならないという共通の念願をいだき、虚心坦懐に
意見を交換し、たがいの理解を増進するのに大きな成果を得たと語っ
た。」
 （『朴來昱日記』1972年7月4日）

　かれの日記では、南北赤十字会談を通じた南北離散家族の捜索と、相互
訪問を通じた北朝鮮の住民の生活をうかがい知る機会になったこと、戦争
の恐怖をこえて平和がなされるかもしれないという希望をいだいたことな
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どが表現されている93。だが、このような南北間の対話局面が、反共主義
を弱めるよりむしろ強める機制として活用された。「人道主義」をうたう
南北赤十字会議でみられた北朝鮮代表のつっかかってくるような政治的発
言と態度94、さらには民族の英雄と称される李舜臣将軍の霊前でも傲慢な
態度をみせた「没常識的で不従順な」北朝鮮代表は、醜悪な共産主義の表
象そのものであった95。

93 「新聞を読んでみる。ラジオのボリュームを調節してきく。TV画面を正しくあわせて観る。
もうすこし具体的に、もうすこし正確に、もうすこし社会の底と隅を、そして実生活をみ
て、新聞のすみずみまで、こまかい文字を、なにをするでもなく読む。これが血は水より
濃いという同族であり、兄弟のあいだの友情でなくてなんであろう……そして、断絶27年
間で変遷してきた文化・経済・政治を知ろうと。とにかく、いままで南北赤十字会談の成
果は、南北統一の日進月歩だといおう。こぶし大の活字とこまかい字で新聞8面をぎっし
り埋めた記事、いそがしい足をとめて読んでいくが、にっこり笑う市民たちの期待と願い
がほんとうにかなうのだろうか」（『朴來昱日記』1972年9月2日）。

94 「今日、南北赤十字代表会議がソウルで開かれたのだが、中継放送をきくと、わが南韓代
表の祝辞や挨拶は、すべて赤十字精神にもとづいて政治宣伝なくスマートにこなしたが、
北側代表の祝辞や挨拶、演説は、すべてが政治宣伝で、きくにたえない言葉ばかりくりか
えす。全然有益ではない発言だった」（『大谷日記』1972年9月13日）；「最近のソウルでの
第2次赤十字会談に北側代表・随行員・記者54人が来て会議中で、市内でも名勝地でも、
観光車両をくまなく調べている。ところが、会議中も、言葉のはしばしで金日成を首領う
んぬん、教示がああだこうだと政治色の濃い発言に、5000万の民がわれわれ国民に失望を
いだかせた。純粋な人道主義的立場から、南北に散らばった1000万人の離散家族をさがそ
うという目的で開かれたこの会談を政治的に利用するのだから、1000万の失郷民は、どん
なに北の空をみあげてまた望郷の思いに駆られるだろうか。それだけじゃない。北朝鮮の
労働新聞その他の報道新聞も、赤十字会談のなまなましい報道はまったくなく、たとえば
12日に北側代表が入境したときの北朝鮮の人びとの態度、そして1000万離散家族をさがし
てやれという人道主義がありがたくて、かれらが入ってくる沿道に多くの群衆が出てきて
手を振ってやったのだが、かれらは共産主義と金日成を慕って歓迎するのだと誤報を流し
ているし、ソウルを観光した所感を質問すると、ちぐはぐな答えをしたり始終きこえない
ふりをしたりしているから、みても感じてもみずからの感情どおりに話せないのが共産主
義なのだ」（『朴來昱日記』1972年9月14日）。

95 「12日に来たときより、帰るときの沿道に群衆の姿がなかった。これはかれらが会議中に
妄言をくりかえしてわれわれ国民に失望をもたらしたからだし、顕忠祠参拝のさい、李舜
臣将軍の霊前でみんなで黙祷しましょうという案内嬢の音頭があったのに、北側代表団長
の金泰煕なる者は、かたまったまま頭をたれず、諮問委員代表のユン・ギ？〔原文ママ。
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　「7・4南北共同声明」のもとでの南北の対話局面は、結局のところ、国
内的に「平和統一という民族の念願を具現する」という名目のもと、維新
体制の成立へと進んでいった。その後、北朝鮮との対話はしばらくつづい
たが、1973年に6・23特別宣言96が発表され、北朝鮮の反共法廃止・駐韓
米軍の撤収といった内政干渉を拒否し、対外的に国連に同時加盟するとい
うカードが提示された。これに対して北朝鮮は、8月28日の声明で金大中
拉致事件に言及し、国家保安法による弾圧、6・23宣言は「ふたつの韓国」
を画策するものだと非難したが、韓国政府もこれに反駁で対応し、それま
で進んできた南北間の対話局面は中断してしまった。
　1974年以降、表4のように、スパイおよび北朝鮮の挑発事件はあいついだ。
もちろん強圧によってでっちあげられた事件もあったが、当時の国民には
そのことを判断する余地はなく、1974年の8・15記念行事の場で、在日朝
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が殺害される事件がおきた。
1976年には、板門店で北朝鮮の兵士たちが斧で米軍兵士を惨殺する事件が
おき、また北朝鮮のトンネルが発見されるなど、70年代後半も南北間の対
決と緊張は深まったが、南北の政権は、そのような局面を、それぞれの独
裁権力の構築と永久執権化に活用した。国民は拉北漁師の送還、トンネル
の糾弾などの大規模な反共集会に動員され、「反共国民」であることを確
認しなければならなかった。

尹基福〕なる者は、レーニン帽を堂々とかぶって黒い眼鏡をかけ、ただながめていたそう
だ。将軍は、李朝の先祖のころに活躍した世界的な英雄であり、聖雄李舜臣将軍、そして
南北のなかった27年前、数百年前の将軍であり、この国の三千里山河のため、2000万のこ
の民族のために戦われた名将の霊前であんなにも不敬なのだから、天罰を受けるべき品性
だ、とにかく、ねばりづよい忍耐心をもって幼い息子をあやすように会談にのぞまなけれ
ばならない。実際、われわれが多く譲歩しすぎる」（『朴來昱日記』1972年9月16日）。

96 『東亜日報』1973．6．23．ʻ평화통일 외교정책에 관한 대통력 특별성명ʼ．朴正煕はこの声明
を通じて、北朝鮮の侵略的な挑発行為・赤化革命誘発の画策の即刻中止、相互誹謗・内情
スパイの中止、北朝鮮の国際機構参与の黙認、南北韓の国連同時加入の黙認などを提示し
た。ただ、国連同時加入は北朝鮮を国家と認定することではないと明言した。
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　1970年代の朝鮮半島をめぐる周辺情勢は、アメリカと中国の「ピンポン
外交」を通じた修交、ベトナム戦争の終結によるアメリカの東南アジアか
らの撤収、アメリカのカーター政府の樹立と駐韓米軍の撤収の主張などに
より、冷戦体制に変化がおこっていた。だがこのような状況は、冷戦 - 分
断の最前線である南北韓を、「平和統一」よりも体制競争と政権安保のイ
ニシアティブをつかむためのチキン・ゲームへと追いこんだ。その渦中で、
南北韓の大衆は、「反共国民」あるいは「主体人民」として、自分を確立
させなければならなかった。維新体制は「反共国民」を基盤にしていたが、
それを下支えしたのは、「漢江の奇跡」という経済成長の果実であった。1

世代もすぎていない過去にあじわっていたひもじさと戦争の恐怖は、維新
体制において反共国民として生きていくことに耐えさせた。

5．おわりに

　『大谷日記』、『昌平日記』、『朴來昱日記』、『牙浦日記』。4冊の日記につ
づられた1970年代の韓国社会をみてきた。本稿では、かれらの1日1日の日
常生活より、4人全員をとりまいていた当時の大韓民国の政治状況に焦点
を当てた。7・4南北共同声明の発表、維新憲法の公布などは、大韓民国に
住む国民全員にとって当時の共通の事件だったが、日記を書いた4人をふ
くむ国民それぞれにとっては、その重みと意味が異なっていた。日記はそ
のことを示している。相反する異なる声をききたかったが、意外にも、「何
もいわなかった」という沈黙が流れていた。無関心なのか回避なのかわか
らない沈黙の一方で、政治評論家よろしくことごとに自分の意見を開陳す
る熱血国民の姿にも出くわした。
　冷徹な理性と論理によって分析していては理解しがたい凡百の「張三李
四」たちの感性と経験を読み、それが現在の韓国社会の軌跡をつくった者
たちなのだということもあきらかになった。依然として冷戦の刻印がその
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まま残っている朝鮮半島において、大韓民国は反共保守国家というアイデ
ンティティをもっている。1960年代から本格化した経済成長は、その時代
の認識のもっとも強力な基準であり指標であった。貧しさからの脱皮は、
この時期の国民みなの目標であり希望であった。一方で、経済成長の成果
が農村より都市に、特定地域に集中する現実をみて、それについて不平を
もらし、あやまりを指摘している。しかし、それは実務的な領域における
不足なだけで、「指導者の領導」は正しい方向だという声が大きくなって
いる。そこでは共産主義、北朝鮮という外部の脅威は、こうした不満と憂
慮を寝かしつけることができる「如意棒」のようなものであった。
　メディアを通じて伝えられる北朝鮮のあいつぐ無慈悲な挑発は、実体的
な恐怖として国民に迫ってきた。それが本当に事実なのかどうか、あるい
はその脈絡はどうなのかを把握することができるような情報は十分ではな
かった。メディアは、かれらの感性的な経験を事実化、イデオロギー化す
る役割を担った。さらに、郷土予備軍、民防衛、反共教育、体験活動など
は、冷戦体制下の国家安保のための義務的な活動として宣伝・施行され、
これを拒否することは「非国民」あるいは「アカ」という内部の敵とみな
されるような状況であった。
　本稿でみた日記の4人の作者たちにとって、激烈な経験でありトラウマ 

だったのは、民族差別の植民地経験より、解放後の戦争と貧困であった。
朝鮮戦争のなかで、イデオロギー対立によって家族と周囲の知人たちをう
しなった原初的な怒りとかなしみ、戦争の物理的な暴力が生活の土台を破
綻させることによってもたらされた極限の貧困もあじわった。このような
状況は、感性的な「反共国民」として自然発火して、経済開発と成長とい
う価値を優先し、政治的な独裁体制はそのための必要悪だと考える「受動
的合意」を可能にしたのだと思われる。
　日記は、個人の記録であるだけに、公的領域でおきる事件や主張につい
て、代表性をもつことはない。したがって、本稿でみた日記が1970年代の
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韓国民の政治意識を代表するものだということにはならないが、多様な地
域と階層に属していた匹夫たちのなまなましい声をきくことは、政権広告
用資料や合理的な理性と理論によって投影して歴史をみる研究者たちの隙
間を埋めるのに有用なテキストになると考える。また、日記の作者たちは
現在を生きる同時代の人間であり、大韓民国の政治的主体の一員である。
かれらが変奏する歴史は、いまも現在進行形である。
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1．序論

　本稿では、都市化・産業化・離農が進む農村で生き残った農民の経済的
生存戦略を分析する。特に圧縮的な成長が本格化する韓国社会の時代的・
社会的条件の下で、次第に限界状況へ押し出された農村と小農の対応の様
相を、ある農民の日記記録を中心に分析する。この分析を通じ、時期的・
地域的・個人的特殊性が開発独裁期の国家主導の資本主義的な経済開発政
策と絡み合うなかで、そうした政策に服属・離反する過程と論理を提示す
ることが本稿の目的である。
　この作業は、小農社会を「養父」として、その理念的・物質的支援の下
で成長した韓国の資本主義と、養父を農村に「遺棄」することに対する養
父側の対応を考察する企画であるとも換言することも可能である。これを
通じて、本稿ではそうした「遺棄」行為の対象となった小農が、どのよう
にこの「遺棄」行為と共謀し、そこに参加したのか、また参加しなかった
のか、結果的に農村で生き残った小農たちを、その「遺棄」行為と関連さ
せながら、研究者がどのように評価すればいいのか、これらの問題を議論
するための一資料を提示したいと思う。また、こうした試みは朝鮮後期以

6 開発独裁期における
農民の経済的生存戦略再考

安
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―資本主義 - 小農社会の接合の一端―＊

＊ 本稿は2014年、韓国政府教育部の財源で韓国研究財団の支援を受け行われた研究である
（NRF-2014S1A3A2044461）。
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来の小農社会の展開という歴史的な動きを、現代社会の局面から検討する
作業にもなるだろう。
　韓国史において小農社会論は、東アジアの地平から朝鮮後期社会の歴史
的性格を理解するものとして成立・発展した1。よって、現代農民の経済
活動に対する理解と小農社会の展開とを結合させる本稿の立場については、
疑問が提議されうる。しかし小農社会論は当初、東アジアで決定的な歴史
的断絶が近代以前と以降ではなく、小農社会の成立以前と成立以降に分岐
するという議論から出発した2。また、最近小農社会論は「儒教的近代」
という概念（韓国史では17世紀から20世紀まで続いたものと考えられる）によって、
東アジアの近代を再構築しようとする議論として発展もしている3。こう
した巨大な立論についてはもちろん賛否両論が存在しうるが、だからこそ、
もし現代韓国社会が在来の小農社会から何かを受け継いだのならば、その
遺産について検討を重ねていくことは重要なはずである。
　この場合、現代韓国の農村社会が農地改革などの現代史的要因によるも
のと、在来の小農社会から継承されたもとの相関関係などが、より検討さ
れる必要があり4、これは朝鮮後期・植民地期を理解する枠組みとして、

1 宮嶋博史「東アジア小農社会の形成」溝口雄三・濱下武志・平石直明・宮嶋博史編『長期
社会変動』東京大学出版会、1994年；이영훈「한국사에 있어서 근대로의 이행과 특질」『경

제사학』21，1996；「조선후기 이래 소농사회의 전개와 의의」『역사와 현실』45，2002．
2 脚注4を参照。それだけではなく、小農社会論は世界史的に農業での資本 - 賃労働の関係
は例外的にのみ成立し、特に東アジアのような集約農耕地域では小農経営こそが、資本主
義システムに非常に適合した農業経営形態だという中村哲の枠組を前提に成立したもので
もある。마츠모토 다케노리「ʻ전후ʼ일본에 있어서의 조선근대경제사연구의 계보」『역사

문화연구』53，2015，88쪽．
3 宮嶋博史「儒教的近代としての東アジア「近世」」和田春樹ほか編『岩波講座 東アジア近
現代通史』第1巻、岩波書店、2010年；미야지마 히로시『나의 한국사공부：한국사의 새

로운 이해를 찾아서』너머북스，2014．
4 조석곤「20세기 한국토지제도의 변화와 경자유전 이데올로기」안병직 편『韓國經濟成長 
史：예비적 고찰』서울대학교출판부，2001；조석곤「식민지근대를 둘러싼 논쟁의 경과

와 그 함의：경제사학계의 논의를 중심으로」『역사문화연구』53，2015．
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小農社会論や儒教的近代論に対する評価（もちろん密接に関連するが）とは、
問題のレベルが若干異なる5。どの立場に立とうが、「耕者有田」の原理が
制憲憲法に明示され、農地改革によって小農的土地所有が法律制度として
実現することで6、現代農村が一定程度在来の小農社会の遺産を継承しつ
つも、それを適応・変形させる過程で小農体制を展開させたという点には
疑問の余地がない。本稿は「資本主義と小農社会の接合」という見地から、
その事例とその解析を提供したい。
　解放以後の韓国社会での小農体制の展開に関する既存の研究を簡略に整
理すると、「両極分解論から中農標準論へ」という流れに要約することが
できる。概して1960年代までの研究史は、マルクス主義的な資本主義分析
に基礎を置く両極分解論が大勢であった。一方で、これは植民地主義の分
析から出発した理論的傾向が、解放後の韓国農業に対する分析に引き継が
れた結果でもあり、また実際にも1950年代から1960年代末までの農民層分
解の様相は両極分解の傾向を示していた7。

5 朝鮮後期および植民地期の理解と関連した最近の整理としては次を参照すること。권내현

「내재적 발전론과 조선 후기사 인식」『역사비평』111，2015；정연태「일제의 한국 지배

에 대한 인식의 갈등과 그 지양：한국 근대사 인식의 정치성」『역사문화연구』53，2015．
6 1948年の憲法第86条は次のように記している。「農地は農民に分配し、その分配の方法、
所有の限度、所有権の内容と限界は法律として定める」。現在もこの理念は農地改革法を
廃棄し、その代替立法として農地の農業目的所有とその上限を規定した農地法（1994年公
布、1996年施行）内に残存する。しかし内容的に見ると、1948年に体制が規定した法制と
しての小農社会は、国際貿易秩序で農業の一方的な例外的地位の認定を破棄した1994年の
ウルグアイ・ラウンド協商妥結によって、解体したと考えることができる。農地所有の上
限は、1949年の農地改革法の制定以来の3haから1994年の10ha（農業振興地域に限定。農
地管理委員会の確認を受け、地方自治団体が農地売買証明を発給する場合、20ha）として
調整された。

7 解放以降、韓国社会の農民層の分解様相を分析した実証的研究を考えると、総じて1968年
を起点として、それ以前は両極分解の様相が目立って現れることが確認されている。박진

도「농촌주민의 계층구성 및 그 성격에 관한 사례연구」『충남대경상논집』3（2），1981；
이영기「1960년대 이후의 농민층 분해에 관한 연구」서울대 농업경제학과 석사학위논문，
1982．
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　他方、1960年代末、または1970年代初頭から、少なくとも1980年代前半
までの分解の様相は中農標準化の傾向があり、先述したように研究史動向
の中心移動は、やはりそうした流れを反映したものであると考えられる。
この時期の中農標準化傾向は、貧農層の上向分解を中心になされたもので
はなく、脱農による貧農層の減少と資本家的農業経営への転換が閉ざされ
る状況で、富農層の全般的な下向分解現象として現れたものである8。一
方では、このような趨勢は「家族労働の完全な消耗を通じた、耕作可能な
最大規模の農地面積としての標準化傾向」という特性を帯びながら展開し
ていた9。これによれば、1950年代から1960年代にかけての両極分解とし
て把握された現象は、上層農に規模の優位を確保するほどの生産力の発達
が成立しない状態で、農村内部に存在する広範囲な低賃労働力の活用可能
性が、上層農の農地への投資拡大へと繋がった結果であった。翻って1960

年代末以降には、急速な工業化と都農格差の拡大、農業の受益性の悪化な
どにより大規模な離農が起こり、これによって低賃労働力の動員ではなく
家族労働力の完全燃焼が、この時期の農民層分解の主たる要因になった。
　このような議論は、韓国だけでなく全世界的に第三世界の貧困層の生存
戦略が家族労働の消耗、節約と耐乏、そして世代移動の情熱（子どもの教育
への投資）であったという指摘10と結合することで、この時期の農業部門に
おける小農体制の温存が、資本主義と小商品生産部門との接合の結果だと
いう説明につなげることができる。実際、本稿で分析の対象となる『牙浦

8 윤수종「농민층의 계급론적 성격」서울대사회학연구회편『사회계층』다산출판사，
1990；박진도『한국자본주의와 농업구조』한길사，1994．

9 윤수종「농촌 내부의 경제력 집중에 의한 농민층분해와 농민간 갈등」『논촌사회』11（2），
2001；박진도「이농의 전개과정과 그 의미」한국농촌경제연구원『한국 농업・농촌 100
년사 논문집 제2집：한국 농촌사회의 변화와 발전』한국농촌경제연구원，2003．

10 김차두「도시비공식부문의 가족노동」『논문집』9，부산산업대학교，1998；권오훈「도

시빈곤층의 직업 형성과정：서울시 빈곤지역을 중심으로」『사회과학논총』10，한양대학 

교，1991；김경일「1960년대 기층 민중의 가계와 빈곤의 가족 전략」『민주사회와 정책연

구』28，2015．
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日記』（以下『日記』）にも、このような家族労働力の完全燃焼、子ども世代
の階層移動のための献身的な教育への投資、そのための勤勉と節約の強調、
小商品生産部門への絶え間ない集中的投資などが、まさに切実な記録を通
して刻み込まれている。経済学における理論的仮説とは異なり、現代韓国
の資本主義が家族営農と独立経営、勤勉節約と下向・中農標準化を特徴と
する小農体制を解体するどころか、小商品生産部門との接合を土台として、
それに依存し、むしろそれを強化していったという点11は疑いの余地がな 

い。しかし、これは未だに一般的に共有された認識ではなく、本稿はこの
点を確認しながら歴史的な意味を付与することにも注力する。
　ところで上記のような説明にもかかわらず、依然として疑問として残る
ものがある。それは上のような形態で農村に残ることになった小農は、や
はり単に子ども世代の都市進出だけを念頭に置き、農業を営んできたので
はないということを、どのように説明するのかという問題である。即ち、
彼らは自らも青年期から絶え間ない都市進出を希求し、都市移住を漠然な
希望として持っただけでなく、実際の行動へと移し、その行動をしながら
も、結局は農村に残ることになった。この問題を無視して、「資本主義と
小農社会の接合」だけを議論の結末とするのは、歴史学と社会科学が解決
するべき「人間」の問題に、故意に目を閉じるのと同然である。
　もちろん、これは歴史学と社会科学がその間、説明に注力してきた時代
と構造の産物であることも明らかであり、本稿はこの次元についての説明
を排除するものではない。しかし、ここには同時代的であったり、一国的
な要因としては説明不可能な、時期的・地理的・個人的要因と選択が介在
する。実際、農村を去るか残るか、去って何をするのか、あるいは残って
何をすることができるのか、実際に何をすることとなったのかという問題

11 임수환「박정희 시대 소농체제에 대한 정치경제학적 고찰：평등주의，자본주의 그리고 

권위주의」『한국정치학회보』31（4），1997．
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は、実際のところ前者よりは後者〔時期的・地理的・個人的要因〕に関連して
決定されるといえる。ここでいう時期的・地域的・個人的要因には、数年
や数ヶ月間継続する時期的要因、あるいは市・郡・面や村落単位の地域的
要因、または階級やパーソナリティなどの特性はもちろんであるが、単に
ある瞬間や、ある場の固有的な状況や心理の変化のような個人的要因もそ
こに含まれるだろう。
　そのことをもって「（主に前者と関連していると考えられる）必然は（主に後者
と関連していると考えられる）偶然を通じて貫徹する」と言ってしまうことは、
「時代的・一国的・構造的説明は無能力である」という学問的な懐疑主義
と同じぐらい無責任なことである。本稿はそうした認識のもと、不十分な
がら、両者の要因が結合する方式についての説明にも力を入れる。彼らは
国家の政策的支援と圧迫、資本の支配力強化という構造的要因に対応する
小商品生産者であり、時に国家に依存し適応しながらも、一方では依然と
して一貫した支配を完成できない国家と資本の隙間を探す必要があった。
また場合によっては、彼らは国家に抵抗したり迂回する行為主体であった。
本稿では彼らに注目し、農民層の生存のための複合的・多面的戦略の断面
を探ることで、都市賃金労働者や非公式部門の労働者の経路でもなく、農
村の貧困層への転落という経路でもない、現代農村での小農的生存方式に
歴史的意義を付与することを試みる。

2．『牙浦日記』にこめられた時期・地域・記録者の基本的性格

（1）1970年代の牙浦と『牙浦日記』
　『日記』の主人公である權

クォン

純
スン

德
ドク

は、1944年に慶尚北道金
キム

泉
チョン

市牙
ア

浦
ポ

邑
ウプ

12

12 当時は慶尚北道金陵郡牙浦面であったが、1955年1月に金泉市に統合し、同年3月に牙浦邑
へ昇格した。



日記からみた東アジアの冷戦240

13 彼の日記は全北大学校・個人記録研究団の入力・解題作業を経て、2014-2015年に『농민 

권순덕의 삶과 기록：아포일기』全5巻（1969～2000）として出版された。
14 この事実を証言した權純德は、幼少期にそのように聞いただけであり、その詳細な内容は
分かりかねるという。金泉・權純德家、訪問インタビュー、2014．4．3．

大
デ

新
シル

里
リ

で生まれ、その後ずっと
故郷のマウル〔村落〕で生活し
ている。彼は軍を除隊した後、
満25歳になった1969年から現在
まで日記を書き続けてきた。彼
の『日記』は、韓国社会の近代
的開発が本格化する時期を生き
てきた、貧しい農民の生活の軌
跡について描いている13。
　權純德は安

アン

東
ドン

權氏の英
ヨン

祚
ジョ

氏の
1女5男のなかで、3番目に生ま
れた。彼の父・權英祚は解放前、
約3,600坪の農地を所有してい
たが、解放後に所有地は敵産と
して没収された。權英祚の子ど

權純德

もたちも、父の財産が没収された理由については分かりかねるという14。
　權純德が『日記』を書きはじめた1965年当時、彼の家族は小作農として
生計を立てていた。彼は初等学校を卒業後、両親を助けるために農業を助
けた後に入隊した。軍を除隊した20代の初めから両親、兄とともに本格的
に農業をはじめるが、20代で両親が亡くなった後は、3人の弟妹が高等学
校の教育を終えて就職し分家するまで、実質的な家長の役割を担った。權
純德が『日記』を書きはじめた1969年当時も、彼の家族は小作農として生
計を立てていた。彼は1972年5月に妻・李

イ

允
ユン

心
シム

と結婚し、2女1男をもうけた。
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3人の子どもたちは大学教育を終えて都市で就職した後に結婚し、農業を
引き継いだ後継者はいない。
　除隊後、權純德は当時の都市化、産業化趨勢の影響で都市移住の夢を抱
いたのであるが、短期間の都市経験を終えて、故郷へと戻った。故郷で權
純德は、他人の土地を借りて農業をする小作農であり、農閑期には近隣の
高速道路や新都市建設現場に行き、肉体労働をする労働者でもあった。ま
た自転車修理店を開き、家庭用の上下水道工事と修理を担う零細自営業者
でもあり、農繁期には隣家の田畑や果樹園へ行き労働力を売る農業労働者
であった。それだけでなく、彼は収穫した果実や野菜を直接市場へ持ち込
み、それらを売る行商も行うようになった。
　このように農村に居住しながら、都市の日雇労働者と非公式部門の従事
者、農業労働者と零細小農と小作農の生活を順々に、時に同時に経験した
彼の生涯は、資本主義的開発過程で考えられてきた典型的農民像とは、異
質なものに映るかもしれない。もちろん權純德の事例は多少極端であった
かもしれないが、このような農民の労働の様相は産業化段階に入った第3

世界の貧困層で一般的に現れる姿であり、韓国社会での大部分の小農たち
が生計能力を最大化させるために、選択した重要な生存戦略の一つであった。
　例えば『平

ピョンテテゴック

澤大谷日記』（1959-2005）の主人公・申
シン

權
グォンシク

植（1929-）は、結婚初
期の1965年頃まで、生活費の不足を補うために隣の塩田と堤防工事の現場
へと行き、雑夫や現場監督などの日雇労働をしていた15。京畿道水

ス

原
ウォン

市光
グァン

教
ギョ

山
サン

は、日帝時代はもちろんのこと、解放以降まで「水原全体で、人々が
この山を剥がして生活していた」と語られるほど、薪・木材業をよくした
場所である。この山の麓のマウルの農民によると「この集落に木材業をし
ない人はいない」と語られるほどであった。しかし木材業が衰退する1960

15 지역문화연구소 편『평택 일기로 본 농촌생활사Ⅰ：평택 대곡일기（1959-1973）』경기문

화재단，2007，33，42，68쪽．
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年代後半以降になると、農民らは農閑期に集落から近隣の都市へ出て、産
業化・都市化の建設現場で使用される砂利採取に就くようになった16。こ
うした例は韓国全体で見受けられたようである。
　もちろん權純德の事例においては、他の地域・時期、また他の農民の生
活からは観察することのできない独自な特徴も現れる。彼の故郷・牙浦邑
大新里は、金泉市の近郊農村として一帯でもっとも広大な平野を持つ地域
である。また1960年代以後、国家的開発戦略の中心地であった韓国の国土
の南東部地域に位置しており、地域開発政策の計画に含まれた地域でもあっ
た。そして1970年代、国家の主要育成産業の電子産業の集積のために設計
された亀

ク

尾
ミ

市の電子産業団地、及び都市建設事業の現場がまさに牙浦邑の
近くにあった。加えて、マウルの前方に広がる金泉最大の農地の向こうに
は、ソウルと釜山を結ぶ京釜高速道路が通ることとなった。このような時
期的・地域的特性は、權純德が農閑期に建設現場の肉体労働の職場を探す
一助になっていた。これらの特性によって權純德は1960年代後半以後、急
速に進行する農村地域の脱農と都市移住の大行列に合流せずとも、都市労
働者や非公式部門の職を探し、賃金労働に従事することができたのである。
　以下では、このような地域的特徴を帯びた牙浦邑を背景にして記録され
た『日記』の内容を中心に、零細小農であった權純德が1970～80年代とい
う時代を経ながら、自分のマウルで最大の土地を耕作する中農に成長する
までの過程を検討する。いわば、韓国社会の開発独裁時期の農民の生存戦
略を考察すると同時に、農業を排除・犠牲にすることで経済構造の近代化
を推進した時期、一見これと相反すると考えられる小農から中農への転換
が可能であった条件を論じる。

16 안승택「광교산 마을의 공동체 문화」수원박물관 편『광교산이 품은 두 마을과 연무대 옆 

마을：수원시 상광교동・하광교동・연무동』수원박물관，2015，195～203쪽．
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（2）貧農青年の都市への憧れと挫折
　基本的に權純德の日記は、農村の貧しい青年が未来の生活を計画し、そ
れを遂行するための決心に念を押すことと関連している。『日記』が、「全
世界の甲富の遊説を聞いてみれば、30歳未満に基盤を築いたという。私は
35歳には基盤を築くと決心する（69．1．3）」という記録から出発する点は印
象的である17。彼の生活設計は「金を稼いで成功すること」であり、それ
は「計画（69．2．6；2．8；2．15など）」を立て、それを「明日に延ばすことなく
（69．2．6）」、「たゆまず（69．2．7）」、「勤勉に（69．2．15）」、「熱心に（69．2．29）」、 

「我慢して、推し進める力が（69．6．26）」がないと不可能なことであった。
即ち、彼にとっての成功は、「待つことではなく、自分自身が進んで作っ
ていかなければならない（69．2．29）」ものであった。

17 以下『日記』からの直接引用は原文で頻繁に出する方言と誤記が読者の理解を難しくする
という点を勘案し、現行のハングル表記法に従って文章を改めた。

『牙浦日記』
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　しかし貧しい小作農出身の青年が農村で金を稼いで成功するというのは、
簡単なことではなかった。「（貧農出身の彼が）他人より貧しくて、他人の家
の小作をして、他人の仕事をして飯を食わなければ」という彼自身の境遇
が、「人生について、生きる価値がなく無意味」であるとして（69．6．11）、
都市へ行って金を稼ごうという計画を立てたことは、ある意味で当然な帰
結であった。韓国社会での農民層の脱農が増加し農村人口が減少する時期
が1967年以後であること18を勘案すると、彼が日記を書きはじめる1969年
は農村の青年たちの都市移住が本格化する時期でもあった。
　そこで彼は仁

イン

川
チョン

に住む友人に手紙を書き（71．2．13）、列車で上京した 

（2．27）。数日間、職を探し歩き回るが、都市での生活が簡単ではないとい
う事実を確認しただけであった。偶然、アイロンの訪問販売である「月賦
商売」の仕事を得て、数日間だけ市内の住宅街を歩き回ったが、「仕事を
しても、食費にもならない（71．3．7）」という気がして、辞めてしまった。
彼の友人たちは、仁川でもう少し暮らしながら、都市の世情について知る
ようになれば、ましな職業も見つかるのではないかと説得したのだが、彼
は帰郷を決めてしまう。「初め来た時は、食費を稼いでも稼げなくても1年
（71．3．8）」は我慢してみようと決心していたが、たった10日間でこの決心
が水泡に消えてしまったのである。
　離農民たちの都市適応への一番の障害物は、彼らの学力が低いというこ
とと、技術が不足していたため都市の資本主義労働市場への参入が困難で
あったという点にある19。初等学校の学力に満たない小作農出身であった
權純德の都市での初職がアイロンの行商であったという事実は、この点を
裏付けている。このような困難を打開するために、離農民は社会的関係 

18 농림부『농림통계연보』1968．
19 권오훈、前掲論文、112頁。
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ネットワークを通じた集団的対応戦略を活用し20、移住地域を決定する時
から、まず移住した同郷の人々との交流を通して情報を得ていた。よって
離農民たちが最初に定着する都市の居住地は、同郷の人々が集まって住む
集団居住地の特性を帯びていた21。
　しかし軍から除隊したばかりの20代の農村青年が、都市内部で確保でき
る交流網は非常に狭小なものであった。そして、いち早く都市へ移住した
故郷の同年の友人らが提供できる職業の情報や、都市定着のための援助は、
精神的な慰労や友情以上のものにはならなかった22。これらの点から、權
純德の仁川行きは綿密に準備された離農ではなく、当初から成功し難いも
のであった。彼が失敗する理論的・構造的な原因は、都市の資本主義産業
部門の労働市場が相変わらず狭かったという点に見いだすことが可能であ
る。しかし、權純德は農業での労働においては執拗なほどに根気と根性を
発揮しており、この頑健な労働の意思は、その後の生活における貧困脱出
のための唯一な武器でもあった。それにもかかわらず、辛抱強い彼が長い
間苦悩し決心した都市移住を、わずか10日間で諦めさせた直接的な原因は
何であったのだろうか。
　權純德の帰郷への決心は、故郷の牙浦が直面した1970年代の地理的・社
会的条件と関連している。彼の故郷である牙浦邑大新里は、金泉市とわず
か10kmの距離にある近郊農村として、都市との接触が多かった。また

20 허석렬「도시 무허가정착지의 고용구조：사례연구」『한국사회연구（1）』한길사，1983；
박영숙「도심지빈민은 어떻게 살아가는가」『한국사회연구（2）』한길사，1984．

21 その結果、彼らの地域は同郷出身者が集団で居住する一種の居住共同体を形成し、近隣間
の互助関係や金銭関係などから農村型の共同体が部分的に維持されていた。いわば、離農
民らで構成された都市周辺地域は、一定期間の「都市の中の農村」であった。이성호「신

빈곤층 사회적 네트워크의 해체와 대응 전략」남춘호・이성호・노중기・진양명숙『전북

지역 민주노조운동과 노동자의 일상』한울，2009，216쪽．
22 後に、高等学校を卒業した權純德の弟2人が、ソウルと釜山で職を探し定着しようとして
失敗してしまったことも（71．9．8；80．7．4）、彼と同じ社会的交流網の不在によるところ
が大きい。



日記からみた東アジアの冷戦246

1968年から開始するソウル - 釜山間の京釜高速道路建設事業がマウルの前 

方、500mの距離で進行していた。特に1969年から着手された亀尾産業団
地建設現場はマウルから15kmも離れておらず、マウル前の大

テ

新
シン

駅から現
場まで汽車で結ばれていた。実際、彼は1969年から農閑期には高速道路建
設現場へ行き、肉体労働をしながら現金収入を得ており、その現金で「孵
化ヒヨコ200羽（69．7．3）」を育てようと計画を立てることもあった。この
ように、故郷のマウルでも肉体労働の職はいくらでも探すことができると
いう考えが、彼の帰郷への決心を早めたと考えられる。
　彼の都市生活に対する夢は、農業だけではなく労力を要する肉体労働か
ら脱出したいという欲望であった。しかし技術資格や社会的関係網を確保
できない權純德にとって、都市では経済的機会が少なく、競争が激しく切
迫した生存の現場23であった。これに比べて、故郷のマウルは彼により多
様な経済的機会を提供することができた。短い都市生活のなかで、この事
実を確認した彼は、すぐに帰郷を決心したのだろう24。

（3）結婚後の故郷定着と工場労働の忌避
　帰郷以後も權純德は、しばらく商業に対する夢を諦めることができず、
農業には集中できなかった。「服生地の商売をするのが良い（70．12．29）」
という友人の話に意欲的になり、ふろしき商売（行商）・穀商（71．1．2）を
しようと決心した。また「見知らぬ土地での生活をもう1度してみてから、
農業につく予定（71．3．9）」とし、亀尾市や倭

ウェ

館
グァン

邑などの近隣の都市を念

23 Roberts, B., Cities of Peasants: The Political Economy of Urbanization in the Third World, London: Sage 
Publications, 1978, p.141.

24 もちろん彼は故郷へ戻っても、都市での生活への夢を完全に諦めることはできなかった。
帰るとすぐに、「他人に会うのが恥ずかしくて、外出もできない」、それで「客地生活を、
もう1度」（1971．3．9）しようという考えをすることもある。彼がその夢を諦めることにな
るのは、結婚をした1972年5月以後である。
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頭に置いて場所を探しながら、商売の元手を準備するために高利貸しでお
金を借りる覚悟もした（71．6．21）。しかし「軍服の再生工場をよく知って
いるという人と、軍服商売をしようと決心していたのに、今回聞くと、現
金が半分入らないと商品を持ってこないという話（71．7．19）」を聞いて諦
めたなど、資金を準備できずに水泡に消えることになった25。
　そんな彼が、都市へ行き商業をして稼ごうという夢を諦めるようになる
決定的な契機は、結婚であった。1971年12月、初めて見合いをした權純德
は、「2人が1つになって、人生の道を開拓（72．5．5）」する人に会い、結婚を
するという考えを持ち、以後も何度も見合いをしていた。そして、近隣の
ウレシルマウルの李允心と見合いをした後、結婚の決心を固めた。1972年
5月27日、李允心と結婚式を挙げた權純德は、「心強い気がして、心の安定
を保つことができるように」なったと結婚に対する思いを明らかにしている。
　ところで彼が工場での賃金労働に対し、極度に否定的な考えを持ってい
たのも印象的である。仮に彼は「また、いとこが農業をするよりは、豆油
工場へ働きに（71．1．28）」行かないかと誘われたのだが、断ったことがあっ
た。また結婚以後も、何度か都市へ行きたいと考えたが、依然として工場
へ行き労働をする考えにはならなかった。彼の都市生活に対する夢は、 

ずっと商業をして自分の生活を立てることであった。このような工場労働
の忌避は、単に彼自身の生業として選択する仕事に対する否定的な考えだ
けには留まらない。1事例であるが、妻の李允心が一時期都市で工場労働
者として就労したという事実を知った彼は、「妻が嫌になり、とても気分
が憂鬱で、憂鬱な気分を我慢できずに、家内に爆発してしまった（73．2．

17）」と記したことがあった。

25 結局、彼が夢見た都市生活は現実的で緻密な準備を経た計画であったと考え難い。実際、
当時の農村で考える都市はお金が多い所、金儲けができる場所というあくまで理想的な対
象であった可能性が高い。
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　韓国社会の産業化過程で学力・技術・資本、そして社会的資本のなかで、
どれをも持つことができなかった彼が肉体労働を忌避する理由は、工場労
働に対する否定的な観念と関連したものだと考えられる。1970年代は韓国
社会が重化学工業化戦略に転換する時期であったが、この部門に就職する
ためには一定の技術教育が必須であった。そうでない工場労働は、それこ
そ単純な労務職であり、もともとまともな職業を探すことが難しかった若
い女性らの仕事以外は、職業自体も多くなかった。そのため女性の工場労
働は例外なく基本的に否定的な烙印の対象であり、蔑まれることとなっ 

た26。80年代に入り産業化が進化すると、これらの偏見は徐々に少なくな
るのであるが、彼が離農を模索した青年時代は依然として、そのような世
相ではなかった。
　しかしながら、このような過程を通して故郷に定着する彼が、農業だけ
に従事するのでは満足できず、また彼が生きた時期的・地域的な余件は、
やはり彼を農業従事者だけに留めることはなかった。都市進出を試みる前
からも彼は副業を準備したり、実際に実行に移したりしていた。養鶏業を
はじめるために情報を集め、養鶏業者を探してヒヨコの飼育法を学び、実
際に資金を借りてヒヨコを購入した（69．1．7；2．7；3．17）。またヤギを飼育
する計画を立て、牧場や試験栽培所を探したり（69．1．11；2．12；3．1；3．2）、
牛の飼育に展望があるという話を聞いて、仔牛の購入も検討した（71．1．2）。
結婚以後の彼が、家族労働の完全燃焼戦略を本格化すことになったのは、
このような勤勉さの自然な帰結であった。
　すでに彼の結婚観に表れるように、彼にとっての結婚は、家族労働を通
して生計を模索するしかない貧しい農民が、生存戦略を具体化する契機で

26 工場労働を「卑しい」仕事と看做す社会的視線がどこから生まれたのかについては、依然
として断定し難い。しかし、重要なことは工場労働に対する否定的な社会的イメージが、
労働者自らによっても内面化されたという点である。これに関しては、구해근（신광영 

옮김）『한국 노동계급의 형성』창작과 비평사，2002，189～192쪽．
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あり、またその方法でもあった。その初めの事業は、「妻の金と友人が集め
てくれた金」を合わせて、20,500ウォンでククス（にゅうめん）を製造する型
を購入することであった（72．7．4）27。家内手工業によってククスを製造する
仕事は、主に妻の労働に依存しており、農業以外に所得を上げることので
きる副業となった。そして、これは商業を通じて未来を開拓しようという
權純德の未来の構想とも、ある程度合致した。彼は都市の生活に対する未
練は捨てたが、商売をして金を稼ごうという計画を依然として持っていた。
　また1973年には学生を相手に、自転車店と卓球場を兼ねた商売を構想し
（73．6．9）、同年8月から古物商兼自転車修理店業の許可を受けるための書
類を準備した（73．8．8）。そして、金泉自転車組合（73．11．29）と金泉警察署
保安課（74．4．17）に通いながら書類を提出した。それでも身元照会に遭い 

（73．4．23）、何回もの予備資金を費やす（73．12．2；12．5；12．19；74．1．8；1．30；

3．4；4．17；4．23）などして、1974年5月4日に彼は許可証を受けることがで
きた。彼はマウル近郊の大通りに出店し、大邱で購入した工具で店の内外
部を修理した後、1974年6月8日に古物商兼自転車修理店を開業した28。主
に近隣住民と学生らを対象に、自転車修理と部品販売、井戸のポンプの設
置と修理などの業務を取扱っていた。おおよそ1978年まで、この店は続い
たようである29。

27 同年7月28日、初めてククスを製造しはじめ、主にマウル住民を対象としてククスを販売
した。『日記』によると、7月30日初めてククスを販売し、200ウォンの収入を得た。そし
て1972年12月31日、1年決算のなかで、ククス販売の収入7,000ウォンを記録した後、クク
スに関する言及は消滅する。1973年4月5日と4月7日にククス製造業を再びはじめるために、
ククスの乾燥台を作り、7月30日に再びククス製造業を創業したとして記録されている。
これは彼が73年3月になって、ようやく家から分家し独立世帯として生活しはじめたこと
と関連しているように思われる。74年9月以後、ククス製造は中断するが、75年4月、再び
ククス販売による収入が記録されている。

28 工具の購入のための費用は、妻側の義弟から20,000ウォンを借りて充当した（74．5．20）。
29 この店の収入によって、1974年9月から1975年1月まで、權純德の店は小さいが、黒字であっ
た。しかし1978年9月14日付『日記』に「自転車店を閉め、亀尾の住宅建設現場に通っ」
ていると記録されている。
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　小売業店舗を開業するために、何度も保安課に通い予備資金を費やさな
ければならない状況は、開発独裁期の商業における悪弊の風景だといえる。
しかしそれ以前に、彼が古物商・修理店に係わる時期、農業及び各種の副
業は妻の担う役割であったとういう点から、それによって權純德は店舗と
農地、建設現場を勤勉に往来しながら、肉体労働だけではなく精神的な圧
迫を受けなければならなかった点に着眼することが重要である。これは何
よりも、小農ら特有の自己搾取的な家族労働の完全燃焼戦略の一部だとい
う考えることができるからである。これら事例を含む小農權純德が追求し
た経済的生存戦略については、章を変えて整理・叙述する。

3．農民世帯の中から捉えた開発独裁期の小農の経済的生存戦略

　本章と次章では、資本主義と小農社会の接合局面で中農の夢に向かって
進む小農の経済的生存戦略と、それが具体的に観察される契機を検討する。
一般的に小農は小規模の土地で家族労働による農作業をする農業人だと規
定される。これは農民経済の生産単位が賃労働関係の欠如した家族労働農
場（family labor farm）であり、農民社会は利潤極大化ではなく家族の生計維
持を経済活動の動機とすると考えるチャヤーノフ（A.V. Chayanov）の立場か
ら由来する説明であるといえる30。本章ではこのような認識に基礎を置き
ながら資本主義との接合局面にて、農民世帯の内部で小農的生存戦略がど
のように貫徹されるのかを確認するため、『日記』の記録者である小農・
權純德の経済活動を家族労働と土地経営に区分して考察する。

30 안승택『식민지 조선의 근대농법과 재래농법：환경과 기술의 역사인류학』신구문화사，
2009，392～393쪽．
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（1）家族営農：自己搾取的超過労働と勤勉節約の極大化
　結婚後も兄と同居していた權純德夫婦は、1973年4月に分家し独立世帯
を構成するようになる。分家以後の彼の家族労働の内容はより多様化し、
また量も多くなる。分家当時、權純德が引き継いだ土地は1区域600坪に過
ぎなかった。分家以前には、兄と共同で他人の土地を賃借し、農業に従事
していた。分家以後は、伯父とマウルの人たちの農地を賃借し農業をした
のだが、1973年に彼が賃借した農地は14斗

マジギ

落（2,800坪、約0.9ha）であった 

（1973．6．5）。1970年代初頭の韓国農民の1世帯当たりの平均耕地面積が1ha

未満であったのを勘案すると、当時の農業生産力の水準から權純德夫婦の
家族労働として耕作することができた耕地面積の規模は、韓国農民の平均
程度であったと考えられる。
　しかし『日記』で自ら明らかにしたように、「土地を掘って…金儲けし
ようと飛び上がっても、顔の汗のしずくほどの価格にもならない（1973．6．

14）」とし、權純德夫婦は所得を増やすために様々な分業をしなければい
けなかった。彼が他人の土地を借りて農業をしながらも、一方では古物商
を開業して自転車修理をして、仕事があれば躊躇することなく肉体労働の
場へ行き、現金収入を得たという点や、妻・李允心が分家以後にククス製
造業を本格的にはじめたことなどは、先述した通りである。それだけでな
く、李允心は1女を出産（73．4．20）後、7日間休んだだけで、すぐにククス
製造業を再開した。また当時の農村女性の主要な所得活動中の1つであった、
絹の絞り染め作業（「おび作業」）にも並行して従事していた（73．4．11；12．

16；74．1．15）。
　權純德夫婦が所得を上げるために、身体を省みず猛烈に仕事をするスタ
イルであったのは明らかである。結婚以来、彼らは農業と商業、建設労働
とその他日雇いの副業など、あらゆる領域を往来しながら、生計活動を展
開していた。そして1970年代中盤から農業の機械化が徐々に進展すると、
夫婦は家族労働でやりくりできる作業と、耕地面積をそれに合わせて増加
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させることで対応した。彼が初めて機械を利用して行った農作業は、1973

年10月の稲の脱穀であった。その日の『日記』で權純德は、「初めて稲の
脱穀をしてみて、気持ちよくなった」とし、昨年まで足で踏んで脱穀をし
ていたのに、「モーターですると気持ちよくでき、汗1滴を流すことなく、
稲の脱穀をしたので気分がいい（73．10．26）」と感想を記している。
　続いて彼は、1975年に高圧噴霧機を利用して、農薬を散布した（75．8．17）。
そして、1974年に統一稲（74．5．5）、1976年に維新稲（76．4．15）などの新品
種の稲を導入しながら保温苗代を設置し、1978年にはビニールハウスを作
りマクワウリの栽培をはじめた（78．2．13）。1980年にはコンバインで稲刈
り作業を行い（80．9．30）、バインダーで稲を束ねた（80．10．5）。1981年には
田植え機を利用しての田植えの作業を眺めながら、「とても楽になりそう
だ（81．4．12）」と感想を残している。また同年から、管

クヮン

井
ジョン

掘り〔管井は地
下水を利用した水利施設〕作業が本格化し（81．6．11）、田の農作業での水不足
問題を、ある程度解決できるようになった。そして1990年には政府から
50％の補助を受けて、トラクターを購入した（90．3．27；90．3．31）。
　機械化の力を借りながらも家族労働で対応できる耕地面積が増加すると、
權純德家族の耕地面積は徐々に増えていった。1973年に14斗落だった耕作
面積は、1979年には20斗落（4,000坪、約1.3ha）に増加し（79．4．14）、1980年
には30斗落（6,000坪、2.0ha）になった。そして1991年の『日記』（91．5．26）

には、「私の農業が43斗落（8,600坪、約2.7ha）」であると記録し、1995年に
は「我々夫婦が働くのは56斗落にも」なったと記している（95．5．25）。し
かし、機械化の進展で家族労働が対応できる耕地面積を広げることができ
たとしても、權純德夫婦の労働はいつもその範囲を超えるものであった。
金泉一帯でもっとも平野が広い地域だという点と、農村労働力の不足が深
刻になったという点は、權純德夫婦が小作地を広げる際、非常に有利な条
件となった。
　一方、權純德自らも筆者らとのインタビューで、自身が生活基盤を築く
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ことができたのは、亀尾・金泉の肉体労働現場で現金を稼ぐことができた
からだと懐かしむように31、隣接する亀尾の都市建設事業が彼の人生の重
要な転換点となった32。亀尾で住宅建設が本格化すると、彼は自転車店を
廃業し建設現場へ行きはじめた。農村では1年間働いて20万ウォンから30

万ウォンを得る程度だが、「亀尾の住宅のおかげで、財がない人も基盤を
築くことのできる時だと考える。自身も1日の稼ぎが4,000ウォンになり、
大きな稼ぎ（78．9．14）」だという判断のもと、彼は農業を続けながら農閑
期を利用して肉体労働をはじめた。亀尾で職を探すことができないと、金
泉の平和市場の新築工事の現場（79．2．27）へ出向き、小規模の個人住宅の
工事現場へも出向いた（79．3．4）。彼の労働は亀尾のアパートの雑夫の仕事
（1979．12．6）とアパート建設現場（1980．11．5）、精油所の建設現場（82．11．19）、
倭館市場の建設現場（80．9．16）、工場の管理人夫（84．11．11）など、場所を
選ぶことなく1985年まで続けた。そのような労働の結果、彼は1975年に初
めて他の人に長利米・高利債を貸すことができるようになった（75．9．1；

12．21）。
　權純德のこのような都市での賃労働が増加するのに伴って、農作業と家
事に関連する妻の負担は大幅に増加していった。そして結果として、田畑
の農作業の男女分担などの伝統的な性別労働分業は、權純德夫婦の生活世
界には存在しないものと同じとなった。田では春に苗床を作り田植えをす
る仕事から、草取り・稲刈りまでも夫婦の労働に区分はなかった。畑では
小麦を収穫し（83．6．19）、大麦を刈る作業（6．6）なども夫婦共同で行った。
特に5月になると、妻は一帯の主産物である果樹の花の摘み取り作業の賃
仕事に頻繁に従事した（83．5．12；83．5．16）。畑の管理も夫婦ともにしたが、

31 金泉・權純德家、訪問インタビュー、2014．4．3．
32 1969年から開始する亀尾電子産業団地建設は、亀尾市の成長の足場となった。亀尾は1977
年に産業基地開発区域に指定され、1978年に善山郡亀尾邑が亀尾市に昇格した。權純德が
亀尾の建設現場へ行き、現金収入を得るようになったのは、この時期からである。
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唐辛子畑の草取り（83．5．16）から、各種野菜栽培の作業に、時間があれば
夫婦ともに協力した33。農作業の労働量は、『日記』に記録されているよ
うに、「2人で骨が砕けるようにやったと思う（83．9．16）」ほどであった34。
　また冬には夫婦で裏山へ上り木を切ったが、その後、切っておいた木を
整理する仕事は妻の役目であった（83．1．1-1．14；83．2．25；2．27）。それだけ
でなく、妻は山で木材を背負って降りてくる仕事も担っていた（83．1．17）。
また權純德は冬の農閑期に建設工事現場で仕事をするため、1983年11月に
妻に「今年の冬にはどんなことがあっても、耕耘機と自転車をみな教えて
しまう（83．11．23）」と決心し、耕耘機の運転を教えた。そして「家内が、
このマウルの女性のなかで、初めて耕耘機を覚えたこと（83．12．13）」にな
るとし、満足だったと記していた。また妻の李允心は、少しでも現金収入
を増やそうとし、果物や野菜を持って直接亀尾市場へ行き販売もしたが 

（84．1．11など）、これは妻だけの仕事であった。それ以外の肥料や農薬の散
布なども、すべて家族共同の労働として処理した。
　韓国の農村で女性労働が副次的・補助労働の地位から、男性労働を代替
する労働に転換しはじめたのは1970年代初頭からである。それ以前までは
男女別の性別労働分業が比較的厳格に守られていた。1960年代後半から農
村人口か急激に減少しはじめるのに比べ、農業機械化の速度は相対的に遅
滞したせいで農村での労働力不足が深刻な問題になった。このような原因
により、女性労働力は男性労働力を代替しなければならなかった。結果的
にこれは、農村の女性労働の負担強化と伝統的性別分業の解体へと繋がっ

33 例として、1983年の1年間、權純德夫婦は牛を2頭と仔牛2頭を飼育した（1983．4．1；1983． 
7．1）。大麦と小麦、稲の農作業をして、果樹の仕事として、リンゴ、桃、スモモを収穫し、
1990年以降にはぶどう畑を栽培した。畑の仕事としては、ニンニク、唐辛子、緑豆、じゃ
がいも、豆、ゴマ、さつまいも、白菜、ネギ、ニンジン、大根、ほうれん草など、野菜の
品目を選ぶことなく栽培した。

34 夫婦の労働量を見定める記録として、「昨年には40斗分の田を、（夫婦が）手でみなしたが
（1983．10．3）」などがある。
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た35。しかし、家族労働を基盤にする生存戦略で女性労働は、男性家長の
所得活動に合わせて所得増大活動に投入されたという特徴を持つ36。
　このように、移動可能な家族労働の完全燃焼のため、權純德は勤勉と節
約のイデオロギーを極限まで推し進めることなる。彼の生活は基本的に猛
烈ともいえる程の節約を特徴としており、「使わないことは残ること」と
いう態度で初志一貫をしている。それだけでなく、農村はもちろん韓国社
会全体で社会生活の基本といえる相互扶助の義務についても、何とか目を
そらそうとする姿を表している。両親の祭事を除いて、費用がかかりそう
な儀礼の場を避けたり、家族や知人、妻の実家の慶弔事でも支出をせず、
申し訳ない心情を言葉で表現することで終わったりという事例が、日記の
随所で登場する。さらには申し訳なさを日記に記録しながらも、妻のため
のお金は、可能な限り支出しようとしない37。これは結局、「成功しよう
という野望」とその「基盤の欠乏」の間で両立不可能な乖離を感じた農民
が、機械化・大規模化・資本集約化などの農業の資本主義化の局面でも、
勤勉節約と耐乏、家族労働の増投に基盤する労働集約化などの小農社会特
有の伝統的生活様式とイデオロギーを、持続的にそして現代的に強化させ
ていく姿だといえる。

35 이지은「오늘의 농촌여성」『창작과 비평』14（2），1979，54～57쪽．
36 캐롤라인모저・케이트영「가난한 노동자들 속의 여성」이효재・허석렬 편『제3세계의 

도시화와 빈곤』한길사，1983，363쪽．このような点から、權純德夫婦の労働は家族戦略
を構成する主体と、実際の行為する主体間の分離（박주희「주민주도형 농촌 마을 만들기

에서 여성의 노동에 대한 연구」『농촌사회』19（2），2009，207쪽）が明確だったといえる。
実際に研究者らとのインタビューで、權純德は当時の妻に「私だけ信じて、付いて来い。
私がしろとする通りにすればいい」と力説したと回顧した。

37 權純德は自身が基盤を確立する「1978年以前には、家庭外では、（慶弔事に）参加をしな
いと決心」をし、マウルの人々の結婚式にも行かなかった（76．1．2）。しかし、1980年代
にも彼は「今日は故・母の70歳の誕生日なのに、何もできずに参席もしないので、申し訳
なくて仕方がない。今年は母の誕生日には必ず豚1頭を捧げようと思ったが（84．4．10）」、 
「明日は家内の誕生日だが、肉1斤も買わず、誕生日を迎えることになって（…）家内に
申し訳ない感、言葉にできない（83．10．1）」などの極端な耐乏を実践する。
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（2）土地経営：中農になろうという欲望と土地に対する執着
　前章で言及したように、權純德は農業だけでは経済的基盤の確保が難し
いという語りを信念のように繰り返している。「現在の韓国の実情を考え
れば、誰が政策をしても農民が公正に生きられない（69．1．28）」という判
断で、都市へ行くためにもがき、結局農村に定着しようと決心をしても、
商売や工事現場での肉体労働をしながらも、「土地を売って、金儲けする
人は愚かな人だ（73．6．14）」という考えを捨てることはなかった。
　ところで彼の経済活動は驚くべきことに、結婚以降に土地を得たいとい
う欲望に繋がっていった。「人々は土地を買うと宣言するのだが、自分は
未来を見越すことができず、心だけおかしくなるんだな（75．12．7）」、「自
身も田もう1斗あれば、いずれ金持ちになるんだろうが、田200坪がこんな
に疲れるのか（75．12．27）」などの記録が目に止まる。彼の店は、1975年か
ら黒字を記録しはじめる。その年の年末決算を見ると、「年末総収入金額
計443,230ウォン、年末総支出金額計403,874ウォン（75．12．31）」と、1年間
に3万ウォンの黒字を出したように記録されている38。即ち、彼は農業外
の所得を通じて金を集めながら、逆説的にも農地所有に対し切望しはじめ
たのである。
　一時期、農業を放棄しようとした彼の内部で、このような土地に対する
熱望が再燃したのは、一次的には彼自身が貧しい小作農であったという事
実と関連があるだろう。彼の日記の至る所で、学校に通えず友人の家の土
地を小作する20代青年の恥じらいや自愧感（69．6．11；11．6）が、色濃く刻
印されている。また他人の農作業をしても、結局は他人にとって都合のい
い仕事だけをさせられるという悔しさ（73．6．5）も少なくなかった。そこ
で毎年「どんな仕事があっても、他人の仕事はしないと決心（74．4．30）」

38 この収入の相当部分は農業所得ではなく、商業と賃金労働の収入のようである。農業所得
がなかったその年の1月にも、9,000ウォン近くの黒字を記録しているからである。
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をするが、それでも常に他の方法は存在しなかった。
　これと合わせて、彼の土地所有への熱望には、1970年代の不動産価格の
暴騰が大きな刺激になっていた。1975年、彼は『日記』に「人が少しでも、
その後を予想することができるなら、すでに金持ちになっているはずなの
に、その後を予想することができないので、金持ちになれないでいる。 

（3年前でも1段地600坪に）20万ウォンを出せば買うことができたのに、最近は
上田250万ウォンと、どんなに値上がりしたのか。金持ちは、土地が多い
人が金持ちだ（75．12．7）」と記している。類似した状況は『平澤大谷日記』
の記録を通しても確認できる。日記の主人公の申權植は、牙

ア

山
サン

湾の開発計
画が発表された1974年、「土地ブローカーが、犬が歩き回るように宣伝す
るので、欲が大きくなった（74．2．2）」と記録を残して以来、田畑や林野の
購入が持続的・積極的に関心を示していた。そして、1979年には初めて投
資目的の農地を200万ウォンで購入し、7ヶ月後に353万ウォンで転売し、
1984年には子供の居住を目的に1968年に購入したソウル高尺洞の家屋を売
り、やはり純粋な投資目的に京畿道富

プ

川
チョン

の7家屋を購入した（84．2．20～5．

21；12．31）39。この時期、中農規模の土地所有を志向する小農の夢には、長
期持続的で歴史的な要因の他に、このように農村に居住しながらも農業を
ほとんど放棄してしまった農民にまで、同時代の社会構造的現実が土地所
有を強制したことに現れているように、極めて現代的な要因が存在してい
た40。農村に居住しながらも農業をほとんど放棄してしまった權純德のよ
うな農民にまで、同時期の社会構造的現実が土地所有の欲望を強制したと
いえるだろう。

39 지역문화연구소 편『평택 일기로 본 농촌생활사Ⅱ：평택 대곡일기（1974-1990）』경기문

화재단，2008，55쪽．
40 彼が経済的困難と不透明な展望のなかでも、1980年1月、自身が50万ウォンで賃借りして
住んでいた家を購入したこと（1979．12．31 契約、1980．1．14 購入）は、その頂点であっ
たといえる。
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　再び權純德の『日記』の内容に戻る。毎年土地を買い入れることを計画
として立てていた彼は、1979年に初めて土地を購入した。「友人の紹介で
奉畓［天水畓］41の田562坪」を170万ウォンで買い入れ、友人らに「酒と鶏2

羽を出し、今日は気分が良くて、出せというのなら、いくらでも出すだろ
う（79．1．20）」と喜んだ。そして、翌年には賃借して住んでいた家を50万ウォ
ンで購入した（80．1．14）。1986年にはマウル前の要地であった堂

タン

山
サン

麓地の田
600坪と4カ所の庭地を、それぞれ坪当たり7,500ウォンと10,200ウォンで買
い入れた。その日の『日記』に、彼は「今年は本当に自分にとって楽しい
1年（86．1．1）」と記している42。このように、權純德は自身と妻の労働によっ
て稼いだ収入の大部分を農地購入に投資しながら、徐々に中農になる夢を
実現させていった。

4．農民世帯の外から見た開発独裁期の小農の経済的生存戦略

　前章ではチャヤーノフ流の認識に基礎しながら、農民世帯単位の小農経
済の特性が資本主義との接合局面で、どのように観察され変形されるかを
考察した。しかしチャヤーノフ流の小農認識は、家族労働と小土地経営な
どの農民世帯という生産単位の内部関係だけを指摘しており、様々な生産
単位間の関係、例えば階級間関係・国家経済との関係などを、家族農運営
に対する外部的なものとして看做すことで、農民経済を社会的生産過程の
総体的関係のなかで把握するのに失敗したという批判を受けている43。こ

41 読者の理解を助けるため、馴染みのない用語の後ろに説明を付す場合、［　］内にそれを
記すことにする。〔訳者注〕「畓」は朝鮮の国字で「水田」の意味。

42 この喜びは、1979年初めて奉畓［天水畓］田を購入した時と合わせて、「2回目の喜びを迎
えた（86．1．1）」と表現している。研究者らとの面談で、權純德は1979年以降、計8回、農
地を購入したと説明したことがある。

43 오명석「농민의 ʻ전통ʼ과 ʻ근대성ʼ：말레이 농민의 경제와 문화를 중심으로」내산 한상복

교수 정년기념논총『한국문화인류학의 이론과 실천』소화，2000，702쪽．
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れと関連してウルフは、食料耕作者一般と農民を区分することが国家機構
による生産過程の統合であり、自身と階層が他の権力者の要求と制裁にし
たがう場合こそが、真正な意味の農民であるといえると記している44。こ
れを念頭に置くならば、小農経済の運用と関連して、国家機構およびそれ
を含む外部世界と農民を統合する集団関係網の結節地点としての共同体に
対する考察を無視することはできない。本章ではこのような問題意識によっ
て『日記』中の權純德の生存戦略を、マウル共同体と国家機構の2つの次
元とを関連させて整理する。

（1）マウル共同体：社会的認定と経済力拡大の競争的相乗
　マウルで生きていくことは、互いに借りを与えたり、分担したりしなが
ら相互に結合することで、変動することのない「借りの共同体」を作って
いくことであるといえる45。ならば、權純德のような慶弔事の相互扶助的
義務も可能な限り避けようとする気質を持つ人物に、その社会性の維持と
関連して巨大な困難が生じることは、容易に想像することができる。実際
に權純德は普段の生活で、できるだけ借りを持つことなく生きていこうと
する気質を強く示し、『日記』でも負債や掛け売りに関連する記録が現れ
ることは多くない46。そうであるなら、彼の節約と耐乏を通した小農的な
経済戦略の極大化は、マウル内外での社会関係の維持とどんな関連を持っ

44 에릭 R. 울프 저，박현수 역『농민』청년사，1978，27쪽．
45 이성호・안승택「1970～80년대 농촌사회의 금전거래와 신용체계의 변화：『창평일기』를 

중심으로」『비교문화연구』22（1），2016，28쪽．
46 1986年に堂山の土地を買い入れるために、彼は農協で250万ウォンの融資を受けたり（86． 

1．13）、約20日後に「土地を買うんだと、借金した一切を返して、借金は1つもないが、使
う金は少ない（86．2．1）」ようだと記している。彼は筆者とのインタビューで、田植え機、
耕耘機、トラクターなどの農機械の購入資金について、政府補助金と融資金の他に、農協
で金を借りたことはないといった。さらに、農協から農地購入資金や畜産資金が使えると
連絡された際も、「恐ろしくて」使えず、「今考えれば本当にバカなこと」だったと述懐し
ている。
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たのだろうか。
　まず彼の日記で耐乏と節約を誓う叙述は、彼を取り巻いて起こる事態の
展開様相と頻繁に衝突していたことが確認できる。マウルの慶弔事に対す
る不参加を誓うが、これは基本的に扶助の代わりに言葉で了解を得ること
のできる、近いといっても非常に近親ではない、その場の社会生活に大き
な不利を及ぼさない程度の関係にある親族（例えば妻の実家）に対してなさ
れる場合が多かった。また賭博や賭け事の場に関わらないようにという日
記中の誓いは、おおよそそんな場を往来してきた日に記録される傾向があ
り、そうした誓いにもかかわらず、数日間の内に再びそのような場へ行く
ということも多かった。
　特にセマウル事業などのマウルの共同賦役には、「食べ物もなく、住宅
だけきちんとすれば、生きていけるのか（72．3．19）」という不満を抱きつ
つも参加した。道路開設（73．9．26）、セマウル倉庫建設（74．2．22；3．3など）、
共同洗濯場作業（74．3．19）、農路建設（76．3．23）、砂防事業（76．4．18）、造林
事業（83．8．13）など、共同賦役に住民らが随時動員され、時にそのせいで
農作業や所得活動に支障をきたすこともあったが、マウルの人々には「申
し訳なくて（75．8．5）」抜けるのは難しかった。
　何より重要なことは、男女間の性別分業構図の無力化は主に家族の生計
労働の領域から起こり、特に従来女性の仕事であった労働を夫婦が共にす
るようになったり、従来男性の仕事であった労働を妻が一人で、または夫
婦そろってするようになる場合が多いという点である。換言するならば、
従来女性の固有領域である労働を男性が一人ですることは、ほとんどなかっ
た。また同様に『日記』で、一方で、夫婦間で伝統的な性別労働分業がほ
ぼ無化されているにもかかわらず、もう一方で建設現場の肉体労働や水利
施設の堰を修築する仕事や村落の道を平らにする仕事のようなマウルの共
同の労働は、『日記』の全体時期にわたって男性の仕事として残っていた。
これは夫婦間での伝統的性別労働分業構図の破壊が無計画に進められたの
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ではなく、依然として「社会的体面」のようなものを念頭に置きながら行
われたことを物語る。結局、水利組織や村落自治組織の構成員としての義
務や権限の行事に該当するこれらの作業は、男女誰でも行っていい単純な
共同作業ではなく、おそらく労働力の社会的・物理的特性の両方を勘案す
るなかで、各家族を代表する男性家長らの仕事として存在していたことに
なる。
　性別分業構図の破壊が、労働力の投入量を強制的に極大化するためにな
されたことである限り、それを極度に追求する權純德家族の場合も、その
破壊は世帯経済内のものとして限定されていた。実際には口外しないまで
も、『日記』で彼が何度も妻に申し訳なく思っていたことも、実はこの性
別分業構図の破壊が、女性の他の社会的権威に対する認識とともに進まな
いという点を、本人自らが本能的に悟った結果であるだろう。その一方で、
『日記』中の權純德が社会的相互扶助の義務を避けようとする記録の裏面
で、実生活の權純德がマウルで青年会長47や水利契の監考（91．4．12）のよ
うな公式的職務を担っていたことは、彼がこのような社会的役割を自分な
りの方法で見事に遂行していたことを意味する。つまり農業の資本主義化
の局面で小農社会的生活様式とイデオロギーを極大化させることは、依然
としてマウル共同体のような社会集団の視線を意識しながら、そのなかで
可能となるものであった。
　このように權純德の経済的生存戦略が社会的視線を意識し、それを前に
展開していたという点を念頭に置き『日記』を再読する場合、もっとも目
につくものは耕作地確保のための夫婦の努力である。前節で言及したよう
に、実は『日記』で權純德夫婦は技術的手段の発展に伴って耕作面積拡大
の過程で、常に動員可能な家族労働の完全燃焼が行われる度に、それ以上

47 權純德は1972年、マウル青年会の副会長（72．8．15）、翌年には青年会会長（73．1．1）を歴
任している（74．1．1）。
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の規模の耕作地を確保しようとする姿が観察される。そしてその背後に權
純德は、可能な限り広大な小作地を確保するためには、マウルで一番に有
能で勤勉に働く労働力であるという点を、村の人々に見せつける必要があ
ることを意識して、またそのことを記録していた。
　換言するならば、賃借を通じた耕作面積の拡大のためには、自身の家族
労働力に対するマウルでの高い社会的評価が必要であり、それらを引き付
けるためには、常に必要とされ、かつ可能な範囲をこえた超過労働が不可
避であった。青年会や水利系の役員などの社会的職務を立派に遂行する青
年であるという評価は、やはりこの耕作地拡大の企画に附合するのは明ら
かであった。そしてその結果として、この超過労働の企画が成功し、その
過程で得られた耕地面積拡大は、再び「追加的な超過労働」を要求するよ
うになる。マウルの視線を意識する小農社会内の各家族の前に、競争的相
乗が繰り返される無限の正のフィードバック（正帰還；positive feedback）の空
間が出現することになったのである。
　この事実は、再び本章の冒頭で論じた問題、つまり農業によっては経済
的基盤を確保するのが難しいという『日記』で繰り返される記録にもかか
わらず、彼が結婚後すぐに土地を購入しようとしたことに対する、また別
の社会的背景を指し示している。マウルで定着して生きていく以上、土地
を持たず小作営農者として残っていては、まともな社会的待遇を受けるこ
ともできず、一人前の働きをすることも困難であるだけでなく、賃借を通
した耕作地拡大などの経済的機会の確保も難しかった。これが小農社会的
な共同体文化の一端でもある。
　そしてこの過程に一度でも参入すると、マウル共同体内で展開する絶え
間ない正のフィードバックによる経済的な相乗の場に組みこまれながら、
超過労働と名声拡大と耕地拡大とが絡まり合いながら続く、小農社会的労
働と土地倫理が発動することとなった。農村に残るか、都市へ行くか、そ
の選択は偶然であったり、個人的な要因が介在したりなど、それこそが微
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細な差異に分かれていた。しかし、一度選択が行われた後、無限の競争的
上昇の空間へ入り込むと、微細な差異が生む経済戦略の決定に関連した波
及効果として、取り返しのつかない格差が生じることになったのである。
　ところで開発独裁期の農村で資本主義と小農社会の結合の様相を検討す
る際に、小農間の経済的な上昇だけに言及するのは一面的であり、よって
この点に留まる限り、間違った認識に繋がる恐れがある。そうした経済的
上昇の絶え間ない正のフィードバックが構成されるのであれば、小農社会
はまた平等であるべきだったからである。開発独裁体制下の農村で小ブル
ジョアになる道は、大きく3つの道が存在していた。（1）経済的な圧縮成
長の過程で、都市 - 農村格差が深化していない比較的初期の局面において、
農村の土地を売却し都市の土地を購入することで、都市型の資産を持った
農村型の資産家になる道。（2）教育・就職などの部分的な離農を通じた世
代移動によって子どもを都市に定着させ、彼らの経済力を土台として農村
で資産を集積する道。そして（3）權純德が選んだ道のように、自己搾取
的な家族労働を通して耕地を増やし、土地所有を拡大する道である48。と
ころで（1）と（2）も一定程度そうであるが、小農社会内の平等は、特に
（3）の経路が発動するためには、不可欠な社会経済的な前提となった。
何故だろうか。
　「死ぬように」働くことで余剰生産物の獲得が可能になり、それを基礎
に土地を広げていくことができるとしようとするならば、まずどんな土地
独占も存在してはいけなかった。もちろん解放以後の農地改革の実施によ
り、その後再び流動性が増大する状態ではあったものの、韓国社会でこの
障害は基本的に撤廃されていた。合わせて重要なことは、農民間に資本財
（農地賃借や営農資金の貸出能力まで含む、すべての使用可能な生産手段と投下資本量）

48 もちろん、この（1）～（3）の経路の区分は理念型的なものであり、実際の個人の生活で出
現するパターンは、この中の2～3種が重なりうる。
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規模の差異が大きくなく、差異があったとしても、その差異による生産性
の差異が大きいものであってはならないという点である。家族労働力の増
投による余剰生産物の獲得を可能にしようとするならば、合わせて競争的
上昇（正のフィードバック）の場に存在する小農間において、特定世帯の労
働力の増投が、資本財の規模による差異より（または、それに劣らないように）

意味のある差異を作り出す必要がある。權純德が故郷へ帰り、そこでの定
着を決心した時期は、幸運にも勤倹と節約、耐乏による倹約家になるとい
う経済的な生存戦略が有効なものになりうる程度に、農民間に動員可能な
資本財の規模の差異が大きくなく、その差異が作り出す生産性の差異も相
変わらず決定的なものにはならなかった。そして故郷への定着後に上の 

（3）の道を進むやいなや、そうした差異がより決定的なものに変わりは
じめた。このような点より、權純德は努力した人物というだけでなく、世
代的に運もそれなりに悪くなかった事例であったといえる。

（2）国家機構：「順応」と「不信」間の動揺
　ここまででは、1970～80年代の農村で進行した下向標準化を軸にする中
農標準化の過程で、權純德夫婦が中農として生き残りに成功するために発
揮した、個人的／家族的努力の側面を主に扱ってきた。しかし、その過程
では彼の血と汗のにじむような自己搾取的な超過労働のような努力の他に、
努力に還元しえない外部的要因が介在したという点も明らかである。これ
は単純に「外部要因の介在」という表現だけでは不足しており、「国家依
存的営農」であるとまで言いうるものである。
　事例として何よりも重要なことは、權純德と妻の労働力によって担いき
れる範囲で耕地面積を思う存分拡張できるようにしてくれた農業の機械化
の恩恵を、国家の支援と補助が提供していたという点から探ることができ
るだろう。「借金を恐れた」と彼が語るように、一小農が躊躇いもなく国
家補助金を申請し農協で融資を受けたのも、田植機、耕耘機、トラクター
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などの機械を購入するためであった。これを元手に、彼は1970年代初頭に
3千坪にも満たない耕地面積を、1990年代には1万坪程度に拡大させること
ができた。
　また權純德が生計維持と経済力拡大の決定的な資源と考えた都市化・産
業化建設現場の労働は、やはり国家的開発計画の一環として進められたも
のであったという点も、再び想起されなければならない。このことが、貧
農出身である彼が、うまく中農化の道を進んだ小農として、有利な時期的・
地域的・個人的な要因を充分に発揮することのできる背景となったことは、
前章で確認した通りである。
　何よりも權純德は、将来有望な農業作目や副業種目とその栽培と飼育な
どの技術に関連した情報の収集にも没頭していた。このため彼は、養鶏と
畜産、果樹と野菜の栽培など、すべての農産物の種目にわたって、大部分
の情報を近隣に居住する経験者と、政府機関の情報・技術の提供に依存し
た。この過程で彼は、特に新品種の稲や、その栽培法を普及する農業技術
教育などにも毎回参加していた（81．1．31；83．2．1；83．2．24；84．1．16）。
　このような小農的生存戦略としての国家依存的な営農行為がもたらす政
治的帰結は、二つの方向性を同時に持つものであった。一つは、それこそ
国家政策に順応する「従順な農民」になることであった。京釜高速道路や
亀尾工業団地・亀尾市の建設などの国策開発事業、そして農地・道路・住
宅・共同施設の改良と、農村の副業の強化に代表されるセマウル運動と、
農村近代化などの農村開発事業は、農民にとって現金所得を得ることので
きる職業や、農閑期の所得源になっていた。そして、これに伴う現象とし
て、浪費や虚礼虚飾の根絶、陽暦正月と陰暦正月という二重過歳慣行の批
判、共同体生活のための諸般の慣習と規律の再整備など、開発独裁国家が
推進する日常生活文化水準での道徳的指導についても、權純德は従順であ
るだけでなく、ほぼそれを自身の成功指針であり人生観として看做してい
た。
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　一方、このような「従順な農民」になる道は、国家政策と官僚に対する
不信と不満を持つ「不穏な農民」になる道でもあった。權純德に現金獲得
の機会を提供した都市化・産業化政策は、その一方で都市 - 農村間の格差
を拡大させていき、彼は多忙な日常と営農生活について、往々にして寂れ
た農村生活と対比される都市での安楽で華麗な生活の様子をぼんやりと眺
め、この格差がどこから由来するのかについて問うた49。またセマウル運
動や予備軍訓練で代表的に現れる、強制的な軍隊式動員や国家政策を執行
する公務員の権威主義と不正腐敗に対しても、權純德は背こことなく批判
的な認識を表していた（74．4．9；74．6．12；80．12．25；81．5．10；85．7．4）。
　そして決定的な点として、權純德が依存してきた国家機構の農業・畜産
技術指導は、農村の実情に合致していないだけでなく、技術的にも未完成
なものを農民たちに強制的に推奨するのが常で、農民らの不満の対象となっ
ていた（84．5．6；85．4．9）。例えば權純德の畜産に対する投資は、常に政府
の推奨と支援・教育・品種・技術普及、そして彼の周辺の援助と情報を通
して行われた。これによって彼は時に経済的利益を得ることもあったが、
大部分は大きな安定的な利益を得られないままで断念して終わっていた。
畜産産業は零細農が行うには比較的大きな資本を要する事業であったが、
權純德は迷いつつも資金を準備するが、遅れて参入したため時を逃したり、
ようやく投資に成功した事業が当初想定していない災害に遭い、耐え難い
過剰投資の弊害を経験しなければいけなかった。
　農業技術の普及もやはり同様であった。統一稲（72．10．17；73．9．15）、維
新稲（76．10．4）、曙光稲（81．9．29）などの政府で強制的に勧奨する新品種は、
いつも農村の実情に合わず失敗に帰結していた。該当品種の導入自体だけ

49 例であるが、1979年に亀尾市庁アパートの雑夫の仕事をしていた權純德は、市庁の公務員
の妻たちの楽な生活を眺め、「若い女性らが農村に嫁ごうとしないことが、充分に理解で
きた（1979．12．6）」と記している。
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を見て国家政策を評価するならば、中長期的に成功したと言えるとしても、
それを耕作する現実の農民の立場に立ってみれば、導入した数年の失敗だ
けでも経済的に大きな打撃を受けることになった。よって、それら証明さ
れていない新技術を強制的に普及しようとする政府の政策は、非常に大き
な不満の対象となったのである。權純德は新品種が普及されるたびに心配
と不信を抱えながらも、強制的な雰囲気の下で不安で従わずにはいられな
かった。しかし、実際に従った後には、毎年のように「八

パル

字
チャ
〔四柱八字。持っ

て生まれた運命〕を改めると言われても、もうやらない（81．4．13）」という決
心を繰り返していた。
　そうであるならば、この従順する農民と不満がみなぎる農民との間で、
小農・權純德が地位を築くようになる現実的な姿は、どのようなものであっ
たのか。それは国家が提供する「公信力のある」情報によって、何度も失
敗を味わいながらも、それに依存しなければ他に依存する場所がなく、 

「より公信力のある」情報を渇望する、即ち「文句をいいながらも従って
いく」姿であったといえる。また。その「従っていく」後に残されている
ものは、「いつも支援が不足し、そのくせ農民を犠牲にしてばかりいるよ
うに感じられる」政府の政策に対する不満であった。しかし不満を抱きな
がらも、農民たちには頼れる場所が国家しかなかった。同質的な小農らが
慎ましく生きていく、開発独裁国家の下での平等であるが、実際の機会は
極めて制約されていた。つまりそれは、国家機構とのパイプの太い人だけ
がその機会を得ることができた、小農社会が持つ基本的な限界であった。
　開発独裁国家によって強制された順応と不穏の間で、小農が動揺するし
かないという点は、実のところ常識的なことでもある。ところで、この常
識的な地点に対する歴史的評価に関連して我々がよく見逃している重要な
問題は、開発独裁期を経て農村に残る小農たちが、従順であったり不穏で
あったり、また他のどんなものであっても、彼らが前章で区分した（3）
の経路を辿った末に生き残った生存者であるということである。したがっ
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て彼らは与えられた生計の機会を巡って起きた競争で、ある程度の成果を
納めた集団という点である。もちろん、韓国社会全体の社会構造的な変動
によって、その競争の戦利品が何の値打ちのないものになってしまったこ
とは、一般的によく知られた通りである。
　それにもかかわらず、彼らが（3）の経路の生存者であり、成果集団で
あるという事実は、開発独裁期の農村で進行する資本主義と小農社会の接
合に対する歴史的評価において、見過ごすことができない点である。順応
と不穏の間で後者に傾くしかない、その経路内の競争の敗北者・離脱者や、
牙浦邑の權純德ほどに時期的・地域的・個人的利点を享受できなかった者
は、いずれにしても結局のところ農村での生存者ではなく、早かれ遅かれ
都市へ移住するしかない者であった。また都市での生活が思っていたほど
に満足できないとしても、再び故郷に戻ることもできなかった。
　しかしながら、だからといって農村で生き残った生存者がただ単に順応
一辺倒であったと考えてはならない。開発独裁期自体については、依然と
してその最終的な帰結がはっきりしていない時期として記憶されているの
で、不満が露骨化はしていないが、結果的に彼らが持ったのは、国家の農
業・農民・農村政策に対する批判的な認識だったからである。この批判的
認識には二つの次元が存在する。一つ目は、農民も今や国家の農業政策が
持つ反農民的・親資本的な意図を把握できるようになったという点である。
これは結局、農民らは国家が持った道徳的優位性を認めないことに帰結す
る。二つ目は、国家の技術普及を全般的に信頼しなくなったという点であ
る。即ち、彼らのような農村の生存者らは、国家の技術的な優位性もまた
信じない。
　この二点の不信が、開発独裁国家の反農民的・親資本的性格に対する感
覚的に見抜くことであるなら、この批判的知覚自体が、開発独裁期の農村
で小農としてうまく生存しえたことがもたらした最大の戦利品だと見なす
ことができる。それにもかかわらず、彼らが開発独裁期を美しく記憶する
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理由として、その時期は彼らが家族とマウルと国家の構成員として成功す
る経済的膨張を成し遂げた時期であり、また農村で生き残ることができた
時期であったためだからだろう。
　2010年代の農民・權純德は依然として農業をしているが、自己搾取的な
家族労働から引退してから、かなり経っている。子どもたちは都市に定着
している。そして妻とともに金泉市内でギター演奏とヨガ講習などに参加
しながら、これまで犠牲となった妻のために余生を送ることにした50。よ
うやく、韓国の市場経済体制で彼は成功した現代人になったのである。

5．結論：開発独裁期の農村での「生存という成功」

　現代農村の生活日記に向き合う際、研究者がその研究底辺において持っ
てしまいやすい視線は、資本主義的産業化と構造改革の過程で犠牲になっ
た「被害者」として農民を捉えることである。人民主義やマルクス主義の
歴史観の展開とも密接に関連し、そこからその基礎を得たこの視線自体は、
事実、間違ったものでもなく、特定の視線を持つこと自体が間違ったこと
というわけでもない。ところが、生活日記が、その「被害者」の実存的状
況を個人として記録したものだと考えた場合、誤解の素地が介在するよう
になる。農村で生活しながら、長期間、日記を書いてきた当事者は、農村
内ではその産業化と構造改革の渦中で個人としての生存に成功した者であ
り、農村で生きていこうと生活の方向を決めた時以来、若い頃から生存競
争の「成功者」として生きなければならなかったという事実が見逃されが
ちであるからである。

50 生死の境を彷徨うという辛い闘病生活のなかで、權純德は二つのできなかったことをする
と、余生の方向を決めたと、筆者らに述懐する。一つは妻のために生きること、もう一つ
は日記を出版することであった。金泉・權純德家、訪問インタビュー、2013．7．11．
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　これは産業化時期の農村と農業、また農民らが直面した構造的状況が、
都市低賃金構造を下支えした低穀価と物価安定化政策の基礎の下で、犠牲
者の位置であったことを否定するものではない。しかしながら個人の実存
的状況から考えた際、研究者らが一般的に選り好みする長期的な日記記録
者は、構造的矛盾と逆境のなかでも経済的に成功を納めた人々であり、長
期的に記録された日記自体が「生存という成功」の証拠でもある。特に現
代社会が農地改革を契機とした在来の小農社会の法的・制度的完成期、ま
た最終的局面という観点で考えた場合51、小農社会の経済倫理が富の拡大
と蓄積よりは、小農としての生存自体に重心があると考える古典的論議は、
吟味され再解釈される必要がある。古今東西を通じて、小農らには自分た
ちの生存こそが成功の証明であり、資本主義支配の下でその接合局面を生
きてきた現代社会の農民に対しても、やはりその物差しに照らし合わせて
判断する余地があるだろう。
　またわれわれは多くの場合、長期日記記録者らがマウルや地域社会の現
場で現代農村の構造改革過程を主導してきた者でもあるという点を、念頭
に置かなければならない。本稿で検討した『日記』はもちろんであるが、
他の多くの日記記録にも描かれるように、現代の生活日記の長期記録者ら
の大部分が、多大な勤勉性・積極性を基に経済的機会を得ようと努力を怠
らなかった。また彼らは官公署や金融機関・国家機構とその実務陣の一定
の支援の下で、農村に分配された希少な経済的機会をつかむ「特別な能力」
を示してきた。実際の開発独裁国家の農村政策が、小農らが密集する社会
のなかから彼らを引き抜き出す過程であったなら、長期日記記録者はこの
政策基調を体現する化身であるとも考えることができる。この点に関して、
より積極的な歴史的・社会科学的評価が必要になるのではないか。
　周知のように、植民地統治からの解放以来の現代韓国の農村の型を規定

51 안승택、前掲書、2009、345～354頁。
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する韓国の農地改革は、北朝鮮の土地改革を意識しながらも、またそれと
競争しながら成立した。また分断体制下の「二つの政府」間の競争と対立
は、朝鮮戦争という熱戦を経て、周期的に加熱と冷却を反復する長期的な
冷戦体制の最前線の状態へと継承された。よって朝鮮半島内で大土地所有
者としての地主層を、階級という意味で完全に一掃してしまった農地／土
地改革は、二つの対立する体制が「国民」の大多数であった小農を自身の
支持基盤として確保するためには、不可避な社会史的契機であったと考え
ることができる52。
　一方、在来の温情主義的な「静態的地主」を、より冷酷な合理性を持っ
た「動態的地主」に変えた日帝の植民地主義は、当時の社会性格が植民地
地主制と評されたように、朝鮮の在来の地主制と渾然一体となって、それ
をより資本主義的に強化することで、植民地主義からの解放と共に、地主
制自体の撤廃さえも当然のものと思うようにさせる、決して意図したもの
ではない社会史的動因になったといえる。その結果、「耕者有田」という
在来のイデオロギーをその文句そのまま憲法に刻むことで制定された韓国
の1948年体制は、在来の小農社会の法的・制度的完成という観点から評価
が可能である。近来の韓国史研究内の小農社会論で、17世紀の小農社会の
成立が既存の韓国史で設定する、その他の近代起点より重要な分岐点になっ
たという評価53が、合理的でありうる背景の一端がここにあったと考えら
れる。現代韓国の農村と関連して、「資本主義の農村」ではなく「資本主
義 - 小農社会の接合局面の農村」だと考えるほうが、より一層合理的で豊
富な分析の余地を提供するようになる理由もここにある。
　この問題意識によると、上記のような過程を経て誕生した大韓民国の
1948年体制に対する評価は、資本主義と小農社会の本格的な接合であると

52 조석곤、前掲論文、2001；조석곤、前掲論文、2015。
53 미야지마 히로시、前掲書、44～81頁。
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いう地点から、再び論点が分岐するのではないかと考えられる。本稿では、
農民とも労働者とも、また商人とも職人とも捉えることはできないが、そ
のすべての面を一緒に持つ経済主体が主導する小商品経済を、資本主義と
小農社会が接合された体制自体の重要な動力として考えようとした。これ
までの研究過程におけるこの接合を真摯に受け入れようとするならば、従
来の経済学的な議論では両立が難しく、または「非公式経済」という定義
の難しい剰余の経済的範疇によって処理されてきたものに、もっと本格的
に照明をあてるべきだと思われる。特にこれが「財閥のための国家主導的
産業化」という経済開発モデルの代表事例でもある韓国の経済体制と同程
度に、この小商品経済を再評価することは、学術的にも重要な意義を持っ
ているのではないかと考える。
　本稿では、集団的・構造的には衰退と絶滅を強制されながら、同時に個
人的・実存的には生存と拡大蓄積に成功し、開発独裁期の農村政策の化身
となっていく農民らの生活の姿を提示することで、この問題に対する解答
の糸口を探そうとした。結果的に所有することとなった富の量に対する評
価と別に、農村人口の過疎化は都市の誘因が農民を引き込んだ結果である
と同時に、農村に残ろうとしたものの、そこでの生存に成功できなかった
者が農村を去ることによって引き起こされた社会史的結果でもあるだろう。
構造的圧力と個人的選択は、両者が相互に対峙しつつ、実存の次元で一方
が他方に対する優位を主張しようとするが、すでに両者は互いに組み合わ
さっており、事実上一つになっている。
　この両者の対峙現象の分析を通じて、個人の次元の経済的生存戦略に対
する探求が、脱植民主義と冷戦時代の構造的動力の原理を捉える方法にも
なるという希望を筆者は持っている。ある者の目には構造的分析と個人的
分析の混同のように捉えられるかもしれないが、その結合こそがわれわれ
の世代の人文学と社会科学が追求すべき一方向であるというのが、本稿の
問題意識である。従来の社会史的分析は、構造を中心に論議を反対方向か
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らだけ進めることで、「産業化時代の被害者としての農村・農民」という
歴史像に、過度に傾倒していたのではないだろうか。
　また、この分析を可能にするためには、個人的・地域的・時期的次元の
歴史的眺望が可能な日記という資料の活用が決定的だったという点と、そ
してその資料と論議の余白地帯では長期的日記記録者とは異なり、農村で
の生存に成功できなかった無数の農民がいたという点を、指摘しておかな
ければならない。蛇足ではあるが、この「失敗者」に対する関心が「成功
者」に対する分析の実質的な動機付けになるのではないかという点と、 

「成功者」の戦略を綿密に観察することで、「失敗者」らのそれまでも含
んだ、開発独裁期の農村での生活を理解できるようになるのではないかと
いう点を、最後に記しておく。
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1．序論

　人間の肉体は有限であり、その存在に関する記録は持続的に残すことが
できる。これを認知している個人は「記憶される自己」の形成を予感し、
個人記録（ego document）を残す。こうして残された「日記、回顧録、手記、
自叙伝」などの自伝的叙事は、後世が歴史的な個人の内面を理解するのに
役立つ通路として活用され、人物の社会的イメージを形成する叙事的な基
盤になることもある1。特に、近代以降の日記はもっとも内密な私的記録
が近代的な出版を通じて公開・共有されることによって、社会的な意味を
確保し、「個人の生涯を文章化し、不滅の生命力を与えるという点2」で注
目に値するジャンルである。
　日記の「執筆、連載、出版、読書」は「個人的・歴史的事件」であり、 

「社会・文化的な現象」である。個人は、既存の日記をつづる慣習の影響
のなかで日記を記述するのみならず、それを社会的につくり出すこともま

7 「自伝文集」の出版と
社会的アイデンティティーの形成

金
キム

　成
ソン

  姸
ヨン

―金珖燮『私の獄中記』（1976）を事例に―

1 李
イ

瞬
スン

臣
シン

の『乱中日記』と尹
ユン

致
チ

昊
ホ

の日記が代表的な例で、これらのテキストは人物の内面と
思想、アイデンティティーを照明する素材として活用されてきた。筆者は、人物の個人的
な叙事にもとづき、社会的イメージが固定される現象に関して、ヘレン・ケラーの事例を
挙げて論じたことがある（김성연「근대의 기적 서사〈헬렌 켈러 자서전〉의 식민지 조선 

수용 -“불구자”，“성녀”가 되다-」『사이間 SAI』13，2012．11．）。
2 Philippe Lejeune, edited by Jeremy D.Popkin & Julie Rak, translated by Katherine Durnin, On Diary, 

University of Hawai`i Press, 2009, p.9.
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た、日記をつづる筆者の社会的位置と出版文化の中で行われるようになる。
そして何よりも、日記は筆者の社会的アイデンティティーを把握する叙事
的史料として機能するようになるのである。すなわち、「日記」の社会的
な存在の意味は、日記の「執筆－出版－読書」というすべての過程を見て
はじめて正しく把握することができるのである。したがって、歴史的資料
や精神分析の対象として還元されてきた日記を生産（執筆、出版）と消費（読
書）のメカニズムのなかで把握し、アイデンティティーの叙事的な拠り所
として機能するようになる方式を明らかにする作業が必要であろう。
　1950年代以降、個人が自らのアイデンティティーを直接表現した回顧録、
手記、自叙伝などの出版が本格化された。1960年代にはエッセイのブーム
があり、1970年代には「ノンフィクション」が各種メディアの公募展を通
じて国民に奨励されるに至った3。出版界にはさまざまな人物群像の叙事
が氾濫していたが、その中でも『城北洞の鳩』（1969）の詩人で知られる 

3 김성한「1970년대 논픽션과 소설의 관계 양상 연구 -『신동아』논픽션 공모를 중심으로」
『상허학보』32，2011．6．

1969年当時の金珖燮

金
キム

珖
グヮン

燮
ソプ

の『私の獄中記』（1976）は、いくつ
かの点において注目するに値する特異性を有
している。自伝文集という表題の下に、日帝
〔日本植民地〕時代の獄中日記と獄中回想記、
病床記、そして自伝的エッセイで構成されて
いるこの本は、出版された翌年に彼が故人と
なったため、作家唯一の自叙伝となり、『城
北洞の鳩』とともに、彼の代表作として記憶
されるようになった。
　まずこの本は、歴史的人物や海外の人物の
日記の出版が主流を占めていた当時としては
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珍しい同時代人の日記であった。そして著者の死後に出版されたのではな
く、筆者が直接介入したもので、日帝時代における獄中記の出版物として
も最初のものであった。また、日帝時代と4．19革命直後、そして植民地支
配から解放30周年という民族史的な地層を貫通しながら、執筆・翻訳・連
載・出版された。日帝時代における投獄という事件からはじまり、解放直
後における李

イ

承
スン

晩
マン

大統領の広報秘書官、晩年の闘病、そして『城北洞の鳩』
の詩人として生まれ変わるという個人史的な屈曲をまとめる叙事を盛り込
んだ個人記録という点において、問題作である。何よりも、老詩人の自伝
文集が、1970年代当時若い進歩的な作家によって主導されていた創作と批
評社（以下、創

チャン

批
ビ

）から出版されたという点がまた興味深い。
　『私の獄中記』は、解放直後から1970年代に至るまで、「抗日－愛国－
民族－民衆－国民の詩人」として認識された彼の生涯を「日帝時代の獄中
記」を中心に集約させた叙事的な「単行本」であった。つまり、このテキ
ストは個人的な叙事の出版が行われるメカニズムと、これを通じて形成さ
れる個人の社会的アイデンティティー、そして私的な記録が民族的な証言
として回収され、彼のアイデンティティーに再び影響を及ぼすようになる
現象を洞察することのできる端緒を提供してくれるのである。
　本稿では、金珖燮『私の獄中記』（1976）がどのような社会文化的な脈略
の中で生成されたのかを実証的に検討し、それが再現するアイデンティ 

ティーを明らかにしたい。そこで、次の4点に注目する。第一に、金珖燮
の獄中日記が執筆、出版された期間の1940年代から1970年代までの獄中記
と日記の出版・読書の歴史に焦点を合わせることによって、どのような出
版文化的な土台の上で『私の獄中記』が生成されたのかという点である。
特に、1970年の日帝時代の回顧録の出版ブームと、1960～1970年代の獄中
記・日記の出版物のなかで、金珖燮の『私の獄中記』を位置づけてみたい。
第二に、当時、自伝的叙事としてまとめて認識されたりする「日記」と「回
顧録」の亀裂を明らかにする。そして、自伝的な著述の個人的な動機と、
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出版という社会的な事件の落差あるいは時差を考慮した分析の必要性を提
起したい。第三に、金珖燮の「自伝文集」は植民地の獄中記と、解放後の
病床記という受難の叙事で構成されることで、民族的・個人的なアイデン
ティティーの求心点として作用するようになる点である。植民地を経験し
た知識人の「思弁的な個人記録」が「公的証言」として生まれ変わり、民
族の歴史として専有される現象を究明することによって、個人の叙事が社
会的に記憶・伝承される方式を明らかにしたい。第四に、金珖燮が文壇で
「抗日知識人」や「庶民の詩人」として記憶されるようになる契機となっ
た創批との出会いの過程を見ていこうと思う。
　このように、金珖燮の『私の獄中記』の事例を通して、個人的な叙事の
ジャンルにおける獄中記、日記、回想記の「執筆－出版－読書」のメカニズ
ムを明らかにし、テキストの社会文化的な存在の意味を考察していきたい。
一編のテキストは、叙事内容それ自体としてよりは、ジャンルに対する社
会的な理解の中で受容される傾向があるので、まずは当時の「獄中記」と
「日記」を把握した後に、テキストと筆者に対して分析をおこなっていこう。

2．1970年代と『私の獄中記』

（1）解放30周年と獄中記の出版ブーム
　1976年に出版された金珖燮の『私の獄中記』は、当時出版された獄中記
あるいは日記のなかで抜きん出たものであった。この本は、「金珖燮の自
伝文集」、「日記、手記、自伝的エッセイ」といったさまざまなジャンル名
を掲げて出版されたが、「まえがき」や「序文」が前面に出された。日刊
紙の新刊書評が注目する「もっとも長く重要な4」叙事は「獄中日記」だっ

4 염무웅「책 읽기，글 쓰기，책 만들기 -내가 살아온 시대의 가난한 초상」『근대서지』4，
2011．12，41쪽．
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たのである。したがって、このテキストは「1970年代」という時代と「獄
中記」の出版という、二つの変数における時の流れに対する理解のなかで、
その社会的な存在の座標が把握され得るのである。

5 1930年代の新聞・雑誌の獄中記に関する記事の例を挙げると、次の通りである。임권근 

「옥중기」『삼천리』8，1930．9．（連載）；최상덕「김자문자 옥중수기 1」『혜성』1（7），
1931．10．（連載）；「양근환 옥중기 동경부하 소관형무소 제3익 52방에서 수기」『삼천리』
4（5），1932．5．；「생사방황구년기-나의 옥중기」『삼천리』7（7），1935．8．；「순교자 남

종삼 옥중기 -「기독교상」등의 진품 희귀한 한국 금은화 60점 보전도서관에 기증」『동아

일보』1937．12．15．

金珖燮『私の獄中記』（創作と批評社、1976年）のとびら

　日帝時代にも獄中記は存在したが、だいたい収監者の体験記や手紙が新
聞・雑誌の記事に活用された程度であった5。それらは、ゴシップ物の記
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事として消費される傾向にあり6、朝鮮人の獄中記は本格的な文学ジャン
ルや公的な記録としては共有されなかった。日本人7や外国人の獄中記は
日刊紙に時折掲載され、代表的な例として、『東亜日報』に長期連載され
た大杉栄の『獄中記』8や、旧韓末〔大韓帝国期〕のフランス人宣教師フェリッ
クス＝クレール・リデル（Félix-Clair Ridel）の獄中記9が挙げられる。このよ
うに、外国人や雑犯〔政治犯以外の犯人〕、思想犯などの獄中記が記事として
少し紹介されたのみで、朝鮮人の獄中記が本として発行されたり、独立運
動家の獄中記を正式に出版することはできなかった。
　解放直後には、雑誌に韓

ハン

龍
ヨン

雲
ウン

の獄中記が掲載されるなど10、日帝時代の
独立運動家の獄中記が積極的に紹介された。しかし、獄中記の本は1960年
代に至らなければ本格的に出版されなかったが、そのほとんどは解放直後
の複雑な国内情勢のなかで量産された政治・思想犯たちの獄中記が主流を
占めた。1962年に初版されて以降、たびたび再版された徐

ソ

珉
ミ

濠
ノ

『私の獄中
記』（同志社、1962）を筆頭に、高

コ

貞
ジョン

勳
フン

『歌われなかった歌（부르지 못한 노래）』
（弘益出版社、1966）、崔

チェ

永
ヨン

吾
オ

『このまっ暗な墓で私を眠らせてくれ（이 캄캄

한 무덤에서 나를 잠들게 하라）』（協同文化社、1963）、梁
ヤン

秀
スジョン

庭『天を仰ぎ、地を
見つめて（하늘을 보고 땅을 보고）』（徽文出版社、1965）などが、1960年代の代
表的な獄中記である。これらは出版と同時に、ベストセラーとなり、数年
間再版され、これらのうち、いくつかの獄中記は映画化されたりもした。 

『民族日報』編集局長であった梁秀庭の『天を仰ぎ、地を見つめて』（1965）

は出版された年に3万部以上売れる「爆発的な人気を得たあと11」、1980年

6 「혈서의 참회록：동경의「경성」도 지옥，기아선상에서 방황타 과자 훔친 소년 절도범의 

눈물의 옥중기」『동아일보』1937．9．22．
7 「일지사변 옥중관，佐野学（사노 마나부）옥중기」『삼천리』10（1），1938．1．
8 「大杉栄（오스기 사카에）의 옥중기」『동아일보』1923．10．14．～1923．11．25．（連載）
9 「한국 감옥의 옥중기，천주교 신부 불란서인 리델 사화」『삼천리』12（4），1940．4．
10 「도선독립의 서 -한용운 선생 옥중기」『신천지』14，1947．4．
11 『경향신문』1991．2．23．
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代までに7回以上再版され、初版が出版された年に映画としても制作され 

て、ベルリン映画祭に韓国作品として出品されたりもした12。
　以上のように1960年代を経て、獄中記は「ベストセラー物」としての可
能性を示し、センセーショナルな記事で紹介されて商業映画としても成功
をおさめるなど、大衆文化のなかで商品性のある文化コンテンツとして活
用された。1960年代の獄中記は、当時の政治社会的な事件と関連のある時
宜にかなった産物であった。
　日帝時代の投獄体験を記録した獄中記の出版は、1970年代に入ると本格
化する。1975年、解放30周年を前後して日帝時代を回顧するという出版企
画物が数多く作られた。そして、これらの獄中記は全集というかたちの出
版が活発化された当時の主流を反映し、全集としても出版された。代表的
なものとしては、正音社が『光復30年文学全集1-10』（韓国文人協会編、
1975）と『日帝下獄中回顧録1-5』（1977）を出版した。後者の『日帝下獄中
回顧録』には、韓龍雲、朴

パク

烈
ヨル

、安
アン

重
ジュン

根
グン

、崔
チェ

鉉
ヒョン

培
ベ

、金
キム

九
グ

などのよく知られ
ている人物と、無名の者を含めた80余りの獄中記、獄中回顧録、獄中日記、
獄中手紙などが網羅されている13。これ以前にそれぞれ異なる媒体に掲載
された文章を「日帝下獄中回顧録」という題の下で収集・編集したこの全
集は、80余りの個人叙事を「独立運動家たちの日帝下の受難史」、つまり 

「民族」の集団的な受難史として整理したものである。集団の歴史や事実
の記録としてみなされたため、この全集には独立運動が専門の研究者であ

12 「무게있는 양심작『하늘을 보고 땅을 보고』」『경향신문』1965．9．29．
13 各巻はそれなりの基準で分類されているが、1巻は獄中詩歌、日記、獄中記、2巻はキリス
ト教徒の文章とオモニ〔母〕に送る手紙、3巻は日帝時代の新聞・雑誌に収録された獄中記、
4巻はキリスト教の教役者の獄中記録、5巻は光復軍、修養同友会、朝鮮語学会などの事件
と、集団別に分類した獄中記、そして日帝時代における各地域の刑務所に関する記録であ
る。各巻の副題は「生と死の独白」、「その憤怒の記録」、「運命を懸けて立った意志」、「明
日のための証言」、「黒い歴史の証人たち」として、全集に掲載された文章は歴史的記録／
証言として規定されている。
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る尹
ユン

炳
ビョン

奭
ソク

が監修者として参加した14。新聞の新刊評もまた、これを「愛
国烈士、義士、志士たちが国内外で受けた過酷な刑罰や獄中での苦難の記
録15」として紹介した。当時の出版社は、この回顧録が事実的な記録にの
みとどまらない「近代民族の受難を克服した韓国民の精神であり、文学16」
と強調していた。すなわち、当時の獄中記は「事実的な記録」であり、「民
族精神の文学」として認識されたのである。
　ハンセム出版社もまた、同じ年の1977年に『（実録）民族の抵抗1-5』を
企画し、出版した。これもまた、編集者がそれぞれの獄中記を編集したも
のであるが、各巻のタイトルはそれぞれ「死の家の記録：獄中記選」、「独
房：文学者投獄手記」、「侮辱の時代：学徒兵手記集」、「抗争の隊列：闘争
日誌」、「憤怒の早瀬：日記と体験記」であり、「死、憤怒、闘争」の記録
として照明しているという点において、前述の全集と大きく変わらない構
成をとっている。
　このように、解放30周年を記念して一定程度出版された日帝時代の獄中
記は、『安重根義士自叙伝：安重根義士獄中執筆17』（1979）、『歴史に投げか
ける声―日帝治下愛国烈士、学徒兵、強制徴用者、女子挺身婦の手記18』 

（1980）などがあり、1985年にも解放40周年記念の出版物として、その後
も出版され続けるようになる。1985年を前後して、「抗日闘争テーマの出
版ラッシュ19」現象が起こり、その一環として日帝時代の獄中記が再び多

14 『日帝下獄中回顧録（일제하 옥중 회고록）』の編集者朴
パク

大
テ

煕
ヒ

と監修者尹炳奭は『写真で見
る光復30年史（사진으로 보는 광복 30년사）』でもともに仕事をし、光復30周年を整理す
る著述をしている。

15 「옥중회고록」『경향신문』1977．2．3．
16 「감수의 말」『일제하 옥중 회고록 1』정음사，1977，7～8쪽．
17 안중근 저，이은상 역『안중근의사 자서전：안중근의사 옥중집필』안중근 의사 숭모회，

1979．
18 권영식，송문영 공편『역사에 던지는 목소리：일제치하애국열사，학병，강제징용자，여

자정신부의 수기』동광，1980．
19 「항일투쟁 주제 출판 러시」『동아일보』1985．3．1．
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く出版された。前述の『民族の抵抗1-5』全集を編纂した金
キム

相
サンヒョン

賢は、1985

年には韓龍雲、金珖燮、崔
チェ

承
スン

萬
マン

など12人の獄中記と手記を編集した『闇よ、
たいまつよ（어둠이여 횃불이여）』（金相賢編、三民社、1985）を出版した。この
本は、附録で李

イ

完
ワニョン

用、辛
シン

泰
テ

嶽
アク

など親日派のあゆみを記録した「民族正気の
審判」を載せたが、「独立闘士の獄中記」と「親日派のあゆみ」を対比させ
て配置することによって、「民族的な抵抗における主体の記憶」としての
獄中記の権威は強化された。つまり、1970年代の解放30周年を起点に「獄
中記」というジャンル名は、「抗日民族の抵抗あるいは受難史」としての
性格を固めることになり、これは1960年代から政治的な事件や民主化と統
一問題をめぐって出版された獄中記の系譜と並んで共存するようになった。

（2）獄中記の正典化形成と社会的認識
　これまで述べてきたように、韓国人の獄中記が出版され始めたのは、解
放後になってからである。それと並行して、出版され読書されたのは翻訳
された海外の獄中記であった。金珖燮の『私の獄中記』（1976）が出版され
る前までは、主にオスカー・ワイルド（Oscar Fingal O’Flahertie Wills Wilde）、ル 

イーゼ・リンザー（Luise Rinser）、ネルー（Jawaharlal Nehru）、そしてローゼン 

バーグ（Rosenberg）夫婦などの獄中記が翻訳・出版された。ローゼンバー
グ夫婦の獄中記は、彼らが米ソ冷戦のスケープゴートとして日刊紙に掲載
されて注目を受け、ルイーゼ・リンザーも作家の北朝鮮訪問と、その獄中
記の翻訳家が田

チョン

惠
ヘ

麟
リン

であるという事実のためにイシュー化された。この
うち、作家の獄中記として文壇で注目を浴びたのは、オスカー・ワイルド
の『獄中記』とルイーゼ・リンザーの『獄中日記』（田惠麟訳、乙酉文化社、
1974／1981）である。
　最も多く翻訳された獄中記は、オスカー・ワイルドのもので、1950年代
から1970年代までに4人の翻訳家によって翻訳され続けた。当時、オスカー・
ワイルド『獄中記』が翻訳された出版目録は次の通りである。
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　オスカー・ワイルドの『獄中記』はその後にも翻訳され続け、1950年代
から2010年代まで、さまざまな出版社と翻訳家を通して10回以上出版され
たが、これはほかの獄中記に比べ、圧倒的な回数である。1970年代までの
翻訳家は、姜誠一、任軒永、李相斗などであるが、彼らの活動とともに調
べてみると、獄中記の読書が執筆と翻訳活動によってつながること、そし
て投獄経験と獄中記出版の作業との関係などを確認することができる。
　最初の韓国語翻訳本は、1958年の姜誠一による翻訳本である。この版本
は、初版出版の際、「香り高い四つの色と不断の真実にぶつかろうとする
姿勢にもとづき、孤独で絶望な人びとの友として、広く愛読されて」きた
「名作」として注目を浴びた20。新刊を紹介する記事のなかには、オス 

カー・ワイルドを耽美主義者として紹介しており、彼の獄中記を「人間が
自らを脱皮し、より高いレベルに至る新生の記録」と評価し、「識字層の
一読に値」すると、この翻訳本を翻訳者による積極的な宣伝によって、知
識人のみならず、女性、大衆にも読書されるようになった。この本は、
1962年に再版された際にも再び注目を浴び21、以後、翻訳者の姜誠一は、

20 「와일드作・姜誠一譯『獄中記』」『동아일보』1958．9．13．
21 「신간소개」『동아일보』1962．10．29．

表1　オスカー・ワイルド『獄中記』の翻訳出版目録

出版年度 書名 翻訳者 出版社

1
①1958
②1958、1959、1962
③1959

獄中記 姜
カン

誠
ソン

一
イル

①オリ文化社
②中央教育出版社
③白竹文化社

2
①1959
②1980

獄中記 趙
チョ

 誠
ソンチュル

出
①汎洋出版社
②大興

3 ①1976、1995、2004、2008、2010 獄中記 任
イム

軒
ホニョン

永 ①汎友社

4
①1977
②1982

獄中記 李
イ

相
サン

斗
ドゥ ①東西文化社

②門松社
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1963年ソウル市が主催した女性教養講座、市立婦女事業館において開催さ
れた読書クラブの集まりで、「オスカー・ワイルドの獄中記について」を
数回講演するなど22、市民講演を活発に行った。
　3人目の翻訳者である任軒永は、自身が雑誌『タリ（다리）』の主幹を務
めた1963年には、獄中記シリーズの連載を企画した。その第1回の文章が
まさに金珖燮の獄中記「思想犯」であった。そして任軒永は、金珖燮の『私
の獄中記』が発行された1976年にオスカー・ワイルドの『獄中記』を翻訳、
出版した。当時翻訳家は、オスカー・ワイルドを「すべての既存秩序と時
代遅れの権威意識、そして価値観を拒否し、新しい世界を探すために闘っ
たが、世界の人々に批難と虐待を受け、受難のなかで不幸にも死んでいか
ざるを得なかった天才23」と、そして彼の獄中記を「獄中記文学の金字塔」
として紹介した。任軒永の獄中記翻訳もまた、彼の2回の投獄（1974年と

1979年）のあいだに行われた。
　4人目の翻訳者の李相斗は、1977年オスカー・ワイルドの『獄中記』を
翻訳する前に、本人の投獄経験をもとに『（鉄鎖の共和国）獄窓越しの青い
空（（자물쇠 共和國）獄窓너머 푸른 하늘이）』（汎友社、1972）を執筆、出版した。
このように、彼ら獄中記の翻訳者たちはほとんど投獄の経験があり、獄中
記の創作と翻訳、連載など、獄中記というジャンルそのものに積極的に関
与した。
　オスカー・ワイルド『獄中記』の翻訳ブームは、韓国におけるオスカー・
ワイルドの認知度を背景に起こったものである。日本では1910年代にすで
に日本語訳が出版されており24、1920年代には『ワイルド全集』5巻が完

22 「여성교양강좌」『동아일보』1963．1．15．「독서클럽모임」『동아일보』1963．3．7．
23 오스카 와일드 저，임헌영 역『옥중기』범우사，1976，7쪽．
24 オスカア・ワイルド著、辻潤訳『ド・プロフォンディス：一名・獄中記』（世界名著文庫 
第3編）越山堂、1919年。
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訳された。植民地朝鮮では、オスカー・ワイルドは1910年代半ばから紹介
され、1920年代の各種新聞・雑誌において「幸せな王子」のような童話を
中心に、頻繁に言及されており25、1921年には『サロメ（살로메）』（梁

ヤン

在
ジェミョン

明訳、

博文書館）が翻訳されたりもした。金
キム

東
ドン

仁
イン

、朴
パク

永
ヨン

煕
ヒ

、李
イ

孝
ヒョ

石
ソク

、廉
ヨム

想
サン

渉
ソプ

など、
さまざまな作家によっても読書、紹介された26。彼は「アイルランド出身」
の「退廃的な唯美主義作家27」であり、「ヒューマニスト作家」として紹
介されたが、植民地朝鮮の作家にとって、アイルランド出身作家は格別な
意味があった28。当時、早稲田大学英文科で勉強していた金珖燮は、アイ
ルランド作家に関心を見せており、以後、張

チャン

赫
ヒョク

宙
チュ

とともに翻訳した『世
界傑作童話集』（朝光社、1936）では「アイルランド編」を担当したりもし
た29。オスカー・ワイルドの直接的な投獄原因がアイルランドの独立運動
とは無関係な同性愛事件であったのにもかかわらず、彼のデカダンス的な
性向は、当時のアナーキズムや社会主義の立場に類似して、脱体制的であ
り、抵抗的な脈略において読み取ることができる。彼の獄中記は、「抑圧
を受ける階層の苦痛に対する同情」と「芸術家の自律性」を盛り込んだも
のとして漠然と理解されたものと思われる。廉想渉が3．1運動を想起する
ために、大阪の天王寺公園に向かう時にオスカー・ワイルドの「獄中記」
を胸に忍ばせた30というハプニングは、このような受容のなかで起きたも

25 「幸せな王子」の翻訳本「王子とツバメ（왕자와 제비）」は、方
バン

定
ジョンファン

煥 の代表的な翻訳童
話集『사랑의 선물（愛のプレゼント）』（開闢社、1922）に掲載された。

26 이보영「Oscar Wilde 문학의 수용과 그 한국적 변용」『세계문학비교연구』1，1996．4，144
～146쪽．

27 オスカー・ワイルドが唯美主義として受容された韓国の場合に関しては、전혜자「유미주

의」（김학동 외『한국문학사조론』새문사，1995）を参照。
28 한형구「한국 탐미주의 비평의 한 사례 -1930년대 후반 김문집 비평의 문단 위상과 그 미

적 이론의 형성 배경」『어문론집』47，2011．7，360쪽．
29 염희경「일제 강점기 번역 번안 동화 앤솔러지의 탄생과 번역의 상상력（1）」『문학교육학』

39，2012．12，239쪽．
30 이보영、前掲論文、156頁。
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のとしてみることができる。
　そして、当時の作家たちにはオスカー・ワイルドの『獄中記』に比肩す
る獄中記録を書いて欲しいという依頼がたびたび往来したものと思われ、
このテキストは文学的な獄中記の代名詞として認識されたものと思われる。
1938年『東亜日報』の「文友春秋」紙面には、「獄中花」というタイトル
の下に『春香伝』とオスカー・ワイルドの『獄中記』を比較する文章が載
せられるが、当時作家が必読を推薦するオスカー・ワイルドの版本は、
1929年に出版された改造文庫の日本語からの翻訳本だった31。この版本は、
同じ年に60版以上印刷されており32、爆発的に売れ、朝鮮でもこの版本が
言及されたものと思われ、朝鮮の作家たちもまた改造文庫の本を読んでい
た可能性が高い。また1939年に梨

イ

花
ファ

女子専門学校の文科課長であった金
キム

尚
サン

鎔
ヨン

は、ある新聞社との電話インタビューにおいて「いま何をしているのか」
という質問にオスカー・ワイルドの『獄中記』を読書中であったという回
答をしているが33、このような人びとのみならず、教育に従事する人たち
のような、ほかの知識人階層にも読まれたものと思われる。
　このように、金珖燮の『私の獄中記』（1976）は、オスカー・ワイルドの
ような芸術家の獄中記がたびたび翻訳、出版され、それが名作として認め
られながら、韓国人の獄中記が「商業的なベストセラー物」と「政治思想
犯の獄中記」、そして「抗日獄中記」として表象される主流のなかで出版
された。しかし、彼の獄中記が出版された年に、ほかの知識人が獄中記の
執筆依頼を固辞して残した所感のなかには、「獄中記を書くということ」
に対する知識人あるいは作家たちの感覚を断片的に示しているものがある。
作家であり、ジャーナリスト、教育者であった李

イ

炳
ビョン

注
ジュ

は「たいした人物

31 オスカア・ワイルド著、神近市子訳『獄中記』（改造文庫；第2部 第47篇）改造社、1929年。
32 日本国会図書館の所蔵本に基づき推定した。
33 「전화문답기」『동아일보』1939．5．12．
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でもない人間の獄中記がそのまま読者に読まれる理由はないと考え」て、
自分自身の獄中体験を「小説で作り上げた」と明らかにした34。彼は獄中
記を社会的な認知度が高い人物が出版するのに値する出版物として分類し
ているが、謙譲のジェスチャーをとり、その経験をフィクション化した。
反面、金

キム

素
ソ

雲
ウン

は「オスカー・ワイルドを凌駕する獄中記の一つを」書いて
ほしいという依頼を受けた時、李炳注とは異なる理由で断っている35。彼は、
獄中記とは結局「誰かを恨みも傷つけも」でき、「私自身を弁疎する文章」
になりかねないことを予感して、非難と弁明の文章を固辞することで、 

「苦痛を人に見せないという私自身との約束」を守ろうとしたと述懐する。
こうした記述の底辺にある意識的、無意識的な層を勘案しなければならな
いのだろうが、一方でこうした物言い自体、当時の知識人らが獄中記の読
者としてではなく、筆者として抱いていた心情的な居心地の悪さを表わし
ている。

3．「自伝文集」の構成と効果

（1）日記という私的な記述の公的な共有過程
　獄中の日記が出版されるためには、さまざまな条件がそろわなければな
らない。すべての人々の日記や手紙が保存、出版、読書されはしないよう
に、獄中の日記・手紙もまたそうである。金珖燮が獄中日記を残した日帝
時代の場合、収監者が記録を残そうとすれば、とにかく生存しなければな
らなかった。そして学問と知識のある者でありながら、模範囚として収監
者等級3級以上に昇進し、かつ、ペンと紙を持つことを許されなければなら
ず、これを紛失や押収されないよう保管しなければならなかった。このよ

34 「실격교사서 작가까지」『동아일보』1976．8．14．
35 「그때 그 일들 115，김소운，나 자신과의 약속」『동아일보』1976．5．20．
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うに残された獄中記録物のなかでも限られたものが残されるようになり36、
それができない場合は、出獄後に回顧録として残されるようになる。さら
に、出獄や解放後、それが出版されるのに値する政治的な力学関係、ある
いは社会的な必要性をクリアしなければならなかった。したがって、獄中
の手紙や日記の単行本出版は、これらすべての条件が符合され、社会に突
如起こった一つの事件であると同時に、またこれは特定の個人の私生活が
公的に共有される必要や価値を認められ、「公人」としての内面叙事を獲
得するようになる過程にもなる。近代以降、西洋・東洋問わず、日記の主
体が女性と少女、青少年である場合が多いのにもかかわらず、出版される
日記は男性エリートのものがほとんどであるという事実37は、日記の出版
が社会的な「認定闘争」と緊密な関係にあることを示唆している。
　獄中記は手紙や日記を集めた場合が多く、その他の自叙伝より代筆の可
能性が低いが、筆者、編集者、遺族による加筆あるいは削除された可能性
は排除することができないものである。そして、当初の執筆段階から検閲
と監視の主体である他人に読まれることを意識したまま作成されたテキス
トである。すなわち獄中記とは、監獄という外部検閲とこれを内面化した
自己検閲という二重の検閲のなかで作成された産物なのである。
　金珖燮の『私の獄中記』は、獄中記がその初期段階から置かれた複雑な
内外部の条件と、解放後に知識人が植民地の記録を再生産するようになる
経路をめぐる問題を喚起させる。この単行本の初稿は、彼が1941年2月21

日に治安維持法違反で逮捕されて投獄した1942年9月1日から1944年9月2日
までのあいだの、1943年11月10日から1944年9月5日38に記録された日本語
による日記である。金珖燮は解放後、1961年にこれを韓国語に翻訳し、自

36 現存する獄中の手紙は、投獄者数に比べて少ない方である（장세봉「어느 혁명운동가의 

옥중편지」『한국근현대사연구』52，2010．3，226쪽）。
37 Philippe Lejeune, op.cit., p.7.
38 『국가기록원 일제문서해제 -행형편-』기록정보서비스부 기록편찬문화과，2012．
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身が運営した雑誌『自由文学』に全13回連載した39。まさに、三つの版本
のあいだに翻訳と修正が行われたのである。
　彼は当初から看守の検閲を意識して、言語を選び、雑文のように日記を
書いており、したがって解放後にこれを雑誌に掲載する際には、ただ翻訳
のみをしたのではなく、「略記したこと、隠喩と反語で書いたこと、あれこ
れ暗示したことなどを正すこと」に数か月を要さなければならなかったと
明らかにしている40。彼は、獄中で日記を書いた当時、「日記」ともできず、
ただ「落書きとして」「獄中身辺雑記であるのみ」と雑文であると標ぼう
するしかなかったが、1961年には彼自身の雑文が「倭政〔日本植民地統治〕

下における独立運動家」の「片鱗」をこの「土地に生きる兄弟と刑務行政
者に」見せられることを期待した。私的な雑文に、日帝時代における民族
闘争の悲惨な現場に対する価値のある証言としての意義を付与し、史的な
記録の公的な証言性を浮き彫りにさせているのである。「自伝文集」とし
て出版された金珖燮の獄中日記のこのようなポーズは、自伝叙事（personal 

autobiography）が植民地あるいは投獄体験を記録する際に、公的な証言（public 

testament）に変換される場面をよく表している41。
　そして1961年に翻訳・修正された獄中日記は、1976年に出版された際、
再度推敲が行われる。当時の編集者である白

ペク

樂
ナクチョン

晴は、これまで発表され
た金珖燮の原稿が「単行本を作るために特別に改作されたものではないが、
雑誌に発表されて以来、著者が時間をみつけては校正あるいは修正を加え
ておいたものを今回掲載した」ことを、「編集後記」を通じて明らかにし
た42。この創批本の校正を担当した廉

ヨム

武
ム

雄
ウン

は、当時彼自身が作家から受け 

とって校正をほどこした原稿と、遺族が保管している肉筆原稿とのあいだ

39 김광섭「나의 옥창일기」（13회）『자유문학』49～61，1661～1962．
40 김광섭「머리말 1」『나의 옥중기』창작과 비평사，1976，12쪽．
41 Doran Larson, “Toward a Prison Poetics”, College Literature, 37(3), 2010, p.145.
42 김광섭『나의 옥중기』창작과 비평사，1976．
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に相当な差があることを、最近になって知ったと述懐した43。このように、
筆者、編集者、校正者の3人すべてが版本の改変を認めている。
　日帝時代の思想犯から、20年後の4．19革命直後の知識人として、そして
再び15年後の『城北洞の鳩』の詩人となった金珖燮のあゆみを考慮すれば、
自伝的な文章の変化は、自然な現象である。もちろん、初稿をそのままに
せず、継続して推敲することは多くの筆者の普遍的な性向であり、誠実性
の指標でもあるため、出版時期別における版本の変化そのものについては
おかしなことではない。その上、金珖燮の日記の場合は1944年の初稿を確
認することはできないが、以後出版された版本にも、彼に付着した「抗日」
のしるしが疑わしく思われるほどに模範囚として順応する態度が記録され
た内容を含んでいるため44、解放後、隠蔽のような脚色が起きたと見られ
るようなこともない。また、1961年版と1976年版の違いは主に削除や内容
改変ではなく、補足説明が加わる程度であり、意図的な歪曲だと批判する
ほどの点が大きくあるわけでもない。したがって、『私の獄中記』の場合
は日記自体の版本の比較よりも、日記を異なる様式、つまり回想記や病床
記と結び付けるやり方を通じて、統合的なアイデンティティーを形成する
ようになったという点に着目することが、より生産的な議論を引き出すこ
とができるだろう。
　東アジアにおける近代の日記の歴史を見れば、日本のケースが目立って
いるが、この場合、近代国民の育成の一環として日記をつづることの生活
化が勧められたのであって45、植民地における朝鮮人もまた、そのような

43 염무웅、前掲論文、43頁。
44 장신「일제하 형무소의 사상범 대책과 전향자 처우 -김광섭의「獄窓日記」를 중심으

로-」『민족문화연구』63，2014．8．
45 日本の日記出版および普及の歴史と朝鮮の場合についての対比は、次の論文で整理されて
いる。정병욱「식민지 농촌 청년과 재일조선인 사회」정병욱・이타가키 류타 편『일기를 

통해 본 전통과 근대，식민지와 국가』소명출판，2013，271～276쪽．
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制度的な慣習の影響のなかに置かれていたとみることができる。ところが、
日帝時代の刑務所で模範囚であった金珖燮が書いた日本語による日記が、
解放後、韓国語に翻訳され、個人のことではなく、「民族の受難記になぞ
らえうる良い文章46」として出版・読書された歴史は、日記の逸脱的な読
み方の可能性を示している47。つまり「日記」の「書くこと」と、「出版」、 

「読むこと」は区別する必要があり、これらの併置を通じて、社会的なテ
キストとして日記を読解できるようになる。
　金珖燮の獄中記が掲載された雑誌『自由文学』だけでも、「太平洋日記」
（連載途中「監獄の季節」にタイトル変更）や「カフカの日記」（連載途中「審判
の季節」にタイトル変更）などの日記が連載されるなど、日記の共有は特別
なことではなかった。近代の日記は、「私生活」と「内面」という近代的
な概念と結びつけられ、秘密の文書として認識されたが、他人の日記はい
つも読書の欲望を刺激しており、近代商業出版システムのなかで日記の商
品価値を高めた。したがって、近代の日記は内密なことを盛り込むことが
できる様式として認識されたが、同時に不特定多数の人びとに読まれる可
能性を念頭に置いて書かれざるを得なかった。
　近代における日記の出版市場は、日記の執筆者によって「公刊」を意識
した「私」を記述するようになる側面がある。そうならば、金珖燮は日記
に関するいかなる概念と感覚のなかで自らの日記を書いたのだろうか？彼
は日記を執筆した当時、ウクライナ出身の女流画家であるマリ・バシュキ
ルツェフ（Marie Bashkirtse�（1860～1884））の日記を読んでいた。この本は当時、
朝鮮語翻訳本がなかったため、彼は、日本の国民文庫刊行会の「世界名作
大観」シリーズのうちの一つで1926年に出版された日本語翻訳本を読んだ

46 「못 벗어난 안이성，7월의 문학잡지」『동아일보』1961．7．10．
47 近代国民国家の育成のため、近代日本における日記をつづる制度、商品化、そしてその忠
実な記録である日記の逸脱的な読み方の可能性に関しては、니시카와 유코「근대에 일기

를 쓴다는 것의 의미」（정병욱・이타가키 류타、前掲書、46～64頁）を参照。
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ものと思われる48。そして、彼の獄中日記によく登場するミシェル・ド・
モンテーニュ（Michel de Montaigne（1533～1592））の『随想集』もまた、この「世
界名作大観」シリーズの一つであったので49、このシリーズの下で出版さ
れたオスカー・ワイルドの『獄中記』もまた読まれた可能性が高い50。
　そして、彼が自分自身の日記に引用したりもした51「マリ・バシュキル 

ツェフ」の日記は、彼の日記に関する態度に影響を与えた可能性もある。
マリ・バシュキルツェフは、自身の日記が家族に読まれた後に燃やされた
り、後世に当時の女性の生涯に関する資料として興味を集めることができ
るという点を認知したまま、日記を執筆していた52。これに彼女は、自身
の日記がその後公的に出版される可能性を予想して、ルソーの『告白録』
における導入部分と類似した序論を残す。ここで彼女は、自分の死後、所
有物が焼却されて存在が忘却され、無（「nothing」）になってしまうという
恐怖から自分を守り、日記を残すと明らかにした。
　こうしたマリ・バシュキルツェフの日記を読書の糧にした金珖燮は、一
寸先も見通せない植民地期ではあったが、自身の日記が公刊され得ること
を意識せざるを得なかったのである。

48 Marie Bashkirtse�著、野上豊一郎訳『マリ・バシュキルツェフの日記』上・下巻（世界名作
大観 各国篇 第15・16巻）国民文庫刊行会、1926・1928年。

49 Michel de Montaigne著、高橋五郎・栗原古城訳『モンテーヌ随筆集』上・下巻（世界名作
大観 各国篇 第12・13巻）国民文庫刊行会、1928年。

50 ワイルド著、平田禿木訳『ドリアン・グレエの画：附・獄中より』（世界名作大観 英国篇 
第7巻）国民文庫刊行会、1925年。もちろん、これがオスカー・ワイルド『獄中記』の最
初の日本語による翻訳本ではない。オスカー・ワイルドの専門家として『英国近世耽美主
義研究』という博士学位論文を書いた本間久雄による翻訳本が存在した（オスカー・ワイ
ルド（Wilde Oscar）著、本間久雄訳『獄中記』新潮社、1912年）。

51 金珖燮の1943年12月19日付の日記には「マリーの日記には3人の愛人がいるが、私の日記
にはただひとりの愛人もいない」などといった読書の感想が記録されている（김광섭『나

의 옥중기』창작과 비평사，1976，57쪽）。
52 Philippe Lejeune, op.cit., p.140.



7 「自伝文集」の出版と社会的アイデンティティーの形成 295

（2）日記と回想記のちがい
　日記は、自叙伝とは違って、完結された自我像を志向して記述する叙事
を備えていない。また、読者を念頭に置いた強力な修辞も積極的に動員さ
れない。それにもかかわらず、雑多な日常の記録である日記は、反復的な
再現を通じてあるかたちのイメージを具現化する。金珖燮の「獄窓日記」
には、刑務所で「23番」と呼ばれ、機械化されていって、動物と化してい
く「本能的な自己」や知識人としての人間の尊厳を守ろうとする「理性的
な自己」とのあいだの張り詰めた緊張が率直に記録されている。「自己統
制の熱望」と「良心的な省察」53という日記ジャンルの普遍的な動機がこ
の「獄窓日記」にも作動しているのである。この時、自分が動物化される
ことを感じる兆候は、「我慢できない飢え」、つまり食欲であり、自らを人
間化できる唯一の行為は「読書」である。日記のなかの金珖燮は、犬のよ
うに伏せて食べても、看守の視線を感じたら早く身を起こして腰を垂直展
開して「毛布を敷いておとなしく本を」（9454）展開する「人間」としての
姿を示し、自尊心を回復する（49）。彼は毎日機械のように労働し、毎日
あふれている死体を運んで仮埋葬しては、その場しのぎで食べ物をとって、
何くわぬ顔で座って本を読む。彼の日記は繰り返される刑務所の日常の中
で動物化される自分に対する苦悩と、それにもかかわらず、読書と執筆を
通じて、人間らしさを維持しようとする意志の記録である。
　彼の「獄窓日記」が、1943～1944年における現場の記録として日常生活
を置いていたならば、「思想犯」は1941～1942年の経験に関する事後的な
記録として、特定の事件に関する記憶を付記する。日記が求心点のない、
思弁的な記録を集めたものになりがちである反面、回想記は叙事としての

53 이사벨 리히터「자기를 쓰다 -18세기와 19세기 독일어권 일기에 드러난 경험，주체성 그

리고 개인성에 대하여-」정병욱・이타가키 류타、前掲書、110頁。
54 以下、括弧の数字は金珖燮の『私の獄中記』からの引用頁を示す。
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完結性を念頭に置いて、記憶の取捨選択によって記述された、単一のプロッ
トの回想記であることから、均一な自我像を見せてくれる55。回想記「思
想犯」は、「獄中記シリーズ」を企画した雑誌『タリ』の1回連載物で、
1972年に掲載された。『タリ』は「〔雑誌〕思想界の廃刊以降、言論暢達と
社会正義に貢献しようとする新たな覚悟で発行56」したと、創刊目的を明
らかにした雑誌である。「獄中記シリーズ」は、投獄時期が日帝時代と解
放後にそれぞれ異なる6人の「金珖燮、梁秀庭、李相斗、宋

ソン

志
ジ

英
ヨン

、徐珉濠、
金
キム

哲
チョル

」の獄中記を連載した57。このような「獄中記シリーズ」は、『タリ』
が1971～1972年のあいだに企画、連載した「近代人物評伝」－「20世紀に
おける問題」シリーズとともに、組織と行動に対する政治的な立場を表明
した企画として評価されている58。このうち、金珖燮と梁秀庭、徐珉濠、
李相斗の獄中記は、連載前後の時期に単行本として出版されたりもした。
　現場と回想という時間的なギャップは、回想記や「獄中記」に「ユーモ
アやウィット」が突然入り込む余地を準備する。金珖燮は、赤い囚人服を
着て、刑務所の塀を歩いて入っていき、拷問道具とぶつからざるを得ない
瞬間を思い出しながら、当時の自分を〈不思議の国のアリス〉と呼んだ59。
現場の記録である日記では、自分自身を刑務所の物理的な番号である「23

番」と呼ばれた彼は、回顧を通じて「不思議の国のアリス」といった文学
的な修飾語に代替するだけの余裕を確保したのである。

55 フィリップ・ルジュンヌ（Philippe Lejeune）もまた、日記や自叙伝と対比される自叙伝の
特性として、過去を回想することとつなげられるナラティブを構築することを挙げた。

56 좌담（이호철 외）「지성은 살아있나？」『다리』1971．5-6，9쪽．
57 김광섭「옥중기시리즈① 사상범」『다리』1972．4-5；양수정「옥중기시리즈② 옥창살을 

쥐여잡고」『다리』1972．6；이상두「옥중기시리즈③ 역사의 단애에서」『다리』1972．7；
송지영「옥중기시리즈④ 나의 수인기」『다리』1972．8；서민호「옥중기시리즈⑤ 신념에 

살게 한 반세기의 시동」『다리』1972．9；김철「옥중기시리즈⑥ 수난의 계절」『다리』
1972．10．

58 박대현「『다리』誌의 현실참여와 행동주의의 의미」『한국문학이론과 비평』17（3），2013．9．
59 김광섭「나는 일본 식민지의 앨리스였다．」『나의 옥중기』창작과 비평사，1976，216쪽．
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　彼は回想記を通じて、投獄中だった「自己」と「世界」の性格、そして
投獄という事件の社会的な意味を意識的に見渡すことのできる時空間的な
距離を獲得するようになり、以前の獄窓日記では盛り込めなかった叙事を
付け加えられるようになる。獄中の回想記「思想犯」は「獄窓日記」とは
異なり、思想犯となった事件の顛末、抗日と反共の内容を全面的に扱いつ
つ、植民地の個人的な記録を社会的に脈絡化し、植民地の記憶を再構する
距離感を確保する。
　「思想犯」は、日帝時代の監獄という時空間のなかに置かれた金珖燮自
身が投獄された事実を喚起させうるアイデンティティーを2筋のスペクト
ルに分散させる。まず、彼は獄窓日記には記述できなかった2人の人物を
露出させる。それはまさに「本当の独立軍」である「ヒョン」と「共産主
義者」である「金

キム

台
テジュン

俊」である。金珖燮は自分自身と区別される「本当の
独立軍」である「ヒョン」とは一時的にでも併合をし、金台俊とは壁をつ
くり、となりの部屋にいた。ある日の夜、金珖燮のとなりの部屋には金台
俊が収監されるようになり、二つの独房の収監者たちはそのおかげで退屈
しない時間を過ごすことになる。
　京城帝国大学の教授であった金台俊は「知識人」という理由で監獄の中
では珍しい存在だった。「まるで新しい動物でも入ってきたように、その
門の前に観光客が止まることがなく」、彼を知っているという理由で金珖
燮自身の人気も上昇するように感じる。しかし、金珖燮はこう付け加えて
いる。「いつも私は緊張した。彼は共産主義者だったからだ」と60。それ
もそのはずで、金台俊は、思想や主張をほかの人に広く知らせないことが
常識となっている収監者たちの常識をやぶって、「大胆に共産主義を私に
勧め」たのだった。この出来事は、彼が「日帝時代に北向きの監房で4年
を過ごした苦難の詩人でありながら、となりの部屋の左翼・金台俊の熱心

60 김광섭『나의 옥중기』창작과 비평사，1976，212～213쪽．
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な社会主義の誘いも断った人物61」として記憶されるようになる文書的な
証拠となった。
　そしてこのエピソードにはさまざまな反共性が付随する。例えば、金珖
燮は早稲田大学留学当時、社会主義的な雑誌である『卵（알）』の同人を
務めていた。社会主義の性格を帯びてはいたが、当時の文学的な主流は社
会主義的リアリズムであり、『卵』もそれを反映したものにすぎなかった
という。また「6．25〔朝鮮戦争〕の時、父親が大統領秘書の父であるとい
う罪名で、共産軍に殺害された」という家族史も明らかにしている。これ
らは1976年に単行本として編集して追加した「追記」の内容である。
　こうして出版された1976年の『私の獄中記』は、「抗日の日記」が「反
共の回想記」と結びつけられ、70年代の詩人／知識人の社会的な座標を形
成したのである。

4．自己叙事の「出版」と社会的アイデンティティー

（1）「抗日」と「反共」の記録と社会的な期待
　1970年代、金珖燮の知人らが彼を説明するキーワードは二つ、「日帝時
代における投獄」と「城北洞の鳩」だった。詩人金

キム

奎
ギュ

東
ドン

は当時「金珖燮」
という詩を残しているが、この詩は「日政〔日本植民地統治〕時の監獄」を
耐えてきた詩人として、彼を形象化するところからはじまり、「城北洞の 

鳩」に言及するところで終わる。ところが、彼の全体的な行動を見ると、
この二つのキーワードは氷山の一角にすぎない。一人の長くも長い人生行
路と、多面的な実体のなかで、社会的要求と符合する一部の地点が水面上
に浮かび上がるようになるのである。

61 고은「나의 산하，나의 삶 143」『경향신문』1995．3．5．
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　そのような点において「金珖燮、詩人という記憶の隅の文壇建設者62」
というタイトルは、金珖燮に対するさまざまな評価のあいだの亀裂をよく
表している適切な表現である。金珖燮と彼の詩に対する研究や評論は、 

「詩人金珖燮」の詩の世界に対する積極的な解釈や「右翼文壇の権力者」
としての生き方に対する記録という二つの評価に分かれていた。ところが、
彼の人生はこの2点が緊密に結ばれており、特に晩年の『城北洞の鳩』と 

『私の獄中記』は、韓国文学史において複雑な彼の存在と評価について解
き明かす鍵となり得るものである。
　まず、彼の社会人としての履歴、文壇における実績をまとめてみると次
のとおりである。1905年咸

ハム

鏡
ギョン

北
プク

道
ト

で生まれた金珖燮は、間島〔旧満洲、現
中国東北部〕で幼少時代を過ごし、京城中学校〔現在のソウル高等学校〕を経て、
早稲田大学で李

イ

軒
ホン

求
グ

、鄭
チョン

寅
イン

燮
ソプ

などと親交を深め、イギリス文学を専攻し 

た。1933年から母校の中等学校で英語教師として勤務し、1939年には金鉱
山事業を展開した。1942年には「学生たちに民族思想を鼓吹した容疑で」、
1944年まで獄中生活を過ごした。解放後、彼は米軍政庁公報局長、李承晩
大統領の初代公報秘書官（1948）などの官職を経て、1952年に慶

キョン

熙
ヒ

大学校
教授となり、国際ペンクラブ韓国本部中央委員（1954）、韓国自由文学者協
会委員長（1955）、全国文化団体総連合会常任最高委員（1959）、芸術院推薦
委員（1960）などを歴任する。彼は『民衆日報』編集局長（1947）、雑誌『自
由文学』発行人（1956）、『世界日報』社長（1958）を務め、言論出版界の役
職も歴任した。そして、ソウル市文化賞（1957）、大韓民国文化芸術賞（1969）、
国民勲章牡丹賞（1970）、芸術院賞（1974）など、解放後における各種の政
府勲章も授与されている。

62 홍정선「김광섭，시인이란 기억 뒤의 문단 건설자」『한국사 시민강좌』43，2008．8，336
～347쪽．洪

ホン

廷
ジョン

善
ソン

は2005年、文学と知性社を通じて『怡山 金珖燮 詩選集（이산 김광섭 

시전집）』を出版した。
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　金珖燮自身の回顧によると、彼の出世作は、朴
パク

龍
ヨンチョル

喆が高く評価し、文
壇で注目を浴びるようになった詩「孤独」（『詩苑』1935．4．）である。それか
ら3年後、処女詩集『憧憬』（1938）を出版した以外には、あまり活発な文
壇活動をしたとは思えない金珖燮が、解放直後、韓国初代大統領の広報官
の役割を担いつつ、文壇に勢力を及ぼす主要な官職を歴任するようになっ
た。解放後における彼のあゆみは、いわゆる右翼文学団体の推移のなかで
見る必要があるだろう63。解放直後、左翼文学団体の組織力に刺激され、
1945年に金珖燮、李軒求などが中心勢力になって急造した右翼文学団体は、
「過去の海外文学派の一部の会員を中心とした会員数10人余りの一介のク
ラブにすぎなかっ」た64。
　この小さな団体は翌年、李承晩、金九、米軍庁官などの政財界関係者の
支持のなかで全国朝鮮文筆家協会（以下、全文協）に発展する。この全文協
の結成大会で金珖燮の結成趣旨書が採択されて、彼は、尹

ユン

潽
ボ

善
ソン

が社長、李
軒求が主筆を務めていた『民衆日報』の編集長を務めることになる。金珖
燮が大統領秘書官を務めていた時、李軒求は公報処次長であった。そして
朝鮮戦争が勃発すると、文総救国隊〔朝鮮戦争当時、全国文化団体総連合会で結
成された従軍慰問団〕が結成され、金珖燮がその代表を務める。彼が解放直後、
政界と文壇権力において覇権を握ることができるようになった力はどこに
あったのか？解放空間から大韓民国政府樹立期にかけて、「抗日」と「反共」
という旗じるしは、勲章に他ならなかったが、金珖燮はその証拠を持って
いた。
　まず、「抗日」の場合を見ると、解放空間では、親日の嫌疑から完全に
自由な作家は左右を問わず珍しかった。ところが金珖燮は、多くの作家た

63 解放期における文学空間の政治性については、신형기『해방 직후의 문학운동론』（화다，
1988）、김영민『한국현대문학비평사』（소명출판，2000）で整理されている。

64 解放後、いわゆる右翼に分類される保守文人組織の歴史に関しては、次の論文で詳述され
ている。김철「한국보수우익 문예조직의 형성과 전개」『실천문학』18，1990．6，16～41쪽．
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ちが朝鮮総督府や総力戦に動員され、いわゆる「親日」の「汚点」を残す
ようになる、日帝末期の1941～1944年の間に刑務所に収監されて、政治思
想犯としての投獄の記録だけを残し、これが「抗日」の決定的な証拠となっ
た。解放空間における文壇において、日帝時代の投獄は「創作活動よりは
るかに輝く履歴」だったのである65。「日帝に対する抵抗」という表象は、
思想的系譜とは関係なく、「民族」の英雄として浮かび上がるようになる
経歴にもなった。
　しかし、彼は自分が本当の意味での「抗日独立運動家」ではなかったとい
う事実を明白に明らかにしていた。彼は教師として授業時間に不適切な発
言をし、不純な詩を発表して治安維持法を違反したという理由で逮捕され
た。刑務所で彼は「本当の独立軍」、満洲の独立運動家たちに出会っている。

　独立運動というのを新聞でたくさん見たが、中学校も卒業できなかっ
た若者たちが満洲の原野で自分の体や家族をかえりみず、爆弾を抱え
て日本国に飛び込んだのはこの人たちだったのかと、目頭が熱くなっ
た。私のような短期刑としては残期がどれくらい残っているのかとい
うことを尋ねることさえためらった。（中略）私は当時、私たちが想像
さえできなかった本当の独立軍がここにこんなにいるとは！何を信じ
て自らの青春と情熱と家族を捨てて、はるか遠い独立のために爆弾を
背負ったのだろうか？
 （「思想犯」217）

　『私の獄中記』のなかで、彼は厳密に言えば「本当の独立軍」ではなかっ
た自分自身の内面を告白したが、社会は依然として彼に「抗日」のしるし
をつけた。「監獄」それ自体が「抗日」を、「監房」の壁はとなりの部屋の「共

65 홍정선、前掲論文、337頁。
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産主義」を拒否した「反共」の象徴として、読者に読解されたのであった。
　ところが1960年に4．19革命が起き、抗日と反共だけでは踏みとどまれな
い時代が来てしまった。金珖燮は、文壇の次の世代を主導することになる
若い血気のなかでは「謹慎中の一人の元老詩人66」に近かった。ちょうど
金珖燮が運営していた『自由文学』も財政難で廃刊となり、彼は1965年に
高血圧で卒倒し、闘病生活を送るようになる。その終わり頃の1969年に4

冊目の詩集『城北洞の鳩』（汎友社）が出版された。その後、『城北洞の鳩』
は民音社でも何度も再版されて、1974年に一志社から詩全集が刊行され、
1975年には「韓国随筆文学大全集」に彼の随筆と随筆文学論が収録される
など、作家としての作品集が出版されるようになる。『城北洞の鳩』出版
直後、彼は相次いで二つの賞、文化芸術賞（1969）と国民勲章牡丹賞（1970）

を受賞する。
　同年、画伯金

キム

煥
ファン

基
ギ

が第1回韓国美術大賞展の大賞受賞作に金珖燮の詩 

「夕暮れに」の最後の句節「どこで何に生まれ変わってふたたび出会うや
ら（어디서 무엇이 되어 다시 만나랴）」をタイトルにつけたことで、メディア
でも金珖燮の詩が注目されるようになった。まさにここで、金珖燮は「詩
人」に生まれ変わったのである。進歩的な青年文壇も、彼らが対立してい
た政府も、団結しなかった芸術界でも、彼を「民族詩人」と呼ぶことに躊
躇しなかった。思想や主義、世代を超えた「民族詩人」という呼称は「愛
国－国民－民衆」の意味を含んでいたのである。

（2）若い創批と元老詩人との出会い
　彼の最後の出版物は、創批で発刊された詩集『冬の日』（1974）と『私の
獄中記』（1976）である。彼の年齢や1940～1950年代の官職の前歴を振り返
れば、若い創批との出会いはややぎこちないところがある。高

コ

銀
ウン

は、蒼々

66 고은「나의 산하，나의 삶，176」『경향신문』1995．10．29．
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とした権力をめぐり健康も失った晩年の金珖燮が「第2共和国時代には謹
慎中のある元老詩人としてのみ存在67」しなければならなかったと回顧し
ている。そのような元老詩人が最後の詩集と獄中記録を創批から出すこと
になったのである68。
　『城北洞の鳩』の詩人でありながら、各種勲章の授与者であり、「民族
詩人」としても遜色のない金珖燮は、1974年『全集』のあとがきを通して、
1930年代に自身がほのめかしていた抒情詩論を翻す発言をしている。

詩は私にとっては単純な感情や叙情ではなかった。詩人は民族意識の
先端に立つ。私たちの状況意識がすぐ民族意識となった。そのような
観念が私のあらゆる感情の底辺となり、精神の支柱となって、その観
念が動力化して獄中での苦しみまで経験するようになってしまった69。

　詩人が「民族意識の先端」に立って時代に参加してこそ、その真正性を
確認することができるようになった時代の流れのなかで、彼は「叙情」を
間断なく捨てなければならなかったのである。彼は、国家権力や制度に対
する関与や抵抗も事実上不可能に見えた日帝時代には、文学の定数として
叙情詩を、そしてそれに最も近いものを随筆に見て、時代や階級ではなく、
生活と人間を人格的な随筆文学の本質として言及していた。そして解放後
には、自分が実のところ何かの「個性」で詩人になったのではなく、「時
代的環境」が育てた「意識」によってなったという（307）。自身の投獄が

67 고은、前掲文。
68 もちろん金珖燮という一人の人物の晩年を、創批という出版社の性格を通じてのみ把握す
ることはできないだろう。彼のその他のあゆみと詩の世界、そして解放後の情勢に対する
積極的な考慮が必要ではあるが、創批で出版された彼自身の叙事を中心とする本稿の論旨
と紙幅の関係上、このような点は別稿で改めて取り上げたい。

69 김광섭「시에의 등정」『나의 옥중기』창작과 비평사，1976，375쪽．
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まさにそうした「民族意識」の結果物だと付け加えている。そうならば、 

「獄中日記」は民族意識の結果というわけである。
　彼の「最後」の詩と自伝的文章のすべてがどのように創批と出会ったの
かについては、1969年の詩集の出版と1974年の改憲署名支持運動という事
件を通じて明らかにすることができる。これは、彼に対するその後の文壇
における評価、文学史での位置付けを理解する重要な鍵となる。
　創批は、1966年に創刊した季刊誌『創作と批評』を筆頭に、1971年か 

ら黄
ファン

皙
ソギョン

暎、李
リ

泳
ヨン

禧
ヒ

、白樂晴それぞれの小説集、批評集、論文集を出版し、
進歩的な出版社としての色彩を創り出していった。彼らは30代前後の若さ
で、血気盛んであった。金珖燮と彼らとのあいだの世代のギャップは、一
冊の詩集を媒介に広がるようになる。『城北洞の鳩』発表直後から『創作
と批評』に載せられるようになった3編の「金珖燮論」は、金珖燮に対す
る創批側の立場をよく代弁している。金

キム

顯
ヒョン

承
スン

、趙
チョ

泰
テ

一
イル

、申
シン

庚
キョン

林
ニム

の手を経
た「金珖燮論」は、時間が経つにつれ、具体的な言語を通じて明確なアイ
デンティティーを与えられるようになる。
　1969年、金顯承は金珖燮が海外文学派出身として初期には「観念の正体」
があいまいな詩の世界を見せていた反面、同年に発表した『城北洞の鳩』
を通して、「根源における郷愁」と「社会批評の意識」を「具体的」に表
現したことを評価した。彼は「晩年に至るほどさらに輝いて旺盛で円熟し」
はじめた金珖燮の詩の世界を高く評価している70。
　そして1970年、趙泰一は金珖燮の詩の世界の流れが抗日から反共に、愛
国から文明批評に向かっており、彼の40年の詩の世界が「止まっている詩」
に対比される「動いている詩」だったことを称賛した71。参考に、1941年
生まれの趙泰一は、慶熙大国文科に在学していた当時、金珖燮の配慮で奨

70 김현승「김광섭론」『창작과 비평』13，1969．3，130～140쪽．
71 조태일「고여 있는 시와 움직이는 시」『창작과 비평』16，1970．6．
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学金をもらい、大学生活を維持することができたという72。
　金珖燮が創批で詩集『冬の日』を出版した年に掲載された申庚林の「金
珖燮論」（1975）は、創批の「金珖燮論」をもっとも明確な言語で具体化し
ている。申庚林は当時、「民族詩人」、「愛国詩人」とされる、それでいて「民
衆」や「庶民」とは距離があった詩人金珖燮の「詩についてあまりにも知っ
ていることが少なかったことに気づき、驚いたこと」を告白することから
「金珖燮論」をはじめる73。彼は知的で抽象的、観念的といえる金珖燮の
初期における詩は、彼が社会活動から退いた1960年代後半から「民衆また
は庶民との一体感を回復」したとみており、その根拠に『城北洞の鳩』を
挙げている。金珖燮はここにはじめて「名実ともに」「民族詩人という名誉」
を獲得するようになったのである。申庚林の「金珖燮論」は「このような
難しい時代に金珖燮氏のような優れた詩人に出会ったことは私たちの喜び
であり、なんという慰めなのだろうか」という最後の献辞にも表れている。
　つまり、季刊誌『創作と批評』において創り出され続けた金珖燮に対す
る評価は、「かつて詩の世界さえまともに把握されなかった文人」から、
1969年の『城北洞の鳩』を起点に「庶民を感じた民族詩人」として急転回す
る場面を示している。金

キム

洙
ス

暎
ヨン

もまた、白樂晴などの創批側に、金珖燮と金
顯承が重要な詩人であるから、彼らに詩を依頼することを勧めたという74。
ところが、1961年に金珖燮が社長を務めていた『自由文学』において、政
府を称賛すると同時に否定する内容を含んだ金洙暎のいわゆる政治的な詩
に原稿料を与えて掲載の意思を明らかにしようとすると、金洙暎は自ら修
正撤回の意思を明らかにしたことがあった75。当時、金洙暎が相対した人

72 정규웅「정규웅의 문단 뒤안길 1980년대〈41〉-시에 자기 사망일 밝힌 조태일-」『중앙

Sunday』2012．1．8．
73 신경림「김광섭론」『창작과 비평』37，1975．9．
74 최하림『김수영 평전』실천문학사，2001，348쪽．
75 강홍규「관철동 시대 70년대 한국문단풍속화29」『경향신문』1986．10．25．
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は編集長である李
イ

圭
ギュ

憲
ホン

であって、掲載決定を下したのも彼であったが、金
洙暎は、『自由文学』の責任者である金珖燮にも心の借金があったはずだ
ろう。
　1975年、『文学と知性』に掲載された金

キム

柱
ジュ

演
ヨン

の「ある詩人の一生につい 

て」においても、金珖燮の詩が「私たちの心の中に積極的にぶつかり始め
たのはわずか6年前、1969年に『城北洞の鳩』を出したあとから」である
ことを公表したことがある76。金珖燮は、韓国文壇全体のなかで1969年に
はじめて「民族の詩人」になったのである。ある研究者は、彼がどうであ
れ、韓国文壇を作り上げた貢献者であるにもかかわらず、素朴にただ「詩
人として記憶される理由」について、国文科で弟子を量産した金

キム

東
トン

里
リ

、 

趙
チョ

演
ヨンヒョン

鉉などとは異なり、短い時期だけ英文科に在職したためではないか
と述べている77。金珖燮が韓国文学史において、「海外文学派」程度に簡
略に記録されてきた点を考えれば、これは現実的な分析であるといえる。
　金珖燮は創批から好評を得るようになった後、若い作家たちと政治的同
志としての人脈も形成するようになる。1974年1月7日、彼らはある地下の
カフェで会っている。

　李
イ

煕
ヒ

昇
スン

、李軒求、金珖燮、安
アン

壽
ス

吉
ギル

、李
イ

浩
ホチョル

哲、白樂晴氏などの文学者
たちは、7日午前10時、ソウル中区明洞1街コスモポリタン地下のカフェ
に集まって声明書を発表し、「大多数の同胞たちが貧困と圧制に悩まさ
れ、民族の存亡そのものが危うかったこの難しい時期を迎えて、文学
者たちはこれ以上沈黙できない」と宣言して、「未来の韓国文壇と社会
に新たな風土を醸成するため、改憲署名を支持する」と明らかにした。
 （「文人 61名 改憲署名を支持」『東亜日報』1974．1．7．）

76 김주연「한 시인의 일생에 대하여」『문학과 지성』6（1），1975．3，136～145쪽．
77 홍정선、前掲論文、347頁。
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　「61名の文人が署名し、20名が参席したこの日の集まり」で、記事を通
じて実名が挙がっている彼らは6人、「朝鮮語学会事件で投獄された咸

ハ

興
ムン

刑
務所で、ご飯一さじを100回噛んで飲み込んだ」いう逸話で有名な李煕昇
を筆頭に、李軒求、金珖燮、そして最後に白樂晴がいた。ほぼ年齢順であ
るとともに、当時の認知度の順で取り上げられたと見ても差し支えはな 

い78。彼らは、「民族文学の担い手」と「良心の自由と表現の自由を含め
た国民の基本的人権」の保障に向けて「憲法改正を請願」し、そして「民
主主義と社会正義」のために「良心的知識人」が「国民の側に」立つこと
を宣言した。金珖燮はこの関与を通じて、詩の世界を通じてだけでなく、
現実世界を通じても、民主主義と社会正義を支持する「民族文学者」であ
り「良心的知識人」グループに正式に合流した。
　李軒求が『私の獄中記』の「まえがき」で白樂晴に格別な感謝を表した
こと、そして白樂晴が「編集後記」で李軒求と金珖燮に丁重に言及したの
は、彼らの関係をよく表している79。創批が1975年に金珖燮詩集『冬の日：
金珖燮詩選集』、1976年に『私の獄中記』を出版したのは、1969年に『城
北洞の鳩』によって民衆詩人、文明批評の詩人の系譜に至った詩人金珖燮
に対する歓迎であると同時に、1974年における進歩的知識人の政治的な支
持者として関与しながら、文壇の若い血気に元老の力を貸してくれたこと
に対する感謝の表現だったのである。このことによって、金珖燮には「抗
日・反共」に加えて「抵抗・参与」というコードが刻印される。そしてこ
れらのコードはすべて「民族」というしるしに収斂されたのであった。

78 1995年のある回顧は、白樂晴、金
キム

芝
ジ

河
ハ

、廉武雄、李煕昇、李軒求、金珖燮、安壽吉、朴
パク

斗
トゥ

鎭
ジン

、朴永煕の順で「3選改憲永久政権反対」者たちを記憶している（고은「나의 산하，나

의 삶 150회」『경향신문』1995．2．12．）。文壇の主導勢力の交代は、1974年当時メディア
でまだ主要な人物として言及されていなかった金芝河、廉武雄を取り上げて、白樂晴をす
べて手放すことになる変化を生んだ。

79 高銀の回顧によれば、金珖燮が抵抗の時代に立つために決心し、李軒求も淡々と署名に承
諾することができたという（고은「나의 산하，나의 삶，143」『경향신문』1995．3．5．）。
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　金珖燮は自身の日記が最初に世に出た1961年の感慨を、次の文章で再解
釈し始めた。「この日記は、悲しみの自由もなく、涙の自由もなく、西

ソ

大
デ

門
ムン

刑務所の独房に収監された日によって生じたのであり、出獄してから17年、
4．19以降の重苦しい時間に出るようになるのである80」と。1961年、「4．19

以降の重苦しい時間」を強調し公開された彼の日記は、1969年『城北洞の
鳩』で民衆的な民族詩人の序列に上がり、1974年の改憲署名に合流した後、
創批を通じて獄中記が出版されたことによって注目されるようになる。風
聞だけで聞いていた彼の投獄と「抵抗」の経験は、ここに物質的な証拠と
して提出されたのである。さらに、1970年代は若い作家たちが刑務所に入
るようになる時代で、1976年に出版された金珖燮の獄中記は、抑圧的な権
力に対する抵抗という時代的な響きを与えて出版されたのであった。

5．結論

　これまで、金珖燮の『私の獄中記』を対象に個人的な叙事が「執筆－出
版－読書」される過程と獄中記／日記、回想記などといったジャンルが再
現するアイデンティティーの違いとその結びつきの効果を明らかにした。
そして何より、テキストの社会的な理解は叙事の詳細な内容よりも、該当
ジャンルの受容の中で位置づけられているという点に注目して、その全般
的なイメージを把握する作業も合わせておこなった。「自己叙事」の出版
が個人的、社会的な結び目になる事件であることを示すため、『私の獄中 

記』の単行本による出版を前後した、金珖燮個人の履歴や文壇との利害関
係を整理した。
　本稿は、知識人が韓国近現代史の歴史的な浮き沈みのなかで、いかなる
個人記録の改変を通じて世渡りをしたのかを批判しようとしたのではない。

80 김광섭「옥창일기 -머리말」『나의 옥중기』창작과 비평사，1976，11쪽．
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植民地期における金珖燮の日記は、解放後に2度にわたって脚色の機会を
得たのにもかかわらず、依然として「絶えず刑務所の規律に順応すること
を念押し81」する内容を盛り込んでおり、これを読解する研究者をしても、 

「愛国章を授与された独立運動家として日記を読むと、すぐ困惑」せしめ
てしまうようになる。つまり、彼の獄中記は、社会的に抗日と反共のスロー
ガンが顕著だった1960～1970年代に公開されたのにもかかわらず、露骨な
脚色までは加えられなかった。抗日に反共、そして抵抗が加わる場面まで
すべて正直に含めており、歴史的な地層を示しているのである。もちろん、
個人的な叙事の執筆や修正には、筆者個人の意図と欲望が反映されている
が、作家の手を離れたこのテキストは、社会文化的な文脈のなかで消費さ
れたのである。
　この「自伝文集」は、表面的には獄中と病床にあった時期の記録である
日記、回顧録、病床記で構成されている。このような組み合わせの出版は、
私的な日記（diary）が公的な回顧録（memoir）と出会い、民族的な自叙伝
（autoethnography）の色彩を帯びるようになり、そして獄中記（prison writing）

と病床記（autopathography）が出会うことによって、ある知識人の政治的／
詩的な生存叙事（survival narrative）として完成される場面をよく表している82。
金珖燮自身は、これまで発表されたさまざまな文章を「一冊にすべて盛り
込むことがどうなるかを躊躇する考え」を示したが、これらの文章は身体
の拘束という条件のなかで、精神の自由と修練が行われていたことを再現
する効果をもたらすようになったのである。

81 장신「일제하 형무소의 사상범 대책과 전향자 처우」『민족문화연구』64，2014．8，179쪽．
82 それぞれの用語については、Sidonie Smith & Julia Watson, Reading: A Guide for Interpreting Life 

Narratives（University of Minnesota Press: Minneapolis, London. 2001）を参照。
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